
第
３
章

教
訓
の
部

　あまりにも大きな犠牲を強いられた、あの震災の教訓と反省を後世に伝える。
　「津波の来襲と避難」。地理的にさまざまな特徴を持つ山田町の各地区に、どのような
規模の津波が押し寄せ、どのような現象が起きたのか。そして人々は、そこからどのよ
うにして避難所までたどりつき、どのような生活を送ったのか。観測され、書き残された
各種の記録、被災直後からの実地観察や測量、詳細な聞き取りなどに基づき、学術的
な考察を加えて、できるだけ具体的に記す。
　「石に刻まれた教え」では、町内に残された昭和三陸津波（1933年）の戒めを刻む石碑の
来歴や、この戒めを守って東日本大震災の大津波から逃げ延びた女性の逸話を紹介する。
　大津波が町をさらった直後、山田地区や田の浜地区で大規模な火災が発生した。イ
ンタビュー「火災はなぜ拡大したのか」で、津波が原因の「津波火災」のメカニズムや
対策などを第一線の研究者に詳しく尋ねる。
　この章ではまた、復興に向かう町を大きく揺るがした、いわゆる「NPO問題」につい
て、第三者調査委員会が調査・検証した「報告書」の概要を掲載する。



　

今
回
の
津
波
は
、
青
森
県
八
戸
沖
辺
り

か
ら
茨
城
県
鹿
島
沖
に
至
る
、
南
北
約
５

０
０
キ
ロ
、
東
西
約
２
０
０
キ
ロ
の
広
大

な
範
囲
で
、
数
分
間
に
複
数
回
生
じ
た
地

震
と
の
関
連
で
発
生
し
た
。
こ
の
う
ち
岩

手
県
南
部
沖
百
数
十
キ
ロ
の
海
底
で
生
じ

た
地
震
が
引
き
起
こ
し
た
津
波
の
波
高
が

大
き
か
っ
た
。山
田
町
一
帯
の
湾
外
に
は
、

地
震
の
二
十
数
分
後
か
ら
ま
ず
引
き
波
が

起
き
、
次
い
で
高
い
押
し
波
が
寄
せ
始
め

た
と
み
ら
れ
る
。

　

宮
古
沖
水
深
２
０
０
メ
ー
ト
ル
地
点
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
や
釜
石
沖
水
深
千
メ
ー
ト

ル
地
点
の
海
底
水
圧
計
が
計
測
し
た
最
大

波
高
は
、
い
ず
れ
も
６
メ
ー
ト
ル
余
り
で

あ
っ
た
。
そ
の
直
後
、
山
田
湾
、
船
越
湾
、

小
谷
鳥
湾
沿
岸
に
到
達
し
た
津
波
の
最
大

高
は
、
図
１-

１
か
ら
読
み
取
れ
る
湾
口

部
の
幅
や
深
さ
、
開
く
向
き
、
湾
の
広
が

り
等
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、さ
ら
に
湾
底
・

湾
岸
の
地
形
や
構
造
物
に
よ
っ
て
狭
い
範

囲
で
も
異
な
る
。
詳
し
く
は
、「
２ 

土
地

の
特
徴
と
避
難
行
動
」で
地
区
別
に
記
す
。

　

こ
の
図
に
は
、
陸
地
の
奥
深
く
遡そ

上じ
ょ
うし

た
も
の
で
は
な
く
、
海
岸
に
で
き
る
だ
け

近
い
地
点
で
測
定
さ
れ
た
浸
水
痕
跡
の
高

さ
を
、
メ
ー
ト
ル
単
位
で
示
し
て
あ
る
。

山
田
湾
岸
で
は
、
南
部
の
織
笠
や
大
浦
で

や
や
高
い
が
ほ
と
ん
ど
10
メ
ー
ト
ル
以
下

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
船
越
湾
岸
で
は

16
～
18
メ
ー
ト
ル
と
高
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
と
、
津
波
到
達
時
刻
が
船
越
湾
岸
の
方

が
早
か
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
、
船
越
地

峡
を
南
（
船
越
湾
側
）
か
ら
北
（
山
田
湾

側
）
に
向
か
う
越
流
が
生
じ
た
。

　

ま
た
、
山
田
・
船
越
湾
外
の
東
な
い
し

南
東
に
直
面
し
た
海
岸
で
は
津
波
高
が
高

く
、小
谷
鳥
で
は
30
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。

電
子
基
準
点
山
田
な
ど
で
の
観
測
か
ら
こ

の
地
域
の
地
殻
変
動
を
見
る
と
、
地
震
発

生
時
に
50
セ
ン
チ
ほ
ど
の
沈
降
が
あ
り
、

そ
の
後
４
年
間
で
さ
ら
に
１
セ
ン
チ
ほ
ど

沈
降
し
た
後
、
平
成
29（
２
０
１
７
）年
２

月
初
め
ま
で
に
約
２
セ
ン
チ
隆
起
し
た
。

　

以
下
、
こ
の
「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」

で
は
、
地
表
面
、
津
波
、
お
よ
び
防
潮
堤

そ
の
他
海
岸
構
造
物
の
高
さ
等
を
、
い
ず

れ
も
東
京
湾
平
均
海
面
（
Ｔ
Ｐ
）
を
基
準

に
記
す
。
山
田
港
の
平
均
海
面
は
Ｔ
Ｐ
プ

ラ
ス
86
セ
ン
チ
で
あ
る
。
な
お
、
海
岸
構

造
物
の
設
計
に
は
潮
汐
の
観
測
基
準
面

（
Ｄ
Ｌ
）か
ら
の
高
さ
が
用
い
ら
れ
、
山
田

町
付
近
の
海
岸
で
は
Ｄ
Ｌ
０
を
Ｔ
Ｐ
マ
イ

ナ
ス
70
セ
ン
チ
と
し
て
い
る
の
で
、
Ｄ
Ｌ

を
用
い
た
高
さ
は
Ｔ
Ｐ
に
よ
る
も
の
よ
り

０
・
７
メ
ー
ト
ル
高
く
表
示
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
用
い
な
い
。

　

図
１-

１
に
点
線
と
実
線
で
区
別
し
た

よ
う
に
、
山
田
町
を
含
む
三
陸
の
海
岸
に

は
、
礫れ

き

（
直
径
２
ミ
リ
よ
り
大
き
な
石
こ

ろ
）
や
砂
（
２
ミ
リ
～
16
分
の
１
ミ
リ
）

が
波
で
打
ち
上
げ
ら
れ
て
堆
積
し
た
浜

と
、
基
盤
の
岩
石
が
波
で
侵
食
さ
れ
た
海

食
崖
と
が
繰
り
返
し
て
い
る
。
集
落
は
、

浜
に
沿
っ
た
あ
ま
り
広
く
な
い
平
野
、
お

よ
び
そ
の
少
し
奥
ま
た
は
側
面
の
や
や
高

い
所
な
ど
に
立
地
し
て
い
る
。
浜
や
平
野

の
部
分
は
、
地
表
は
極
め
て
平
坦
で
あ
る

が
、
地
下
に
は
、
深
さ
が
最
大
で
50
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
谷
と
、
10
メ
ー
ト
ル
よ
り

も
浅
い
平
坦
な
所
と
が
並
ん
で
埋
没
し
て

い
て
、起
伏
に
富
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

地
球
規
模
の
気
候
・
海
面
変
化
に
関
す
る

知
見
か
ら
、
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。

　

地
下
の
「
埋ま

い

没ぼ
つ

谷こ
く

」
は
、
海
水
面
が
現

在
よ
り
か
な
り
低
く
山
田
湾
全
体
が
陸
地

で
あ
っ
た
２
万
年
前
の
最
終
氷
期
最
盛
期

こ
ろ
ま
で
に
、
陸
上
で
川
の
侵
食
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
１

万
５
千
年
前
こ
ろ
か
ら
の
急
速
な
温
暖
化

で
海
水
面
が
上
昇
し
て
現
在
に
近
い
高
さ

に
な
っ
た
数
千
年
前
以
降
に
、
波
の
侵
食

で
平
坦
な
所
（
波
食
台
）
が
形
成
さ
れ
、

こ
れ
も
現
在
の
浜
の
堆
積
物
に
覆
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
上
・
地
下
の
地
形

を
多
少
単
純
化
し
て
示
し
た
も
の
が
図
１

-

２
で
あ
る
。以
下
の
文
章
は
、こ
の
図
を

参
照
し
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
以
下
に
示
す
地
形
や
地
層
の
区
分

は
、「
２ 

土
地
の
特
徴
と
避
難
行
動
」
で

の
地
区
別
の
記
載
に
も
共
通
し
て
用
い
る
。

　

埋
没
谷
を
作
っ
て
い
る
地
盤
を
見
る

と
、
現
海
面
下
約
30
～
15
メ
ー
ト
ル
よ
り

深
い
所
に
礫
を
主
体
と
す
る
Ｉ
層
（
１
万

数
千
年
以
上
前
に
河
川
が
運
搬
し
て
堆

積
）
が
あ
り
、
そ
の
上
位
に
砂
や
、
16
分

の
１
ミ
リ
よ
り
細
か
い
泥
を
主
と
す
る
II

層
（
そ
の
後
海
面
が
急
上
昇
し
た
時
代
に

河
川
下
流
部
や
そ
れ
に
沿
っ
た
低
湿
地
お

よ
び
浅
い
湾
底
な
ど
に
堆
積
）
が
、
現
海

面
下
10
～
５
メ
ー
ト
ル
辺
り
ま
で
続
く
。

　

さ
ら
に
上
位
に
重
な
る
の
は
厚
さ
数
メ

ー
ト
ル
か
ら
十
数
メ
ー
ト
ル
の
砂
礫
層

津
波
の
来
襲
と
避
難

や
っ
て
来
た
津
波
と

襲
わ
れ
た
土
地

図 1-1　山田町とその周辺の海岸・海底の地形と津波の高さ
砂礫浜と海食崖は地形図や空中写真を見て分類した．海底地形を表す等深線
は三浦修（1968）地理学評論41巻12号掲載の図を一部簡略化した．元の図
は海図・海底測量原図から作図し，120m より深い部分は省略してある．津
波の高さは，湾の内外での分布傾向を大づかみしやすいように，いくつかの調
査で報告された数値からほぼ同一の地点での最大値を選び，1m 未満を四捨五
入して記した． 主な資料は，岩手県津波防災技術専門委員会（第 2 回）資料
No.5（2011）および今野明咲香・吉木岳哉・佐野嘉彦（2011）季刊地理学
63 巻 3 号である．高さ・深さの基準には全て T.P.（東京湾平均海面）を用いる．

大津波が船越地峡（船越半島の付け根）を南側の船越湾（手前）から北側の山田湾（奥）
に向かって越流し、防潮堤や建物の破壊・流失、侵食による海岸線の変化などの痕跡を
残した（平成 23 年３月 28 日午前 10 時 19 分撮影）

  

Ａ 

津
波
の
発
生
と
到
達

引
き
波
の
後
、
高
い
押
し
波

  

Ｂ 

津
波
が
来
襲
し
た
土
地
の
特
徴
と
そ
の
成
り
立
ち 

液
状
化
の
恐
れ
あ
る
地
盤
も

1
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第3章  伝える │ 津波の来襲と避難　［1 やって来た津波と襲われた土地］



　

山
田
町
の
主
な
漁
業
集
落
は
、
古
く
は

砂さ

礫れ
き

浜
や
そ
の
す
ぐ
背
後
の
小
平
野
に
立

地
し
て
い
た
も
の
が
多
い
。
そ
れ
と
は
や

や
異
な
り
、
船
越
（
中
心
部
や
山
の
内
）、

大
浦
な
ど
の
集
落
の
主
要
部
は
山
麓
緩
斜

面
に
立
地
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
集
落

の
う
ち
に
は
、
明
治
と
昭
和
の
三
陸
地
震

津
波
災
害（
１
８
９
６
年
と
１
９
３
３
年
）

以
後
に
低
い
階
段
状
に
宅
地
を
造
成
し
て

移
転
し
た
部
分
が
あ
る
。

　

ま
た
、田
の
浜
や
大
沢
で
は
、砂
礫
浜
お

よ
び
そ
れ
に
続
く
小
平
野
に
あ
っ
た
集
落

が
明
治
や
昭
和
の
津
波
で
大
き
く
被
災
し

た
後
に
、
平
野
の
す
ぐ
背
後
の
低
い
尾
根

の
先
端
や
谷
の
出
口
に
人
工
平
坦
面
（
田

の
浜
新
宅
地
・
大
沢
新
開
地
）
を
造
成
し

て
移
転
し
た
。し
か
し
、津
波
災
害
後
年
月

が
経
つ
に
つ
れ
、
多
く
の
所
で
浜
や
そ
れ

に
接
す
る
平
野
部
に
ま
た
家
屋
が
増
え
た
。

　

海
岸
線
の
う
ち
に
は
、
お
そ
ら
く
明
治

時
代
か
ら
、
木
製
の
小
桟
橋
な
ど
、
小
規

模
な
接
岸
施
設
が
作
ら
れ
て
い
た
所
も
多

い
。
大
浦
や
船
越
湾
北
西
岸
（
山
の
内
）

で
は
、
浜
で
は
な
く
海
食
崖
下
の
波
食
台

部
分
を
多
少
改
変
し
て
船
を
着
け
て
い

た
。
第
二
次
大
戦
末
期
の
昭
和
17（
１
９

４
２
）～
18（
43
）年
に
は
、
浜
川
目
と
大

沢
西
部
で
海
軍
施
設
設
置
に
伴
い
海
岸
付

近
が
人
工
的
に
多
少
改
変
さ
れ
た
。

　

漁
港
の
岸
壁
・
防
波
堤
や
防
潮
堤
な
ど

が
整
備
さ
れ
た
の
は
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

チ
リ
地
震
津
波
の
後
で
あ
る
。
浜
と
そ
の

背
後
の
平
野
に
あ
っ
た
山
田
の
中
心
市
街

地
は
、
主
と
し
て
１
９
６
０
年
代
以
降
、

低
湿
な
平
野
部
に
盛
土
を
行
っ
て
広
が

り
、
70
年
代
以
後
の
時
期
に
は
、
そ
の
周

辺
の
低
い
尾
根
を
削
り
、
間
の
小
さ
な
谷

を
埋
め
て
、
さ
ら
に
拡
大
し
た
。

　

防
潮
堤
は
、
山
田
地
区
の
中
央
部
で
は

高
さ
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
昭
和
８

（
１
９
３
３
）年
津
波
の
後
に
作
ら
れ
、
ほ

ぼ
全
て
の
浜
で
チ
リ
地
震
津
波
（
１
９
６

０
年
）
の
後
に
順
次
整
備
さ
れ
た
。
そ
の

高
さ
は
、
山
田
湾
岸
で
４
メ
ー
ト
ル
（
大

沢
の
大
半
な
ど
）
～
６
・
６
メ
ー
ト
ル
（
山

田
、
大
浦
な
ど
）、
船
越
湾
岸
で
８
・
４

メ
ー
ト
ル
、
小
谷
鳥
で
は
８
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
（
図
１-

３
）。

　

今
回
の
津
波
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
防
潮

堤
や
閘こ

う

門も
ん

は
全
て
越
流
さ
れ
、
転
倒
・
流

失
し
た
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
防
潮
堤
な

ど
の
転
倒
・
流
失
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

海
岸
近
く
の
海
底
の
地
形
、前
面
（
海
側
）

に
岸
壁
や
防
波
堤
等
他
の
構
造
物
が
あ
っ

た
か
否
か
、
お
よ
び
防
潮
堤
の
基
礎
が
置

か
れ
た
地
盤
等
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
み

ら
れ
る
事
例
も
あ
る
。
な
お
、
関
口
川
河

口
付
近
に
は
水
門
や
河
岸
の
堤
防
が
な

く
、
そ
の
他
に
も
防
潮
堤
等
が
短
区
間
途

切
れ
る
所
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
防
潮
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
対

策
が
不
完
全
で
あ
り
、
建
設
さ
れ
た
防
潮

堤
も
破
壊
さ
れ
る
な
ど
し
て
機
能
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
津
波
は

図
１-

１
に
示
し
た
浜
や
平
野
に
広
い
範

囲
に
わ
た
っ
て
侵
入
し
た
。
織
笠
川
や
関

口
川
に
沿
っ
て
は
河
口
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２

キ
ロ
お
よ
び
１
キ
ロ
ほ
ど
上
流
に
ま
で
遡そ

上じ
ょ
うし

、
特
に
河
川
敷
内
に
限
れ
ば
、
こ
れ

よ
り
さ
ら
に
２
０
０
～
３
０
０
メ
ー
ト
ル

上
流
ま
で
達
し
た
。
ま
た
、
船
越
地
峡
を

越
流
し
た
の
で
、
船
越
半
島
は
一
時
的
に

孤
立
し
た
。
浸
水
範
囲
の
概
略
を
図
１-

３
に
示
し
、
詳
し
く
は
「
２ 

土
地
の
特

徴
と
避
難
行
動
」で
地
区
ご
と
に
述
べ
る
。

（
III
層
）
で
、
最
近
数
千
年
間
に
波
打
ち

際
付
近
や
河
川
沿
い
に
堆
積
し
た
も
の
で

あ
る
。
埋
没
波
食
台
で
は
、
Ｉ
層
や
II
層

が
な
く
、
厚
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
III
層
が
基

岩
（
小
谷
鳥
海
岸
の
西
側
を
除
け
ば
花か

崗こ
う

岩が
ん

類
）
の
風
化
層
を
直
接
覆
っ
て
堆
積
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
埋
没
谷
で
も
埋
没

波
食
台
で
も
、
III
層
の
上
位
を
厚
さ
１
～

数
メ
ー
ト
ル
の
人
工
的
な
盛
土
層
が
覆
っ

て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　

埋
没
谷
の
中
で
、
底
の
方
に
あ
る
Ｉ
層

は
し
っ
か
り
し
た
地
盤
で
あ
る
が
、
そ
の

上
位
に
重
な
る
II
層
の
一
部
に
は
、
地
震

の
揺
れ
を
大
き
く
し
や
す
い
軟
弱
な
地
盤

が
あ
る
。
従
っ
て
、
同
じ
浜
で
あ
っ
て
も

II
層
が
厚
い
埋
没
谷
の
上
で
は
、
埋
没
波

食
台
の
上
よ
り
も
、
地
表
で
感
じ
る
揺
れ

が
少
し
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
地
下
水
位
は
、
海
岸
に
ご
く
近

い
範
囲
で
は
海
水
面
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に

あ
り
、
地
表
下
１
～
数
メ
ー
ト
ル
よ
り
下

の
地
層
は
い
ず
れ
も
常
に
飽
和
し
て
い
る

と
み
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
条
件
下
で
地

震
の
強
い
揺
れ
に
よ
り
液
状
化
を
起
こ
す

可
能
性
の
あ
る
地
盤
は
、
II
層
、
III
層
お

よ
び
盛
土
層
の
各
一
部
に
あ
る
。

　

浜
の
背
後
（
陸
側
）
に
は
、
最
近
数
千

年
間
に
海
岸
や
河
川
沿
い
に
堆
積
し
た
土

砂
が
、
小
さ
な
平
野
を
作
っ
て
い
る
。
流

域
面
積
が
比
較
的
大
き
な
織
笠
川
と
関
口

川
に
沿
っ
て
は
、河
川
が
作
っ
た
平
野（
図

１-

２
の
河
成
平
野
）
が
や
や
広
く
、
上

流
側
ま
で
数
キ
ロ
も
続
い
て
い
る
。
平
野

の
一
部
に
は
、
排
水
が
悪
い
の
で
泥
炭
な

ど
が
堆
積
し
た
湿
地
と
な
り
、
地
盤
が
特

に
軟
弱
な
部
分
（
図
１-

２
の
後
背
湿
地
）

が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
平
野
に
、
周
囲
の

山
地
か
ら
低
い
尾
根
の
先
端
が
張
り
出

し
、
そ
こ
を
中
心
に
少
し
高
い
小
さ
な
平

坦
地
が
見
ら
れ
る
所
が
あ
る
。

　

そ
の
多
く
は
人
工
的
に
平
坦
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
十
万
年
余
り
前
の
、
海

面
が
現
在
よ
り
少
し
高
か
っ
た
時
代
（
最

終
氷
期
の
前
の
間
氷
期
な
ど
）
に
波
の
作

用
で
作
ら
れ
た
平
坦
面
（
海
成
段
丘
）
が

一
部
に
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
船

越
の
中
心
集
落
か
ら
そ
の
西
側
に
か
け

て
、
大
浦
集
落
お
よ
び
そ
の
背
後
な
ど
に

は
、
花
崗
岩
の
風
化
層
を
、
浜
に
よ
く
見

ら
れ
る
よ
う
な
丸
い
礫
（
円
礫
）
で
は
な

く
角
張
っ
た
礫
（
角
礫
）
と
砂
泥
か
ら
な

る
厚
さ
数
メ
ー
ト
ル
以
下
の
層
が
覆
っ

た
、
傾
斜
５
～
15
度
程
度
、
長
さ
数
百
メ

ー
ト
ル
の
山
麓
緩
斜
面
が
あ
る
。
そ
の
大

半
は
１
万
数
千
年
前
よ
り
古
い
時
代
に
ほ

ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

山麓緩斜面に立地する集落（大浦地区）。
図1-２で左側の「山麓緩斜面」周辺に当たる

図 1-3　津波来襲時における山田町各地区の
防潮堤の高さと破壊箇所および浸水範囲
防潮堤の高さは漁港施設明細表に基づき，T.P. に改
めて表示．地震時の沈降（約50cm）は考慮していない．

  

Ｃ 

海
岸
の
利
用・改
変
と
今
回
の
津
波
に
よ
る
破
壊・浸
水
の
概
要 

守
り
切
れ
な
か
っ
た
防
潮
堤

図1-2　山田・船越湾岸によく見られる地形と地質の模式図
上のスケッチは，両湾岸に見られる地形とその配置の特徴を模式的に表したもので，「人工
平坦面」以外は人手が加わる前の状態を示す．下の地質断面図は，防潮堤等の設置のための
ボーリング資料から復元した結果に共通する特徴をまとめたもの．
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こ
こ
で
は
、
津
波
に
襲
わ
れ
た
人
々
が

ど
の
よ
う
に
避
難
し
た
か
を
、
で
き
る
だ

け
具
体
的
に
記
す
。
津
波
の
様
子
は
地
区

に
よ
っ
て
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

地
区
ご
と
に
、
ま
ず
、
津
波
に
襲
わ
れ
た

土
地
の
特
徴
お
よ
び
津
波
に
よ
る
浸
水
・

破
壊
の
状
況
を
手
短
に
ま
と
め
、
そ
れ
に

続
き
、
各
地
区
で
実
際
に
取
ら
れ
た
避
難

行
動
の
例
を
、
詳
細
な
聞
き
取
り
に
基
づ

い
て
記
す
。
土
地
の
自
然
的
特
徴
を
述
べ

る
の
に
便
利
な
よ
う
に
、
例
え
ば
浜
川
目

と
大
沢
、
大
浦
と
小
谷
鳥
な
ど
、
行
政
等

で
用
い
ら
れ
て
い
る
地
区
の
区
分
よ
り
細

か
く
分
け
た
所
が
あ
る
。

　

な
お
、
各
地
区
の
浜
の
部
分
の
地
質
断

面
図
は
、
い
ず
れ
も
海
側
か
ら
陸
を
見
る

向
き
で
描
い
て
あ
る
。
そ
の
他
や
や
専
門

的
な
用
語
等
に
つ
い
て
は
、「
１ 

や
っ
て

来
た
津
波
と
襲
わ
れ
た
土
地
」
の
Ｂ
や
図

１-

２
を
適
宜
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
～
Ｉ
で
各
地
区
の
避
難
行
動
事
例
を
詳

細
に
見
た
後
に
、
避
難
行
動
が
ど
の
く
ら

い
円
滑
に
行
わ
れ
た
か
、

あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
障

害
が
行
動
す
る
上
で
あ
っ

た
の
か
を
検
証
す
る
一
助

と
し
て
、
避
難
路
を
実
際

に
歩
行
・
走
行
す
る
一
種

の
実
験
を
試
み
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
Ｊ
に
記
す
。

　

津
波
に
先
立
つ「
揺
れ
」

の
強
さ
・
長
さ
の
参
考
資

料
と
し
て
、
２
０
１
１
年

３
月
11
日
14
時
46
分
30
秒

か
ら
の
地
震
の
強
震
波
形

を
図
２-

１
に
示
す
。

　

観
測
地
点
は
、
山
田
町

か
ら
南
に
約
50
キ
ロ
の

「
大
船
渡
市
大
船
渡
町
」
で
あ
る
。
横
軸

の
値
の
16
秒
（
＝
14
時
46
分
46
秒
）
く
ら

い
か
ら
初
期
微
動
が
始
ま
り
、
３
６
０
秒

を
過
ぎ
て
も
「
揺
れ
」
が
小
さ
く
続
い
て

い
る
。
主
要
動
の
大
き
な
「
揺
れ
」
は
１

４
０
秒
あ
る
い
は
２
０
０
秒
を
目
安
に
ほ

ぼ
収
ま
る
の
で
、
大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ

れ
て
動
け
な
く
な
っ
た
人
々
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
判
断
で
異
な
る
が
、
地
震
発
生
か
ら

約
２
分
あ
る
い
は
約
３
分
で
次
の
行
動
に

移
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ａ  

浜
川
目

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
概
要

海
岸
道
路
２
０
０
ｍ
陥
没

　

浜
川
目
の
海
岸
は
、
135
㌻
の
図
１-

１

か
ら
も
分
か
る
通
り
、
北
東
に
向
か
っ
て

開
い
た
狭
い
山
田
湾
口
の
北
西
側
、
つ
ま

り
津
波
の
直
撃
と
い
う
よ
り
も
湾
内
対
岸

で
反
射
し
た
波
や
湾
岸
を
周
回
し
た「
流

れ
」の
影
響
を
受
け
や
す
い
位
置
に
あ
る
。

勾
配
約
３
・
５
％
（
傾
斜
約
２
度
）
の
海

底
に
続
き
、
礫れ

き

ま
じ
り
の
砂
で
で
き
た
幅

１
０
０
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
浜
が
、
や
や

陸
側
に
湾
曲
し
つ
つ
ほ
ぼ
東
西
に
約
５
０

０
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
続
き
、
そ
の
ほ
ぼ

中
央
に
、
北
か
ら
小
河
川
（
神か

倉く
ら

沢ざ
わ

）
が

流
れ
込
ん
で
い
る
。

　

浜
の
背
後（
北
側
）に
は
砂
礫
や
泥
で
で

き
た
小
さ
な
平
野
が
、
神
倉
沢
沿
い
で
は

海
抜
15
メ
ー
ト
ル
辺
り
ま
で
、
そ
れ
以
外

の
部
分
で
は
海
抜
８
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

所
ま
で
広
が
っ
て
い
る
（
図
２-

２
、
図

２-

３
）。

　

浜
の
地
下
に
は
幅
約
４
０
０
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
約
20
メ
ー
ト
ル
の
谷
が
埋
ま
っ

て
い
て
、
そ
の
下
半
分
は
、
今
か
ら
１
万

数
千
年
以
上
前
に
川
が
運
ん
で
き
た
礫
を

主
と
す
る
層
（
Ｉ
層
）、
そ
の
上
位
に
は

浅
い
海
底
や
河
口
付
近
で
堆
積
し
た
砂
礫

や
泥
を
含
む
層
（
一
部
は
や
や
軟
弱
：
II

層
）、
さ
ら
に
上
位
に
、
最
近
数
千
年
間

の
浜
の
砂
礫
層
（
III
層
）
が
堆
積
し
て
い

る
（
図
２-

４
）。

　

昭
和
８（
１
９
３
３
）年
の
津
波
以
前
か

ら
、
今
よ
り
多
少
陸
側
に
湾
曲
し
て
い
た

海
岸
線
よ
り
数
十
～
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
内

陸
側
に
、
荷
車
が
通
れ
る
程
度
の
道
が
あ

っ
た
。
昭
和
17（
１
９
４
２
）年
か
ら
、
海

軍
が
当
初
は
重
油
を
貯
蔵
す
る
目
的
で
、

農
地
や
荒
地
だ
っ
た
平
野
部
に
直
径
30
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
筒
形
の
タ
ン
ク
（
容
量

１
万
ト
ン
）を
十
数
基
建
造
し
、各
タ
ン
ク

の
周
囲
に
土
塁
を
築
い
た
。
そ
こ
に
貯
蔵

す
る
、
実
際
は
重
油
で
は
な
く
潤
滑
油
や

メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
が
入
っ
た
、
ド

ラ
ム
缶
を
陸
揚
げ
す
る
た
め
、
神
倉
沢
河

口
の
西
側
に
、
海
側
に
50
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
突
き
出
し
た
木
製
の
桟
橋
が
作
ら
れ
た
。

　

海
岸
線
に
沿
っ
た
道
路
は
盛
土
で
多
少

拡
幅
さ
れ
、
の
り
面
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
擁
壁
や
護
岸
が
設
け
ら
れ
た
。
下
流

部
で
分
流
し
て
い
た
神
倉
沢
の
流
路
が
１

本
に
ま
と
め
ら
れ
、
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル

土
地
の
特
徴
と

避
難
行
動

図2-1　2011 年３月 11 日 14 時 46 分 30 秒からの地震の強震波形
（気象庁ホームページのデータから作成）
横軸の０は「14時46分30秒」．初期微動は約14時46 分46秒から開始．縦軸は「加速度」を表す．
山田町に最も近い観測地点「大船渡市大船渡町」でのＮＳ（南北方向での揺れ）成分

図2-2　浜川目の地形
（2015 年 9 月 20 日撮影）

A：山地斜面，B：狭い谷底（低い
尾根の先端を含み，人工的に改変さ
れている），C：海成・河成平野，D：
砂礫浜，E：海岸の埋立地．S1－
S2－G1, S1－S2－G2：地形断面（図
2-3）測線，AX－AY：地質断面（図
2-4）測線（AYは図右下方範囲外）．
なお，この図の距離と方位について
は，本図内で破線の囲みで位置を表
している図 2-5を参考のこと．

図2-3　水準測量による浜川目の地形断面図
測量路線は図2-2 に示す．2015 年 11 月 14 日測量．高度は測量時の海面
を基準とし，山田港の潮位予測と調査時刻に基づいて T.P. に補正．

図2-4　浜川目海岸を海側から見た地質断面図
測線の両端（AX，AY）の位置は図2-2 に記す．図の上部にある短
い縦線はボーリングの位置．岩手県宮古水産振興センター提供の
防潮堤等建設資料に基づき筆者の判断で作成．
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せ
ず
に
残
り
、
東
側
の
よ
う
な
侵
食
は
生

じ
な
か
っ
た
。浸
水
域
は
、神
倉
沢
に
沿
っ

た
部
分（
主
と
し
て
農
地
）で
は
河
口
か
ら

約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
上
流
ま
で
及
ん
だ
。

　

神
倉
沢
よ
り
西
側
に
あ
っ
た
集
落
で

は
、
浜
か
ら
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

範
囲
に
あ
っ
た
数
十
棟
が
浸
水
し
た
が
、

集
落
の
西
に
向
か
っ
て
は
、
浸
水
域
の
広

が
り
は
た
か
だ
か
１
２
０
メ
ー
ト
ル
程
度

で
、
そ
の
区
間
の
最
大
傾
斜
は
３
度
に
達

し
な
い
（
図
２-

３
）。

　

津
波
後
、
神
倉
沢
河
口
よ
り
東
の
海
岸

道
路
は
、
路
床
侵
食
区
間
の
す
ぐ
陸
側
に

平
行
に
応
急
復
旧
さ
れ
（
図
２-

５
、図
２

-

６
）、
さ
ら
に
内
陸
側
に
迂う

回か
い

し
て
建
設

さ
れ
る
新
し
い
防
潮
堤（
高
さ
９
・
７
メ
ー

ト
ル
）
の
内
側
に
移
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
海
岸
線
を
直
線

化
す
る
た
め
に
戦
時
中
か
ら
昭
和
45（
１

９
７
０
）年
ご
ろ
ま
で
に
埋
め
立
て
ら
れ

た
範
囲
の
東
半
部
は
、
海
に
戻
る
こ
と
に

な
っ
た
。
河
口
の
西
側
に
も
、
岸
壁
の
背

後
に
、
東
側
と
同
じ
高
さ
の
防
潮
堤
が
築

か
れ
る
。

（
２
）
避
難
行
動
の
実
態 

　

漁
業
に
携
わ
る
人
々
の
多
く
は
、
漁
港

で
地
震
に
遭
い
、
地
震
後
も
す
ぐ
に
避
難

せ
ず
に
港
近
く
の
作
業
場
や
倉
庫
な
ど
で

片
づ
け
な
ど
を
行
い
な
が
ら
海
岸
付
近
に

滞
在
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
浜
川
目

の
堤
防
の
内
側
で
海
の
様
子
を
見
て
い
て

津
波
到
達
の
予
兆
に
気
が
付
き
、
す
ぐ
に

走
っ
て
逃
げ
た
例
を
、
詳
し
い
聞
き
取
り

に
基
づ
い
て
記
す
。

事
例
指
定
避
難
場
所
に
駆
け
る

　

女
性
Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
63
歳
）
は
、

大
沢
漁
港
の
組
合
で
の
用
事
が
終
わ
っ

て
、
組
合
の
建
物
の
前
（
標
高
約
１
・
１

メ
ー
ト
ル
）
に
駐
車
し
て
い
た
車
に
乗
り

込
み
（
図
２-

８
の
①
）、
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
た
瞬
間
に
地
震
に
遭
遇
し
た
。
建
物
か

ら
職
員
が
下
り
て
き
て
、「
地
震
だ
ー
」

な
ど
と
何
か
騒
い
で
い
た
。
車
の
窓
を
開

け
て
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
た
。

　

車
は
山
田
地
区
の
方
を
向
い
て
い
た
。

左
右
に
大
き
く
振
れ
、
長
く
感
じ
た
。
揺

れ
の
間
、
車
で
走
る
こ
と
が
で
き
る
状
態

で
は
な
く
、
ハ
ン
ド
ル
を
持
っ
た
ま
ま
中

で
揺
れ
に
体
を
任
せ
て
い
た
。

　

揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
、
漁
港
前
の
駐

車
場
で
車
を
発
進
さ
せ
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
し

て
か
ら
海
岸
沿
い
の
道
路
を
浜
川
目
に
向

ご
と
に
小
さ
く
曲
が
る
折
れ
線
状
に
改
変

さ
れ
て
、
護
岸
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、

浜
の
す
ぐ
背
後
の
湿
地
に
は
、
方
形
の
貯

水
池
が
二
つ
掘
ら
れ
、
東
側
の
第
二
貯
水

池
は
今
も
残
っ
て
い
る
。

　

戦
後
数
年
経
っ
て
か
ら
タ
ン
ク
は
解
体

さ
れ
、そ
の
跡
は
水
田
や
畑
地
に
な
っ
た
。

ま
た
、
大
沢
等
か
ら
移
住
す
る
人
が
増
え

て
、
浜
の
西
端
や
猫
石
坂
に
上
る
道
路
の

北
側
の
谷
底
な
ど
に
集
落
が
拡
大
し
た
。

チ
リ
地
震
津
波
（
１
９
６
０
年
）
の
後
、

昭
和
37（
１
９
６
２
）年
か
ら
河
口
よ
り
西

側
の
海
岸
線
に
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
の
防
潮

堤
が
作
ら
れ
始
め
た
。

　

河
口
よ
り
東
の
、
陸
側
に
多
少
湾
曲
し

て
い
た
海
岸
線
に
は
、
昭
和
47（
１
９
７

２
）年
ま
で
に
高
さ
３
・
５
メ
ー
ト
ル
の

防
潮
堤
が
直
線
状
に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
に

接
す
る
形
で
河
口
よ
り
西
側
か
ら
一
直
線

の
舗
装
道
路
が
建
設
さ
れ
た
。こ
の
結
果
、

河
口
よ
り
東
の
区
間
で
は
、
道
路
に
沿
っ

た
防
潮
堤
の
外
側
に
は
浜
が
ほ
と
ん
ど
消

滅
し
た
。
ま
た
、
河
口
よ
り
西
側
で
は
、

昭
和
61（
１
９
８
６
）年
以
後
、
大
沢
漁
港

の
一
部
と
し
て
、
防
潮
堤
の
外
側
に
岸
壁

や
防
波
堤
等
の
整
備
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に

浜
の
東
端
（
図
２-

２
・
図
２-

５
の
範
囲

外
右
方
）
に
は
、
20
世
紀
末
に
漁
業
集
落

排
水
処
理
施
設
を
建
設
す
る
た
め
、
約
２

３
０
メ
ー
ト
ル
×
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
直

角
三
角
形
に
近
い
埋
立
地
が
造
成
さ
れ

た
。

　

今
回
の
津
波
は
、
浜
の
東
端
附
近
で
高

さ
９
・
３
メ
ー
ト
ル
、
神
倉
沢
沿
い
に
遡そ

上じ
ょ
うし
た
上
流
端
で
は
８
・
６
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
に
達
し
た
と
み
ら
れ
る
。そ
れ
に
よ
り
、

河
口
よ
り
東
の
、
防
潮
堤
の
基
部
外
側
に

浜
を
欠
い
て
道
路
が
直
接
海
に
接
し
て
い

た
区
間
で
は
、
防
潮
堤
の
上
に
設
置
さ
れ

て
い
た
波
除
け
が
も
ぎ
取
ら
れ
る
と
と
も

に
、
盛
土
の
上
に
載
っ
て
い
た
重
力
式
防

潮
堤
が
数
カ
所
に
わ
た
っ
て
基
部
か
ら
海

側
に
転
倒
・
流
失
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
防
潮
堤
が
失
わ
れ
た
箇
所

を
通
る
戻
り
流
れ
が
、
転
倒
せ
ず
に
残
っ

て
い
た
一
部
の
防
潮
堤
の
一
端
を
海
側
に

押
し
出
す
よ
う
に
水
平
面
で
回
転
さ
せ
、

海
水
が
自
由
に
通
過
で
き
る
区
間
が
さ
ら

に
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
区
間

か
ら
入
り
込
ん
だ
海
水
が
、
道
路
の
路
床

を
作
る
砂
礫
を
侵
食
し
た
た
め
、
防
潮
堤

が
残
っ
た
区
間
も
含
め
長
さ
２
０
０
メ
ー

ト
ル
余
り
に
わ
た
っ
て
、
路
盤
・
路
面
が

海
面
下
に
陥
没
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
図
２

-

５
～
図
２-

７
）。

　

侵
食
さ
れ
た
路
床
は
、
一
部
は
戦
時
中

の
、
大
半
は
１
９
６
０
年
代
後
半
以
降
の

道
路
建
設
時
の
、
盛
土
と
考
え
ら
れ
る
。

河
口
西
寄
り
で
は
、
漁
港
施
設
や
漁
船
が

破
壊
さ
れ
た
が
、
防
潮
堤
は
倒
壊
・
流
失

図2-7　浜川目東部防潮堤・海岸道路の破壊状況．
2015 年11 月（上）および 7 月（下）撮影．

図2-6　浜川目東部防潮堤・海岸道路の破壊（2015 年 9月20日 撮影）
図2–5 の中央〜右側をドローンから撮影したもの．海中の様子も読み取れる．

図2-8　浜川目の Aさんなどの移動経路①
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図 A6 浜川目東部防潮堤・海岸道路の破壊（2015年 9月 20日 撮影） 
 図 A5の中央部をドローンから撮影したもの．海中の様子も読み取れる． 
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図 A7 浜川目東部防潮堤・海岸道路の破壊状況．  
2015年 11月（上）および 7月（下）田村撮影． 

図 2-5　浜川目東部防潮堤・海岸道路の破壊（地図）
図の範囲は図2-2 に示す．防潮堤転倒・回転箇所を通って，防潮堤が残って
いた箇所も含む道路の路床（砂礫質の盛土）が流失したため，約 200m にわ
たり道路が海中に没した．その残骸が，陸側に応急復旧された仮設道路とと
もに，詳しく描かれている．岩手県宮古水産振興センター提供の資料から抜粋．
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か
っ
た
。
途
中
、「
弁
天
島
」（
②
）
の
前

を
通
り
、「
潮
が
引
く
」
現
象
を
見
た
い

と
思
っ
た
。
こ
の
時
、
大
沢
の
防
潮
堤
や

浜
川
目
の
防
潮
堤
で
も
水
門
（
陸り

っ

閘こ
う

）
が

ま
だ
閉
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
閉
め
る
気
配

も
な
か
っ
た
。

　

大
沢
漁
港
か
ら
道
の
り
約
１
２
０
０
メ

ー
ト
ル
で
、
浜
川
目
の
防
潮
堤
の
外
に
あ

る
標
高
約
０
・
９
メ
ー
ト
ル
の
作
業
場

（
③
）
の
そ
ば
に
来
て
、
水
門
か
ら
集
落

側
に
入
る
手
前
で
夫
の
Ｂ
さ
ん
ら
５
、
６

人
が
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
ヨ
コ
ダ

（
魚
を
入
れ
る
か
ご
）
が
外
に
置
い
て
あ

り
、
こ
れ
ら
を
作
業
場
の
中
へ
み
ん
な
で

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

水
門
を
過
ぎ
て
さ
ら
に
道
の
り
１
６
０

メ
ー
ト
ル
で
標
高
約
４
メ
ー
ト
ル
の
自
宅

（
④
）
に
着
き
、
駐
車
場
に
頭
か
ら
入
っ

て
車
を
止
め
た
。
植
木
鉢
が
一
つ
落
ち
て

い
た
。「
１
階
と
２
階
を
全
部
」
見
回
し

た
が
、
揺
れ
の
割
に
物
が
落
ち
て
い
な
か

っ
た
。台
所
の
食
器
棚
も
大
丈
夫
だ
っ
た
。

家
の
中
に
い
た
の
は
「
10
分
く
ら
い
」
だ

っ
た
と
思
う
。

　

東
京
か
ら
帰
っ
て
き
て
い
た
次
男
は
、

Ａ
さ
ん
が
自
宅
に
帰
っ
た
時
に
は
家
に
い

な
か
っ
た
。
次
男
は
、
地
震
の
後
に
テ
レ

ビ
と
飼
い
犬（
当
時
10
歳
く
ら
い
の
雑
種
）

を
車
に
乗
せ
て
、
早
め
に
避
難
場
所
で
あ

る「
猫
石
坂
」（
⑤
）に
向
か
っ
た
。
途
中
、

男
性
Ｃ
さ
ん
宅
（
⑥
）
前
で
妻
の
Ｄ
さ
ん

（
75
歳
ぐ
ら
い
）
が
家
の
前
に
立
っ
て
、

手
提
げ
を
持
っ
て
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
。

Ｃ
さ
ん
は
震
災
前
に
病
死
し
て
お
り
、
Ｄ

さ
ん
は
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
。

　

次
男
は
、Ｄ
さ
ん
に
「
乗
っ
た
ん
せ
（
乗

り
な
さ
い
）」
と
自
分
の
車
に
乗
っ
て
一

緒
に
逃
げ
る
よ
う
に
促
し
た
と
い
う
が
、

乗
ら
な
か
っ
た
。
次
男
は
、「（
ま
だ
、
周

り
に
）
人
が
い
っ
ぱ
い
い
っ（
い
る
）か
ら

乗
ら
な
が
っ
た
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
そ

こ
で
「（
猫
石
坂
に
歩
い
て
行
く
坂
の
途

中
に
あ
る
）
男
性
Ｅ
さ
ん
の
家
（
⑦
）
に

上
が
っ
た
ん
せ
（
上
が
り
な
さ
い
）」
と

Ｄ
さ
ん
に
言
っ
て
、
車
を
走
ら
せ
て
そ
の

場
を
立
ち
去
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
家
の
中
に
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
長

靴
に
履
き
替
え
て
外
に
出
た
。
自
宅
の
敷

地
に
止
め
た
車
の
中
に
財
布
を
置
い
た
ま

ま
だ
っ
た
。（
地
震
が
大
き
か
っ
た
の
で
）

津
波
が
来
る
と
思
っ
た
が
、「
ま
だ
、
来

ね
え
が
な
」
と
考
え
て
、
歩
い
て
海
の
方

に
下
り
て
行
っ
た
。

　

水
門
の
外
の
「
作
業
場
」（
③
）
に
着

い
た
。
作
業
場
に
は
10
軒
が
入

る
倉
庫
が
あ
り
、
シ
ー
ト
で
一

角
ず
つ
区
切
ら
れ
て
い
る
。
自

分
の
隣
の
一
角
を
借
り
て
い
る

男
性
Ｆ
さ
ん
は
、
自
宅
が
Ａ
さ

ん
宅
の
隣
で
も
あ
る
。
翌
12
日

に
宮
古
の
魚
市
場
に
持
っ
て
い

く
つ
も
り
だ
っ
た
カ
キ
が
入
っ

た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
を
妻

の
Ｇ
さ
ん
と
一
緒
に
軽
ト
ラ
に

積
ん
で
い
た
。

　

Ａ
さ
ん
の
夫
Ｂ
さ
ん
は
、
外

に
あ
っ
た
ヨ
コ
ダ
な
ど
を
中
に

入
れ
て
、倉
庫
に
鍵
を
掛
け
た
。

Ａ
さ
ん
と
夫
は
、水
門
を
通
り
、

バ
ス
停
と
防
潮
堤
の
間
に
あ
る

標
高
１
・
５
メ
ー
ト
ル
程
度
の

「
少
し
高
い
」
場
所
（
図
２-

９

の
⑧
）
に
上
が
っ
た
。
少
し
遅

れ
て
、
Ｆ
さ
ん
も
軽
ト
ラ
に
乗

っ
て
水
門
を
通
り
、
水
門
か
ら
20
メ
ー
ト

ル
弱
道
路
を
進
ん
で
左
側
の
空
地
に
車
を

止
め
て
、「
少
し
高
い
」
場
所
に
妻
Ｇ
さ

ん
と
共
に
上
が
っ
て
き
た
。

　

他
に
は
、
Ｈ
さ
ん
の
妻
Ｉ
さ
ん
と
Ｊ
さ

ん
の
妻
Ｋ
さ
ん
が
お
り
、
合
わ
せ
て
６
人

が
同
じ
場
所
に
集
ま
り
、
海
を
見
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

水
門
を
閉
め
た
分
団
員
数
人
が
防
潮
堤

の
上
に
い
て
、６
人
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、

同
時
に
海
を
見
て
い
た
。
沖
の
方
か
ら
養

殖
用
の
い
か
だ
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き
始
め

た
。「
あ
っ
、（
津
波
が
）
来
た
ん
だ
が
ね

え
」と
言
い
、そ
の
後「
１
分
く
ら
い
」で
、

目
の
前
の
い
か
だ
も
動
い
た
。「
間
も
な

く
」
防
潮
堤
の
内
側
の
下
水
の
ふ
た
が
踊

る
よ
う
に
持
ち
上
が
っ
た
。
Ａ
さ
ん
は
そ

の
時
の
「
音
の
記
憶
は
な
い
」
と
い
う
。

　
「
あ
っ
！　

来
た
ん
だ
ー
。
逃
げ
で
ー
」

と
Ａ
さ
ん
は
叫
ん
だ
。
Ｆ
さ
ん
と
Ｇ
さ
ん

の
夫
婦
２
人
は
、す
ぐ
に
軽
ト
ラ
に
乗
り
、

猫
石
坂
（
⑤
）
に
向
か
っ
た
。
Ｉ
さ
ん
は
、

い
っ
た
ん
自
宅
（
⑨
）
に
入
っ
た
。
Ｂ
さ

ん
も
自
宅
（
④
）
に
戻
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
と
Ｋ
さ
ん
の
２
人
は
猫
石
坂
に

走
っ
た
。
坂
道
を
１
２
０
メ
ー
ト
ル
弱

「
ダ
ッ
シ
ュ
」
し
て
標
高
６
メ
ー
ト
ル
の

「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）
の
手

前
30
メ
ー
ト
ル
」（
⑩
）
に
達
す
る
と
、

２
人
は
「
疲
れ
て
」
走
れ
な
く
な
り
、
立

ち
止
ま
っ
て
海
側
を
振
り
返
っ
た
。（
山

田
湾
口
左
岸
の
）「
明
神
様
（
明
神
崎
）」、

そ
し
て
「
か
き
小
屋
（
山
田
町
海
洋
セ
ン

タ
ー
）」
の
方
か
ら
「
白
い
帯
状
の
も
の
」

が
移
動
し
て
来
る
の
が
見
え
た
。

　
「
え
っ
、
あ
れ
何
？
」
と
言
っ
て
い
る

う
ち
に
「
何
秒
も
か
か
ら
な
い
」
で
、
目

の
前
の
堤
防
を
波
が
乗
り
越
え
て
き
た
。

「
あ
ー
、
来
た
が
え
」
と
言
っ
て
、
再
び

走
り
出
し
、
坂
道
を
上
の
方
に
さ
ら
に
駆

け
上
が
っ
た
。

　

い
っ
た
ん
自
宅
（
⑨
）
に
戻
っ
た
Ｉ
さ

ん
は
、
周
り
の
人
が
逃
げ
る
時
に
叫
ん
だ

声
に
「
た
ま
げ
ぇ
で
（
驚
い
て
）」
外
に

出
て
、
転
ん
で
波
に
流
さ
れ
た
。
道
路
沿

い
に
侵
入
す
る
津
波
と
共
に
移
動
し
、
男

性
Ｌ
さ
ん
宅
（
⑪
）
奥
の
道
路
ま
で
運
ば

れ
た
。
そ
の
直
後
、「
引
き
潮
が
す
ご
か

っ
た
」
が
漁
業
用
の
ロ
ー
プ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
体
に
絡
ま
っ
て
そ
の
場
に
残

さ
れ
、
海
に
持
っ
て
い
か
れ
な
か
っ
た
。

同
じ
く
自
宅
（
④
）
に
戻
っ
た
Ｂ
さ
ん
は
、

津
波
が
押
し
寄
せ
る
直
前
で
、
自
宅
か
ら

出
て
、走
っ
て
猫
石
坂
の
方
に
向
か
っ
た
。

前
進
し
た
い
方
向
の
道
路
（
⑫
）
に
は
逃

げ
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、
転
ん
だ
人

も
い
て
「
渋
滞
」
し
て
い
た
。「
ま
っ
す

ぐ
は
走
れ
ね
ぇ
」
と
思
い
、左
折
し
た
後
、

右
折
し
て
大
き
な
道
路
を
上
が
っ
て
い
っ

た
。

　

避
難
場
所
の
猫
石
坂
（
⑤
）
に
到
達
し

て
助
か
っ
た
人
た
ち
は
、
Ｋ
さ
ん
の
実
家

の
Ｍ
さ
ん
宅
（
⑬
）
な
ど
に
移
動
し
て
、

避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
津
波
の

被
害
を
受
け
ず
に
家
が
残
っ
た
人
た
ち
が

食
料
を
い
ろ
い
ろ
持
っ
て
き
て
く
れ
て
、

ガ
ス
釜
な
ど
も
利
用
し
て
お
に
ぎ
り
な
ど

を
作
っ
た
と
い
う
。 

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

10
）。

図 2-10　浜川目のAさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

Ａさんらは猫石坂に駆け上がる途中、ごみステーション
（写真左）に至る 30 メートル手前で疲れて立ち止まった

図2-9　浜川目の Aさんなどの移動経路②

移動距離
浜川目のＡさん
①漁協前の駐車場―約1200m自動車→③作業場前
―約160m自動車→④Ａ宅―約190m徒歩→③作業
場―約100m徒歩→⑧「少し高い所」―約120m走り
―▲津波越流→⑩ごみステーション手前―約230m
走り→⑤猫石坂―約210m徒歩→⑬Ｍ宅
　�計約2210m
　（自動車1360m＋徒歩・走り850m）
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回
の
津
波
の
前
に
は
、
戦
後
も
家
屋
が
増

え
た
新
開
地
や
山
麓
東
部
と
ほ
ぼ
一
連

の
、か
な
り
大
き
な
集
落
が
で
き
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
大
沢
川
河
口
よ
り
西
の
川か

わ

向む
か
いで

も
、
山
麓
部
や
国
道
沿
い
に
家
屋
が

増
え
た
。

　

浜
の
海
岸
線
に
は
、
戦
前
か
ら
、
小
さ

な
漁
船
が
着
く
木
製
の
小
桟
橋
が
、
海
に

向
か
っ
て
多
数
張
り
出
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
低
い
護
岸
も
あ
っ
た
。そ
の
ほ
か
、

大
沢
川
河
口
右
岸
の
海
岸
に
は
、
戦
時
中

の
昭
和
18（
１
９
４
３
）年
に
、
海
軍
航
空

隊
の
水
上
機
を
引
き
上
げ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
斜
路
お
よ
び
格
納
庫
、
兵
舎
等
が

建
設
さ
れ
、
海
岸
の
一
部
埋
め
立
て
な
ど

人
工
的
改
変
が
行
わ
れ
た
。

　

本
格
的
な
岸
壁
等
の
建
設
は
チ
リ
地
震

津
波
後
の
昭
和
37（
１
９
６
２
）年
に
浜
の

中
央
部
中
条
地
区
か
ら
始
ま
り
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）年
ま
で
に
全
域
で
ほ
ぼ
完
成

し
た
。そ
の
た
め
に
埋
め
立
て
が
進
み
、

港
を
囲
む
防
波
堤
も
、
昭
和
45（
１
９
７

０
）年
以
後
、東
部（
熊
ケ
崎
付
近
）か
ら
西

に
順
次
建
設
さ
れ
て
、
平
成
17
年
に
は
上

条
地
区
前
面
ま
で
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
岸
壁

の
陸
側
に
は
、
昭
和
35（
１
９
６
０
）年
か

ら
42（
67
）年
に
か
け
て
高
さ
４
メ
ー
ト
ル

の
、
ほ
と
ん
ど
が
重
力
式
の
防
潮
堤
が
設

置
さ
れ
、
東
端
部
約
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の

区
間
に
つ
い
て
の
み
、平
成
20（
２
０
０

８
）～
21（
09
）年
に
高
さ
６
・
６
メ
ー
ト

ル
に
作
り
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
下

条
地
区
の
南
、
熊
ケ
崎
に
至
る
海
食
崖
の

基
部
か
ら
海
側
に
、
昭

和
45（
１
９
７
０
）年
こ

ろ
以
後
、
ホ
タ
テ
セ
ン

タ
ー
建
設
の
た
め
３
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の

埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
津
波
は
、
大

沢
の
浜
の
西
端
に
当
た

る
川
向
で
高
さ
７
・
３

メ
ー
ト
ル
、
中
央
部
、

八
幡
宮
の
東
で
７
・
５

メ
ー
ト
ル
、浜
の
東
端
、

下
条
の
南
（
県
道
登
り

口
附
近
）で
６
・
９
メ
ー

ト
ル
程
度
に
達
し
た
。

従
っ
て
、防
潮
堤
は
全

て
越
流
さ
れ
、４
区
間
、

延
べ
１
７
０
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
流
失
し
た

ほ
か
、
水
門
・
陸り

っ

閘こ
う

各

１
基
が
破
壊
さ
れ
た
。

　

防
潮
堤
よ
り
外
側
に
あ
っ
た
漁
港
関
連

施
設
は
も
ち
ろ
ん
全
て
被
災
し
た
。
浜
・

平
野
部
に
あ
っ
た
家
屋
は
ほ
と
ん
ど
全
て

浸
水
被
害
を
受
け
、
上
条
・
中
条
地
区
を

中
心
に
家
屋
の
全･

半
壊
が
多
数
発
生
し

た
。
津
波
到
達
距
離
は
、
平
野
の
う
ち
浜

Ｂ  
大
沢

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
概
要

漁
港
、
家
屋
こ
と
ご
と
く
被
災

　

大
沢
の
海
岸
は
、
北
東
に
向
か
っ
て
狭

く
開
い
た
山
田
湾
の
北
岸
に
位
置
す
る
の

で
、東
隣
の
浜
川
目
と
同
様
、湾
内
対
岸
で

反
射
し
た
波
や
、
湾
内
を
周
回
し
た
流
れ

の
影
響
を
受
け
や
す
い
位
置
に
あ
る
（
135

㌻
、
図
１-

１
）。
勾
配
７
～
８
％（
傾
斜

４
度
内
外
）の
海
底
に
続
い
て
、礫れ

き

の
多

い
、幅
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
砂
礫
浜

が
、
陸
側
に
湾
曲
し
つ
つ
１
・
２
キ
ロ
ほ

ど
の
長
さ
で
続
き
、そ
の
中
央
よ
り
や
や

西
に
、
北
西
か
ら
大
沢
川
が
流
入
し
て
い

る
。
浜
の
背
後
に
は
、
最
近
数
千
年
間
に

海
岸
や
川
沿
い
に
堆
積
し
た
砂
や
礫
で
で

き
た
海
抜
７
～
８
メ
ー
ト
ル
よ
り
低
い
平

野
が
、
南
北
１
０
０
～
２
０
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
幅
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

大
沢
川
沿
い
で
は
、
河
川
が
運
ん
だ
土

砂
の
堆
積
し
た
海
抜
20
メ
ー
ト
ル
程
度
以

下
の
平
野
が
１
キ
ロ
以
上
奥
ま
で
続
い
て

い
る
（
図
２- 

11
、
図
２- 

12
）。
砂
礫
浜

の
地
下
に
は
、
深
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
の
二

つ
の
埋
没
波
食
台
を
挟
ん
で
、
海
面
が
低

か
っ
た
時
期
に
陸
上
で
掘
ら
れ
た
深
さ
20

メ
ー
ト
ル
内
外
の
谷
が
三
つ
埋
没
し
て
い

て
、
そ
の
う
ち
西
端
に
あ
る
、
当
時
の
大

沢
川
が
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
谷
が
も
っ

と
も
大
き
く
深
い
（
図
２- 

14
）。

　

埋
没
谷
の
下
半
部
は
礫
ま
じ
り
の
砂
層

（
Ｉ
層
）、
そ
の
上
位
に
泥
や
礫
も
ま
じ
っ

た
砂
層
（
II
層
）
が
重
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
覆
う
礫
ま
じ
り
砂
層
（
III
層
、
最

上
部
は
礫
が
ち
）
は
、数
千
年
前
以
後
に
、

主
と
し
て
海
岸
や
ご
く
浅
い
海
底
で
堆
積

し
た
と
考
え
ら
れ
、
埋
没
波
食
台
も
覆
っ

て
い
る
。
中
央
の

や
や
小
さ
な
埋
没

谷
で
は
、
そ
の
東

西
の
埋
没
谷
に
比

べ
て
、
II
層
が
泥

が
ち
で
、
や
や
軟

弱
な
傾
向
が
あ

る
。
西
端
の
埋
没

谷
に
あ
る
III
層
中

（
海
面
下
８
メ
ー

ト
ル
付
近
）
に
、

約
６
千
年
前
に
十

和
田
カ
ル
デ
ラ
か

ら
噴
出
し
た
と
思

わ
れ
る
火
山
灰
層

が
挟
ま
れ
て
い
る
（
図
２- 

14
）。

　

集
落
は
、
図
２- 

11
の
砂
礫
浜
と
そ
れ

に
接
す
る
狭
い
平
野
に
か
け
て
東
西
に
連

な
っ
て
い
た
。
明
治
の
津
波
（
１
８
９
６

年
）
で
大
き
く
被
災
し
た
後
、
平
野
の
北

に
接
す
る
山
麓
の
う
ち
現
在
の
八
幡
宮
付

近
よ
り
東
の
部
分
に
20
戸
ほ
ど
が
分
散
移

転
し
た
が
、
10
年
ほ
ど
で
過
半
が
平
野
・

浜
に
戻
っ
た
。
昭
和
８（
１
９
３
３
）年
の

津
波
で
は
、
浜
と
海
成
平
野
と
の
境
界
付

近
を
東
西
に
走
る
当
時
の
主
要
道
路
よ
り

南
（
海
側
）
に
あ
っ
た
家
屋
は
ほ
と
ん
ど

全
壊
・
流
失
し
、
道
路
よ
り
北
側
で
も
平

野
部
は
ほ
と
ん
ど
浸
水
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
側
山
麓
の
西
部
に
平
坦
地

（
新
開
地
）
を
造
成
し
て
20
戸
ほ
ど
が
集

団
移
転
し
、
山
麓
東
部
に
移
っ
た
家
も
あ

っ
た
が
、
や
が
て
浜
お
よ
び
そ
の
す
ぐ
背

後
の
平
野
に
も
再
び
人
家
が
増
え
た
。
宮

古
に
至
る
街
道
沿
い
北
側
の
、
昭
和
８
年

津
波
到
達
限
界
に
接
す
る
河
成
平
野
に
も

集
落
が
拡
大
し
た
。
チ
リ
地
震
津
波
（
１

９
６
０
年
）
で
三
た
び
被
災
し
た
後
も
こ

れ
ら
低
地
部
の
集
落
は
拡
大
し
続
け
、
今

図2-11  大沢，柳沢・北浜，山田，織笠地区の地形分類図
漁港建設等に伴う人工改変前の地形の特徴を見るため，1947, 48 年米
軍撮影の空中写真を判読して作成した．津波来襲時には，この地形の上
に，海岸付近での埋め立てや，平野部での盛土，新開地背後斜面の平坦
化等が進んでいた．分類された各地形についての説明は，「1 やって来
た津波と襲われた土地」の B および図1-2（地形・地質模式図）参照．

図2-12　大沢の地形概観（2015年 9月20 日撮影）　　S3－G3 水準測量（図2-13）路線

・・・・・・
・・・・・・・・・
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層

図2-14　大沢漁港海岸を海側から見た地質断面図
測線の両端（BX, BY）の位置は図2-11に記す．図の上部にある短い縦線はボーリングの位
置．岩手県宮古水産振興センター提供の防潮堤等建設資料に基づき筆者の判断で作成．

図2-13  水準測量による大沢の地形断面図
測量路線は図 2-12 に示す．2015 年 11 月 15 日
測量．高度は測量時の海面を基準とし，山田港の
潮位予測と調査時刻に基づいて T.P. に補正．
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自
宅
に
戻
っ
た
。
そ
の
間
「
ず
っ
と
揺
れ

て
い
た
」
と
い
う
。

　

自
宅
（
①
）
に
戻
る
と
、
車
で
出
か
け

る
直
前
だ
っ
た
娘
の
Ｄ
さ
ん
が
い
た
。「
津

波
が
来
っ
か
ら
逃
げ
べ
す
！
」と
言
わ
れ
、

「
１
週
間
前
に
起
き
た
地
震
で
準
備
し
て

い
た
」
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
と
毛
布
を
車
に

積
ん
で
、「
家
に
戻
っ
て
か
ら
５
分
く
ら

い
」
で
外
に
出
て
「
大
沢
林
道
」
に
上
が

り
、
道
の
り
約
５
２
０
メ
ー
ト
ル
先
の
駐

車
場
（
⑥
）
に
車
で
た
ど
り
着
い
た
。「
間

も
な
く
」
し
て
海
側
を
見
る
と
、「（
防
潮

堤
の
）
端
っ
こ
か
ら
白
い
も
の
（
津
波
）

が
来
た
」
と
い
う
。
そ
の
時
に
は
、
駐
車

場
に
20
～
30
人
く
ら
い
の
人
が
い
た
。

　

そ
の
後
、
姪
が
迎
え
に
来
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、「
津
波
が
落
ち
着
い
た
」
こ
ろ

に
道
の
り
４
６
０
メ
ー
ト
ル
先
の
男
性
Ｇ

さ
ん
宅
（
⑦
）
へ
避
難
し
た
と
い
う
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

16
）。

事
例
２
店
を
閉
め
、
車
で
避
難

　

男
性
Ｈ
さ
ん
（
発
災
当
時
51
歳
）
は
、

自
宅
を
兼
ね
た
食
料
品
店
（
事
例
1
と
同

じ
図
２- 

15
の
㋖
、
以
下
Ｈ
さ
ん
の
移
動

に
関
わ
る
位
置
は
囲
み
文
字
で
、
経
路
は

緑
線
で
、
い
ず
れ
も
図
２- 

15
に
示
す
）

を
経
営
し
て
い
る
。
山
田
中
学
校
に
通
う

息
子
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
迎
え
に
行
く
た
め

に
、
国
道
45
号
の
交
差
点
（
㋐
）
に
間
も

な
く
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。
14
時

46
分
に
な
っ
て
地
震
が
始
ま
り
、
前
の
軽

ワ
ゴ
ン
車
な
ど
２
台
が
ハ
ザ
ー
ド
を
点
滅

さ
せ
な
が
ら
止
ま
っ
た
の
で
、
Ｈ
さ
ん
も

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
停
車
し
た
。「
大
人

が
車
を
揺
さ
ぶ
る
感
じ
」
で
大
き
な
揺
れ

が
し
ば
ら
く
続
い
た
の
で
、「
津
波
が
来

る
」
と
確
信
し
た
。
揺
れ
が
ほ
ぼ
収
ま
っ

て
か
ら
車
を
走
ら
せ
て
「
２
分
く
ら
い
」

で
着
く
と
、
山
田
中
学
校
（
㋑
）
で
は
教

員
が
子
供
を
校
庭
に
集
め
て
い
た
の
で

「（
学
校
に
任
せ
て
）
大
丈
夫
」と
考
え
、店

に
戻
る
こ
と
に
し
た
。

　

山
田
中
学
校
か
ら
三
差
路
で
左
折
し
て

（
㋒
）
Ｊ
Ｒ
陸
中
山
田
駅
の
「
裏
（
西
側
）」

を
通
っ
て
踏
切
を
渡
り
、
農
協
前
を
右
折

し
て
国
道
45
号
と
の
交
差
点
に
来
た

（
㋓
）。
こ
こ
を
左
折
し
て
国
道
45
号
を
直

進
し
、
宝
来
橋
（
㋔
）
に
差
し
掛
か
る
手

前
で
「
波
が
来
た
ら
ど
う
逃
げ
る
か
」
と

自
問
し
た
が
、
難
な
く
通
過
し
て
、
さ
ら

に
海
沿
い
の
国
道
45
号
を
進
み
、
大
沢
地

区
に
入
る
三
差
路
（
㋕
）
に
来
た
。
こ
こ

を
右
折
し
て
堤
防
内
側
の
道
路
を
通
り
、

左
折
し
て
店
（
㋖
）
に
到
着
し
た
。

　

一
方
、
地
震
発
生
時
に
店
に
は
、
妻
の

Ｉ
さ
ん
（
発
災
当
時
42
歳
）
と
パ
ー
ト
の

女
性
Ｊ
さ
ん
が
い
た
。
地
震
の
揺
れ
で
お

に
沿
っ
た
部
分
で
は
い
ず
れ
も
海
岸
線
か

ら
ほ
ぼ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
そ
の

区
間
は
ほ
と
ん
ど
平
坦
で
あ
る
（
図
２- 

13
、
図
２- 
14
）。
大
沢
川
に
近
い
国
道
沿

い
の
低
地
の
み
、
海
岸
線
か
ら
７
０
０
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
遡

さ
か
の
ぼ

っ
た
地
点
（
海
抜
約
７
・

５
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
津
波
が
到
達
し
た
。

（
２
）
避
難
行
動
の
実
態

　

地
震
当
時
大
沢
地
区
に
い
て
避
難
し
た

人
々
の
う
ち
、
外
出
し
て
い
て
戻
っ
た
後

に
立
ち
退
き
避
難
を
開
始
し
た
例
と
、
車

で
の
外
出
や
自
宅
兼
店
舗
で
営
業
中
な
ど

の
理
由
で
避
難
開
始
ま
で
に
手
間
取
っ
た

例
を
、
詳
し
い
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
記

す
。事

例
１
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
高
台
へ

　

男
性
Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
76
歳
）
は
、

15
時
か
ら「
山
田
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
」

（
図
２- 

15
の
②
、以
下
同
じ
図
中
の
番
号
）

で
開
か
れ
る
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に
、

自
宅
（
①
）
を
自
転
車
で
出
発
し
、
県
道

41
号
を
同
セ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
て
い
た
。

男
性
Ｂ
さ
ん
宅
（
③
）
の
裏
で
、
ち
ょ
う

ど
自
転
車
を
降
り
て
、
坂
道
を
上
っ
て
行

こ
う
と
し
た
時
に
地
震
が
始
ま
り
、
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
自
転
車
に
再
び
ま
た
が
っ
て
約

４
８
０
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
自
宅
に
戻

ろ
う
と
し
た
。「
地
面
が
動
い
た
」
ほ
ど

の
揺
れ
で
あ
り
、「
２
～
３
分
く
ら
い
」継

続
し
た
感
じ
だ
っ
た
と
い
う
。
自
転
車
に

乗
り
な
が
ら
「
津
波
が
来
っ
つ
ぉ
ー
」「
逃

げ
ろ
ー
」
な
ど
と
叫
ん
で
い
た
と
い
う
。

　

自
宅
（
①
）
に
戻
っ
て
か
ら
ま
ず
自
分

の
部
屋
に
向
か
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

と
、
歩
い
て
聴
く
習
慣
が
あ
る
携
帯
ラ
ジ

オ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
、
家
の
中
を
全

て
見
回
し
た
。前
の
小
屋
で
長
靴
を
履
き
、

高
台
に
な
っ
て
い
る
男
性
Ｃ
さ
ん
宅（
④
）

ま
で
の
約
70
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
上
っ

て
い
っ
た
。

　

３
分
の
２
ほ
ど
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
南

の
海
側
を
見
た
時
、
チ
リ
地
震
津
波
の
後

に
建
設
さ
れ
た
防
潮
堤
を
津
波
が
越
え
て

き
た
。
そ
れ
を
デ
ジ
カ
メ
で
写
し
た
時
間

は
「
15
時
17
分
」
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
写

真
を
撮
り
続
け
て
い
た
が
、
Ａ
さ
ん
は
、

津
波
が
い
っ
た
ん
収
ま
っ
て
か
ら
高
台
の

避
難
先
に
向
か
う
こ
と
と
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
途
中
、
先
に
車
で
家
を
出
た
娘
の

Ｄ
さ
ん
（
発
災
当
時
46
歳
）
か
ら
携
帯
電

話
で
「（
大
沢
）
林
道
に
避
難
し
た
。
お

母
さ
ん
も
一
緒
」
と
の
連
絡
を
受
け
た
。

そ
の
後
、Ｃ
さ
ん
宅
か
ら
林
道
に
上
が
り
、

歩
い
て
道
の
り
約
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
先

の
「
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
」（
②
）
に
到

着
し
た
の
は「
明
る
い
う
ち
」で
あ
り
、「
午

後
５
時
ご
ろ
」
だ
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、妻
の
Ｅ
さ
ん
（
発
災
当
時
73
歳
）

は
、
男
性
Ｆ
さ
ん
宅
（
⑤
）
の
前
で
地
震

を
感
じ
た
。
自
宅
（
①
）
を
自
転
車
で
出

て
し
ば
ら
く
走
行
し
た
直
後
で
あ
り
、
地

震
の
揺
れ
で
転
ん
だ
か
、
自
転
車
か
ら
降

り
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、「
ひ
っ
く
り

返
っ
た
」
状
態
で
我
に
返
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
り
、
自
転
車
を
引
い

て
約
２
２
０
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
経
て

図2-16　大沢の AさんとEさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

Ａさん一家が避難経路として利用した大沢林道

図2-15　 大沢のAさんとEさん，Hさんの移動経路

移動距離
大沢のＡさん
③Ｂ宅前―約480m自転車→①自宅―約70m徒歩―▲津波
越流→④Ｃ宅―約1200m徒歩→②ふるさとセンター
　計約1750m（自転車480m＋徒歩1270m）

大沢のＥさん
⑤Ｆ宅前―約220m自転車を引いて徒歩→①自宅―約520m
自動車→⑥駐車場―▲津波越流―約460m自動車→⑦Ｇ宅
　計約1200m（徒歩220m＋自動車980m）

【第 3 章第 2 節 避難行動グラフ】 
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Ｃ  

柳
沢
・
北
浜

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
概
要

平
野
部
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水

　

海
岸
を
走
る
国
道
と
山
田
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
へ
向
か
う
道
と
の
三
差
路
付
近
か

ら
南
へ
、
伝
作
鼻
の
数
百
メ
ー
ト
ル
西
ま

で
２
キ
ロ
余
り
に
わ
た
り
、
山
田
湾
岸
で

最
大
の
浜
が
連
な
る
。
こ
の
う
ち
、
関
口

川
河
口
両
岸
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
～
４
０
０

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
、
こ
こ
で
は
柳
沢
・

北
浜
地
区
と
し
て
扱
う
（
図
２- 

18
お
よ

び
144
㌻
の
図
２- 

11
参
照
）。

　

こ
の
海
岸
線
に
は
、
山
田
湾
に
流
入
す

る
河
川
の
う
ち
織
笠
川
に
次
ぐ
流
域
面
積

を
持
つ
関
口
川
が
作
る
小
さ
な
三
角
州

（
図
２- 

11
で
は
海
成
・
河
成
平
野
の
一

部
）
と
、
そ
の
南
北
両
側
の
浜
が
あ
り
、

河
口
の
前
面
に
は
、
三
角
州
の
前
置
斜
面

が
海
面
下
15
メ
ー
ト
ル
辺
り
ま
で
続
い

て
、
そ
の
先
は
勾
配
４
～
５
％
程
度
（
傾

斜
２
・
５
度
内
外
）
と
極
め
て
緩
傾
斜
の

湾
底
と
な
っ
て
い
る
。

　

海
岸
付
近
の
地
下
に
は
、
海
面
が
現
在

よ
り
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
低
く
山
田
湾

全
体
が
陸
地
で
あ
っ
た
時
代
に
関
口
川
が

作
っ
た
谷
が
埋
没
し

て
い
る（
図
２- 

19
）。

そ
の
谷
の
幅
は
現
在

の
海
岸
付
近
で
６
０

０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

達
し
、
谷
底
は
現
海

面
下
30
メ
ー
ト
ル
よ

り
深
い
。
そ
の
埋
没

谷
の
う
ち
現
海
面
下

20
～
24
メ
ー
ト
ル
付

近
よ
り
深
い
部
分

は
、
か
つ
て
関
口
川

が
運
ん
で
き
た
砂さ

礫れ
き

を
主
と
す
る
I
層
で

埋
め
ら
れ
、
そ
の
上

位
に
軟
弱
な
砂
泥
層

（
II
層
）
が
15
～
20

メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で

堆
積
し
、
さ
ら
に
海

岸
線
・
河
口
の
付
近

に
堆
積
し
た
礫
ま
じ

り
砂
層
（
III
層
）
お

よ
び
盛
土
層
（
合
わ
せ
て
厚
さ
３
～
６
メ

ー
ト
ル
程
度
）
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

　

浜
の
す
ぐ
内
陸
側
に
は
、
主
と
し
て
関

口
川
お
よ
び
そ
の
支
流
の
堆
積
作
用
で
作

ら
れ
た
幅
数
百
メ
ー
ト
ル
～
１
キ
ロ
ほ
ど

の
平
野
が
、
上
流
へ
1
キ
ロ
余
り
続
き
、

山
田
の
中
心
市
街
地
が
展
開
す
る
平
野
よ

り
も
広
く
連
続
し
た
低
平
地
と
な
っ
て
い

る
（
図
２- 

11
、
図
２- 

18
）。
こ
こ
は
、

か
つ
て
は
、
関
口
川
右
岸
の
北
浜
町
の
一

部
お
よ
び
左
岸
国
道
沿
い
の
ご
く
狭
い
範

囲
を
除
き
、ほ
と
ん
ど
水
田
で
あ
っ
た
が
、

１
９
６
０
年
代
以
後
家
屋
が
増
え
、
近
年

は
在
来
の
市
街
地
に
隣
接
し
た
市
街
化
適

地
と
し
て
、
道
路
が
整
備
さ
れ
、
民
間
住

皿
な
ど
の
食
器
が
割
れ
て
散
ら
か
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
店
の
中
に
は
客
２
人
が

い
て
買
い
物
を
続
け
て
い
て
、
な
か
な
か

帰
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
地
震
の
途
中
で

停
電
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
「
早
く
逃

げ
た
い
」
と
思
い
、
最
後
の
客
に
バ
タ
ー

と
シ
イ
タ
ケ
を
た
だ
で
持
た
せ
て
帰
ら
せ

た
。
そ
し
て
、
Ｊ
さ
ん
に
も
逃
げ
る
よ
う

に
促
し
て
帰
っ
て
も
ら
い
、
Ｉ
さ
ん
自
ら

も
店
を
開
け
た
ま
ま
、大
沢
小
学
校
（
㋘
）

に
乗
用
車
で
逃
げ
た
。
Ｉ
さ
ん
は
、
２
階

に
上
が
ら
ず
に
通
帳
な
ど
の
貴
重
品
を
持

っ
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
後
日
、

お
金
が
あ
っ
て
も
下
ろ
せ
な
い
こ
と
が
大

変
不
便
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

山
田
中
学
校
か
ら
戻
っ
て
き
た
Ｈ
さ
ん

は
、「
店
を
開
け
た
ま
ま
逃
げ
る
な
ん
て

あ
り
え
な
い
」
と
考
え
、
店
頭
の
野
菜
な

ど
を
店
内
に
入
れ
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉

め
て
内
側
か
ら
鍵
を
し
た
。
店
の
中
が
暗

く
な
り
、
少
し
不
安
に
な
っ
た
。
裏
口
か

ら
店
を
出
る
と
、
洗
濯
物
が
目
に
入
っ
た

の
で
母
屋
に
取
り
込
み
、
母
屋
の
玄
関
と

店
の
裏
口
に
鍵
を
掛
け
た
。
周
り
の
人
々

は
ほ
と
ん
ど
避
難
し
て
外
は
シ
ー
ン
と
し

て
お
り
、「
津
波
が
来
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

と
考
え
て
、
背
筋
が
寒
く
な
っ
た
。
軽
ト

ラ
に
い
っ
た
ん
乗
り
込
ん
だ
が
、
ラ
ジ
オ

が
な
い
の
に
気
付
き
、
店
に
取
り
に
戻
っ

て
か
ら
軽
ト
ラ
を
発
進
さ
せ
た
。

　

軽
ト
ラ
で
大
沢
小
学
校
に
向
か
う
途
中

で
、
近
所
の
人
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
。

近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
が
歩
い
て
い
る
の
も

見
か
け
、
後
か
ら
「
乗
せ
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
後
ろ
め
た
さ

を
感
じ
た
。
大
沢
保
育
園
を
過
ぎ
て
か
ら

ま
っ
す
ぐ
行
こ
う
と
し
た
が
、
校
庭
に
上

が
る
普
段
の
道
は
人
や
車
が
ご
ち
ゃ
ご
ち

ゃ
し
て
い
る
と
考
え
、
気
を
遣
っ
て
分
岐

（
㋗
）
で
右
折
し
遠
回
り
し
て
高
い
所
か

ら
下
り
る
形
で
大
沢
小
学
校
の
校
庭
に
た

ど
り
着
き
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
校
庭
に
駐
車

さ
せ
た
（
㋘
）。
こ
こ
で
先
に
避
難
し
た

妻
の
Ｉ
さ
ん
と
会
う
こ
と
が
で
き
、「
よ

か
っ
た
。
来
た
の
ね
」
と
言
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
校
庭
か
ら
海
が
見
え
る
「
大

沢
小
学
校
入
口
前
の
畑
（
㋙
）」
に
移
動

し
た
。
そ
こ
で
は
、
フ
ェ
ン
ス
の
所
に
多

く
の
人
が
い
た
。「
す
げ
え
地
震
だ
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。。

　
「
津
波
を
見
た
」の
が
こ
の
５
分
く
ら
い

後
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
か
ら
考
え
る

と
畑
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
15
時
10
分
か

ら
15
分
の
間
く
ら
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
大
沢
漁
港
前
の
防
波
堤
付
近
を
見
る

と
、引
き
潮
を
確
認
で
き
た
。
そ
の
後
、防

潮
堤
を
越
え
て
が
ば
っ
と
津
波
が
流
入
し

て
き
た
時
の
様
子
が
強
烈
で
、
よ
く
覚
え

て
い
る
。
Ｉ
さ
ん
は
こ
の
瞬
間
に
悲
鳴
を

上
げ
た
。
津
波
で
家
屋
が
つ
ぶ
さ
れ
て
舞

い
上
が
っ
た「
ほ
こ
り
」を
見
た
。そ
の
後
、

ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出

し
、校
庭
に
駐
車
し
た
軽
ト
ラ
に
戻
っ
た
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

17
）。

Ｈさんと妻が避難して津波を目撃した大沢小の畑
図2-18　柳沢・北浜の地形概観
地表を東西・南北に 5 ｍ間隔で区切った方眼
の中心点の標高を基に図が作られているので，
海岸線が，東西南北を向いた短い線の集合で表
現されていてやや不自然であるが，低地と周囲
の低い山地との位置関係はよく分かる．CX, CY
は地質断面（図2-19）測線の両端．地形分類に
ついては図 2-11にまとめて示してある．

図2-19　柳沢・北浜地区の海岸を海側
から見た地質断面図
測線の両端（CX, CY）の位置は図 2-11，図
2-18 に記す．図の上部にある短い縦線は
ボーリングの位置．岩手県宮古水産振興セ
ンター提供の防潮堤建設資料等に基づき筆
者の判断で作成．

Cx

Cy

移動距離

大沢のＨさん
㋐交差点―約960m自動車→㋑山田中学校―
約810m自動車→㋒三差路―約720m自動車
→㋓国道45号交差点―約920m自動車→㋔宝
来橋―約1460m自動車→㋕三差路―約960m
自動車→㋖店―約490m自動車→㋗分岐―約
600m自動車→㋘大沢小学校校庭―約130m
徒歩→㋙畑―▲津波越流―約130m徒歩→㋘
大沢小学校校庭―約130m徒歩→㋙畑―約
150m徒歩→㋘大沢小学校
　計約7460m（自動車6920m＋徒歩540m）

図2-17　大沢のＨさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻
※避難行動は，津波避難に関わる「㋙畑」までを表す．

 
図 2-17 大沢のＨさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
 
 
 
 

 
図 2-12 柳沢のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
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分
く
ら
い
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
そ

の
間
、
今
ま
で
山
田
町
を
は
じ
め
と
す
る

三
陸
沿
岸
で
は
地
震
で
家
が
つ
ぶ
れ
た
と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
今
回
の
地
震
で
も
「
家
が
つ
ぶ
れ
る

こ
と
は
そ
う
そ
う
な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え

て
い
た
。

　
「
大
き
な
揺
れ
」が
収
ま
っ
た
こ
ろ
、「
不

気
味
な
揺
れ
方
」
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
た

Ｂ
さ
ん
は
、「
足
が
悪
い
」
兄
の
腕
を
引

っ
張
っ
て
「
一
緒
に
逃
げ
よ
う
」
と
言
っ

た
。
Ａ
さ
ん
も
「
俺
の
車
で
逃
げ
よ
う
」

と
言
っ
た
。
し
か
し
、
Ｃ
さ
ん
は
、
何
も

言
わ
ず
に
Ｂ
さ
ん
が
つ
か
ん
だ
腕
を
振
り

払
っ
て
、
Ａ
さ
ん
宅
を
出
て
行
っ
た
。

　

Ｃ
さ
ん
は
、
津
波
が
来
る
こ
と
を
恐
れ

て
山
田
北
小
学
校
の
前
を
通
り
、
標
高
約

５
・
１
メ
ー
ト
ル
の
「
北
っ
子
橋
」（
②
）

を
渡
っ
て
、
山
田
町
役
場
の
側
に
出
て
、

道
の
り
約
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て

標
高
４
メ
ー
ト
ル
弱
の
自
宅
（
③
）
に
た

ど
り
着
い
た
と
い
う
（
図
２- 

20
）。

　

Ｃ
さ
ん
宅
に
は
「
産
後
50
日
の
孫
」
と

娘
（
孫
の
母
）
と
妻
が
お
り
、
妻
は
Ｃ
さ

ん
に
「
本
当
に
津
波
が
来
ん
の
？
」
と
聞

い
て
き
た
。
Ｃ
さ
ん
は「
何
言
っ
て
ん
だ
、

早
ぐ
上
が
れ
！
」
と
言
っ
て
、
３
人
に
自

宅
か
ら
の
立
ち
退
き
避
難
を
促
し
、
４
人

は
標
高
約
７
・
１
メ
ー
ト
ル
の
山
田
町
役

場
（
④
）
な
ど
が
立
つ
敷
地
ま
で
の
道
の

り
約
１
３
０
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
た
。

　

図
２- 

20
に
Ｃ
さ
ん
の
移
動
経
路
を
示

す
が
、
直
接
の
聞
き
取
り
結
果
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
特
に
「
北
っ
子
橋
」（
②
）

以
降
で
は
選
択
可
能
な
道
や
地
図
に
表
現

さ
れ
て
い
な
い
通
り
道
が
あ
り
、
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。

　

一
方
、
Ａ
さ
ん
夫
妻
は
、
地
震
が
収
ま

っ
た
後
、
車
で
避
難
す
る
た
め
に
荷
物
を

ま
と
め
始
め
た
。
お
互
い
に
無
言
で
あ
っ

た
と
い
う
。
Ａ
さ
ん
は
、
食
べ
物
、
心
筋

梗
塞
の
薬
、
毛
布
１
枚
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

１
枚
、
ラ
ジ
オ
、
カ
メ
ラ
、
乾
電
池
を
車

に
積
ん
だ
。

　

Ｂ
さ
ん
は
、
預
金
通
帳
、
健
康
保
険
証
、

火
災
保
険
証
書
な
ど
重
要
書
類
が
入
っ
た

リ
ュ
ッ
ク
を
２
階
に
取
り
に
行
っ
た
。
そ

し
て
、
家
の
戸
締
り
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
戸
窓
に
鍵
を
掛
け
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め

た
。
仏
壇
の
位
牌
を
持
ち
出
す
時
に
、
供

え
た
お
菓
子
（
保
存
食
）
を
バ
ッ
グ
に
入

れ
、
整
理
だ
ん
す
か
ら
４
、
５
枚
の
下
着

を
取
っ
て
入
れ
た
。
ま
た
、
縁
側
に
干
し

て
あ
っ
た
洗
濯
物
を
押
入
れ
の
上
の
段
に

ぎ
ゅ
っ
と
押
し
込
ん
だ
。

　

手
早
く
持
ち
物
を
車
に
運
び
入
れ
た
Ａ

さ
ん
は
、
運
転
席
に
座
り
、「
妻
が
来
た

ら
す
ぐ
に
逃
げ
よ
う
」
と
思
い
な
が
ら
、

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
待
っ
て
い
た
。
し
ば

ら
く
し
て
Ｂ
さ
ん
が
来
て
、
車
に
乗
り
、

出
発
し
た
。

　

直
後
、
よ
く
世
話
を
し
て
い
た
向
か
い

の
家
に
住
む
Ｄ
さ
ん
（
当
時
88
歳
）
と
そ

の
妻
Ｅ
さ
ん
（
同
84
歳
）
が
気
に
な
り
、

駐
車
場
を
出
て
約
20
メ
ー
ト
ル
の
、
２
人

が
暮
ら
す
Ｄ
さ
ん
宅
（
⑤
）
の
前
に
車
を

止
め
た
。
夫
妻
は
車
を
持
っ
て
い
な
い
２

人
を
一
緒
に
連
れ
て
行
こ
う
と
思
っ
た
。

　

Ｂ
さ
ん
が
標
高
３
メ
ー
ト
ル
強
の
敷
地

に
上
が
っ
て
玄
関
に
行
き
、
Ｄ
さ
ん
に
話

を
し
た
。Ｄ
さ
ん
は
家
の
奥
に
進
ん
で「
立

ち
退
き
避
難
」
を
拒
む
Ｅ
さ
ん
を
説
得
し

始
め
た
が
、
な
か
な
か
戻
っ
て
こ
な
い
。

そ
の
間
、
Ｂ
さ
ん
は
玄
関
と
車
と
の
間
を

行
っ
た
り
来
た
り
し
た
。

　

Ｄ
さ
ん
が
再
び
玄
関
に
出
て
来
た
が
、

「
駄
目
だ
あ
、
母
さ
ん
（
Ｅ
さ
ん
）
が
言

う
ご
ど
を
聞
か
ね
え
。
俺
だ
け
逃
げ
る
わ

げ
に
は
い
が
ね
え
が
ら
。俺
も
い
っ
か
ら
」

と
言
っ
て
、
２
人
で
自
宅
に
残
る
選
択
を

し
た
こ
と
を
Ｂ
さ
ん
に
告
げ
た
。

　

Ｅ
さ
ん
は
日
頃
か
ら
「
お
し
め
は
恥
ず

か
し
い
」
な
ど
と
保
健
師
に
言
い
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
も
行
き
た
が
ら
な
か
っ
た
。

Ｂ
さ
ん
は
玄
関
か
ら
家
の
奥
に
い
る
Ｅ
さ

ん
に
逃
げ
る
よ
う
に
直
接
語
り
掛
け
た

が
、
Ｅ
さ
ん
は
「
な
あ
に（
何
）い
、
行
が

ね
え
が
あ
」
と
言
っ
て
、
や
は
り
逃
げ
る

こ
と
に
応
じ
な
か
っ
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
仕
方
な
く
、「
薬
を
持
っ
て

２
階
に
行
っ
た
ん
せ
（
行
っ
て
く
だ
さ

い
）」と
言
っ
て
、車
に
戻
っ
て
き
た
。車
の

中
で
時
間
が
気
に
な
っ
て
い
た
Ａ
さ
ん
も

窓
か
ら「
じ
ゃ
あ
、元
気
で
ー
」と
Ｅ
さ
ん

に
言
い
、そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
と
し
た
。

宅
や
公
共
施
設
の
建
設
が
進
ん
で
い
た
。

　

し
か
し
、
河
口
か
ら
直
線
距
離
で
１
キ

ロ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
山
田
線
鉄
橋
付
近

の
平
野
面
で
も
海
抜
５
メ
ー
ト
ル
（
平
均

勾
配
０
・
５
％
）
と
極
め
て
低
平
で
、
今

回
の
津
波
で
も
平
野
部
の
ほ
ぼ
全
域
が
浸

水
し
（
42
㌻
、
図
Ⅰ-
８
）、
海
岸
線
か

ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
辺
り
ま
で
の
範
囲
で

は
全
壊
と
な
っ
た
建
物
が
多
か
っ
た
。
平

野
部
で
今
回
の
津
波
が
遡そ

上じ
ょ
うし
た
上
限

は
、河
口
か
ら
約
１
キ
ロ
上
流
で
あ
っ
た
。

河
川
敷
で
は
さ
ら
に
２
０
０
～
３
０
０
メ

ー
ト
ル
上
流
ま
で
達
し
た
模
様
で
あ
る
。

　

図
２- 

19
に
示
し
た
II
層
や
、
そ
の
図

の
範
囲
に
は
表
れ
て
こ
な
い
泥
炭
層
等
、

か
な
り
軟
弱
な
地
盤
が
平
野
の
一
部
に
あ

る
の
で
、
津
波
に
襲
わ
れ
る
前
に
強
震
動

に
よ
る
破
壊
や
液
状
化
に
よ
る
不
等
沈
下

等
を
被
っ
た
建
造
物
が
あ
っ
て
も
不
思
議

で
は
な
い
が
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
な

お
、
民
間
お
よ
び
公
共
の
建
築
物
以
外
に

も
、
国
道
の
護
岸
や
河
川
堤
防
が
破
壊
さ

れ
、
宝
来
橋
の
上
流
側
に
平
行
し
て
い
た

側
道
橋
が
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
流
ま
で
流

さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
広
く
津
波
に
覆
わ
れ

た
こ
の
地
区
の
居
住
域
か
ら
周
辺
の
非
浸

水
域
に
至
る
直
線
距
離
は
、
海
岸
付
近
か

ら
上
流
に
向
か
っ
て
は
約
１
キ
ロ
、
関
口

川
沿
岸
か
ら
南
北
の
山
麓
に
向
か
っ
て

は
、
右
岸
で
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、
左
岸

で
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の

区
間
に
は
傾
斜
が
３
度
を
上
回
る
区
間
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

今
回
の
災
害
後
、
防
潮
堤
は
、
今
ま
で

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
河
口
左
岸
数
百

メ
ー
ト
ル
の
区
間
も
含
め
、
高
さ
９
・
７

メ
ー
ト
ル
で
整
備
さ
れ
、
河
口
に
は
水
門

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
避
難
行
動
の
実
態

　

山
田
町
に
限
ら
ず
、
三
陸
沿
岸
で
は
退

職
後
に
自
宅
で
い
わ
ゆ
る
「
年
金
生
活
」

を
送
る
人
々
は
多
い
。
そ
の
よ
う
な
住
民

の
避
難
の
一
例
と
し
て
、
自
宅
で
地
震
に

遭
っ
た
高
齢
者
夫
婦
が
避
難
生
活
に
必
要

な
も
の
を
準
備
し
て
自
宅
か
ら
車
に
乗
っ

て
近
く
の
避
難
所
に
逃
げ
た
経
過
を
、
詳

し
い
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
記
す
。

事
例
避
難
呼
び
掛
け
な
が
ら
車
で

　

男
性
Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
72
歳
）
は
、

大
沢
地
区
出
身
で
、
昭
和
35（
１
９
６
０
）

年
に
土
地
を
買
い
、
標
高
約
２
・
５
メ
ー

ト
ル
の
場
所
に
家
（
①
）
を
建
て
た
。
そ

の
後
、
柳
沢
で
は
、
区
画
整
理
が
行
わ
れ

て
、
周
囲
に
多
く
の
家
が
建
て
ら
れ
て
い

っ
た
。
現
在
も
同
じ
場
所
で
、
妻
の
Ｂ
さ

ん
（
発
災
当
時
72
歳
）
と
２
人
で
暮
ら
し

て
い
る
。

　

平
成
23（
２
０
１
１
）年
３
月
11
日
の
午

後
に
は
、
Ｂ
さ
ん
の
兄
Ｃ
さ
ん
が
ち
ょ
う

ど
訪
ね
て
お
り
、Ａ
さ
ん
、Ｂ
さ
ん
と
共
に

居
間
で
テ
レ
ビ
を
観
て
い
た
。
Ｃ
さ
ん
は

自
宅
か
ら
道
の
り
約
１
３
０
０
メ
ー
ト
ル

の
平
坦
地
を
運
動
が
て
ら
20
～
30
分
歩
い

て
週
１
回
遊
び
に
来
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

　

14
時
46
分
、
地
震
が
発
生
し
た
。
Ｂ
さ

ん
は
「
ゆ
ら
ゆ
ら
が
た
が
た
と
横
に
大
き

く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
経

験
だ
」
と
感
じ
た
。
Ａ
さ
ん
は
直
感
的
に

「
こ
れ
は
大
き
な
地
震
だ
」
と
思
い
、「
た

だ
ご
ど
で
ね
え
」
と
叫
ん
だ
。
２
日
前
に

も
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
そ
の
時
の
揺
れ

と
違
う
と
実
感
し
、「
今
度
ん
の
ん
は
本

物
だ
あ
ぞ
」
と
さ
ら
に
大
声
で
叫
ん
だ
。

　

一
方
で
Ａ
さ
ん
は
、
腕
時
計
を
見
て
地

震
の
揺
れ
の
長
さ
を
計
り
、
全
体
で
「
５

Ｃさんが自宅に向かうために渡った北っ子橋。渡って間もなく、
橋が架かる関口川では津波が逆流し、あふれ出した

図2-20　柳沢のＡさんなどの移動経路
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車
を
走
ら
せ
た
Ａ
さ
ん
は
、
自
宅
が
あ

る
「
ブ
ロ
ッ
ク
（
近
隣
の
区
画
）」
周
囲

の
道
路
道
の
り
２
８
０
メ
ー
ト
ル
を
車
で

ゆ
っ
く
り
回
っ
て
、
窓
越
し
に
「
津
波
来

っ
つ
ぉ
ー
」
な
ど
と
大
声
を
出
し
て
住
民

に
避
難
を
呼
び
掛
け
た
。「
ブ
ロ
ッ
ク
」

で
は
逃
げ
た
人
も
い
た
が
、
町
営
住
宅

（
⑥
）
に
残
っ
た
人
々
の
何
人
か
が
建
物

の
中
か
ら
Ａ
さ
ん
の
行
動
を
見
て
い
た
。

　

Ａ
さ
ん
夫
妻
は
山
田
北
小
学
校
（
⑦
）

に
到
着
し
た
。
車
で
走
っ
て
比
較
的
早
く

避
難
し
た
方
だ
っ
た
。
自
宅
前
か
ら
道
の

り
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
「
北
小
学
校
の
校

庭
へ
の
入
口
」（
⑧
、
標
高
約
４
・
５
メ

ー
ト
ル
）
に
い
た
同
小
の
教
員
に
「
大
き

い
津
波
が
来
る
そ
う
で
す
か
ら
、
こ
こ
か

ら
上
に
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
、

校
舎
と
背
後
の
プ
ー
ル
（
⑨
）
と
の
間
の

「
上
の
駐
車
場
」（
⑩
、
標
高
約
６
・
６
メ

ー
ト
ル
）
に
、
さ
ら
に
道
の
り
約
80
メ
ー

ト
ル
進
ん
で
駐
車
し
た
。「
上
の
駐
車
場
」

の
面
積
の
半
分
程
度
が
既
に「
20
台
程
度
」

の
車
で
埋
ま
っ
て
い
た
。

　

車
を
降
り
た
Ｂ
さ
ん
は
、
同
じ
高
台
の

敷
地
内
（
標
高
約
６
・
６
メ
ー
ト
ル
）
に

あ
る
体
育
館
（
⑪
）
に
移
動
す
る
際
に
、

他
の
車
に
乗
っ
て
避
難
し
て
き
た
知
り
合

い
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
手
を
引
き
、

道
の
り
約
40
メ
ー
ト
ル
の
間
で
歩
行
を
支

援
し
た
。
元
気
な
人
た
ち
は
体
育
館
に
来

な
い
で
、
お
そ
ら
く
海
側
の
様
子
を
見
る

た
め
に
、
校
舎
の
２
階
な
ど
他
の
場
所
に

移
動
し
て
い
っ
た
。

　

一
方
、Ａ
さ
ん
は
、自
身
が
民
生
委
員
を

務
め
る
こ
と
か
ら
、「
上
の
駐
車
場
」の
入

口
に
約
40
メ
ー
ト
ル
歩
き
、
車
の
誘
導
を

し
て
い
た
女
性
教
員
に
話
し
掛
け
て
誘
導

を
代
わ
っ
た
。
次
々
に
避
難
し
て
き
た
車

を「
い
っ
ぱ
い
」通
し
た
。そ
の
後
、駐
車
場

が
満
杯
に
な
っ
た
の
で
、
後
か
ら
来
た
車

を
校
庭
の
方
に「
返
し
て
や
っ
た
」と
い
う
。

　

や
る
仕
事
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
Ａ
さ

ん
は
、
避
難
し
た
人
々
が
集
ま
っ
た
北
小

学
校
の
中
を
見
回
す
こ
と
と
し
た
。
約
70

メ
ー
ト
ル
歩
い
て
の
ぞ
い
た
体
育
館（
⑪
）

に
は
、「
お
年
寄
り
が
い
っ
ぱ
い
」
い
た
。

そ
し
て
、
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
北

小
学
校
の
校
舎
を
回
り
、
玄
関
（
⑫
）
の

屋
根
の
上
に
外
付
け
階
段
を
通
じ
て
上
が

っ
た
。
そ
こ
か
ら
「
周
り
の
様
子
」
を
見

て
、「
潮
が
引
い
て
い
た
の
で
、
津
波
が

来
る
な
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
、

関
口
川
（
⑬
）
の
水
位
が
低
下
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

時
々
カ
メ
ラ
で
周
囲
の
様
子
を
撮
影
し

た
。
記
録
時
間
「
15
時
27
分
」
に
、
津
波

が
関
口
川
か
ら
あ
ふ
れ
て
北
小
学
校
の
校

庭
に
迫
る
瞬
間
を
捉
え
た
。
津
波
は
校
庭

を
ど
ん
ど
ん
浸
水
さ
せ
、
駐
車
し
て
あ
っ

た
車
を
次
々
に
流
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
玄
関
の
屋
根
の
上
に
居
続

け
、さ
ら
に
変
化
す
る
様
子
を
撮
影
し
た
。

関
口
川
の
中
で
津
波
が
引
い
た
り
満
ち
た

り
し
た
と
こ
ろ
も
確
認
し
て

お
り
、「
下
の
方
（
川
の
下
流

の
町
）
は
、や
ら
れ
で
ん
な
あ
」

と
思
っ
た
。水
の
動
き
が
な
く
な
っ
た
後
、

約
１
２
０
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
体
育
館
に
移

動
し
た
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

21
）。

Ｄ  

山
田

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
概
要

低
地
部
の
９
割
が
浸
水

　

こ
こ
で
は
、
北
浜
町
の
南
端
、
国
道
と

桃
山
橋
に
向
か
う
町
道
と
の
三
差
路
付
近

よ
り
南
側
、
伝
作
鼻
辺
り
ま
で
の
範
囲
を

扱
う
（
図
２- 

22
お
よ
び
144
㌻
の
図
２- 

11

参
照
）。
そ
の
三
差
路
の
す
ぐ
西
ま
で
張

り
出
し
て
い
る
低
い
尾
根
の
先
か
ら
さ
ら

に
東
へ
、
狭
い
平
地
の
地
下
か
ら
海
底
に

も
尾
根
状
の
高
ま
り
が
あ
る
（
図
２- 

23
）。
こ
の
高
ま
り
は
、
Ｔ
の
字
岸
壁
の

先
へ
海
面
下
20
メ
ー
ト
ル
余
り
の
深
さ
ま

で
１
キ
ロ
ほ
ど
続
き
、
関
口
川
か
ら
延
び

る
海
底
谷
の
南
を
限
っ
て
い
る
。

　

こ
の
高
ま
り
の
南
、
中
央
岸
壁
の
南
部

か
ら
市
場
岸
壁
北
半
部
の
前
面
に
は
、
今

は
ほ
と
ん
ど
暗あ

ん

渠き
ょ

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
西

川
か
ら
連
な
る
、
南
北
の
幅
３
０
０
メ
ー

ト
ル
程
度
の
谷
が
海
底
に
あ
る
こ
と
が
、

図
２- 

23
に
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

西
川
海
底
谷
（
仮
称
）
の
谷
底
は
、
そ
の

南
北
両
側
の
尾
根
状
部
よ
り
５
～
10
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
低
い
。
尾
根
状
部
の
海
面
下
５

～
10
メ
ー
ト
ル
付
近
以
深
、
お
よ
び
谷
状

部
の
海
面
下
15
メ
ー
ト
ル
付
近
以
深
の
海

底
は
、勾
配
が
２
％
内
外
（
傾
斜
１
度
強
）

と
極
め
て
緩
い
。
谷
状
部
の
海
面
下
12
メ

ー
ト
ル
付
近
よ
り
浅
い
部
分
で
は
、
河
川

が
海
に
運
び
込
ん
だ
堆
積
物
の
先
端
（
三

角
州
の
前
置
層
）
が
勾
配
６
％
（
傾
斜
３
・

５
度
）
ほ
ど
の
斜
面
（
前
置
斜
面
）
を
作

っ
て
い
る
。

　

な
お
、
海
面
下
５
メ
ー
ト
ル
付
近
よ
り

浅
い
部
分
は
漁
港
施
設
建
設
の
影
響
で
自

然
の
地
形
が
大
き
く
乱
さ
れ
、
等
深
線
が

描
き
に
く
い
の
で
、
こ
の
図
で
は
省
略
し

て
あ
る
。

　

海
岸
付
近
の
地
下
の
構
造
も
見
る
と
、

尾
根
と
谷
が
埋
ま
っ
て
い
る
様
子
が
も
っ

と
よ
く
分
か
る
（
図
２- 

24
）。
北
浜
町
東

方
、
Ｔ
の
字
岸
壁
の
地
下
に
は
、
風
化
花か

崗こ
う

岩が
ん

を
削
っ
た
波
食
台（
135
㌻
の
Ｂ
参
照
）

が
５
～
７
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
埋
没
し
て

い
る
。
そ
の
南
、
西
川
海
底
谷
の
地
下
に

は
、
幅
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
埋
没
谷

（
135
㌻
の
Ｂ
参
照
）
が
あ
り
、
埋
没
谷
底

の
深
さ
は
30
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
で
あ
る
。

こ
の
西
川
埋
没
谷
の
中
に
は
、
北
の
関
口

川
埋
没
谷
の
場
合
よ
り
薄
く
礫れ

き

の
少
な
い

I
層
と
、
泥
ま
じ
り
の
II
層
が
、
合
わ
せ

て
20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
厚
さ
で
堆
積
し
て

い
る
。

　

西
川
埋
没
谷
の
南
に
は
、
幅

１
０
０
メ
ー
ト
ル
余
り
の
風
化

花
崗
岩
で
で
き
た
高
ま
り
を
間

に
挟
ん
で
、
境
田
町
方
面
か
ら

来
る
川
村
川
が
作
っ
た
深
さ
20

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
埋
没
谷
が
市

場
岸
壁
南
端
付
近
に
あ
り
、
西

川
埋
没
谷
の
II
層
に
よ
く
似
た

砂
泥
層
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

埋
没
谷
の
部
分
で
は
II
層
の
上

位
に
、
埋
没
波
食
台
の
部
分
で

は
風
化
花
崗
岩
を
直
接
覆
っ

て
、
い
ず
れ
も
貝
殻
を
ま
じ
え

る
浜
の
砂
層
（
III
層
）
が
数
メ

ー
ト
ル
の
厚
さ
で
堆
積
し
、
最

上
部
は
盛
土
層
で
あ
る
（
図
２

- 

24
）。
こ
れ
ら
浜
の
地
下
に
あ

る
地
層
の
う
ち
、
II
層
の
大
半

と
III
層
の
一
部
お
よ
び
盛
土
層

の
か
な
り
の
部
分
が
軟
弱
で
あ
る
。

　

陸
上
で
の
砂
礫
浜
の
幅
は
、
市
街
化
の

進
展
で
地
表
面
が
改
変
さ
れ
、
や
や
分
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
百
メ
ー
ト
ル

余
り
と
推
定
さ
れ
る
（
図
２- 

11
）。
そ
の

背
後
に
は
、
数
千
年
前
よ
り
若
い
時
代
に

海
岸
付
近
に
堆
積
し
た
砂
層
が
作
る
平
野

に
続
い
て
、
主
と
し
て
西
川
や
川
村
川
な

ど
が
運
ん
で
き
た
砂
や
泥
が
堆
積
し
て
で

き
た
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
平
野
の
規

模
は
、
海
岸
線
に
平
行
な
方
向
に
も
、
そ

れ
に
直
交
す
る
方
向
に
も
、
最
大
１
・
２

キ
ロ
ほ
ど
で
あ
る
。

　

西
川
な
ど
は
、
北
の
関
口
川
や
南
の
織

移動距離
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図 2-58 大浦のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
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笠
川
に
比
べ
る
と
流
域
が
狭
く
、
源
流
部

の
標
高
も
低
い
の
で
、流
れ
の
力
が
弱
く
、

下
流
ま
で
運
搬
す
る
物
質
は
砂
・
泥
が
主

で
、そ
の
総
量
も
相
対
的
に
少
な
い
。従
っ

て
前
面
を
浜
で
ふ
さ
が
れ
る
と
、
そ
の
背

後
は
排
水
不
良
に
な
り
や
す
く
、そ
こ
に
、

洪
水
時
に
あ
ふ
れ
出
た
水
に
懸け

ん

濁だ
く

し
て
い

た
砂
泥
が
堆
積
し
、
湿
地
性
植
物
起
源
の

泥
炭
が
ま
じ
る
所
も
あ
っ
て
、
地
盤
が
軟

弱
な
後
背
低
地
と
な
る
（
図
２- 

11
）。

　

こ
の
よ
う
な
、
最
終
氷
期
こ
ろ
か
ら
の

１
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
す
海
面
の
変
動

と
、
そ
れ
に
連
動
し
た
河
川
や
海
岸
付
近

で
の
侵
食
・
堆
積
の
変
遷
で
で
き
て
き
た

土
地
の
上
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
が
順
次

展
開
し
て
き
た
。
山
田
の
中
心
集
落
は
、

明
治
時
代
こ
ろ
ま
で
は
主
と
し
て
浜
に
あ

り
、
大
沢
等
の
当
時
の
集
落
に
比
べ
て
、

海
岸
線
に
よ
り
接
近
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
れ
が
、
浜
よ
り
も
低
い
後
背
低
地
な

ど
も
あ
る
平
野
に
徐
々
に
拡
大
し
、
１
９

６
０
年
代
以
降
は
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
の

低
い
山
地
の
斜
面
や
尾
根
、
お
よ
び
そ
の

間
の
小
さ
な
谷
に
も
市
街
地
が
広
が
る
よ

う
に
な
っ
た
。そ
の
た
め
に
は
、人
工
的
な

盛
土
や
切
土
が
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に

加
え
て
、
漁
港
施
設
を
作
る
た
め
の
埋
め

立
て
が
行
わ
れ
た
。
盛
土
の
材
料
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
隣
接
す
る
山
地
斜
面
に

広
く
露
出
し
て
い
る
花
崗
岩
風
化
層
（
マ

サ
土
）
で
あ
り
、
海
面
埋
め
立
て
に
は
海

岸
や
浅
い
海
底
の
砂
も
用
い
ら
れ
た
。

　

海
岸
に
は
、
明
治
時
代
あ
る
い
は
そ
れ

以
前
か
ら
、
木
製
の
小
さ
な
桟
橋
や
簡
単

な
護
岸
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。昭
和
８（
１

９
３
３
）年
の
津
波
で
は
、
浜
の
中
央
部

に
あ
っ
た
汽
船
の
発
着
所
や
、
折
か
ら
埋

め
立
て
工
事
中
で
あ
っ
た
護
岸
が
破
壊
さ

れ
た
。
漁
港
と
し
て
の
本
格
的
な
整
備
が

始
ま
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
チ
リ
地
震
津

波
が
来
た
年
（
１
９
６
０
年
）
か
ら
で
あ

る
。

　

北
端
部
と
中
央
部
か
ら
岸
壁
や
防
波
堤

等
の
建
設
が
始
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業

に
よ
る
工
事
が
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
、
平
成
10（
１
９
９
８
）年
度
に
ほ
ぼ
完

成
し
た
。
防
潮
堤
は
、
昭
和
８
年
津
波
後

の
昭
和
10（
１
９
３
５
）年
に
高
さ
２
・
５

メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
中
央
部
か
ら
南
部
に

設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
チ
リ
地
震
津
波

の
時
に
越
流
を
許
し
た
も
の
の
、
破
壊
力

を
減
衰
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

の
後
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
建
設
さ

れ
、
平
成
元（
１
９
８
９
）年
か
ら
21（
２

０
０
９
）年
に
か
け
て
順
次
６
・
６
メ
ー

ト
ル
に
か
さ
上
げ
さ
れ
た
（
137
㌻
、
図
１

- 

３
参
照
）。

　

今
回
の
津
波
の
高
さ
は
海
岸
付
近
で
８

～
９
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
防

潮
堤
は
全
て
越
流
さ
れ
、
一
部
で
破
壊
さ

れ
た
。
特
に
中
央
岸
壁
南
部
か
ら
市
場
岸

壁
の
背
後
に
至
る
防
潮
堤
は
、
陸
側
あ
る

い
は
海
側
に
転
倒
・
流
失
す
る
も
の
、
回

転
す
る
も
の
等
が
多
く
、
陸り

っ

閘こ
う

が
最
大
で

66
メ
ー
ト
ル
も
流
さ
れ
て
建
築
物
を
破
壊

し
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
海
岸
構
造
物
の

破
壊
が
著
し
か
っ
た
区
間
は
、
図
２- 

23

か
ら
、
西
川
海
底
谷
の
奥
に
一
致
す
る
こ

と
が
分
か
る
。
海
底
の
谷
の
部
分
で
津
波

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
よ
り
大
き
く
、
東
防
波

堤
を
越
え
て
漁
港
南
部
の
岸
壁
を
襲
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
破
壊
を
免
れ
た
中
央
岸

壁
の
中
・
北
部
は
、
海
底
の
尾
根
部
の
上

に
作
ら
れ
、
さ
ら
に
前
方
１
５
０
メ
ー
ト

ル
前
後
の
所
に
海
岸
線
に
平
行
な
岸
壁
や

防
波
堤
が
あ
っ
た
。
な
お
、
防
潮
堤
が
越

流
さ
れ
、
あ
る
い
は
転
倒
し
た
所
で
も
、

そ
の
す
ぐ
内
側
（
陸
側
）
で
の
津
波
高
は
、

外
側
（
海
側
）
よ
り
１
メ
ー
ト
ル
程
度
低

く
な
っ
た
こ
と
が
多
く
の
地
点
で
確
認
さ

れ
た
（
図
２- 

25
）。

　

防
潮
堤
を
含
む
海
岸
付
近
の
建
造
物
が

津
波
に
襲
わ
れ
る
前
に
液
状
化
で
沈
下

し
、
傾
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
情
報

が
あ
り
、
そ
れ
は
図
２- 
24
に
示
す
地
盤

の
特
徴
か
ら
見
て
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る

が
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
防
潮

堤
や
陸
閘
を
越
え
て
、
あ
る
い
は
押
し
倒

し
て
流
れ
込
ん
だ
海
水
が
、
そ
れ
ら
破
壊

箇
所
や
水
路
を
通
っ
て
海
に
戻
る
際
に
地

盤
（
盛
土
層
）
を
侵
食
し
、
基
礎
杭
の
な

か
っ
た
、
あ
る
い
は
浅
か
っ
た
建
造
物
を

転
倒
・
沈
下
さ
せ
る
例
が
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
（
図
２- 

26
）。
な
お
、
こ
の

地
区
の
防
潮
堤
は
、
山
田
湾
の
他
の
海
岸

と
同
様
、
高
さ
９
・
７
メ
ー
ト
ル
に
作
り

替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
街
地
に
侵
入
し
た
津
波
は
、
西
川
が

作
っ
た
平
野
の
奥
、
海
岸
か
ら
の
直
線
距

離
で
最
大
８
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
崎

二
丁
目
、
四
丁
目
付
近
（
海
抜
５
～
７
メ

ー
ト
ル
）
ま
で
遡そ

上じ
ょ
うし
た
（
図
２- 

25
）。

そ
こ
は
山
田
市
街
地
の
展
開
す
る
平
野
の

奥
行
き
が
最
も
大
き
い
所
に
当
た
る
。
一

方
、山
田
地
区
の
北
端
や
南
端
付
近
で
は
、

い
ず
れ
も
海
岸
線
か
ら
傾
斜
３
度
程
度
以

図2-23　山田湾最奥部の海底地形と防潮堤等の破壊状況
等深線（1979 ～ 85 年の間の測量）および防潮堤等の位置（被災時）
は山田漁港平面図，防潮堤被災区間は県津波防災技術専門委員会資
料による．防波堤付近より陸側の地形は人工的に乱されていること
が多いので等深線はほとんど省略．

図2-26　戻り流れによる地盤の侵食で
一部陥没・不等沈下したとみられる建築物
川向町，右側やや手前が海．
2011年 5 月16 日 撮影．

図2-25　山田地区の津波浸水範囲と浸水高
2011 年 3 ～ 7 月に，津波浸水による痕跡高の計測と
水準測量を行い，浸水高を T.P. に補正した．国土地理
院「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震に
よる被災地の空中写真（宮古南地区）」を基に作成．公
益財団法人日本証券財団平成 23 年度（第 38 回）研
究調査助成金（理学）「津波浸水時における市街地で
の避難・救助方法にかかわる地理学的研究―宮古市・
山田町での東日本大震災の実態調査に基づく解析と提
言（代表者：岩船昌起）」による．
なお，方位は，上が真北である．

7 
 

 

図 D5 戻り流れによる地盤の侵食で一部陥没・不等沈下したとみられる建築物． 
川向町，右側やや手前が海．2011年 5月 16日 岩船 撮影．  

 
図 D6 水準測量による山田地区中央部の地形断面図 
測量路線は図 D1に示す．2015年 11月 1日測量．高度は測量時の海面を基準とし，山田港
の潮位予測と調査時刻に基づいて T.P.に補正． 
 
 
 
 
 
 

図2-24　山田漁港海岸を海側から見た地質断面図
測線の両端（DX, DY）の位置は図 2-11に記す．図の上部に
ある短い縦線はボーリングの位置．岩手県宮古水産振興セ
ンター提供の防潮堤等建設資料に基づき筆者の判断で作成．
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区
細
浦
に
向
か
う
こ
と
を
決
め
た
。

　

細
浦
に
は
Ａ
さ
ん
の
実
家
が
あ
り
、
カ

キ
や
ホ
タ
テ
等
の
養
殖
を
し
て
い
た
関
係

で
親
か
ら
譲
り
受
け
た
小
型
船
が
港
に
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
母
屋
の
北
側
に
止
め
て

い
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
長
靴
の
ま
ま
乗
り
込

み
、
敷
地
を
出
て
右
折
し
て
（
図
２- 

28

③
）、
国
道
45
号
経
由
で
細
浦
に
向
か
っ

た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
中
に
は
ラ
ジ
オ
が
な

く
、
そ
の
後
の
「
津
波
の
情
報
」
を
聴
く

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
混
み
合
っ
て

い
な
い
国
道
45
号
線
上
で
「
三
陸
沖
が
震

源（
波
源
）の
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
10
～

15
分
で
津
波
が
来
る
」
と
考
え
て
い
た
。

　

細
浦
ま
で
の
約
１
２
３
０
メ
ー
ト
ル
の

道
の
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
移

動
し
て
、
実
家
の
前
に
車
を
止
め
た
（
図

２- 

29
④
）。
ま
ず
港
で
陸
揚
げ
さ
れ
て
い

た
自
分
の
船
に
約
35
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て

行
っ
て
、 

３
～
５
分
か
け
て
も
や
い
結
び

で
し
っ
か
り
と
船
を
固
定
す
る
作
業
を
終

わ
ら
せ
、
次
に
堤
防
の
上
に
い
た
男
性
Ｄ

さ
ん
（
70
歳
く
ら
い
）、
男
性
Ｅ
さ
ん

（
80
代
）
と
３
分
程
度
話
を
し
た
。「
全
部

で
10
分
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
か
も
」
し

れ
な
い
が
、
そ
の
後
、
船
か
ら
は
計
50
メ

ー
ト
ル
程
度
の
道
の
り
を
歩
い
て
実
家
に

着
き
、
玄
関
か
ら
中
を
の
ぞ
い
た
。

　

中
に
は
、実
母
（
当
時
85
歳
）
と
嫁
（
当

時
48
歳
）
が
い
た
。
現
れ
た
Ａ
さ
ん
を
み

て
、
母
は
「
位
牌
が
取
れ
で
こ
ね
え
が
、

取
っ
て
け
ろ
（
取
れ
な
い
か
ら
取
っ
て
く

れ
）」
と
言
っ
た
の
で
、
Ａ
さ
ん
は
実
家

の
中
に
入
っ
て
、
位
牌
を
取
っ
て
母
に
預

け
た
。
そ
し
て
、
３
人
で
実
家
（
標
高
約

１
・
１
メ
ー
ト
ル
）
を
出
て
坂
を
約
１
０

０
メ
ー
ト
ル
上
が
っ
て
男
性
Ｆ
さ
ん
宅

（
標
高
約
10
・６
メ
ー
ト
ル
）へ「
２
～
３
分
」

で
歩
い
て
到
着
し
た
。

　

母
の
避
難
を
確
認
し
た
Ａ
さ
ん
は
、
母

に
「
お
ら
、
行
ぐ
が
ら
」
と
言
っ
た
。
母

は
「
津
波
が
来
ん
が
、
ど
ご
さ
行
ぐ
」
と

聞
き
返
し
、Ａ
さ
ん
は
「
家
に
戻
っ
か
ら
」

と
言
い
、
坂
を
下
り
て
道
の
り
約
１
２
０

メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て
、
実
家
前
に
止
め
て

い
た
車
に
乗
り
（
図
２- 

29
④
）、
来
た
時

と
同
じ
道
を
た
ど
っ
て
約
１
２
３
０
メ
ー

ト
ル
の
道
の
り
を
家
に
向
か
っ
た
。
途
中

で
、乗
用
車
に
乗
っ
た
消
防
団
員
か
ら「
門

扉
の
外
で
は
胸
の
辺
り
ま
で
水
が
来
て
っ

か
ら
、
早
ぐ
逃
げ
ろ
。
俺
が
ど
う
（
俺
た

ち
）
も
逃
げ
っ
つ
ぉ
」
と
車
の
外
か
ら
言

わ
れ
た
と
い
う
。

　

家
（
図
２- 

29
③
）
の
前
に
車
を
止
め

る
と
、
海
側
の
方
か

ら
川
向
町
に
住
む
女

性
Ｇ
さ
ん
（
１
９
５

４
年
生
ま
れ
）
が
、

２
歳
く
ら
い
の
孫
を

お
ん
ぶ
し
て
走
っ
て

き
た
。
立
ち
止
ま
っ

て
、
Ｇ
さ
ん
は
「
津

波
が
来
っ
け
え
、（
ス

ー
パ
ー
の
）
び
は
ん

に
上
が
っ
か
ら
」
と

言
い
、
車
を
降
り
た

Ａ
さ
ん
と
十
数
秒
立

ち
話
を
し
て
、
再
び

小
走
り
で
去
っ
て
行

っ
た
。

　

家
で
は
Ａ
さ
ん
が

い
な
い
間
、
妻
の
Ｃ

さ
ん
と
義
母
の
Ｂ
さ

ん
が
も
う
１
台
の
車

に
犬
や
荷
物
を
積
ん
で
い
た
。
Ａ
さ
ん
が

帰
っ
て
き
た
の
で
車
で
避
難
で
き
る
状
態

に
な
り
、
Ｂ
さ
ん
は
玄
関
で
靴
を
履
き
は

じ
め
た
が
、
Ｃ
さ
ん
は
「
犬
の
お
し
っ
こ

シ
ー
ト
」
を
忘
れ
た
の
で
２
階
に
取
り
に

階
段
を
上
が
っ
て
い
っ
た
。
Ａ
さ
ん
は
車

の
外
で
待
っ
て
い
て
「
不
安
な
感
じ
」
を

抱
き
な
が
ら
海
の
方
を
見
て
い
た
。

　

Ｂ
さ
ん
が
靴
を
履
き
終
わ
り
、
Ｃ
さ
ん

が
忘
れ
物
を
手
に
し
て
階
段
を
下
が
っ
て

き
た
時
、
Ａ
さ
ん
は
「
音
も
な
く
」
津
波

が
堤
防
を
越
え
る
の
を
見
た
。
び
っ
く
り

し
て
「
上
が
れ
ー
」
と
叫
ん
だ
。
Ｃ
さ
ん

は
「
犬
が
２
匹
、
車
に
い
る
」、
Ａ
さ
ん

下
の
平
坦
地
（
道
路
以
外
の
部
分
の
ご
く

局
地
的
な
段
差
を
除
く
）
を
直
線
距
離
で

１
５
０
～
３
０
０
メ
ー
ト
ル
移
動
す
る
こ

と
で
非
浸
水
域
で
あ
る
山
麓
に
到
達
で
き

た
。
一
例
と
し
て
、
中
央
岸
壁
か
ら
役
場

前
を
通
っ
て
八
幡
神
社
に
至
る
経
路
の
実

測
に
よ
る
断
面
図
を
図
２- 
27
に
示
す
。

　

図
２- 

22
と
図
２- 

25
を
比
較
す
れ
ば
、

山
田
地
区
低
地
部
（
浜
・
平
野
）
の
約
90

％
が
浸
水
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
範

囲
に
あ
っ
た
千
数
百
棟
の
建
築
物
が
破
壊

さ
れ
た
。
津
波
高
が
７
メ
ー
ト
ル
程
度
以

上
あ
っ
た
所
で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
も
破
壊
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
残
骸

の
陰
（
内
陸
側
）
で
津
波
高
が
１
メ
ー
ト

ル
程
度
低
く
な
っ
た
こ
と
が
観
察
さ
れ

た
。
ま
た
、
津
波
高
が
６
～
５
・
５
メ
ー

ト
ル
程
度
よ
り
低
く
、
到
達
限
界
に
近
く

な
る
と
、
破
壊
は
ほ
と
ん
ど
な
く
浸
水
被

害
だ
け
で
あ
っ
た
。
津
波
の
侵
入
に
引
き

続
き
、
長
崎
一
丁
目
と
八
幡
町
か
ら
出
火

し
た
火
災
に
よ
り
、
浸
水
域
の
北
部
と
中

央
部
お
よ
び
一
部
非
浸
水
域
を
合
わ
せ
て

約
17
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
う
ち
民
家
約
７

万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
焼
失
し
た
。

（
２
）
避
難
行
動
の
実
態

　

山
田
地
区
は
、（
１
）に
ま
と
め
た
よ
う

に
、
奥
行
き
最
大
１
キ
ロ
強
で
海
抜
５
メ

ー
ト
ル
以
下
の
低
地
、
お
よ
び
そ
れ
よ
り

や
や
高
く
人
工
的
に
平
坦
化
し
た
土
地
に
、

家
屋
が
密
集
・
連
続
し
て
い
た
。今
回
の
津

波
で
は
、「
低
地
」の
９
割
ほ
ど
が
浸
水
し
、

多
く
の
家
屋
が
流
失
・
全
壊
し
た
。
低
地

部
か
ら
非
浸
水
域
ま
で
は
、
最
大
で
８
０

０
メ
ー
ト
ル
、
多
く
は
３
０
０
メ
ー
ト
ル

以
内
の
移
動
で
到
達
で
き
る
が
、
現
実
の

避
難
行
動
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
①
津
波
を
予
想
し
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
作
業
で
諸
所
を
往
復
し
て
い

た
た
め
に
逃
げ
遅
れ
、
自
宅
の
２
階
に
、

次
い
で
屋
上
に
逃
れ
ざ
る
を
得
ず
、
津
波

が
引
い
て
か
ら
近
く
の
中
層
建
築
物
に
移

動
し
た
後
も
火
災
に
追
わ
れ
て
再
避
難
し

た
例
、
②
当
初
は
津
波
か
ら
の
避
難
に
思

い
至
ら
ず
、
歩
行
の
困
難
な
家
族
と
共
に

足
を
津
波
に
濡
ら
し
な
が
ら
逃
げ
た
例
を

記
す
。

事
例
１
上
階
に
避
難
後
、
火
災
迫
る

　

男
性
Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
52
歳
）
は
、

地
震
発
生
時
に
は
、
Ｊ
Ｒ
陸
中
山
田
駅
前

で
経
営
す
る
建
具
店
の「
新
し
い
仕
事
場
」

に
い
た
（
図
２- 

28
）。「
今
ま
で
に
感
じ

だ
ご
と
が
ね
え
揺
れ
」で
建
物
の
中
は「
お

っ
か
ね
え
感
じ
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
す

ぐ
に
外
の
中
庭
に
出
た
と
い
う
（
図
２- 

28
①
）。義
母
の
Ｂ
さ
ん（
発
災
当
時
76
歳
）

は
母
屋
１
階
の
茶
の
間
に
お
り
、
携
帯
ラ

ジ
オ
を
持
っ
て
中
庭
に
出
た
。
同
じ
く
妻

の
Ｃ
さ
ん
（
発
災
当
時
51
歳
）
は
、
揺
れ

て
い
る
最
中
に
母
屋
の
２
階
か
ら
階
段
を

下
り
、
１
階
で「（
地
震
の
揺
れ
を
）怖
が

っ
て
い
た
」
小
型
犬
３
匹
の
う
ち
の
２
匹

を
両
手
で
片
方
ず
つ
抱
き
、中
庭
に
出
た
。

一
方
、
Ａ
さ
ん
は
地
震
の
さ
な
か
、
母
屋

に
入
っ
て
残
っ
て
い
た
小
型
犬
１
匹
を
抱

き
、
再
度
中
庭
に
出
た
（
図
２- 

28
②
）。

揺
れ
が
収
ま
っ
た
時
、
Ａ
さ
ん
は
「
津
波

が
来
る
」
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
前
年
に

１
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
津
波
（
２
０
１
０

年
チ
リ
地
震
に
よ
る
も
の
）
が
来
て
、
港

に
泊
め
て
い
た
小
型
船
が
被
害
を
受
け
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
さ
ら
に
Ｂ
さ
ん
が
持

っ
て
い
た
ラ
ジ
オ
か
ら
「
３
メ
ー
ト
ル
の

津
波
」
と
聞
こ
え
た
こ
と
か
ら
、
織
笠
地図2-28　山田の Aさんの自宅などの配置図図2-29　山田のＡさんの移動経路

図2-27　水準測量による山田地区中央部の地形断面図
測量路線は図2-22 に示す．2015 年 11 月 1 日測量．高度は測量時の海面を基準
とし，山田港の潮位予測と調査時刻に基づいて T.P. に補正．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 

図 D7 A さんの自宅などの配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
  図 D９ Ａさんの自宅などの間取り 
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（
70
歳
く
ら
い
）
で
、「
太
っ
て
お
り
、
歩

け
な
か
っ
た
」と
い
う
。
Ａ
さ
ん
が
付
き
、

び
は
ん
ス
ト
ア
の
カ
ー
ト
の
上
に
Ｊ
さ
ん

を
乗
せ
た
。
２
人
目
は
男
性
Ｋ
さ
ん
（
70

歳
く
ら
い
）
で
、
誰
か
が
付
き
添
う
こ
と

と
な
っ
た
。
３
人
目
は
、
Ａ
さ
ん
が
「
新

仕
事
場
」（
図
２- 

30
⑪
）
で
助
け
た
Ｈ
さ

ん
で
、
津
波
に
の
み
込
ま
れ
た
時
に
け
が

を
し
て
い
た
。息
子
の
Ｉ
さ
ん
が
付
い
た
。

　

全
員
で
出
発
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
こ
と
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
時
間
が
経
つ

に
従
っ
て
、
歩
く
の
が
速
い
人
と
遅
い
人

と
の
間
で
進
度
の
差
が
顕
著
に
な
っ
て
い

っ
た
。
Ａ
さ
ん
の
妻
Ｃ
さ
ん
や
義
母
Ｂ
さ

ん
は
中
程
度
の
速
さ
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら

に
速
い
人
た
ち
は
ど
こ
に
行
っ
た
か
分
か

ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
２
人
は
Ｊ
Ｒ
の

踏
切
付
近
を
経
由
し
て
消
防
団
第
７
分
団

屯
所
で
右
折
し
て
か
ら
約
９
５
０
メ
ー
ト

ル
の
道
の
り
を
歩
き
、
山
田
南
小
に
た
ど

り
着
い
た
と
い
う
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
カ
ー
ト
に
乗
せ
た
Ｊ
さ
ん

を
連
れ
て
Ｊ
Ｒ
の
踏
切
を
経
由
し
て
同
屯

所
で
左
折
し
て
長
崎
二
丁
目
の
津
波
浸
水

域
の
境
界
付
近
ま
で
移
動
し
た
。
途
中
で

火
事
の
火
の
行
方
を
見
な
が
ら
行
先
を
変

え
た
の
で
、
結
果
と
し
て
道
の
り
約
６
７

０
メ
ー
ト
ル
を
移
動
し
た
。
長
崎
二
丁
目

の
浸
水
域
の
境
界
付
近
に
は
豊
間
根
地
区

か
ら
来
た
消
防
団
が
待
機
し
て
お
り
（
図

２- 

29
⑬
）、
23
時
ご
ろ
、
Ｊ
さ
ん
の
搬
送

を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

が
れ
き
な
ど
が
な
い
道
を
約
５
６
０
メ
ー

ト
ル
歩
い
て
南
小
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

31
）。

事
例
２
津
波
に
足
浸
か
り
な
が
ら

　

男
性
Ｌ
さ
ん
（
発
災
当
時
69
歳
）
と
妻

Ｍ
さ
ん
（
発
災
当
時
67
歳
）
は
、民
宿
（
兼

自
宅
）
を
営
ん
で
い
た
（
図
２- 

32
の
Ｌ

宅
）。
航
空
自
衛
隊
隊
外
連
絡
所
も
兼
ね

て
お
り
、
発
災
当
日
に
も
10
人
ほ
ど
の
自

衛
隊
関
係
者
が
い
た
。
初
め
て
泊
ま
り
に

来
た
20
歳
未
満
の
若
い
自
衛
隊
員
３
人

は
、
地
震
発
生
直
前
に
は
２
階
の
部
屋
で

体
を
休
め
て
い
た
。

　

自
衛
隊
の
隊
員
用
送
迎
バ
ス
が
15
時
に

民
宿
前
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
民
宿
の
縁
側
に
は
６
人
く
ら
い
の
自

衛
隊
員
が
腰
掛
け
て
い
た
。
バ
ス
を
見
送

る
15
時
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、Ｌ
さ
ん
は
別
棟
で
趣
味
の
工
芸
・

溶
接
を
行
い
、
Ｍ
さ
ん
は
居
間
で
テ
レ
ビ

を
観
て
い
た
。

　

揺
れ
が
始
ま
っ
た
直
後
、
Ｌ
さ
ん
は
数

日
前
に
も
地
震
が
あ
っ
た
の
で
「
ま
だ
来

 
図 2-31 山田のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-33 J さんと K さんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
 
 
 
 
 

0
2
4
6
8
10
12

14
:4
5

15
:1
4

15
:4
3

16
:1
2

16
:4
0

17
:0
9

標
高
（
ｍ
）

推定時刻

津波の浸水（推定）

③ ③

Ｆ宅

④ ③

２階 新仕事場

⑫

・・・ 待避など，移動がほぼない時間帯

0

5

10

15

20

14
:4
5

14
:5
2

15
:0
0

15
:0
7

15
:1
4

15
:2
1

15
:2
8

15
:3
6

15
:4
3

標
高
（
ｍ
）

推定時刻

①自宅

⑦八幡宮社務所

・・・ 待避など，移動がほぼない時間帯

津波の浸水（推定）

は
「
無
理
だ
ー
」
と
言
い
、
Ｃ
さ
ん
、
Ｂ

さ
ん
、
Ａ
さ
ん
の
順
に
階
段
を
上
が
っ
た

（
図
２- 
30
⑤
）。
Ｃ
さ
ん
は
靴
を
履
い
て

い
な
か
っ
た
が
、 

Ｂ
さ
ん
と
Ａ
さ
ん
は
履

い
た
ま
ま
だ
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
自
身
は
濡
れ
て
は
い
な
か
っ
た

が
、
階
段
を
上
が
り
終
わ
っ
て
振
り
返
る

と
、
上
か
ら
１
段
目
の
踏
み
面
と
２
段
目

と
の
間
の
蹴
上
げ
の
上
の
辺
り
ま
で
水
面

が
来
て
い
た
。
そ
し
て
、
真
正
面
（
東
）

の
窓
越
し
に
、
向
か
い
の
家
が
津
波
で
浮

か
さ
れ
て
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
の
が

見
え
た
（
図
２- 

30
⑥
）。
Ａ
さ
ん
は
「
や

ば
い
な
あ
」
と
思
い
、
３
人
で
部
屋
の
奥

に
移
動
し
、
押
し
入
れ
の
柱
（
図
２- 

30

の
●
）
を
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
か
ん
だ
。

　

流
れ
て
き
た
向
か
い
の
家
が
ぶ
つ
か

り
、
そ
の
後
に
波
が
当
た
っ
て
、
家
の
北

側
の
部
分
（
図
２- 

30
⑦
、
赤
い
破
線
の

右
側
）
が
え
ぐ
ら
れ
た
。
柱
を
つ
か
ん
だ

ま
ま
の
３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
衝
撃
を
受
け
た

よ
う
だ
が
、
そ
の
時
の
音
に
つ
い
て
、
Ａ

さ
ん
は
「
す
げ
え
音
だ
っ
た
」
と
記
憶
す

る
一
方
、Ｃ
さ
ん
は
「
聞
こ
え
な
か
っ
た
」

と
い
う
。
そ
し
て
「（
ぶ
つ
か
っ
て
）
１

分
く
ら
い
で
」
家
が
傾
き
始
め
た
。

　

津
波
が
少
し
引
い
て
「
傾
き
」
が
止
ま

っ
て
か
ら
、
３
人
は
窓
か
ら
「
１
階
と
２

階
の
間
の
ひ
さ
し
」
に
出
た
。
Ａ
さ
ん
は

高
齢
の
Ｂ
さ
ん
を
支
え
な
が
ら
外
壁
に
沿

う
よ
う
に
渡
っ
た
（
図
２- 

30
⑧
）。
ひ
さ

し
か
ら
旧
仕
事
場
の
屋
上
に
渡
る
に
は
、

１
メ
ー
ト
ル
弱
ひ
さ
し
の
長
さ
が
足
り
な

い
。
そ
の
た
め
に
Ｂ
さ
ん
を
渡
ら
せ
る
の

に
、
Ａ
さ
ん
が
屋
上
と
ひ
さ
し
の
両
側
に

足
を
掛
け
て
つ
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
移

動
さ
せ
、
か
な
り
難
儀
し
た
と
い
う
。

　

旧
仕
事
場
の
屋
上
の
高
さ
は
、
ひ
さ
し

部
分
よ
り
若
干
低
く
、
新
仕
事
場
の
屋
上

よ
り
も
約
１
メ
ー
ト
ル
低
い
。
そ
の
た
め

に
、
旧
仕
事
場
の
上
に
は
津
波
で
運
ば
れ

て
き
た
「
ご
み
」
が
た
ま
っ
て
お
り
、
建

物
の
縁
が
や
や
高
く
て
屋
上
が
凹
型
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
屋
上
の
内
側
に
は
水

が
た
ま
っ
て
い
た
。「
ご
み
」
が
あ
っ
て

水
面
よ
り
も
高
い
所
を
伝
い
き
れ
な
か
っ

た
Ｂ
さ
ん
は
、
水
の
中
に
足
を
入
れ
て
靴

を
濡
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
途
中
の
⑨
で
撮

影
し
た
写
真
の
時
間
は
、「
２
０
１
１
年

３
月
11
日
15
時
35
分
」
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
新
仕
事
場
の
屋
上
に
移
動
し
て
、
積

ま
れ
た
材
木
の
陰
に
な
る
場
所
に
退
避
し

た
（
図
２- 

30
⑩
）。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
家
の
南
側
か
ら
声
が

し
た
。「
助
け
で
け
ろ
ー
、
助
け
で
け
ろ

ー
」。
新
仕
事
場
屋
上
で
南
側
の
縁
に
行

く
と
（
図
２- 

30
⑪
）、
男
性
Ｈ
さ
ん
と
息

子
の
Ｉ
さ
ん
（
40
歳
く
ら
い
）
が
が
れ
き

に
つ
か
ま
り
、
水
の
中
か
ら
顔
を
出
し
て

い
る
の
が
見
え
た
。
Ａ
さ
ん
は
「
こ
っ
ち

に
来
お
」
と
言
っ
た
。
時
間
を
か
け
て
ゆ

っ
く
り
と
寄
っ
て
き
た
２
人
を
Ａ
さ
ん
は

新
仕
事
場
の
上
に
引
っ
張
り
上
げ
た
。
そ

し
て
、
母
屋
の
残
っ
た
部
分
の
押
し
入
れ

に
あ
る
服
（
上
着
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
）
や
掛

布
団
を
持
っ
て
き
て
、
２
人
を
着
替
え
さ

せ
た
。

　
「
17
～
18
時
こ
ろ
か
と
思
う
」
が
、
暗

く
な
り
、
雪
も
降
っ
て
き
て
寒
い
の
で
、

道
の
り
約
50
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
Ｊ
Ｒ
陸
中

山
田
駅
前
の
「
び
は
ん
ス
ト
ア
」
に
全
員

で
移
動
す
る
こ
と
と
し
た
（
図
２- 

29

⑫
）。
津
波
が
引
い
て
水
が
な
く
な
っ
た

が
、
が
れ
き
で
埋
ま
っ
た
道
路
を
渡
っ
て

「
び
は
ん
」
に
た
ど
り
着
き
、
３
階
に
上

が
っ
た
。
そ
こ
に
は
十
五
、
六
人
が
避
難

し
て
い
た
。
食
べ
る
物
も
飲
む
物
も
な
か

っ
た
の
で
、
び
は
ん
ス
ト
ア
の
店
長
や
店

員
に
断
り
を
入
れ
て
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を

つ
け
て
１
階
の
食
料
品
売
場
に
下
り
、
水

に
浮
い
て
沈
ま
な
か
っ
た
袋
入
り
の
食
パ

ン
な
ど
の
食
料
を
拾
っ
て
き
た
。
こ
れ
を

２
、
３
回
繰
り
返
し
て
、
３
階
に
い
る
人

た
ち
全
員
で
分
け
て
食
べ
た
。

　

朝
ま
で
び
は
ん
ス
ト
ア
に
い
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
が
、
町
内
で
発
生
し
た
火
事
が

20
〜
21
時
に
「
駅
裏
」
か
ら
迫
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
21
時
半
ご
ろ
に
３
階
に
い
る
20

人
程
度
の
全
員
で
山
田
南
小
学
校
に
移
動

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

し
か
し
、「
歩
け
な
い
人
」が
３
人
い
た
。

１
人
は
、
Ａ
さ
ん
の
親
戚
の
女
性
Ｊ
さ
ん

図2-31　山田のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻
※ 避難行動は，津波避難に関わる「⑫びはんストア」までを表す．

図2-30　山田のＡさんの自宅などの間取り

移動距離
山田のＡさん
③自宅―約1230m自動車→④細浦実家前―約35m徒歩→小型船
―約10m徒歩→堤防―約40m徒歩→実家―約100m徒歩→Ｆ宅
―約120m徒歩→④細浦実家前―約1230m自動車→③自宅前▲
津波越流―約10m徒歩→自宅2階―約10m徒歩→旧仕事場の上
―約5m徒歩→新仕事場の上―約50m徒歩→びはんストア―約
670m徒歩→長崎二丁目―約560m徒歩→山田南小学校
　計約4070ｍ（自動車2460ｍ＋徒歩1610ｍ）

Ａさんが J さんをカートに乗せ歩いた長崎二丁目と一丁目の境界
道路。写真右側の一丁目の空地（当時は家屋があり焼失）まで火
災が迫る中、A さんは左側の二丁目に進んだ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 

図 D7 A さんの自宅などの配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
  図 D９ Ａさんの自宅などの間取り 
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の
曲
が
り
角
ま
で
津
波
と
共
に
が
れ
き
が

押
し
寄
せ
て
い
た
。
Ｌ
さ
ん
に
は
津
波
の

飛
沫
が
西
日
で
光
る
様
子
が
「
シ
ャ
ボ
ン

玉
の
泡
」
の
よ
う
に
見
え
、
き
れ
い
だ
と

感
じ
て
、ま
ず
は
見
入
っ
た
。
そ
し
て「
え

っ
、
何
だ
、
あ
れ
？
」「
え
っ
、
津
波
？
」

と
つ
ぶ
や
き
、
直
後
近
く
に
来
た
Ｍ
さ
ん

の
手
を
取
っ
て
走
り
始
め
た
。そ
の
瞬
間
、

Ｍ
さ
ん
は
と
っ
さ
に
自
分
の
携
帯
電
話
を

玄
関
に
向
か
っ
て
投
げ
た
。

　

Ｍ
さ
ん
は
脊
柱
管
狭き

ょ
う

窄さ
く

症
や
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
が
原
因
で
常
に
腰
に
痛
み

が
あ
り
、
治
す
に
は
「
手
術
し
か
な
い
」

と
言
わ
れ
て
い
た
。
い
す
か
ら
立
ち
上
が

る
の
も
難
し
い
ほ
ど
で
、
津
波
に
遭
っ
た

当
時
は
「
10
メ
ー
ト
ル
も
連
続
し
て
歩
け

な
い
体
力
」
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
白

内
障
を
患
っ
て
お
り
、
民
宿
の
経
営
も
数

年
前
か
ら
素
泊
ま
り
の
み
に
し
て
い
た
。

　

家
の
敷
地
を
出
た
と
こ
ろ
で
（
①
）、

２
人
の
手
が
離
れ
た
。
Ｌ
さ
ん
が
数
歩
先

で
振
り
返
っ
た
。
津
波
の
先
端
が
Ｏ
さ
ん

宅
の
前
（
③
）
ま
で
来
て
い
た
の
が
見
え
、

足
が
も
つ
れ
て
Ｍ
さ
ん
が
倒
れ
て
い
る
の

も
見
え
た
（
④
）。
Ｌ
さ
ん
は
戻
っ
て
Ｍ

さ
ん
を
抱
き
起
こ
し
（
①
）、
再
び
手
を

引
っ
張
っ
て
走
り
始
め
た
。
北
東
の
御
蔵

山
の
方
か
ら
高
く
「
白
い
波
」
が
盛
り
上

が
っ
て「
走
る
よ
う
に
」や
っ
て
来
た
。「
Ｊ

Ａ
の
所
（
の
十
字
路
）
で
波
と
波
が
ぶ
つ

か
っ
た
音
」
が
し
た
。「
忘
れ
ら
れ
な
い

よ
う
な
音
」
だ
っ
た
。
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
出

身
の
Ｍ
さ
ん
は
、
幼
少
の
時
の
同
市
蛸
の

浜
や
山
田
町
の
漉す

く

磯い
そ

海
岸
な
ど
で
聞
い
た

「
ド
カ
ン
」
と
い
う
波
と
波
が
ぶ
つ
か
る

音
と
同
じ
だ
と
感
じ
た
。

　

自
宅
前
か
ら
約
95
メ
ー
ト
ル
早
歩
き
で

三
差
路
ま
で
た
ど
り
着
い
た
時
に
（
⑤
）、

足
が
水
に
浸
か
っ
た
。
右
折
し
て
、
数
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
標
高
が
減
じ
て
水
か
さ

が
少
し
増
し
た
が
、
何
と
か
歩
き
、
左
折

し
て
八
幡
宮
下
の
駐
車
場
に
達
し
た

（
⑥
）。
こ
の
時
に
は
進
行
方
向
右
側
の
相

対
的
に
低
標
高
の
場
所
が
浸
水
し
て
、
流

さ
れ
て
き
た
10
台
以
上
の
車
の
ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
ビ
ー
ビ
ー
と
鳴
っ
て
い
た
。
八
幡

宮
の
階
段
で
は
「（
水
に
濡
れ
て
）
寒
い
」

と
思
っ
た
。
階
段
を
上
っ
て
、
右
側
に
あ

る
社
務
所
に
た
ど
り
着
い
た
（
図
２- 

32

⑦
）。
三
差
路
か
ら
は
お
よ
そ
２
４
０
メ

ー
ト
ル
を
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

33
）。

た
が
」
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
揺
れ

の
強
さ
や
複
雑
さ
に
対
し
て
「
何
じ
ゃ
、

こ
れ
は
」
と
思
っ
た
。
揺
れ
て
い
る
間
は

別
棟
で
テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
ま
っ
た
ま
ま
動

け
な
か
っ
た
。
Ｍ
さ
ん
は
、
い
つ
も
の
習

慣
で
居
間
か
ら
玄
関
へ
の
戸
を
開
け
た
。

ガ
ス
は
自
動
で
止
ま
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
、
最
初
か
ら
元
栓
を
閉
め
な
か
っ
た
。

少
し
し
て
「
１
回
目
の
地
震
」
が
収
ま
っ

た
。
Ｌ
さ
ん
も
約
15
メ
ー
ト
ル
徒
歩
で
移

動
し
て
居
間
に
や
っ
て
き
た
の
で
、
Ｍ
さ

ん
は
「
な
ー
に
、す
ぐ
来
て
け
ん
ね
え
（
ど

う
し
て
、
す
ぐ
に
来
て
く
れ
な
か
っ
た

の
）。
お
っ
か
な
が
っ
た
が
あ
（
怖
か
っ

た
の
よ
）」
と
言
っ
た
。
Ｌ
さ
ん
は
「
揺

れ
で
で
一
歩
も
足
が
動
が
な
が
っ
た
あ
」

と
返
し
た
。

　

Ｌ
さ
ん
が
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
、
自
衛

隊
の
人
た
ち
の
様
子
を
見
に
行
こ
う
と
居

間
の
南
隣
の
食
堂
に
約
５
メ
ー
ト
ル
移
動

し
て
入
っ
た
と
こ
ろ
、
床
に
食
器
棚
の
観

音
扉
が
開
い
て
飛
び
出
て
割
れ
た
コ
ッ
プ

５
個
を
見
つ
け
た
。
危
な
い
と
思
い
、
１

人
で
掃
き
始
め
た
。
気
配
を
察
し
た
Ｍ
さ

ん
は
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
足
を
け
が
す
る
と

考
え
、
奥
の
12
畳
の
部
屋
（
寝
室
）
で
ズ

ッ
ク
靴
を
履
い
て
か
ら
食
堂
に
行
っ
た
。

ほ
う
き
で
破
片
を
集
め
、
ち
り
取
り
に
入

れ
る
作
業
を
２
人
で
終
わ
ら
せ
た
。
Ｍ
さ

ん
が
「
固
定
電
話
は
大
丈
夫
？
」
と
尋
ね

た
の
で
、
Ｌ
さ
ん
は
ち
り
取
り
を
持
っ
た

ま
ま
電
話
を
確
認
し
た
。そ
し
て
、「
あ
あ
、

お
っ
か
ね
が
っ
た
が
ね
え
（
怖
か
っ
た
な

あ
）」
な
ど
と
言
っ
て
、
家
の
中
を
行
っ

た
り
来
た
り
し
た
。

　
「
本
当
に
大
き
な
地
震
」
で
あ
っ
た
２

回
目
の
揺
れ
が
始
ま
っ
た
。
Ｍ
さ
ん
は
、

食
堂
に
あ
る
「
買
っ
た
ば
か
り
の
地
デ
ジ

の
テ
レ
ビ
」を
守
る
よ
う
に
つ
か
ま
っ
た
。

２
階
の
若
い
自
衛
隊
員
か
ら
も
地
震
の
後

に
騒
い
で
い
る
声
が
聞
こ
え
た
。
地
震
が

収
ま
っ
て
か
ら
、
自
宅
前
の
駐
車
所
に
出

て
約
10
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
停
車
し
て
い
た

バ
ス
の
そ
ば
に
寄
っ
て
行
っ
た
。

　

15
時
に
出
発
す
る
予
定
だ
っ
た
バ
ス
の

運
転
手
は
40
代
で
、
Ｍ
さ
ん
と
同
じ
く
宮

古
市
鍬
ヶ
崎
の
出
身
で
あ
っ
た
。
Ｍ
さ
ん

は
、
運
転
手
か
ら
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
Ｎ
君

が
来
る
か
ら
『
織
笠
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

元
気
で
い
る
か
ら
』
と
言
づ
て
し
て
け
で

（
ち
ょ
う
だ
い
）ね
」
と
頼
ま
れ
た
。
全
員

で
９
人
く
ら
い
が
乗
り
込
ん
だ
バ
ス
は
、

２
回
目
の
地
震
の
影
響
で
15
時
を
過
ぎ
て

か
ら
出
発
し
た
。
十

じ
ゅ
う

二に

神し
ん

山ざ
ん

の
自
衛
隊
レ

ー
ダ
ー
基
地
か
ら
無
線
で
「
官
舎

に
待
機
す
る
よ
う
に
」
と
の
指
示

が
出
て
お
り
、
山
田
町
飯
岡
の
標

高
約
40
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
台
に

向
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
２
人
は
「
ち
ょ
っ
と

時
間
が
あ
る
」
と
思
い
、
自
宅
の

外
の
駐
車
場
に
い
た
。
そ
こ
で
、

近
所
の
知
人
が
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

っ
て
「
山
の
方
」
へ
歩
い
て
行
く

姿
を
見
た
。
ま
た
、
水
産
加
工
場

へ
実
習
生
と
し
て
働
き
に
来
て
い

る
中
国
人
の
何
人
か
が
長
靴
を
履

い
て
振
り
返
ら
ず
に
小
走
り
で
去

っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
や
っ
て

来
た
自
衛
隊
員
Ｎ
さ
ん
に
無
事
に

伝
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ

っ
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
る
と
、「
釜
石
に
津
波
が

到
達
し
ま
し
た
」
と
い
う
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
れ
で

も
、
２
人
は
「
逃
げ
る
の
を
忘
れ

て
い
た
」
と
い
う
。

　

自
宅
の
横
に
止
め
た
車
に
２
人
で
座
っ

た
と
こ
ろ
、
近
所
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の

40
代
の
男
性
Ｏ
さ
ん
が
後
ろ
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
早
歩
き
で
Ｌ
さ
ん
宅
前
を
過
ぎ

て
行
っ
た
。
Ｌ
さ
ん
は
「
え
っ
」
と
思
い
、

車
か
ら
降
り
て
道
路
に
出
て
海
側
を
見

た
。
Ｍ
さ
ん
も
同
じ
行
動
を
取
っ
た
。
そ

の
時
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
Ｊ
Ａ
山
田

（
図
２- 

32
②
、
以
下
同
じ
図
中
の
番
号
）図2-33　山田のLさんとMさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

L さん夫妻は足が水に浸かりながらも、
何とか八幡宮の階段まで逃げ延びた

図2-32　山田のＬさんの移動経路

移動距離
山田のLさん
①自宅（別棟）―約15m徒歩→母屋の居
間―約5m徒歩→食堂―母屋の中を行っ
たり来たり（移動距離不明）―約10m徒
歩→駐車場―約95m徒歩→⑤三差路―
約240m徒歩→⑦八幡宮社務所
　計約365ｍ（徒歩365ｍ）

 
図 2-31 山田のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-33 J さんと K さんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
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Ｅ  
織
笠

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
あ
ら
ま
し

津
波
高
く
、
火
災
も

　

織
笠
の
海
岸
は
、
山
田
湾
の
湾
口
に
直

面
し
た
、
湾
の
最
も
奥
に
位
置
す
る
。
そ

こ
に
、
こ
の
湾
に
流
入
す
る
河
川
の
う
ち

最
大
の
流
域
面
積
を
持
つ
織
笠
川
が
小
型

の
三
角
州
を
作
り
、
そ
の
背
後
（
西
側
）

に
南
北
幅
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
河
成
平

野
が
、
河
口
か
ら
４
キ
ロ
ほ
ど
上
流
ま
で

続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
低
地
と
、
そ
の

北
側
に
西
か
ら
延
び
る
幾
つ
か
の
低
い
尾

根
、
お
よ
び
そ
の
東
側
海か

い

食し
ょ
く

崖が
い

（
135
㌻

の
Ｂ
参
照
）
下
の
小
規
模
埋
め
立
て
地
、

尾
根
に
挟
ま
れ
た
小
規
模
な
谷
底
等
が
、

漁
港
、
集
落
、
農
地
等
に
利
用
さ
れ
て
い

た
。

　

細
浦
の
谷
の
出
口
に
あ
る
小
さ
な
浜
お

よ
び
そ
の
北
側
の
海
食
崖
の
下
に
あ
る
波

食
台
（
135
㌻
の
Ｂ
参
照
）
や
埋
め
立
て
地

も
、
織
笠
漁
港
の
一
部
と
さ
れ
て
い
る

（
144
㌻
の
図
２- 

11
、
図
２- 

34
参
照
）。
河

口
部
左
（
北
）
岸
（
漁
港
南
端
区
間
）
の

地
下
に
は
海
面
下
50
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る

埋ま
い

没ぼ
つ

谷こ
く

（
135
㌻
の
Ｂ
参
照
）
が
あ
る
。
織

笠
大
橋
の
ボ
ー
リ
ン

グ
資
料
が
参
照
で
き

れ
ば
、
も
う
少
し
深

い
埋
没
谷
底
が
確
認

で
き
る
か
も
し
れ
な

い
（
図
２- 

35
）。
右

（
南
）
岸
は
花か

崗こ
う

岩が
ん

が
露
出
し
た
海
食
崖

と
な
っ
て
い
る
（
図

２- 

35
は
海
側
か
ら

見
た
も
の
な
の
で
、

こ
の
文
章
と
は
左
右

が
逆
）。

　

埋
没
谷
の
下
部

（
現
海
面
下
約
30
メ

ー
ト
ル
以
深
）に
は
、

海
面
が
低
か
っ
た
時

代
に
当
時
の
織
笠
川

の
中
流
部
に
堆
積
し

た
と
考
え
ら
れ
る
、

よ
く
し
ま
っ
た
礫れ

き

層

（
Ｉ
層
）
が
埋
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
上
位

に
は
、
海
面
が
上
昇

途
中
の
時
代
に
河
川
下
流
部
や
浅
い
海
底

に
堆
積
し
た
と
思
わ
れ
る
、
砂
ま
じ
り
泥

か
ら
な
る
、
か
な
り
軟
弱
な
堆
積
物
（
Ⅱ

層
）
が
、
厚
さ
約
20
メ
ー
ト
ル
で
重
な
っ

て
い
る
。
こ
の
層
は
、
細
浦
の
南
に
あ
る

深
さ
約
20
メ
ー
ト
ル
の
埋
没
谷
の
下
部
に

も
あ
る
。
さ
ら
に
上
位
に
堆
積
し
て
い
る

の
は
、
厚
さ
10
メ
ー
ト
ル
程
度
の
、
下
部

は
泥
を
主
と
し
、
上
部
は
砂
が
多
く
な
っ

て
礫
も
ま
じ
え
る
、
海
浜
や
河
口
付
近
の

堆
積
物
（
III
層
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
他
地
区
の
III
層
に
比
べ
て
泥
が

ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
こ
が
湾
の
中
で

最
も
奥
ま
っ
た
位
置
に
あ
り
、
普
段
は
波

が
比
較
的
弱
い
た
め
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
自
然
の
堆
積
層
を
覆
っ
て
最
上
位
に
は

厚
さ
１
～
４
メ
ー
ト
ル
程
度
の
盛
土
層
が

あ
る
（
図
２- 

35
）。
Ⅱ
層
が
厚
い
所
で
は

地
表
で
の
揺
れ
が
強
め
ら
れ
、
ま
た
III
層

に
は
液
状
化
を
起
こ
し
や
す
い
部
分
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
堆
積
層
の
性
質

や
厚
さ
を
考
え
る
と
、
織
笠
川
河
口
付
近

左
岸
の
集
落
が
広
が
っ
て
い
た
低
地
お
よ

び
漁
港
南
部
は
、
山
田
湾
岸
で
地
震
の
揺

れ
が
概
し
て
大
き
く
な
り
や
す
い
所
と
い

え
る
。

　

織
笠
大
橋
開
通
（
１
９
６
９
年
）
以
前

は
、
そ
の
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
上
流
で
南

か
ら
幹
線
道
路
が
川
を
渡
り
、
平
野
部
を

１
５
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ほ
ぼ
北
に
進
ん
で

か
ら
、
東
に
曲
が
り
海
岸
へ
向
か
っ
て
い

た
。
集
落
は
そ
の
両
側
に
細
長
く
連
な
っ

て
い
た
が
、
今
ま
で
の
大
津
波
、
特
に
チ

リ
地
震
津
波
（
１
９
６
０
年
）
で
大
き
く

被
災
し
、
北
側
の
山
麓
や
稜
線
上
に
一
部

移
転
し
な
が
ら
、
平
野
部
に
も
再
び
広
が

っ
て
き
た
。

　

細
浦
や
織
笠
川
河
口
左
岸
の
海
岸
に
は

戦
前
か
ら
小
規
模
な
接
岸
施
設
や
防
波
堤

が
あ
っ
た
が
、
漁
港
と
し
て
の
整
備
が
本

格
化
し
た
の
は
チ
リ
地
震
津
波
の
後
で
、

岸
壁
の
建
設
が
跡
浜
の
東
の
稜
線
の
麓
か

ら
始
ま
り
、
河
口
左
岸
の
三
角
州
の
部
分

に
も
延
び
て
き
た
。
そ
の
際
、
小
規
模
な

埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
。
防
潮
堤
は
、
チ

リ
地
震
津
波
後
の
昭
和
36（
１
９
６
１
）年

か
ら
高
さ
３
・
８
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
建

設
さ
れ
始
め
、
そ
れ
が
順
次
延
長
さ
れ
る

と
と
も
に
、
昭
和
51（
１
９
７
６
）～
61

（
86
）年
に
は
４
・
８
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま

で
か
さ
上
げ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
整
備
を

追
う
よ
う
に
、
防
潮
堤
の
す
ぐ
背
後
や
河

川
堤
防
沿
い
に
家
屋
が
増
え
た
。

　

今
回
の
津
波
の
高
さ
は
、
細
浦
で
10
・

５
メ
ー
ト
ル
、
織
笠
川
河
口
右
岸
で
９
・

４
メ
ー
ト
ル
と
、
山
田
湾
岸
で
は
大
浦
に

次
い
で
高
い
。
津
波
は
、
漁
港
施
設
、
そ

の
背
後
の
防
潮
堤
（
閘こ

う

門も
ん

を
含
む
）、
河

岸
の
堤
防
、
織
笠
大
橋
、
そ
の
他
多
く
の

建
造
物
を
破
壊
し
た
。

　

こ
の
う
ち
細
浦
で
は
、
越
流
の
戻
り
流

れ
が
防
潮
堤
背
後
の
地
盤
（
ボ
ー
リ
ン
グ

資
料
か
ら
、
基
岩
の
上
に
砂
層
お
よ
び
礫

ま
じ
り
の
盛
土
が
合
わ
せ
て
３
メ
ー
ト
ル

程
度
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
）
を
侵
食
し
た

ら
し
く
、
防
潮
堤
が
沈
下
す
る
と
と
も
に

陸
側
に
転
倒
し
た
。
織
笠
川
沿
い
の
平
野

で
は
津
波
が
河
口
か
ら
約
２
キ
ロ
上
流
ま

で
遡そ

上じ
ょ
うし

た
。
こ
れ
は
、
山
田
湾
に
注
ぐ

河
川
沿
い
で
は
最
大
の
遡
上
距
離
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
角
州
を
含
む
河
成

平
野
下
流
部
、海
食
崖
下
の
埋
め
立
て
地
、

お
よ
び
小
規
模
な
谷
の
谷
底
面
が
広
く
浸

水
し
て
、
５
０
０
棟
近
く
の
家
屋
が
全
壊

し
、
多
く
が
流
失
し
た
。
ま
た
、
火
災
も

発
生
し
た
。

　

浸
水
域
に
あ
っ
た
家
屋
か
ら
非
浸
水
域

（
斜
面
の
麓
）
ま
で
の
距
離
は
、
最
大
で

４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
そ
の
区
間
の

地
表
面
の
最
大
傾
斜
は
３
度
に
達
し
な

い
。
今
回
の
災
害
後
、
防
潮
堤
は
９
・
７

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
作
り
替
え
ら
れ
、
う

ち
織
笠
川
に
近
い
長
さ
１
５
６
メ
ー
ト
ル

の
区
間
で
は
、
液
状
化
対
策
と
し
て
地
盤

改
良
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
避
難
行
動
の
実
態

　

織
笠
川
沿
い
の
平
野
で
は
、（
1
）
に

述
べ
た
よ
う
に
、
津
波
は
河
口
か
ら
２
キ

ロ
も
遡
上
し
た
が
、
そ
の
浸
水
域
内
で
人

家
が
集
中
し
て
い
た
の
は
、
左
岸
の
海
岸

か
ら
７
０
０
メ
ー
ト
ル
上
流
辺
り
ま
で
に

限
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
は
最
大
で
も

５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
平
坦
地
を
移
動
す

れ
ば
、
北
側
山
麓
の
非
浸
水
域
に
到
達
で

き
た
。
事
実
、
多
く
の
人
が
そ
の
よ
う
に

し
て
避
難
で
き
た
が
、
漁
船
を
確
認
し
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
取
り
に
戻
っ
た
り

し
て
避
難
が
遅
れ
た
例
も
少
な
く
な
い
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
逃
げ
遅
れ

た
人
を
気
遣
っ
て
避
難
し
た
高
台
か
ら
低

い
場
所
に
下
り
た
た
め
に
津
波
に
巻
き
込

ま
れ
て
命
を
失
い
か
け
た
例
と
、
普
段
の

避
難
訓
練
で
の
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て

計
画
的
に
逃
げ
た
例
の
二
つ
に
つ
い
て
、

詳
し
い
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
記
す
。

事
例
１
高
齢
の
義
姉
連
れ
、
徒
歩
で

　

女
性
Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
64
歳
）
は
、

昭
和
35（
１
９
６
０
）年
の
チ
リ
地
震
津
波

は
宮
古
で
体
験
し
、
昭
和
45（
１
９
７
０
）

年
に
織
笠
に
嫁
い
で
き
た
。

　

平
成
23（
２
０
１
１
）年
津
波
前
ま
で
自

宅
が
あ
っ
た
75
坪
の
場
所
は
、
チ
リ
地
震

津
波
の
少
し
前
、
旧
織
笠
中
学
校
（
現
織

笠
保
育
園
）
造
成
時
に
生
じ
た
土
を
用
い

た
埋
立
地
の
一
部
で
あ
っ
た
。
埋
め
立
て

図2-34　織笠地区の地形概観
地表を東西・南北に 5 ｍ間隔で区切っ
た方眼の中心点の標高をもとに図が
作られているので，海岸線が東西南
北を向いた短い線の集合で表現され，
川の水面がやや盛り上がって見える
点がやや不自然であるが，その他の地
形的特徴はよく読み取れる．

図2-35　織笠漁港海岸を海側から見た地質断面
測線の両端（EX, EY）の位置は図2-11 に記す．図の上部にある短い縦線はボー
リングの位置．山田町提供の防潮堤等建設資料に基づき筆者の判断で作成．
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二
つ
の
バ
ッ
グ
を
手
に
持
っ
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
に
は
、
通
帳
、
Ａ
さ
ん
と
夫
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
入
っ
て
い
た
。
ま

た
、
書
棚
の
上
の
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
か
ら
飛

び
出
し
た
自
分
と
夫
、
長
男
、
三
男
の
実

印
が
畳
に
転
が
っ
て
い
て
、
共
済
証
書
な

ど
と
共
に
バ
ッ
グ
に
入
れ
た
。

　

そ
の
後
、
数
カ
月
ほ
ど
前
ま
で
自
室
だ

っ
た「
２
階
の
長
男
の
部
屋
」に
あ
る「
防

災
リ
ュ
ッ
ク
」を
持
ち
出
そ
う
と
思
っ
た
。

Ａ
さ
ん
は
部
屋
に
入
り
、
押
し
入
れ
を
開

け
て
探
し
た
が
、
手
前
に
は
長
男
の
私
物

ば
か
り
が
あ
り
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。「
２
階
に
い
て
津
波
に
流
さ

れ
ん
じ
ゃ
ね
え
が
」と
不
安
を
感
じ
始
め
、

防
災
リ
ュ
ッ
ク
を
諦
め
た
。
１
階
に
下
り

て
玄
関
か
ら
外
に
出
て
、
玄
関
の
向
か
い

に
あ
る
小
屋
で
「
避
難
訓
練
で
使
っ
て
い

る
長
靴
」
を
履
い
た
。「
素
早
く
動
く
」

こ
と
を
心
掛
け
て
行
動
し
て
い
た
の
で
、

こ
こ
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
経
っ
て
い

な
い
と
思
う
。

　

玄
関
か
ら
道
に
出
る
と
、
避
難
す
る
べ

き
上
の
方
が
見
え
た
。
同
居
し
て
い
た
当

時
83
歳
の
義
姉
Ｅ
さ
ん
と
一
緒
に
逃
げ
る

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
近
所
の
化
粧
品
販

売
の
知
人
女
性
宅
に
出
掛
け
て
お
り
、
ま

だ
戻
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
近
隣
の
知

人
た
ち
に
声
掛
け
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

自
宅
の
隣
の
女
性
Ｆ
さ
ん
（
当
時
90
代
半

ば
）
宅
ま
で
約
10
メ
ー
ト
ル
歩
き
、
ド
ア

を
た
た
い
た
。
鍵
が
閉
ま
っ
て
お
り
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
金
曜
日
で
、
不
在
で

あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

　

次
に
Ｆ
さ
ん
宅
隣
の
女
性
Ｇ
さ
ん
（
当

時
80
代
前
半
）
宅
に
約
10
メ
ー
ト
ル
歩
い

て
行
っ
た
が
、
Ｇ
さ
ん
は
玄
関
で
車
で
迎

え
に
来
た
甥
と
や
り
取
り
を
し
て
い
た
の

で
、
さ
ら
に
Ｇ
さ
ん
宅
隣
の
Ａ
さ
ん
の
敷

地
（
駐
車
場
）
に
約
20
メ
ー
ト
ル
歩
き
、

干
し
て
い
た
洗
濯
物
を
取
り
、
敷
地
隣
の

男
性
Ｈ
さ
ん
の
こ
と
を
心
配
し
な
が
ら

も
、
自
宅
の
玄
関
に
約
40
メ
ー
ト
ル
の
道

の
り
を
歩
い
て
戻
り
、
洗
濯
物
を
投
げ
る

よ
う
に
置
い
た
。
後
か
ら
「
避
難
所
は
寒

く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
、
洗
濯
物
を

持
っ
て
逃
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
」と
思
っ
た
。

　

再
び
玄
関
か
ら
外
に
出
る
と
義
姉
の
Ｅ

さ
ん
が
自
宅
に
向
か
っ
て
道
路
を
歩
い
て

い
る
の
が
見
え
た
。
Ａ
さ
ん
は
「
早
ぐ
、

早
ぐ
、
逃
げ
べ
す
」
と
促
し
た
。
Ｅ
さ
ん

は
「
押
し
車
」（
シ
ル
バ
ー
カ
ー
）
を
押

し
て
い
た
。
Ａ
さ
ん
は
義
姉
の
持
ち
物
に

つ
い
て
指
示
し
、「
印
鑑
と
通
帳
が
入
っ

た
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
。
綿
入
れ
（
は
ん
て

ん
）
を
着
て
き
て
」
な
ど
と
言
っ
た
。
Ｅ

さ
ん
は
財
布
と
「
お
薬
手
帳
」
が
入
っ
た

普
段
の
バ
ッ
グ
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
家

の
中
に
１
人
で
入
っ
て
い
っ
た
。

　

Ｅ
さ
ん
が
支
度
す
る
間
、
Ａ
さ
ん
は
、

高
潮
の
時
に
は
逆
流
し
て
あ
ふ
れ
る
こ
と

が
あ
る
家
の
前
の
側
溝
の
水
を
眺
め
な
が

ら
、「
マ
マ（
Ｅ
さ
ん
）、
早
ぐ
し
て
」「（
同

じ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
通
う
）
Ｆ
さ
ん
や

Ｇ
さ
ん
も
逃
げ
だ
あ
よ
」
と
叫
ん
だ
。
Ｅ

さ
ん
は
通
帳
な
ど
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
、

５
分
も
か
か
ら
ず
に
出
て
き
た
。
訓
練
で

は
「
背
負
い
か
ご
」
を
使
う
の
に
、
こ
の

時
に
は
「
押
し
車
」
を
選
択
し
た
。
一
方
、

Ａ
さ
ん
は
ダ
ウ
ン
入
り
の
長
い
コ
ー
ト
を

着
て
、
通
帳
入
り
の
バ
ッ
グ
と
も
う
一
つ

の
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
た
。

　

２
人
は
車
が
通
っ
て
い
な
い
道
路
を
ほ

ぼ
北
に
歩
き
始
め
た
。
自
宅
か
ら
約
１
１

０
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
、
途
中
、
一
人
暮
ら

し
の
女
性
Ｉ
さ
ん
と
男
性
Ｊ
さ
ん
が
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
約
20
メ
ー
ト

ル
歩
い
て
助
け
て
く
れ
る
誰
か
い
る
可
能

性
が
高
い
Ｃ
さ
ん
宅
（
②
）
ま
で
来
た
が
、

こ
こ
ま
で
誰
に
も
会
わ
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
坂
が
始
ま
る
Ｄ
さ
ん
宅
（
③
）
の
前

ま
で
約
70
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
き
た
。

　

そ
こ
で
は
、
Ｄ
さ
ん
宅
の
女
性
Ｋ
さ
ん

（
70
代
半
ば
）
と
女
性
Ｌ
さ
ん
（
同
）
が

立
ち
話
を
し
て
い
た
。
Ｌ
さ
ん
は
、
地
震

の
後
に
片
付
け
を
し
て
い
て
手
を
け
が
し

た
そ
う
で
、
ば
ん
そ
う
こ
う
を
も
ら
い
に

来
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
２
人
を
見
掛
け

た
Ｅ
さ
ん
は
と
て
も
丁
寧
に
あ
い
さ
つ
し

た
の
で
、
Ａ
さ
ん
は
Ｅ
さ
ん
の
肩
を
軽
く

た
た
き
な
が
ら
「
そ
ん
な
あ
い
さ
つ
を
し

て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。
早
ぐ

行
ぐ
べ
す
」
と
言
っ
て
、押
し
車
を
押
し
、

そ
の
ま
ま
進
ん
だ
。

　

織
笠
保
育
園
か
ら
１
台
の
車
が
下
り
て

き
た
。
60
歳
ぐ
ら
い
の
女
性
Ｍ
さ
ん
が
孫

を
連
れ
て
運
転
し
て
い
た
。
普
段
、
保
育

園
に
は
車
を
置
い
て
は
い
け
な
い
の
で
、

下
の
Ｎ
さ
ん
宅
の
敷
地
に
車
を
止
め
よ
う

と
し
て
い
た
。
下
か
ら
上
が
っ
て
き
た
車

と
す
れ
違
え
な
い
の
で
、
運
転
し
て
き
た

人
た
ち
が
車
を
降
り
て「
こ
っ
ち
こ
っ
ち
」

と
指
示
を
出
し
、
こ
れ
に
従
い
な
が
ら
Ｍ

さ
ん
は
車
を
動
か
し
て
い
た
。

　

Ａ
さ
ん
と
Ｅ
さ
ん
は
、
さ
ら
に
上
に
上

が
っ
た
。
Ｄ
さ
ん
宅
前
か
ら
約
50
メ
ー
ト

ル
歩
き
、
織
笠
保
育
園
に
上
が
る
階
段
の

下
（
④
）
で
、
Ｅ
さ
ん
の
押
し
車
を
止
め

前
ま
で
は
織
笠
橋
・
古
川
橋
の
付
近
ま
で

カ
ツ
オ
船
が
入
り
、
Ａ
さ
ん
知
人
の
女
性

Ｂ
さ
ん
宅
は
も
と
も
と
カ
ツ
オ
の
加
工
場

で
あ
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
明
治
42（
１
９
０
９
）年
生

ま
れ
で
津
波
に
対
し
て
意
識
が
高
い
義
母

か
ら
日
頃
、
し
つ
こ
い
ぐ
ら
い
に
地
震
や

津
波
に
関
す
る
啓
発
を
受
け
て
い
た
。
昭

和
三
陸
津
波
（
１
９
３
３
年
）
や
チ
リ
地

震
津
波
の
様
子
や
人
々
の
避
難
に
つ
い
て

よ
く
聞
か
さ
れ
、「
大
き
な
地
震
が
あ
れ

ば
津
波
が
来
る
」
と
た
び
た
び
注
意
を
受

け
て
い
た
。
自
宅
（
図
２- 

36
赤
①
、
以

下
こ
の
事
例
の
地
点
番
号
は
い
ず
れ
も
図

２- 

36
に
赤
で
示
す
）
の
１
階
は
浸
水
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
日
頃
か
ら
２

階
に
大
事
な
着
物
を
上
げ
て
お
り
、
避
難

訓
練
に
も
よ
く
参
加
し
た
。

　

義
母
が
平
成
20（
２
０
０
８
）年
に
99
歳

で
亡
く
な
る
前
の
97
歳
で
参
加
し
た
訓
練

で
は
、
車
い
す
を
レ
ン
タ
ル
し
、
避
難
に

か
か
る
時
間
を
計
っ
た
。
そ
の
時
に
「
避

難
に
関
わ
る
知
識
」
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
分
か
っ
た
。避
難
経
路
の
途
中
、

道
の
り
約
１
３
０
メ
ー
ト
ル
の
男
性
Ｃ
さ

ん
宅
（
②
）
の
前
ま
で
は
５
分
か
か
ら
な

い
。
Ｃ
さ
ん
宅
の
前
の
道
ま
で
行
け
ば
、

誰
か
が
い
る
の
で
何
と
か
な
る
。
さ
ら
に

約
70
メ
ー
ト
ル
先
の
男
性
Ｄ
さ
ん
宅（
③
）

の
辺
り
か
ら
坂
に
な
る
。
坂
を
上
が
っ
て

織
笠
保
育
園
の
階
段
（
④
）
の
下
ま
で
約

60
メ
ー
ト
ル
行
け
ば
、
車
い
す
を
下
に
置

き
、
男
性
２
人
が
２
分
も
か
か
ら
ず
に
同

保
育
園
の
高
台
（
標
高
約
13
・
７
メ
ー
ト

ル
）
に
上
げ
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

義
母
と
の
避
難
訓
練
を
通
じ
て
津
波
か
ら

の
避
難
の
経
路
と
手
段
、
そ
し
て
こ
れ
に

か
か
る
時
間
が
、
車
い
す
利
用
者
の
場
合

に
つ
い
て
も
頭
の
中
に
入
っ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
予
備
知
識
が
あ
る
Ａ
さ
ん

は
、
平
成
23（
２
０
１
１
）年
３
月
11
日
午

後
に
は
自
宅
（
①
）
２
階
で
婦
人
会
関
連

の
資
料
整
理
を
し
て
い
た
。
14
時
46
分
に

地
震
が
発
生
し
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
し
ば

ら
く
し
て
プ
ツ
ン
と
切
れ
た
。
停
電
し
た

た
め
に
テ
レ
ビ
か
ら
防
災
情
報
は
入
ら
な

か
っ
た
と
い
う
。
地
震
の
揺
れ
の
す
ご
さ

に
「
こ
れ
は
何
だ
」
と
思
っ
た
が
、
す
ぐ

に
収
ま
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
こ
た
つ
の
中

に
頭
か
ら
潜
り
込
ん
で
様
子
を
見
る
こ
と

に
し
た
。

　

揺
れ
が
収
ま
り
、
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
こ
た
つ
か
ら
出
た
。「
津
波
か

ら
逃
げ
る
」
こ
と
を
意
識
し
た
。
ま
ず
、
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大
震
災
よ
り
前
に
津
波
で
被
災
し
た
経
験

が
な
か
っ
た
。
織
笠
の
Ｕ
さ
ん
（
発
災
当

時
77
歳
）
と
見
合
い
結
婚
し
て
、
昭
和
38

（
１
９
６
３
）年
か
ら
当
地
に
住
む
よ
う
に

な
っ
た
。
Ｕ
さ
ん
の
母（
Ｔ
さ
ん
の
義
母
）

は
、
自
宅
（
図
２- 

36
青
①
、
以
下
こ
の

事
例
の
地
点
番
号
は
同
図
に
青
で
示
す
）

か
ら
道
の
り
約
９
キ
ロ
西
側
の
「
外そ

と

山や
ま

」

集
落
の
出
身
で
、
本
人
が
嫁
い
で
き
た
時

に
「
こ
こ
（
織
笠
）
に
来
れ
ば
１
回
は
津

波
に
遭
う
が
」
と
言
わ
れ
、
昭
和
35
年
の

チ
リ
地
震
津
波
を
経
験
し
た
。
嫁
の
Ｔ
さ

ん
も
義
母
か
ら
同
じ
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、

織
笠
に
嫁
い
で
か
ら
は
津
波
の
避
難
訓
練

に
毎
年
参
加
し
て
い
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
は
父
の
姉
の
二ふ

た

七な
の

日か

法
要
の
準
備
を
し
て
い
た
。
Ｔ
さ
ん

は
地
震
に
遭
っ
て
「
お
っ
か
ね
え
が
っ
た

（
怖
か
っ
た
）」
が
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど

に
は
隠
れ
な
か
っ
た
。
Ｕ
さ
ん
の
記
憶
で

は
物
が
倒
れ
た
り
、
落
ち
た
り
せ
ず
、
Ｕ

さ
ん
の
息
子
（
１
９
６
７
年
生
ま
れ
）
も

そ
の
ま
ま
だ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
Ｔ

さ
ん
は
「
お
れ
、
先
に
行
ぐ
っ
け
え
」
と

言
い
、
事
前
に
準
備
し
て
い
た
防
災
リ
ュ

ッ
ク
を
持
ち
、
玄
関
で
長
靴
を
履
い
て
織

笠
小
学
校
を
歩
い
て
目
指
し
た
。
織
笠
小

の
階
段
の
踊
り
場
で
一
休
み
し
た
も
の

の
、
自
宅
を
出
て
か
ら
「
５
分
も
か
か
ら

ず
」
に
階
段
上
の
校
庭
（
②
）
ま
で
上
が

っ
た
。
避
難
す
る
途
中
、
余
震
が
来
た
の

で
「
お
っ
か
な
く
て
ド
キ
ド
キ
し
た
」。

こ
の
時
は
「
津
波
が
来
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
」
し
、「
夕
方
に
は
（
家
に
）

帰
る
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
い
う
。

　

一
方
、
自
宅
に
残
っ
た
Ｕ
さ
ん
と
息
子

は
、
自
宅
に
津
波
が
来
る
可
能
性
を
考
え

て
、
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
１
階
か
ら
、

法
要
で
使
う
予
定
の
物
や
飼
っ
て
い
た
カ

ナ
リ
ヤ
が
入
っ
た
鳥
か
ご
を
２

階
に
上
げ
た
。
Ｕ
さ
ん
は
ア
ワ

ビ
や
ウ
ニ
を
採
捕
す
る
漁
業
権

を
持
っ
て
お
り
、
漁
船
（
舟
）

が
心
配
に
な
っ
た
の
で
、
自
宅

か
ら
消
防
団
第
４
分
団
屯
所
の

前
に
行
き
、
堤
防
（
緑
③
）
に

上
が
っ
て
、
織
笠
川
に
泊
め
て

い
る
小
型
船
と
河
口
の
水
門
の

方
を
見
て
い
た
。
潮
が
引
き
、

津
波
（
押
し
波
）
が
来
そ
う
な

気
配
だ
っ
た
の
で
自
宅
（
①
）

に
戻
り
、
家
の
前
に
立
っ
て
Ｕ

さ
ん
を
待
っ
て
い
た
息
子
と
合

流
し
た
。

　

Ｕ
さ
ん
は
息
子
と
避
難
す
る
途
中
、
自

宅
よ
り
下
の
道
路
で
こ
の
津
波
で
亡
く
な

っ
た
Ｖ
さ
ん
（
60
代
前
半
）
と
会
っ
た
。

Ｕ
さ
ん
は
、
通
り
す
が
り
に
「
早
ぐ
逃
げ

ろ
」
と
話
し
掛
け
た
と
い
う
。
Ｔ
さ
ん
も

逃
げ
る
時
に
Ｖ
さ
ん
が
自
宅
の
前
（
④
）

で
携
帯
電
話
を
か
け
て
い
た
姿
を
見
て
い

る
。
こ
の
時
、
町
中
に
勤
め
て
い
る
妻
の

Ｗ
さ
ん
と
通
話
し
て
い
た
よ
う
だ
と
い

う
。
北
関
東
出
身
の
Ｗ
さ
ん
も
同
じ
く
津

波
の
犠
牲
に
な
っ
た
。

　

Ｔ
さ
ん
は
織
笠
小
の
階
段
の
上
に
い

た
。
自
主
防
災
組
織
の
男
性
ら
10
人
ほ
ど

（
Ｍ
さ
ん
の
夫
、Ｈ
さ
ん
の
息
子
、Ｏ
さ
ん
、

織
笠
郵
便
局
長
、
局
員
な
ど
）
が
、
高
齢

者
が
階
段
を
上
が
る
の
を
手
伝
う
た
め
に

待
ち
構
え
て
い
た
。
郵
便
局
長
が
「
Ａ
さ

ん
、
早
ぐ
上
が
っ
て
」
と
言
っ
て
近
寄
っ

て
き
た
。
一
刻
を
争
う
状
況
だ
っ
た
が
、

Ｅ
さ
ん
と
Ａ
さ
ん
と
の
間
で
は
こ
ん
な
や

り
取
り
が
あ
っ
た
。

　

Ｅ
さ
ん
「（
押
し
）車
、
な
あ
ど
す
っ
ぺ

（
ど
う
し
よ
う
）」。
Ａ
さ
ん
「
そ
ん
な
ご

ど
は
い
い
よ
」。
Ｅ
さ
ん
「
化
粧
品
は
、

な
あ
ど
す
っ
ぺ
」。
Ａ
さ
ん
「
誰
も
取
っ

て
が
ね
え
が
ら
、
早
く
上
が
っ
ぺ
す（
上

が
ろ
う
）」。
Ｅ
さ
ん
「
そ
う
だ
ぁ
べ
ぇ
が

（
そ
う
か
し
ら
ね
え
）」。
Ｅ
さ
ん
は
郵
便

局
長
に
お
尻
を
押
さ
れ
始
め
、
も
う
１
人

に
手
を
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
、
押
し
車
の

中
に
入
っ
て
い
る
買
っ
た
ば
か
り
の
高
価

な
化
粧
品
に
未
練
が
あ
る
様
子
で
Ａ
さ
ん

に
話
し
掛
け
た
。
Ａ
さ
ん
は
Ｅ
さ
ん
を
な

だ
め
な
が
ら
、
そ
の
後
ろ
か
ら
階
段
を
上

が
っ
た
。

　

高
台
に
あ
る
織
笠
保
育
園
（
⑤
）
の
敷

地
に
上
が
る
と
、
避
難
し
て
き
た
人
々
が

い
っ
ぱ
い
い
た
。
外
に
は
男
の
人
た
ち
が

多
く
、
敷
地
の
縁
辺
に
立
ち
、
フ
ェ
ン
ス

越
し
に
海
を
見
て
い
た
。

　

建
物
の
中
に
入
る
よ
う
に
促
さ
れ
、
寒

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
階
段
か
ら
道
の
り

約
50
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て
保
育
園
の
玄
関

に
着
い
た
。
靴
を
脱
ぎ
、
右
側
の
ホ
ー
ル

に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
保
育
士
が
１
人
お

り
、
既
に
10
人
以
上
が
四
隅
と
中
央
の
５

カ
所
に
分
か
れ
て
座
っ
て
い
た
。
３
歳
未

満
児
の
部
屋
に
も
何
人
か
い
る
の
が
見
え

た
。
電
気
が
な
く
、
反
射
式
の
石
油
ス
ト

ー
ブ
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。「
寒
い
が
ね

ぇ
」
と
言
っ
て
、
一
つ
の
集
団
に
入
っ
て

行
き
、
自
宅
２
階
に
あ
っ
た
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
10
個
を
バ
ッ
グ
か
ら
取
り
出
し
、
先

に
集
ま
っ
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
に
一

つ
ず
つ
渡
し
た
。
ま
た
、
美
容
室
を
経
営

す
る
Ｐ
さ
ん
が
持
っ
て
来
た
乾
パ
ン
の
缶

を
開
け
、
近
く
の
人
に
も
あ
げ
て
食
べ
始

め
た
。

　

こ
の
時
ま
で
は
「
避
難
訓
練
の
続
き
を

や
っ
て
い
る
」感
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
外
が
ざ
わ
め
い
て
き
た
。「
見

な
い
方
が
い
い
よ
」な
ど
の
声
が
聞
こ
え
、

津
波
が
来
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
何
も

話
を
し
な
く
な
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
ほ
か

に
、
電
池
、
３
日
分
の
下
着
、
氷
砂
糖
、

貴
金
属
な
ど
を
持
っ
て
来
た
。
下
着
は
、

美
容
室
経
営
の
Ｐ
さ
ん
夫
妻
や
Ｑ
商
店
か

ら
車
で
逃
げ
て
い
た
Ｎ
さ
ん
夫
妻
が
津
波

で
濡
れ
た
状
態
で
来
た
の
で
、
女
性
に
貸

し
た
。
２
階
で
昼
寝
を
し
て
い
て
逃
げ
遅

れ
た
男
性
Ｒ
さ
ん
（
当
時
90
歳
く
ら
い
）

の
息
子
も
濡
れ
て
や
っ
て
き
た
。

　

津
波
が
引
い
た
後
に
、
消
防
団
員
が
低

地
に
下
が
っ
て
取
り
残
さ
れ
た
人
を
助
け

始
め
た
。
女
性
Ｓ
さ
ん
宅
に
は
、
Ａ
さ
ん

の
長
男
も
行
っ
た
。
ま
た
、
若
い
人
が
ほ

か
に
２
軒
で
人
を
助
け
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
津
波
後
に
初
め
て
避
難
所

の
外
に
出
て
、
フ
ェ
ン
ス
の
そ
ば
に
寄
っ

た
。
町
が
あ
っ
た
一
帯
が
水
に
浸
か
っ
て

い
た
。
ぼ
う
然
と
し
て
、た
だ
海
を
見
た
。

普
段
、
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
習
慣
の
な

い
Ｋ
さ
ん
や
Ｍ
さ
ん
は
逃
げ
遅
れ
、
Ａ
さ

ん
は
出
会
っ
た
時
に
早
く
避
難
す
る
よ
う

言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

37
）。

事
例
２
家
に
戻
ろ
う
と
し
て
被
災

　

女
性
Ｔ
さ
ん
（
発
災
当
時
71
歳
）
は
岩

手
県
内
陸
の
紫
波
町
の
出
身
で
、
東
日
本

Ａさんが義姉を連れてたどり着いた
織笠保育園に上がる階段。階段下の
地面はかさ上げされた状態で、当時
の階段はもっと長かった

Ｔさんは忘れ物に気づき、いったん避難した織笠小の校庭から
写真の階段を下り、上がってきたＵさんに近寄っていった

移動距離
織笠のＡさん
①A自宅―約10m徒歩→F宅―
約10m徒歩→G宅―約20m徒歩
→A駐車場―約40m徒歩→①自
宅―約110m徒歩→I・J宅前―約
20m徒歩→②C宅前―約70m徒
歩→③D宅前―約50m徒歩→④
階段下―約50m徒歩→⑤織笠保
育園―▲津波越流
　計約380m（徒歩380ｍ）

図2-37　織笠のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻
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Ｆ  

船
越
（
山
の
内
・
前
須
賀
）

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
あ
ら
ま
し

地
峡
部
は
越
流
し
水
没

　

東
南
東
に
向
け
て
広
く
開
い
た
船
越
湾

の
奥
か
ら
北
へ
入
り
込
ん
だ
支
湾（
135
㌻
、

図
１-

１
）
の
最
も
奥
に
、
勾
配
約
０
・

７
％
（
傾
斜
約
０
・
４
度
）
と
い
う
遠
浅

の
海
底
に
続
い
て
、
南
北
の
幅
百
数
十
メ

ー
ト
ル
の
浜
（
海
側
は
ほ
と
ん
ど
砂
、
陸

側
は
礫れ

き

ま
じ
り
）
が
、
東
西
４
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
で
広
が
っ
て
い
る
。
そ

の
陸
側
に
は
海
抜
５
メ
ー
ト
ル
以
下
の
平

野
が
、
東
西
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
幅

で
、
１
・
３
キ
ロ
ほ
ど
北
に
山
田
湾
岸
の

浦
の
浜
ま
で
続
き
、
地
峡
を
作
っ
て
い
る

（
図
１-

１
、
図
２- 

39
）。
こ
の
浜
の
東

端
に
は
、
低
い
尾
根
が
突
出
し
た
岬
状
部

が
二
つ
あ
り
、
そ
の
東
、
船
越
小
学
校
の

位
置
す
る
小
さ
な
谷
の
出
口
（
日ひ

な
た
の
わ
き

向
脇
）

に
も
、
長
さ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
弱
の
砂
礫

浜
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

浜
の
地
下
に
は
、
現
海
面
下
20
メ
ー
ト

ル
に
達
す
る
谷
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
埋
積
し
て
い
る
の
は
、
最
下
部
１
～
２

メ
ー
ト
ル
が
、
海
面
が
か
な
り
低
か
っ
た

時
代
に
当
時
の
河
川

が
運
ん
で
き
た
円
礫

層
（
他
地
区
の
Ｉ
層

に
相
当
）
で
、
そ
の

上
位
に
厚
さ
15
～
20

メ
ー
ト
ル
の
泥
ま
じ

り
砂
層
（
海
面
上
昇

期
の
内
湾
の
堆
積
物

を
主
と
し
、
斜
面
か

ら
供
給
さ
れ
た
も
の

を
含
む
と
考
え
ら
れ

る
）
が
あ
り
、
最
上

部
１
～
２
メ
ー
ト
ル

は
泥
ま
じ
り
砂
礫
層

（
海
面
が
ほ
ぼ
現
在

の
高
さ
に
な
っ
て
か

ら
海
岸
線
付
近
に
堆

積
し
た
も
の
）
で
、

さ
ら
に
そ
の
上
位
に

盛
土
層
が
数
メ
ー
ト

ル
あ
る（
図
２- 

40
）。

　

浜
と
そ
の
北
に
接

す
る
地
峡
南
端
の
低
地
に
は
か
つ
て
集
落

が
あ
っ
た
が
、
明
治
の
津
波
（
１
８
９
６

年
）
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
後
、
浜
の

北
西
側
、
前
須
賀
の
斜
面
下
部
お
よ
び
さ

ら
に
高
位
置
に
あ
る
山
麓
緩
斜
面
（
図
２

- 

39
の
左
手
）
に
移
転
し
た
の
で
、
昭
和

の
津
波
（
１
９
３
３
年
）
や
チ
リ
地
震
津

波
（
１
９
６
０
年
）
で
は
こ
の
地
区
で
被

災
し
た
一
般
住
家
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
地
峡
部
を
南
か
ら
北
に
津
波

が
越
流
す
る
現
象
は
、
大
津
波
の
た
び
に

発
生
し
、
そ
こ
に
あ
っ
た
水
田
等
は
繰
り

返
し
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
た
。
防
潮
堤

は
、
日
向
脇
の
浜
を
含
め
、
チ
リ
地
震
津

波
後
の
昭
和
36（
１
９
６
１
）年
に
高
さ

て
、
校
庭
の
金
網
の
フ
ェ
ン
ス
か
ら
沖
を

見
た
り
し
な
が
ら
、
夫
の
Ｕ
さ
ん
と
息
子

が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、
10

人
以
上
の
住
民
が
上
が
っ
て
来
た
。
何
分

く
ら
い
経
っ
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
Ｖ
さ

ん
宅
の
下
の
駐
車
場
（
⑤
）
前
の
道
路
に

夫
と
息
子
が
現
れ
た
。
そ
の
時
、
自
分
が

い
つ
も
飲
ん
で
い
る
薬
を
家
に
置
い
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
階
段
を
下
り
て
Ｕ

さ
ん
に
近
づ
き
な
が
ら
、「
父
さ
ん
、
薬

わ
っ
せ
え
だ
ぁ（
忘
れ
た
）、
取
り
に
行
っ

て
け
で（
く
れ
）ー
。
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に

あ
っ
か
ら
」
と
言
っ
た
。

　

Ｕ
さ
ん
は
Ｖ
さ
ん
宅
前
（
④
）
を
過
ぎ

て
高
台
に
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
Ｔ
さ

ん
に
応
え
て
振
り
返
り
、
駐
車
場
の
辺
り

ま
で
下
り
て
行
っ
た
。
そ
の
直
後
、
下
の

方
か
ら
「
黒
い
煙
」
が
も
や
っ
と
立
ち
上

が
っ
て
や
っ
て
来
て
、
向
か
い
の
山
（
織

笠
川
右
岸
の
丘
陵
・
山
地
）
が
見
え
な
く

な
っ
た
。
Ｔ
さ
ん
は
「
よ
く
覚
え
て
い
な

い
」
が
、
Ｕ
さ
ん
に
薬
を
頼
ん
だ
後
に
階

段
を
さ
ら
に
下
り
た
よ
う
だ
っ
た
。
す
る

と
、
階
段
の
上
か
ら
「
津
波
が
来
た
ー
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
Ｔ
さ
ん
は

上
に
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
防
災
リ
ュ
ッ

ク
に
水
筒
や
書
類
、
年
金
手
帳
な
ど
が
入

っ
て
い
て
重
く
て
、
す
ぐ
に
坂
を
駆
け
上

が
れ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
直
後
に

倒
れ
、怖
く
て
Ｖ
さ
ん
宅
前
（
④
）
の
「
フ

ェ
ン
ス
の
よ
う
な
門
」
に
す
ぐ
に
「
と
っ

つ
い
だ
（
つ
か
ま
っ
た
）」
と
い
う
。

　

水
を
飲
ん
だ
よ
う
で
苦
し
く
て
気
が
つ

く
と
、
夫
と
息
子
が
そ
ば
に
い
て
濡
れ
て

い
た
。
親
子
３
人
が
同
時
に
津
波
に
の
ま

れ
た
か
、
自
分
を
助
け
よ
う
と
し
て
夫
と

息
子
も
津
波
で
濡
れ
た
の
か
、
Ｔ
さ
ん
は

「
私
に
は
分
か
ら
な
い
」

と
言
う
。
Ｔ
さ
ん
た
ち

３
人
が
の
み
込
ま
れ
た

津
波
は
、
Ｖ
さ
ん
宅
の

１
階
の
天
井
付
近
ま
で

達
し
て
い
た
こ
と
が
後

か
ら
分
か
っ
た
。

　

Ｖ
さ
ん
宅
前
で
夫
と

息
子
に
救
助
さ
れ
た
Ｔ

さ
ん
は
、
Ｘ
さ
ん
の
息

子
（
当
時
15
歳
）
や
Ｙ

さ
ん
の
娘
（
40
歳
く
ら

い
）
ら
３
、
４
人
の
助

勢
も
あ
り
、
織
笠
小
の

階
段
の
下
ま
で
運
ば
れ

た
ら
し
い
。
階
段
か
ら

は
、
息
子
に
手
を
引
か

れ
て
自
分
の
足
で
歩
い
て
上
が
っ
た
。
上

る
途
中
か
ら
寒
さ
を
感
じ
た
。
織
笠
小
で

少
し
休
ん
だ
後
、親
戚
の
Ｚ
さ
ん
宅
（
⑥
）

に
行
っ
た
。
Ｚ
さ
ん
の
妻
の
下
着
や
服
を

借
り
て
、
外
で
泥
を
落
と
し
な
が
ら
着
替

え
て
織
笠
小
の
体
育
館
（
⑦
）
に
行
っ
た
。

暗
く
な
っ
て
か
ら
、
校
長
が
教
室
を
開
放

し
て
く
れ
た
。
暖
房
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
が

一
つ
だ
け
で
、
寒
か
っ
た
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

38
）。

図2-38　織笠のＴさんとＵさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

図2-39　船越地峡とその周辺の地形
（2015 年 10 月 3 日撮影）

A：山地斜面，B：山麓緩斜面，C：海成・
河成平野，D：砂礫浜，FX － FY：地質断面（図
2-40）測線．

図2-40　船越地峡部南端（前須賀東方）
海岸を海側（南方）から見た地質断面図
測線の端（FX, FY）の位置は図 2-39 に記す．
Fz は図2-39 右方範囲外．
図の上部にある短い縦線はボーリングの位置．
岩手県宮古水産振興センター提供の防潮堤等建
設資料に基づき筆者の判断で作成．

地質断面測線

移動距離
織笠のＴさん
①U自宅―約190m徒歩→②（織笠小）階段上―約110m徒歩→④
V宅▲津波浸水―約60m搬送→階段下－約50m徒歩→②（織笠小）
階段上―約310 m徒歩→⑥Z宅―約230m徒歩→（織笠小）体育館
―約40m徒歩→（織笠小）教室
　計約990m（徒歩990m）

織笠のＵさん
①自宅―約270m徒歩→③第４分団屯所前の堤防上―約270m徒歩
→①自宅前―約80m徒歩→④V宅前―約20m徒歩→駐車場前―約
20m徒歩→④V宅前▲津波浸水―約60m徒歩→階段下―約50m徒
歩→②（織笠小）階段上―約310 m徒歩→Z宅―約230m徒歩→（織
笠小）体育館―約40m徒歩→（織笠小）教室
　計約1350m（徒歩1350m）

 
図 2-37 織笠のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-38 織笠のＴさんとＵさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
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め
た
。

　

チ
リ
地
震
津
波
の
時
、
Ａ
さ
ん
は
小
学

５
年
生
で
、
山
田
湾
で
波
が
引
く
の
を
見

て
い
た
。
そ
の
時
、
後
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な

る
標
高
７
メ
ー
ト
ル
程
度
の
自
宅
（
①
）

に
は
津
波
が
来
な
か
っ
た
し
、「
こ
こ
に

い
れ
ば
大
丈
夫
」
と
周
囲
か
ら
言
わ
れ
て

い
た
。
た
だ
、も
し
下
に
津
波
が
来
た
ら
、

自
宅
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
そ
の
後
の
避
難

生
活
が
で
き
な
く
な
る
、「（
津
波
が
来
て

か
ら
）
逃
げ
る
の
は
無
理
」
と
考
え
、
避

難
訓
練
で
い
つ
も
行
っ
て
い
る
親
類
の
男

性
Ｂ
さ
ん
宅
（
②
、標
高
約
20
メ
ー
ト
ル
）

前
の
空
き
地
に
逃
げ
る
こ
と
に
し
た
。
自

宅
の
敷
地
に
止
め
て
あ
る
車
に
乗
り
込

み
、
諏
訪
神
社
脇
の
坂
道
を
通
っ
て
道
の

り
約
３
２
０
メ
ー
ト
ル
を
ゆ
っ
く
り
と
走

っ
て
Ｂ
さ
ん
宅
に
着
き
、
庭
先
に
車
を
止

め
た
。

　

Ｂ
さ
ん
宅
前
の
空
き
地
が
地
域
の
一
時

避
難
場
所
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
近
所
の

人
た
ち
が
た
く
さ
ん
や
っ
て
き
た
。「
何

回
も
地
震
が
あ
っ
た
」
中
で
、
母
親
は
車

を
降
り
て
近
所
の
人
た
ち
と
話
を
し
よ
う

と
し
た
が
、
混
雑
し
た
場
所
で
は
動
作
が

緩
慢
な
母
の
面
倒
を
見
切
れ
な
い
と
考
え

て
車
中
に
と
ど
ま
ら
せ
、
自
分
だ
け
外
に

出
た
。
し
か
し
、
母
は
知
り
合
い
と
話
を

し
た
く
な
っ
た
た
め
か
、車
か
ら
降
り
て
、

Ａ
さ
ん
に
近
寄
っ
て
き
た
。 

　

空
き
地
で
話
を
し
て
い
る
と
、
Ｂ
さ
ん

宅
北
東
の
道
（
③
）
で
海
側
を
見
て
い
た

人
た
ち
か
ら
「
津
波
だ
ー
」「
大
し
た
ご

ど
ね
ー
」「
こ
れ
だ
っ
た
ら
大
丈
夫
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と

「
黒
い
波
が
ガ
ー
ッ
」
と
来
て
、
Ｃ
水
産

加
工
場
（
④
）
の
鉄
骨
の
建
物
に
大
き
な

船
が
乗
り
上
げ
、
周
辺
の
人
々
か
ら
「
あ

ー
、
こ
れ
は
駄
目
だ
ー
」
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
き
た
。
そ
の
後
、同
じ「
マ
ギ
」（
マ

キ

≒

広
い
意
味
で
の
血
縁
集
団
）
の
女
性

Ｄ
さ
ん
の
避
難
が
遅
れ
て
い
る
の
が
気
に

な
り
、
そ
の
家
を
見
に
高
台
の
端
に
行
っ

て
い
た
Ｂ
さ
ん
の
妻
Ｅ
さ
ん
が
空
き
地
に

や
っ
て
来
て
、「
Ｄ
ち
ゃ
ん
ち（
の
家
）、

流
さ
れ
で
、
は
あ
ね
え
が
ぁ（
も
う
な
い

よ
）」
と
Ａ
さ
ん
に
言
っ
た
。

　

こ
の
状
況
や
Ｅ
さ
ん
の
言
葉
か
ら
、
Ａ

さ
ん
は
「
あ
れ
よ
り
大
っ
き
い
波
が
ま
だ

来
た
ら
、
逃
げ
ら
れ
な
い
」「
こ
ん
な
ど

ご
に
は
い
ら
れ
な
い
」
と
考
え
た
。
避
難

し
た
Ｂ
さ
ん
宅
（
②
）
前
の
空
き
地
付
近

は
標
高
約
20
～
25
メ
ー
ト
ル
の
島
状
に
孤

立
し
た
高
台
で
、
よ
り
高
く
に
逃
げ
ら
れ

る
所
が
な
い
。
ま
た
、
津
波
が
「
下
（
の

道
路
）」
ま
で
来
る
と
高
台
か
ら
下
り
ら

れ
な
く
な
り
、
孤
立
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
「
逃
げ
ら
れ
な
い
」
と

思
っ
て
、
空
き
地
の
道
路
に
止
ま
っ
て
い

た
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
に
母
親
を
連
れ
て

行
き
、
母
を
預
け
た
。
そ
し
て
「
体
の
弱

い
人
や
病
人
、
逃
げ
る
手
段
の
な
い
人
、

走
る
の
が
遅
い
人
」
を
自
分
の
車
に
乗
せ

て
船
越
防
災
セ
ン
タ
ー
（
⑤
）
に
行
こ
う

と
考
え
、「
逃
げ
っ
ぺ
ー
！　

逃
げ
っ
ぺ

ー
！
」「
早
ぐ
、
乗
れ
る
だ
げ
乗
っ
て
ー
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　

車
を
走
ら
せ
た
。
国
道
45
号
は
「
普
段

よ
り
走
っ
て
い
る
車
が
あ
る
」く
ら
い
で
、

そ
れ
ほ
ど
混
ん
で
い
な
か
っ
た
。
道
の
り

約
６
３
０
メ
ー
ト
ル
を
経
て
標
高
30
メ
ー

ト
ル
強
の
防
災
セ
ン
タ
ー
（
⑤
）
の
駐
車

場
に
到
着
し
た
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
地
域

の
人
が
「
ち
ら
ほ
ら
」
い
た
く
ら
い
だ
っ

た
。

　

Ａ
さ
ん
が
着
い
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

４
・
４
メ
ー
ト
ル
で
設
置
さ
れ
、
そ
の
後

西
部
は
昭
和
45（
１
９
７
０
）～
52（
77
）

年
、
東
部
は
昭
和
50（
１
９
７
５
）～
63

（
88
）年
に
、
い
ず
れ
も
８
・
35
メ
ー
ト
ル

に
か
さ
上
げ
さ
れ
た
。
地
峡
部
の
防
潮
堤

は
、
津
波
の
勢
い
を
削
ぐ
た
め
、
底
部
が

海
側
に
15
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
張
り
出
し
た
階

段
式
傾
斜
堤
防
と
な
っ
て
い
た
。

　

今
回
の
津
波
の
高
さ
は
、
浜
の
東
端
付

近
で
17
・
４
メ
ー
ト
ル
、
西
端
付
近
で

16
・
１
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
み
ら
れ
る

の
で
、
防
潮
堤
は
完
全
に
越
流
さ
れ
、
海

側
ま
た
は
陸
側
に
転
倒
し
て
、
一
部
は
流

失
し
た
。
閘こ

う

門も
ん

等
も
全
て
破
壊
さ
れ
た
。

越
流
し
た
津
波
は
、
地
峡
部
の
平
野
を
北

に
流
れ
て
、
山
田
湾
岸
で
南
向
き
の
津
波

と
衝
突
し
た
。
こ
の
流
れ
に
よ
り
、
防
潮

堤
の
す
ぐ
内
側
に
あ
っ
た
鉄
骨
造
建
物
ほ

か
幾
つ
か
の
建
造
物
が
破
壊
さ
れ
、
農
地

（
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
た
も
の
を
含
む
）

や
公
園
用
地
な
ど
が
完
全
に
水
没
し
た
。

　

明
治
の
津
波
の
後
に
新
た
な
集
落
が
作

ら
れ
た
西
側
の
山
麓
緩
斜
面
の
本
体
ま
で

津
波
が
遡そ

上じ
ょ
うす

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
面
を
開
析
し
て
地
峡
部
の
低
地
に
流

入
す
る
小
さ
な
谷
の
底
、
あ
る
い
は
そ
れ

に
面
し
た
斜
面
下
部
（
図
２- 

39
の
Ｂ
の

範
囲
の
南
東
端
付
近
）
に
あ
っ
た
家
屋
に

は
浸
水
が
及
ん
だ
。
ま
た
、
地
峡
部
の
越

流
で
船
越
半
島
が
一
時
的
に
離
島
化
し
、

道
路
破
壊
に
よ
り
そ
の
後
も
13
日
午
後
４

時
ご
ろ
大
浦
か
ら
船
越
地
峡
を
越
え
て
国

道
45
号
に
接
続
す
る
町
道
が
開
通
す
る
ま

で
は
、
田
の
浜
、
大
浦
等
半
島
部
の
集
落

が
お
お
む
ね
孤
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

地
峡
南
端
の
浜
の
南
西
に
続
く
海
食
崖

の
脚
部
で
は
、
船
越
漁
港
の
西
部
（
山
の

内
地
区
）
と
し
て
、
岸
壁
や
防
波
堤
等
の

整
備
が
昭
和
50（
１
９
７
５
）年
か
ら
行
わ

れ
、
そ
の
北
端
部
の
防
波
堤
が
完
成
し
た

の
は
平
成
16（
２
０
０
４
）年
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
漁
港
施
設
も
今
回
の
津
波
で
破

損
し
た
。

　

こ
の
津
波
の
後
、
前
須
賀
の
東
の
海
岸

一
帯
に
は
高
さ
12
・
８
メ
ー
ト
ル
の
防
潮

堤
が
築
か
れ
、う
ち
中
央
部
（
地
峡
南
端
）

で
は
既
設
堤
を
海
側
堤
脚
下
に
取
り
込
ん

だ
、
従
来
よ
り
も
さ
ら
幅
広
い
階
段
式
傾

斜
堤
と
な
る
計
画
で
あ
る
。

（
２
）
避
難
行
動
の
実
態

　
（
１
）
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
集
落

の
大
半
は
、
地
峡
部
よ
り
西
側
の
山
麓
緩

斜
面
を
多
少
改
変
し
た
、
津
波
の
直
接
的

被
害
を
受
け
に
く
い
所
に
立
地
し
て
い
る

が
、
そ
こ
か
ら
地
峡
に
下
り
て
い
く
小
さ

な
谷
沿
い
に
は
、
津
波
が
す
ぐ
近
く
ま
で

押
し
寄
せ
、
よ
り
高
位
置
と
連
絡
す
る
道

路
が
寸
断
さ
れ
た
所
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
小
さ
な
谷
の
出
口
に
立
地
し
た
自
宅
か

ら
避
難
し
た
例
、
お
よ
び
湾
の
北
端
部
を

挟
ん
で
対
岸
の
田
の
浜
か
ら
越
流
直
前
の

地
峡
部
を
横
断
し
て
西
側
の
自
宅
に
戻
っ

た
例
を
記
す
。

事
例
１
孤
立
恐
れ
て
二
次
避
難

　

女
性
Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
61
歳
）
は
、

地
震
発
生
時
に
は
、
自
宅
（
図
２- 

41
①
）

の
倉
庫
で
片
づ
け
を
し
て
い
た
。
強
い
揺

れ
を
感
じ
た
瞬
間
に
「
地
震
、
火
の
元
」

と
連
想
し
、
母
屋
の
「
茶
の
間
（
居
間
）」

で
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
が
倒
れ
た
場

合
、テ
レ
ビ
を
１
人
で
観
て
い
る
母
親（
当

時
85
歳
）
が
危
険
に
な
る
と
考
え
た
。
居

間
に
は
２
メ
ー
ト
ル
弱
の
高
さ
の
茶
だ
ん

す
が
あ
り
、
こ
れ
が
倒
れ
て
母
が
下
敷
き

に
な
っ
た
ら
大
変
だ
と
も
考
え
た
。
そ
こ

で
、
揺
れ
て
い
る
最
中
に
倉
庫
か
ら
居
間

に
約
20
メ
ー
ト
ル
「
走
っ
て
」
行
っ
た
。

居
間
に
入
る
と
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
が
既

に
自
動
消
火
で
消
え
て
お
り
、
テ
レ
ビ
も

映
っ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
、
母
に

寄
り
添
っ
て
手
を
握
っ
た
。

　

そ
の
後
、
居
間
に
置
い
て
あ
っ
た
携
帯

電
話
か
ら
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
警
報
音

が
鳴
っ
た
。
携
帯
電
話
を
手
に
す
る
と
、

八
戸
か
ら
車
で
山
田
町
に
向
か
っ
て
き
て

い
る
娘
の
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。
い
つ
も

午
後
２
～
３
時
に
着
く
の
で
、
ち
ょ
う
ど

近
く
に
来
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
海
沿

い
を
走
っ
て
い
て
は
津
波
に
遭
う
恐
れ
が

あ
る
の
で
、電
話
を
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
３
、
４
回
か
け
て
も
通
じ
な
か

っ
た
の
で
諦
め
、
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

そ
の
次
に
自
分
と
母
が
避
難
す
る
こ
と

を
考
え
た
。
ま
ず
、
寝
室
の
あ
る
２
階
に

防
災
用
品
が
入
っ
た
「
非
常
用
持
出
袋
」

が
置
い
て
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
母

と
は
普
段
別
居
し
て
お
り
、
母
が
家
に
泊

ま
り
に
来
る
場
合
、１
階
で
過
ご
す
の
で
、

Ａ
さ
ん
も
自
室
で
は
な
く
１
階
の
部
屋
で

寝
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
母
の
手
を
放
し

て
持
出
袋
を
取
り
に
２
階
の
自
室
に
行
こ

う
か
迷
っ
た
が
、
揺
れ
て
い
る
間
は
そ
の

ま
ま
一
緒
に
い
る
こ
と
に
し
た
。そ
し
て
、

揺
れ
が
弱
く
な
っ
た
隙
を
狙
っ
て
家
の
外

に
出
た
。
非
常
用
持
出
袋
を
持
た
ず
に
、

そ
の
ま
ま
避
難
場
所
に
向
か
う
こ
と
を
決

図2-41　船越のＡさんの移動経路
※「災害復旧計画基図」を原図として用いたので，海岸などが被災後の状態を示している
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「
す
ご
い
勢
い
で
」
人
が
増
え
た
。
津
波

で
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
地
区
で
も
停
電

や
断
水
が
起
き
た
た
め
に
多
く
の
人
々
が

や
っ
て
来
た
。夕
方
に
は
食
べ
物
が
な
く
、

「
３
セ
ン
チ
四
方
く
ら
い
の
よ
う
か
ん
か

チ
ョ
コ
」
が
配
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
防

災
セ
ン
タ
ー
隣
の
消
防
団
第
１
分
団
屯
所

か
ら
「
明
日
の
朝
に
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て

ほ
し
い
」
と
炊
き
出
し
を
依
頼
さ
れ
た
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
の
中
に
、
民
放
テ
レ
ビ

局
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
い
る
の
を
見
か
け

た
。
そ
こ
で
Ａ
さ
ん
は
「
こ
こ
に
避
難
し

て
無
事
で
い
る
が
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を

自
ら
発
信
し
た
い
。
全
国
に
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
願
い
出
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
は
薄
暗

い
中
で
避
難
者
を
１
人
ず
つ
撮
影
し
、
動

画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
に
ア

ッ
プ
し
て
く
れ
た
。

　

11
日
の
夜
は
「
人
と
人
が
重
な
る
よ
う

な
」
状
態
で
寝
た
。
Ａ
さ
ん
は
昼
間
の
体

験
や
現
実
を
思
い
、「
明
日
、
炊
き
出
し

し
ね
え
ば
な
ん
ね
え
」
と
考
え
る
と
、
気

分
が
高
ぶ
っ
て
な
か
な
か
寝
付
け
な
か
っ

た
。
翌
朝
は
６
時
ぐ
ら
い
に
起
き
て
、
屯

所
に
行
っ
た
。
屯
所
で
は
「
自
家
発
電
」

が
さ
れ
て
い
て
明
か
り
が
あ
り
、「
普
段

と
変
わ
ら
な
い
」
と
感
じ
た
が
、
テ
レ
ビ

で
宮
城
県
の
津
波
と
火
災
の
惨
状
を
見

て
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

　

消
防
団
員
は
、
背
負
い
か
ご
と
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
持
っ
て
、
が
れ
き
に
埋
ま
っ
た

船
越
半
島
地
峡
部
に
出
掛
け
た
。
津
波
か

ら
か
ろ
う
じ
て
避
難
し
た
船
越
小
学
校
の

児
童
が
半
島
側
か
ら
渡
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
道
を
開
く
た
め
に

出
動
し
た
と
い
う
。
Ａ
さ
ん
は
自
宅
を
見

に
行
き
た
か
っ
た
が
、
消
防
団
員
に
「
死

体
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
っ
か
ら
、
行
ぐ
な
」

と
止
め
ら
れ
た
。
夜
に
な
る
と
、
田
の
浜

地
区
で
発
生
し
た
火
災
が
山
林
に
燃
え
移

り
、
山
に
「
赤
い
も
の
」
が
見
え
た
。

　

車
で
八
戸
市
か
ら
山
田
町
に
帰
省
す
る

途
中
だ
っ
た
娘
は
、
13
日
に
内
陸
の
町
道

等
を
移
動
し
て
防
災
セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て

き
た
。
Ａ
さ
ん
は
「
は
あ
、
死
ん
だ
あ
ど

思
っ
て
だ
っ
た
（
も
う
死
ん
だ
と
思
っ
て

た
）」
と
娘
に
話
し
た
。
娘
は
久
慈
で
高

台
に
避
難
し
た
後
、
八
戸
に
戻
っ
て
無
事

だ
っ
た
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

42
）。

事
例
２
門
扉
に
進
路
阻
ま
れ
助
か
る

　

女
性
Ｆ
さ
ん
（
発
災
当
時
50
歳
）
は
３

月
11
日
、
経
営
す
る
Ｆ
造
船
所
の
仕
事
で

対
岸
の
田
の
浜
地
区
に
い
た
。
14
時
30
分

に
Ｇ
丸
船
主
の
男
性
Ｈ
さ
ん
宅
（
図
２- 

43
①
）
を
訪
問
し
た
後
、
同
宅
を
出
た
瞬

間
、
14
時
46
分
に
地
震
に
遭
っ
た
。「
大

き
く
グ
ラ
ッ
と
」
来
て
、
近
く
の
電
信
柱

に
つ
か
ま
っ
た
。
見
送
り
で
玄
関
に
出
て

い
た
Ｈ
さ
ん
の
妻
が
「
何
だ
が
大
っ
き
い

地
震
だ
が
ね
え
」
と
言
い
、
Ｆ
さ
ん
が
つ

か
ま
る
電
信
柱
は
激
し
く
揺
れ
続
け
た
。

　

乗
っ
て
き
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
は
、
Ｈ
さ
ん

宅
よ
り
上
の
「
大
き
な
道
」
に
止
め
て
い

た
（
②
）。
そ
こ
ま
で
の
約
35
メ
ー
ト
ル

の
道
の
り
を
歩
い
て
戻
り
、
運
転
席
に
座

っ
て
気
持
ち
が
落
ち
着
く
ま
で
に
「
10
分

程
度
時
間
が
か
か
っ
た
」
と
い
う
。
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
て
、「
人
が
い
な
い
大
き
な

道
」
を
ほ
ぼ
南
に
直
進
し
た
。
約
75
メ
ー

ト
ル
を
進
ん
で
十
字
路
（
③
）
に
突
き
当

た
る
直
前
で
「
わ
か
き
保
育
園
」
の
園
児

た
ち
が
集
団
で
隊
列
を
組
ん
で
、
十
字
路

を
右
（
西
）
か
ら
左
（
東
）
へ
歩
い
て
避

難
し
て
い
た
。
後
か
ら
聞
い
て
分
か
っ
た

が
、
園
児
ら
は
日
蓮
宗
瑞
然
寺
を
目
指
し

て
上
が
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。

　

Ｆ
さ
ん
は
園
児
に
気
を
配
り
な
が
ら
十

字
路
を
右
折
し
て
わ
か
き
保
育
園
前
を
通

過
し
、
漁
港
の
方
へ
下
っ
て
行
っ
た
。
そ

の
途
中
で
「
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
、
上
の
方
に

避
難
す
る
何
人
か
」
と
す
れ
違
っ
た
。
下

に
行
っ
た
の
は
自
分
だ
け
だ
っ
た
。

　

船
越
湾
漁
港
に
抜
け
る
門
扉
（
④
）
の

前
ま
で
約
５
５
０
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を

移
動
し
た
。
門
扉
は
閉
ま
っ
て
お
り
、
前

に
い
た
消
防
団
員
が
「
駄
目
、
駄
目
」
と

言
い
な
が
ら
両
手
で
バ
ツ
を
つ
く
っ
て
Ｕ

タ
ー
ン
を
促
し
て
き
た
。
仕
方
な
く
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
左
折
し
、
北
に
移
動
し
て
防
潮

堤
の
外
の
道
路
に
再
度
抜
け
よ
う
と
八
幡

宮
下
の
門
扉
（
⑤
）
へ
の
道
路
の
入
り
口

ま
で
来
た
。
こ
こ
ま
で
約
２
０
０
メ
ー
ト

ル
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
門
扉
も

同
様
に
閉
ま
っ
て
お
り
消
防
団
員
に
戻
る

よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
バ
ッ
ク
を
し
て
か

ら
進
路
を
再
度
北
に
取
り
、
道
の
り
約
１

８
０
メ
ー
ト
ル
を
移
動
し
て
Ｉ
漁
業
生
産

組
合
の
手
前
の
三
差
路
（
⑥
）
に
達
し
、

防
潮
堤
に
囲
わ
れ
た
田
の
浜
地
区
の
住
宅

街
を
や
っ
と
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
ま
ま
、車
を
道
な
り
に
走
ら
せ
た
。

ほ
か
の
車
と
す
れ
違
っ
た
記
憶
は
な
い
。

こ
の
時
、
津
波
の
こ
と
は
頭
に
な
く
、
造

船
所
の
事
務
所
に
書
類
を
取
り
に
行
こ
う

と
考
え
て
い
た
。
早そ

う

川か
わ

集
落
や
船
越
小
学

校
の
前
を
抜
け
て
、
諏
訪
神
社
下
の
分
岐

（
⑦
）
ま
で
道
の
り
１
３
２
０
メ
ー
ト
ル

を
走
り
、
止
ま
る
こ
と
な
く
左
折
し
て
防

潮
堤
沿
い
の
道
を
そ
の
ま
ま
行
く
こ
と
と

し
た
。

　

分
岐
（
⑦
）
の
手
前
で
は
「
上
に
上
が

る
選
択
肢
」
は
な
く
、
造
船
所
に
行
こ
う

と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
Ｊ
水
産
前
の

図2-43　船越のＦさんの移動経路

移動距離
船越のＡさん
①自宅（倉庫―約20m徒歩→母屋の
居間―約15m徒歩→車）―約320m
自動車→②B宅前空き地―約630m自
動車→⑤船越防災センター
　計約985m
　（徒歩35m＋自動車950m）

図2-42　船越の Aさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

Ａさんは坂の上にある船越防災センターに車で二次避難した
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門
扉
（
⑧
）
ま
で
約
１
７
０
メ
ー
ト
ル
の

道
の
り
を
移
動
し
た
。
門
扉
は
閉
ま
っ
て

お
り
、
防
潮
堤
の
外
に
あ
る
Ｆ
造
船
所
に

行
け
な
か
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
上
に
上

が
る
こ
と
に
し
た
。
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
線
路

の
下
を
く
ぐ
っ
て
、
国
道
45
号
に
左
折
で

入
り
、自
宅
手
前
の
男
性
Ｋ
さ
ん
宅
（
⑨
）

前
ま
で
来
て
、左
折
し
て
私
道
に
入
っ
た
。

同
宅
前
で
車
を
い
っ
た
ん
止
め
、
ハ
ン
ド

ル
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
っ
た
ま
ま
動
け
な
か
っ

た
。
門
扉
か
ら
こ
こ
ま
で
、
道
の
り
約
４

４
０
メ
ー
ト
ル
を
移
動
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
近
所
の
男
性
Ｌ
さ
ん

が
近
づ
い
て
き
て
、「
な
ん
す
っ
た
あ
（
ど

う
し
た
）、
お
め
え
は
」
と
話
し
掛
け
て

き
た
。
我
に
返
り
、
応
答
し
よ
う
と
窓
を

開
け
た
。
Ｌ
さ
ん
は「
津
波
が
来
ん
が
よ
。

見
だ
ぁ
方
が
い
い
が
よ
」
と
言
い
、
通
り

過
ぎ
て
行
っ
た
。
約
20
メ
ー
ト
ル
先
の
自

宅
（
⑩
）
の
駐
車
場
ま
で
車
を
運
転
し
て

止
め
た
。「
み
ん
な
、
見
で
ー
」「
あ
ー
、

何
な
ん
だ
べ
な
あ
」
と
い
う
声
が
Ｊ
Ｒ
山

田
線
の
鉄
橋
（
⑪
）
や
土
手
の
上
の
線
路

の
方
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。

　

Ｆ
さ
ん
も
車
を
降
り
、
約
１
２
０
メ
ー

ト
ル
を
歩
い
て
鉄
橋
（
⑪
）
に
上
が
っ
た
。

間
も
な
く
、「
Ｍ
丸
」
が
波
に
の
ま
れ
る

の
を
見
た
。
船
越
漁
港
の
田
の
浜
側
か
ら

沖
へ
避
難
し
よ
う
と
し
た
Ｍ
丸
は
、
出
航

後
、
南
側
の
外
洋
に
向
か
う
た
め
に
進
路

を
左
（
南
）
に
変
え
よ
う
と
し
た
が
、
間

に
合
わ
ず
に
横
か
ら
波
を
受
け
て
の
み
込

ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
津
波
は
船
越

湾
と
山
田
湾
か
ら
別
々
に
押
し
寄
せ
て
船

越
地
峡
で
ぶ
つ
か
り
、
山
田
湾
の
海
岸
線

か
ら
約
２
５
０
メ
ー
ト
ル
、
船
越
湾
の
海

岸
線
か
ら
約
１
キ
ロ
に
あ
る
「
鯨
と
海
の

科
学
館
」の
山
手
に
し
ぶ
き
が
上
が
っ
た
。

音
と
水
煙
が
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。

　

二
つ
の
津
波
が
ぶ
つ
か
っ
た
様
子
を
見

た
瞬
間
、
腰
が
抜
け
、「
お
父
さ
ん
（
夫
）、

ど
ご
さ
行
っ
た
が
あ
」
と
叫
ん
だ
。
息
子

が
隣
に
い
て
「
そ
ば
さ
い
だ
が
ら
、
心
配

す
ん
な
」と
優
し
く
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
の
記
憶
は
Ｆ
さ
ん
に
は

な
い
と
い
う
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

44
）。

Ｇ  

田
の
浜

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
あ
ら
ま
し

平
野
部
集
落
を
全
面
破
壊

　

田
の
浜
の
海
岸
は
、
東
南
東
に
向
け
て

広
く
開
い
た
船
越
湾
の
奥
か
ら
北
へ
入
り

込
ん
だ
支
湾
の
東
岸
に
位
置
す
る（
135
㌻
、

図
１-

１
）。
勾
配
３
～
４
％
（
傾
斜
２

度
内
外
）
の
海
底
に
続
い
て
、
砂
や
礫れ

き

か

ら
な
る
幅
１
０
０
メ
ー
ト
ル
弱
の
浜
が
、

約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
ほ
ぼ
南
北

に
伸
び
、
そ
の
背
後
に
東
西
４
０
０
～
６

０
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
５
０
０
メ
ー
ト

ル
の
小
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
（
図
２- 

45
、
図
２- 

46
）。

　

浜
の
地
下
に
は
、
現
海
面
下
約
17
メ
ー

ト
ル
に
達
す
る
、
底
部
の
幅
が
１
０
０
メ

ー
ト
ほ
ど
の
谷
が
、
風
化
し
た
花か

崗こ
う

岩が
ん

に

削
り
込
ま
れ
、
後
に
述
べ
る
Ｉ
層
～
III
層

に
埋
め
ら
れ
て
い
る
（
図
２- 

47
）。
こ
の

浜
の
北
に
は
、
低
い
尾
根
が
張
り
出
し
た

岬
状
部
（
現
在
の
漁
港
中
央
部
の
突
堤
の

東
）
を
隔
て
て
、
長
さ
３
０
０
メ
ー
ト
ル

弱
の
浜
が
あ
り
、
そ
の
浜
お
よ
び
背
後
の

小
平
野
・
緩
斜
面
に
早そ

う

川か
わ

集
落
が
立
地
す

る
。
早
川
の
浜
・
小
平
野
の
地
下
に
も
、

現
海
面
下
10
メ
ー
ト
ル
付
近
に
幅
１
０
０

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
谷
底
面
を
持
つ
谷
が

埋
没
し
て
い
る
。

　

南
北
二
つ
の
埋
没
谷
と
も
、
下
部
６
～

７
メ
ー
ト
ル
（
南
部
の
田
の
浜
埋
没
谷
）

ま
た
は
３
～
４
メ
ー
ト
ル
（
北
部
の
早
川

埋
没
谷
）
に
は
、
１
万
数
千
年
以
上
前
の

海
面
が
低
か
っ
た
時
代
に
当
時
の
川
が
運

ん
で
き
た
し
っ
か
り
し
た
砂
礫
層（
Ｉ
層
）

が
堆
積
し
て
い
る
。
そ
の
上
位
に
は
、
海

面
上
昇
期
に
浅
い
湾
底
や
河
川
下
流
沿
い

に
堆
積
し
た
と
み
ら
れ
る
厚
さ
約
10
メ
ー

ト
ル
（
田
の
浜
埋
没
谷
）
ま
た
は
約
５
メ

ー
ト
ル
（
早
川
埋
没
谷
）
の
軟
弱
な
礫
ま

じ
り
砂
泥
層
（
II
層
）
が
あ
り
、
さ
ら
に

数
千
年
前
以
降
に
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

砂
礫
層
（
III
層
）、
そ
し
て
盛
土
層
（
い

ず
れ
も
厚
さ
２
～
３
メ
ー
ト
ル
）
に
覆
わ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
埋
没
谷
の
間
（
陸
上
の
小

さ
な
岬
状
部
の
前
面
地
下
）
に
は
、
現
海

面
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
基
岩
の
高
ま
り
が

あ
り
、
III
層
お
よ
び
盛
土
層
に
３
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
厚
さ
で
覆
わ
れ
て
い
る
（
図
２

- 

47
）。

　

砂
礫
浜
お
よ
び
そ
の
す
ぐ
背
後
の
平
野

に
あ
っ
た
集
落
は
、
明
治
29（
１
８
９
６
）

年
の
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

後
、
船
越
と
統
合
し
て
移
転
す
る
と
い
う

計
画
が
提
案
さ
れ
た
が
実
現
せ
ず
、
田
の

浜
集
落
の
み
の
移
転
先
と
し
て
、
海
岸
か

ら
東
に
３
０
０
～
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
東
側
の
山
麓
に
、
一
部
切
土
、
一

部
盛
土
に
よ
り
海
抜
約
15
メ
ー
ト
ル
の
平

坦
地
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
造
成
し
た
。
し

か
し
、
そ
こ
に
移
転
す
る
家
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
浜
と
そ
の
隣
接
地
に
順
次
再
建
さ

れ
た
集
落
が
昭
和
８（
１
９
３
３
）年
の
津

波
で
再
び
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。当
時
、

海
岸
に
は
木
製
の
小
桟
橋
の
ほ
か
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
護
岸
も
一
部
に
設
け
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
田

の
浜
で
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
津
波
後
に
移
転
先
と
し

て
造
成
さ
れ
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
畑
地
に
し

か
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
東
側
の
平
坦

地
（
新
宅
地
）
を
、
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
に

拡
大
し
て
集
団
移
転
し
た
が
、
浜
の
近
辺

に
も
ま
た
人
家
が
増
え
、
後
者
は
チ
リ
地

震
津
波
（
１
９
６
０
年
）
で
被
災
し
た
。

　

田
の
浜
の
北
に
低
い
尾
根
を
隔
て
て
位

置
す
る
早
川
で
も
、
低
地
の
集
落
で
今
回

死
者
発
生
率
が
高
か
っ
た
。
そ
こ
は
、
昭

和
８
年
津
波
時
に
は
既
に
存
在
し
た
防
潮

堤
に
よ
り
被
災
を
免
れ
た
部
分
に
当
た

る
。
そ
の
背
後
の
緩
斜
面
に
、
昭
和
８
年

以
後
０
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
土
地
が

造
成
さ
れ
、
田
の
浜
か
ら
の
移
住
者
に
充

て
ら
れ
た
。
チ
リ
地
震
津
波
後
も
、
船
越

漁
港
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
と
も
関
連
し

て
、
浜
や
そ
れ
に
接
す
る
平
野
部
で
家
屋

が
増
え
続
け
た
。

　

防
潮
堤
は
、
チ
リ
地
震
津
波
翌
年
の
昭

和
36（
１
９
６
１
）年
か
ら
４
・
４
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
で
作
ら
れ
始
め
、
そ
れ
が
完
成

し
た
後
、
昭
和
58（
１
９
８
３
）～
平
成
元

（
89
）年
ま
で
の
間
に
８
・
35
メ
ー
ト
ル
に

か
さ
上
げ
さ
れ
た
。
岸
壁
は
、
田
の
浜
の

集
落
が
あ
っ
た
浜
の
前
面
が
昭
和
46（
１

９
７
１
）～
48（
73
）年
、
早
川
の
南
半
が

48（
１
９
７
３
）～
49（
74
）年
、
同
北
半
が

57（
１
９
８
２
）～
59（
84
）年
に
、
埋
め
立

て
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
。

　

漁
港
外
縁
の
防
波
堤
が
完
成
し
た
の
は

平
成
元（
１
９
８
９
）年
以
後
、
そ
し
て
中

央
部
の
突
堤
は
８（
１
９
９
６
）年
に
完
成

し
た
。
こ
れ
ら
の
海
岸
構
造
物
は
ほ
と
ん

ど
III
層
を
基
礎
と
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち

防
潮
堤
は
、
漁
港
の
南
部
約
４
０
０
メ
ー

ト
ル
の
区
間
に
昭
和
56（
１
９
８
１
）年
に

作
ら
れ
た
も
の
が
長
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
マ

Ｆさんや近隣住民が集まって、津波の動きを見たＪＲ山田線の鉄橋付近

移動距離
船越のＦさん
①H宅―約35m徒歩→②軽トラ（エンジン始動時間等も含む）―約
75m自動車→③十字路―約550m自動車→④船越漁港前の門扉―約
200m自動車→⑤八幡宮下の門扉―約180m自動車→⑥I手前三差路
―約1320m自動車→⑦諏訪神社下分岐―約170m自動車→⑧J水産
前門扉―約440m自動車→⑨K宅前―約20m自動車→⑩自宅駐車場
▲津波越流―約120m徒歩→⑪鉄橋
　計約3110m（徒歩155m＋自動車2955m）

図2-44　船越の Fさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

 
図 2-42 船越のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
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ツ
杭
を
持
つ
以
外
は
、
盛
土
の
上
に
直
接

設
置
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
漁
港
南
西
端

部
に
は
平
成
13（
２
０
０
１
）～
15（
03
）年

に
親
水
施
設
「
し
も
か
わ
公
園
」
を
建
設

す
る
た
め
、
花
崗
岩
質
基
岩
の
上
に
埋
め

立
て
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
津
波
は
、
漁
港
南
端
で
15
・
１

メ
ー
ト
ル
、
北
端
で
18
・
６
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
に
達
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
漁
港
南
部
の
う
ち
南
側
80
メ
ー
ト
ル

の
区
間
お
よ
び
漁
港
北
部
１
５
０
メ
ー
ト

ル
の
区
間
で
防
潮
堤
が
全
壊
し
、
漁
港
南

部
の
防
潮
堤
の
う
ち
北
側
１
５
０
メ
ー
ト

ル
の
区
間
で
は
上
部
に
取
り
付
け
ら
れ
た

波
除
け
装
置
が
一
部
損
壊
し
た
。
侵
入
し

た
津
波
が
、
浜
お
よ
び
そ
の
背
後
の
小
平

野
に
広
が
っ
て
い
た
集
落
を
ほ
ぼ
全
面
的

に
破
壊
し
、東
側
山
麓
に
造
成
さ
れ
た「
新

宅
地
」
の
縁
ま
で
、
傾
斜
２
度
以
下
の
平

野
部
を
最
大
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
遡そ

上じ
ょ
うし

た
。

　

遡
上
高
は
15
メ
ー
ト
ル
前
後
に
達
し
た

と
み
ら
れ
、
新
宅
地
の
南
部
の
う
ち
平
野

に
近
い
西
側
が
浸
水
し
て
（
50
㌻
、
図
Ⅰ

- 

18
）、
一
部
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
た
。

地
形
の
状
況
か
ら
、
海
岸
か
ら
東
に
新
宅

地
方
面
に
向
か
っ
て
は
約
５
０
０
メ
ー
ト

ル
以
下
、
南
北
両
側
に
向
か
っ
て
は
約
２

０
０
メ
ー
ト
ル
以
下
、
い
ず
れ
も
傾
斜
３

度
以
下
の
平
坦
地
を
移
動
す
る
こ
と
で
、

非
浸
水
域
の
麓
（
そ
の
先
に
は
数
メ
ー
ト

ル
以
下
の
短
い
区
間
な
が
ら
傾
斜
数
度
以

上
の
斜
面
が
あ
る
）
に
避
難
で
き
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
（
図
２- 

45
、
図
２- 

46
、
図
２- 

48
）。

　

漁
港
南
西
端
の
「
し
も
か
わ
公
園
」
で

は
、
護
岸
が
海
側
に
倒
壊
し
、
基
部
の
礫

ま
じ
り
盛
土
が
侵
食
さ
れ
た
こ
と
で
、
遊

歩
道
等
が
広
い
範
囲
に
わ
た
り
海
面
下
に

陥
没
し
た
。
こ
の
破
壊
様
式
は
、
今
回
、

大
沢
の
浜
川
目
東
部
の
海
岸
道
路
や
織
笠

の
細
浦
で
発
生
し
た
現
象
（「
２ 

土
地
の

特
徴
と
避
難
行
動
」
の
Ａ
、
Ｅ
参
照
）
に

よ
く
似
て
い
る
ほ
か
、写
真
で
見
る
限
り
、

昭
和
８（
１
９
３
３
）年
の
津
波
の
際
に
田

の
浜
の
護
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
状
況
と

も
似
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
津
波
に
よ
る
直
接
的
破
壊
に
加

え
て
、
火
災
が
３
カ
所
で
発
生
し
た
。
出

火
地
点
は
、
平
野
部
か
ら
津
波
で
北
東
側

山
麓
ま
で
流
さ
れ
た
家
屋
、
新
宅
地
の
南

部
で
浸
水
し
た
家
屋
、
お
よ
び
平
野
部
の

道
路
に
あ
っ
た
車
両
と
の
疑
い
が
あ
る
。

こ
の
火
災
で
数
十
棟
が
焼
失
し
た
。ま
た
、

東
側
山
地
斜
面
の
ス
ギ
植
林
地
に
も
燃
え

広
が
っ
た
。

　

宅
地
と
山
林
を
合
わ
せ
た
延
焼
範
囲

は
、
空
中
写
真
判
読
か
ら
、
百
数
十
万
平

方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

今
回
の
津
波
の
後
、
防
潮
堤
は
高
さ

12
・
８
メ
ー
ト
ル
に
作
り
直
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
避
難
行
動
の
実
態

　

こ
の
集
落
の
東
の
山
麓
に
昭
和
三
陸
津

波
の
後
に
集
団
移
転
が
行
わ
れ
た
「
新
宅

地
」
の
中
・
北
部
は
今
回
無
事
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
南
部
に
は
浸
水
を
受
け
た
部
分

が
あ
る
。
ま
た
、
低
い
平
野
部
に
あ
っ
た

家
屋
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
破
壊
さ
れ
た
。

以
下
に
報
告
す
る
事
例
の
女
性
は
、
親
戚

の
安
否
を
気
遣
い
な
が
ら
、
今
回
の
津
波

で
被
災
し
た
「
浸
水
域
」
と
被
害
を
受
け

な
か
っ
た
「
非
浸
水
域
」
と
を
往
来
し
た
。

聞
き
取
り
対
象
と
な
っ
た
人
々
の
中
で
最

も
長
く
歩
き
、
結
果
と
し
て
自
身
は
ぎ
り

ぎ
り
で
「
瞬
発
力
的
体
力
」
を
駆
使
し
、

津
波
が
押
し
寄
せ
る
先
端
の
動
き
か
ら
逃

れ
て
「
非
浸
水
域
」
に
脱
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
田
の
浜
地
区
で
地
震
に
遭
遇
し
、
ま

さ
に
津
波
が
到
達
し
て
北
に
越
流
す
る
直

前
に
地
峡
部
を
通
過
し
て
、
国
道
45
号
が

通
る
船
越
西
部
に
至
っ
た
例
が
あ
る
＝
Ｆ

（
２
）に
記
載
。

事
例
高
齢
者
支
援
で
動
き
回
る

　

女
性
Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
57
歳
）
は
、

あ
と
２
日
で
ワ
カ
メ
養
殖
作
業
が
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
３
月
11
日
午
後
に
は
「
間
引

き
ワ
カ
メ
」
を
７
、
８
軒
の
知
人
宅
に
車

で
配
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
１

軒
と
し
て
男
性
Ｂ
さ
ん
宅
（
図
２- 

49
①
、

以
下
、
位
置
を
示
す
番
号
は
い
ず
れ
も
図

２- 

49
に
対
応
）
に
寄
り
、
こ
こ
に
嫁
い

だ
友
人
と
お
茶
を
飲
も
う
と
し
て
い
た
。

　

14
時
46
分
に
な
り
、地
震
が
発
生
し
た
。

な
か
な
か
止
ま
ら
な
い
揺
れ
に
驚
き
、
Ａ

さ
ん
は
高
齢
の
Ｂ
さ
ん
が
不
安
に
思
わ
な

い
よ
う
に
抱
き
か
か
え
た
と
い
う
。
地
震

の
最
中
で
テ
レ
ビ
が
消
え
、
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
揺
れ
が
収
ま

っ
た
後
に
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り

を
車
で
自
宅
（
②
）
に
戻
っ
た
。
そ
の
時

に
防
災
無
線
で
「
３
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が

襲
来
す
る
」
と
い
う
放
送
を
聞
い
た
。

　

頭
の
中
に
は
1
人
暮
ら
し
の
お
ば
Ｃ
さ

ん
（
当
時
79
歳
）
が
あ
っ
た
。
車
で
移
動

し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
、
長
靴
に
履
き

図2-45　田の浜の地形概観
地表を東西・南北に 5 ｍ間隔で区切った方眼の中心点の標高をも
とに図が作られているので，海岸線が東西南北を向いた短い線の
集合で表現されている点がやや不自然であるが，地表面の高度分
布はよく分かる．図2-46 と合わせると，この地区の地形の特徴を
よく読み取ることができる．S5－G5 は水準測量（図2-48）路線．

図2-46　田の浜の地形分類図（図2-45 と同じ範囲）
1: 海食崖，2: 波食台（埋め立てられている所が多い），3: 砂礫浜（漁
港に接している所は埋め立てられている），4: 海成平野，5: 河成平野，
6: 狭い谷底，7: 山麓緩斜面，8: 山地斜面，9: 人工平坦面（新宅地な
ど），10: 埋立地（防波堤は省略）， GX－GY: 地質断面（図 2-47）測線．
漁港建設に伴う人工改変で分かりにくくなった地形の特徴を見る
ため，1947 年米軍撮影の空中写真を判読して作成し，新しい空中
写真を参考に補正した．地形分類についての説明は，「1 やって来
た津波と襲われた土地」B および図 1-２も参照．

図2-47　地区漁港（田の浜）海岸を海側
から見た地質断面図
測線の両端（GX, GY）の位置は図 2-46 に記す．
図の上部にある短い縦線はボーリングの位置．
岩手県宮古水産振興センター提供の防潮堤等建設
資料に基づき筆者の判断で作成．

図2-48　水準測量による田の浜の地形断面図
測量路線は図2-45 に示す．2015 年 9 月 19 日測量．
高度は測量時の海面を基準とし，山田港および釜石港
の潮位予測を参考に，調査時刻に基づいて T.P. に補正．
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に
置
い
て
自
宅
（
②
）
に
向
か
う
こ
と
に

し
た
。

　

新
宅
地
の
通
称
「
直
線
道
路
」
に
出
る

と
、
14
時
46
分
の
地
震
直
後
に
大
槌
の
手

前
で
引
き
返
し
て
車
を
「
飛
ば
し
て
15
分

く
ら
い
」
で
戻
っ
て
き
た
住
民
が
自
宅
に

入
ろ
う
と
し
て
い
た
（
⑩
）。
漁
船
が
津

波
に
も
ま
れ
て
い
る
様
子
に
つ
い
て
話
す

周
囲
の
人
た
ち
の
会
話
か
ら
お
ば
の
Ｃ
さ

ん
を
思
い
出
し
、
⑪
で
引
き
返
し
、
海
を

見
ず
に
「
お
ば
目
的
」
で
ま
っ
す
ぐ
走
っ

た
。
し
か
し
、「
津
波
だ
ー
」「
逃
げ
ろ
ー
」

な
ど
の
声
が
さ
ら
に
聞
こ
え
た
時
、「
お

ば
を
忘
れ
た
」
と
い
う
。

　

Ｉ
さ
ん
宅
（
⑫
）
前
の
道
路
を
上
が
っ

た
。
上
が
り
な
が
ら
３
度
振
り
向
い
た
。

２
度
目
で
「
黒
い
壁
」
を
、３
度
目
で
「
後

ろ
1
メ
ー
ト
ル
」
に
水
を
見
た
。
の
ま
れ

る
と
思
い
、
ど
こ
か
に
つ
か
ま
ろ
う
と
し

た
が
、
木
も
何
も
な
か
っ
た
。
新
し
い
長

靴
が
邪
魔
だ
っ
た
。「
ま
っ
す
ぐ
来
い
」

と
手
招
き
し
て
い
る
人
が
見
え
た
。
夢
中

で
走
り
、
家
の
脇
の
細
道
を
抜
け
て
⑬
ま

で
た
ど
り
着
い
た
。
振
り
返
っ
て
海
を
見

た
。
乗
合
バ
ス
が
津
波
に
押
し
上
げ
ら
れ

て
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
横
に
な
っ
て
い
た

の
を
見
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
２
人
を

思
い
出
し
、「
大
泣
き
」
し
た
。

　

Ｃ
さ
ん
は
津
波
に
の
ま
れ
た
が
、
背
負

っ
て
い
た
リ
ュ
ッ
ク
を
若
い
人
に
つ
か
ま

れ
て
流
さ
れ
ず
、
助
か
っ
た
。
Ｄ
さ
ん
は

流
さ
れ
て
行
方
不
明
と
な
り
、
警
察
の
記

録
か
ら
「
漁
村
セ
ン
タ
ー
か
ら
５
０
０
メ

ー
ト
ル
西
」
の
地
点
で
遺
体
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
を
後
日
知
っ
た
。

　

津
波
か
ら
逃
れ
て
大
泣
き
し
た
後
は
、

「
ぼ
ー
っ
と
抜
け
た
状
態
」
で
、
⑬
か
ら

道
の
り
約
２
１
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
「
自

宅
（
②
）
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」

と
い
う
。
夜
に
は
Ｃ
さ
ん
や
Ｄ
さ
ん
を
探

し
に
出
た
。
火
災
が
広
が
り
、「
ど
こ
に

逃
げ
た
ら
い
い
の
か
」
と
不
安
な
気
持
ち

に
も
な
っ
た
。
今
で
も
Ｃ
さ
ん
と
Ｄ
さ
ん

の
２
人
を
連
れ
て
逃
げ
な
か
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
、
後
悔
す
る
と
い
う
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

50
）。

替
え
て
道
の
り
約
４
４
０
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ

さ
ん
宅
（
③
）
ま
で
小
走
り
で
移
動
し
た
。

途
中
、
知
り
合
い
の
女
性
と
道
路
で
会
っ

て
言
葉
を
少
し
交
わ
し
た
。
Ｃ
さ
ん
の
自

宅
（
③
）
の
前
に
着
い
た
時
、
ち
ょ
う
ど

Ｃ
さ
ん
が
「
押
し
車
（
シ
ル
バ
ー
カ
ー
）」

で
道
路
を
下
（
海
側
）
に
向
か
お
う
と
し

て
い
た
。
聞
け
ば
、
Ｃ
さ
ん
は
義
姉
の
Ｄ

さ
ん
（
当
時
90
歳
）
が
心
配
で
、
実
家
の

男
性
Ｅ
さ
ん
宅
（
④
）
に
行
こ
う
と
し
て

い
た
と
い
う
。
Ａ
さ
ん
は
「
私
が
行
ぐ
が

ら
」
と
言
っ
て
、
Ｃ
さ
ん
を
家
の
前
に
と

ど
ま
ら
せ
て
、
Ｄ
さ
ん
の
自
宅
で
あ
る
Ｅ

さ
ん
宅
（
④
）
へ
向
か
っ
た
。

　
「
津
波
が
来
る
」
と
の
焦
り
か
ら
、
⑤

と
⑥
で
２
回
転
ん
だ
。
Ａ
さ
ん
の
父
の
親

友
Ｆ
さ
ん
（
当
時
83
歳
）
と
女
性
Ｇ
さ
ん

（
当
時
84
歳
）
が
当
時
「
指
定
避
難
所
」

で
あ
っ
た
船
越
漁
村
セ
ン
タ
ー
の
前
に
い

る
の
を
見
か
け
て
、
さ
ら
に
⑦
ま
で
道
の

り
約
４
３
０
メ
ー
ト
ル
を
走
る
と
、
下
か

ら
押
し
車
で
上
が
っ
て
来
た
Ｄ
さ
ん
と
会

う
こ
と
が
で
き
た
。
Ｄ
さ
ん
は
自
宅
で
地

震
に
遭
っ
た
後
、
自
ら
歩
い
て
上
に
避
難

す
る
途
中
だ
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
急
い
で
行
き
た
か
っ
た
が
、

押
し
車
の
Ｄ
さ
ん
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
上

が
る
し
か
な
く
、
津
波
に
遭
っ
て
し
ま
う

恐
れ
を
抱
き
な
が
ら
、
内
心
ド
キ
ド
キ
し

て
い
た
。
Ｄ
さ
ん
と
話
し
な
が
ら
歩
い
た

速
度
は
、
自
分
が
歩
く
速
度
の
半
分
く
ら

い
で
あ
っ
た
。
Ｄ
さ
ん
は
90
歳
を
過
ぎ
て

い
て
も
心
身
共
に
し
っ
か
り
と
し
て
い

て
、
ま
だ
漁
村
セ
ン
タ
ー
の
前
に
い
た
Ｆ

さ
ん
と
Ｇ
さ
ん
を
見
て
、「
上
さ
上
が
ん

ね
え
ば
だ
め
だ
ぁ
よ
」
と
話
し
掛
け
て
い

た
。

　

漁
村
セ
ン
タ
ー
脇
の
細
い
道
を
ゆ
っ
く

り
と
上
が
り
、
男
性
Ｈ
さ
ん
が
⑧
で
道
路

沿
い
の
縁
石
に
座
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
通

り
越
し
、
さ
ら
に
上
が
っ
た
。
Ｈ
さ
ん
は

こ
の
後
、
位
牌
を
取
り
に
行
こ
う
と
自
宅

に
戻
っ
て
津
波
に
の
ま
れ
た
が
、
助
か
っ

た
。
⑨
で
曲
が
っ
て
「
下
の
集
落
や
海
が

見
え
な
く
な
っ
た
時
」、
Ａ
さ
ん
は
津
波

に
対
す
る
恐
れ
が
な
く
な
り
、
安
堵
し
た

と
い
う
。
Ｄ
さ
ん
と
出
会
っ
て
か
ら
道
の

り
約
４
２
０
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
、
Ｃ
さ
ん

宅
（
③
）
に
た
ど
り
着
い
た
。
外
で
待
っ

て
い
た
Ｃ
さ
ん
か
ら
「
こ
ご
ま
で
来
れ
ば

大
丈
夫
だ
ぁ
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
Ａ

さ
ん
は
庭
の
い
す
に
Ｄ
さ
ん
を
座
ら
せ
、

Ｃ
さ
ん
か
ら
「
家
見
で
き
て
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
２
人
を
Ｃ
さ
ん
宅
の
前

図2-50　田の浜のAさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

Ａさんが避難のため駆け上がった道。写真奥は船越湾。
3 度目に振り向くとすぐ後ろに津波が迫っていた

移動距離
田の浜のＡさん
①B宅―約200m自動車→②A自宅―約440m小走り→③C宅―約
430m走り→⑦Dと出会う―約320m徒歩→⑨曲がり―約100m徒歩→
③C宅―約290m小走り―▲津波越流→⑪直線道路折り返し―約200m
走り→⑫―■津波最接近―約195m走り→⑬―約210m徒歩→②自宅
　計約2385m（自動車200m＋走り・小走り・徒歩2185m）
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Ｈ  
大
浦

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
概
要

防
潮
堤
越
流
も
転
倒
せ
ず

　

大
浦
の
漁
港
・
集
落
は
、
北
東
に
狭
く

開
い
た
山
田
湾
口
の
２
キ
ロ
ほ
ど
南
西
の

所
か
ら
南
南
東
に
１
キ
ロ
余
り
入
り
込
ん

だ
支
湾
（
大
浦
湾
）
に
沿
っ
て
い
る
（
135

㌻
、
図
１-

１
）。
こ
の
支
湾
の
奥
に
は
、

勾
配
３
％
強
（
傾
斜
２
度
弱
）
の
浅
い
海

底
に
続
い
て
、ご
く
狭
い
砂さ

礫れ
き

浜
が
あ
り
、

そ
の
背
後
に
は
、
東
西
の
幅
３
０
０
メ
ー

ト
ル
足
ら
ず
の
平
野
が
、
南
南
東
へ
小
谷

鳥
に
向
か
っ
て
７
０
０
～
８
０
０
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
伸
び
て
い
る
。
支
湾
の
両
岸
は
海

食
崖
（
135
㌻
の
Ｂ
参
照
）
で
、
崖
下
に
狭

い
波
食
台
（
同
）
が
あ
り
、
崖
の
上
方
に

は
、
特
に
東
岸
の
場
合
、
傾
斜
５
～
15
度

程
度
の
山
麓
緩
斜
面
が
広
が
っ
て
い
る

（
図
２- 

51
）。

　

大
浦
湾
最
奥
部
に
あ
る
浜
の
堆
積
物

は
、
厚
さ
１
～
数
メ
ー
ト
ル
の
礫
・
貝
殻

ま
じ
り
砂
層
で
、
そ
の
下
位
に
は
、
お
そ

ら
く
東
側
や
西
側
の
斜
面
を
作
る
花か

崗こ
う

岩が
ん

風
化
層
お
よ
び
そ
れ
に
由
来
す
る
斜
面
堆

積
物
か
ら
移
動
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
、
角
礫
ま
じ
り
砂
泥
層
が
数
メ
ー
ト
ル

の
厚
さ
で
堆
積
し
、
現
海
面
下
十
数
メ
ー

ト
ル
で
花
崗
岩
風
化
層
に
達
す
る
。
他
地

区
の
Ｉ
層
に
当
た
る
、
海
面
が
低
い
時
代

に
河
川
が
運
ん
で
き
た
円
礫
を
主
と
す
る

堆
積
物
は
、
確
認
さ
れ
な
い
。

　

大
浦
湾
東
岸
海
食
崖
下
の
波
食
台
で

は
、
花
崗
岩
風
化
層
の
上
位
に
、
波
で
打

ち
上
げ
ら
れ
た
円
礫
層
お
よ
び
崖
か
ら
崩

れ
落
ち
た
土
砂
が
数
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で

堆
積
し
て
い
る
。
浜
も
波
食
台
も
、集
落
・

漁
港
施
設
等
を
建
設
し
た
時
の
埋
め
立
て

に
よ
る
、
厚
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
盛
土
層
で

覆
わ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
盛
土

の
材
料
に
は
、
海
食
崖
下
で
得
ら
れ
る
礫

や
海
食
崖
か
ら
の
崩
土
の
ほ
か
、
背
後
の

緩
斜
面
の
表
層
を
作
る
角
礫
ま
じ
り
砂
泥

層
や
、
そ
の
下
位
に
あ
る
花
崗
岩
が
著
し

く
風
化
し
た
マ
サ
土
等
が
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
（
図
２- 

52
）。

　

大
浦
の
漁
業
集
落
は
、
山
田
湾
岸
の
他

の
集
落
と
異
な
り
、
大
浦
湾
東
岸
南
部
の

海
食
崖
の
脚
部
を
少
し
削
り
、
崖
下
の
幅

わ
ず
か
数
十
メ
ー
ト
ル
の
波
食
台
の
上
に

盛
土
し
て
、南
北
に
細
長
く
続
い
て
い
た
。

江
戸
時
代
か
ら
、
背
後
に
広
が
る
山
麓
緩

斜
面
を
少
し
ず
つ
改
変
し
て
小
さ
な
段
を

作
り
、
海
抜
30
メ
ー
ト
ル
辺
り
ま
で
家
屋

や
耕
地
が
分
布
し
て
い
た
。

　

こ
の
古
く
か
ら
の
小
規
模
改
変
に
当
た

っ
て
は
、
角
礫
ま
じ
り
砂
泥
層
や
マ
サ
土

等
、
厚
い
未
固
結
物
質
で
で
き
た
著
し
く

急
傾
斜
で
は
な
い
地
形
（
山
麓
緩
斜
面
）

が
、
機
械
力
を
用
い
ず
に
切
土
や
盛
土
を

進
め
る
の
に
比
較
的
便
利
な
条
件
を
用
意

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
改
変
に
よ

り
、
集
落
内
の
緩
斜
面
は
、
よ
り
平
坦
に

近
い
宅
地
と
、
宅
地
間
の
低
い
崖
と
の
集

合
に
な
り
、
傾
斜
し
た
狭
い
道
が
そ
れ
ら

を
貫
い
て
い
る
。
集
落
は
そ
の
後
も
主
に

東
お
よ
び
南
に
、
ご
く
一
部
は
北
に
も
拡

大
し
て
い
る
（
図
２- 

51
）。

　

集
落
の
前
面
、
す
な
わ
ち
大
浦
湾
東
岸

南
部
の
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、

木
製
の
小
桟
橋
や
小
規
模
な
護
岸
が
古
く

か
ら
設
け
ら
れ
て
い
て
、
昭
和
８（
１
９

３
３
）年
、
35（
１
９
６
０
）年
の
津
波
で

破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
津
波
災
害
で

は
浸
水
は
あ
っ
て
も
家
屋
の
破
壊
は
な
か

っ
た
。

　

漁
港
と
し
て
の
整
備
は
チ
リ
地
震
津
波

後
の
昭
和
40（
１
９
６
５
）年
に
始
ま
り
、

大
浦
湾
奥
部
の
東
側（
上
地
区
）、南
側（
港

地
区
）、
そ
し
て
１
９
７
０
年
代
後
半
に

は
西
側
（
向
地
区
）
に
も
、
い
ず
れ
も
埋

め
立
て
を
伴
っ
て
、
岸
壁
等
が
順
次
建
設

さ
れ
て
い
っ
た
。
漁
港
北
部
（
下
地
区
）

の
突
堤
は
１
９
８
０
年
代
ま
で
に
作
ら

れ
、
漁
港
中
央
部
（
旧
漁
協
前
の
北
側
）

の
大
き
な
突
堤
が
完
成
し
た
の
は
平
成
13

（
２
０
０
１
）年
で
あ
っ
た
（
図
２- 

51
）。

埋
め
立
て
面
積
は
、
大
浦
湾
の
最
奥
部
、

特
に
そ
の
西
側
で
比
較
的
大
き
い
。

　

防
潮
堤
は
、
チ
リ
地
震
津
波
後
の
昭
和

36（
１
９
６
１
）年
に
、
ま
ず
東
岸
の
南
部

（
上
地
区
）
か
ら
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
で
建

設
さ
れ
始
め
、
平
成
８（
１
９
９
６
）年
か

ら
17（
２
０
０
５
）年
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
そ

の
陸
側
に
沿
っ
て
高
さ
６
・
６
メ
ー
ト
ル

の
新
し
い
防
潮
堤
が
、
南
岸
（
港
地
区
）

等
も
含
め
整
備
さ
れ
た
。

　

そ
の
多
く
が
、
脚
部
に
水
平
の
控
え
を

持
つ
逆
Ｔ
式
で
あ
っ
た
。今
回
の
津
波
は
、

大
浦
湾
最
奥
部
の
西
岸
で
高
さ
11
・
９
メ

ー
ト
ル
に
達
し
た
の
で
、
堤
外
の
施
設
が

破
壊
さ
れ
た
ほ
か
、
防
潮
堤
は
全
て
越
流

さ
れ
た
が
、
転
倒
・
流
失
し
た
も
の
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
東
岸
に
あ
っ
た
陸り

っ

閘こ
う

門
扉
５
基
が
「
戻
り
流
れ
」
で
流
失
し
、

そ
れ
が
浸
水
域
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
津
波
は
、
大
浦
湾
最
奥
部
の
南

南
東
に
広
が
る
平
野
部
で
は
防
潮
堤
か
ら

４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
内
陸
ま
で
遡そ

上じ
ょ
うし

た
が
、
そ
こ
は
ほ
と
ん
ど
農
地
で
あ
り
、

港
に
接
し
た
集
落
で
家
屋
の
破
壊
や
浸
水

が
発
生
し
た
の
は
、
防
潮
堤
か
ら
最
大
で

も
１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
限
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
津
波
か
ら
の
避
難
に
当

た
っ
て
水
平
移
動
距
離
が
短
く
て
済
む
こ

と
を
示
す
が
、
同
時
に
、
海
食
崖
や
山
麓

緩
斜
面
を
改
変
し
た
傾
斜
数
度
～
10
度
、

局
部
的
に
は
20
度
を
超
え
る
坂
道
や
階
段

を
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
（
図
２- 

51
、
図
２- 

53
）。

　

こ
れ
ら
直
接
的
被
害
に
加
え
、
船
越
地

峡
部
の
越
流
・
道
路
破
壊
に
よ
り
、
３
月

13
日
16
時
ご
ろ
ま
で
孤
立
が
続
い
た
。

　

今
回
の
津
波
災
害
後
、
東
岸
で
は
現
在

の
防
潮
堤
よ
り
最
大
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
内

陸
側
、
南
岸
や
西
岸
で
は
す
ぐ
海
側
に
、

高
さ
９
・
７
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
が
築
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
避
難
行
動
の
実
態

　

大
浦
は
他
の
地
区
よ
り
も
、
海
岸
か
ら

最
大
傾
斜
方
向
（
高
標
高
地
の
方
向
）
で

の
津
波
浸
水
域
の
幅
が
非
常
に
狭
い
。
集

図2-52　大浦集落ほぼ中央部
の地形・地質断面．
断面測線 HX－HY の位置は図2-51
に示す．
他地区の地質断面図とは垂直誇張

（縮尺の縦横比）が異なるので注意．
海岸部以外の地形の人工改変は省略
してある．
岩手県宮古水産振興センター提供の
防潮堤等建設資料および筆者の露頭
観察に基づき作成．

図2-51　大浦の地形
（2015 年 10 月 3 日撮影．魚眼レンズ使用）

A：山地斜面，B：山麓緩斜面，B’：一部人工改変された山麓緩
斜面，C：河成平野，D：砂礫浜・埋立地，E：波食台・埋立地，
HX －HY：図2-52 の測線．
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落
の
大
半
が
傾
斜
地
に
あ
る
の
で
、
隣
家

の
敷
地
と
の
境
に
階
段
や
坂
道
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
津
波
か

ら
「
立
ち
退
き
避
難
」
す
る
場
合
、
高
い

所
へ
移
動
す
る
距
離
が
非
常
に
短
い
と
い

う
利
点
が
あ
る
。
津
波
到
達
直
前
ま
で
自

宅
に
い
て
途
中
で
津
波
の
浸
水
を
見
た
も

の
の
逃
げ
切
っ
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

事
例
逃
げ
た
直
後
に
自
宅
浸
水

　

女
性
Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
62
歳
）
は
、

14
時
46
分
の
地
震
発
生
時
に
は
自
宅
（
図

２- 

55
①
）
に
い
た
。
姉
と
、
家
の
水
道

を
修
理
し
に
来
た
義
兄
も
一
緒
だ
っ
た
。

初
期
微
動
の
時
「
あ
ら
、
地
震
だ
」
と
最

初
は
軽
く
思
っ
て
い
た
が
、
地
震
の
揺
れ

が
大
き
く
な
り
、「
あ
ん
ま
り
大
っ
き
い
。

駄
目
だ
、
駄
目
だ
ー
、
み
ん
な
外
に
出
は

れ
！
」
と
言
っ
て
、
自
宅
の
居
間
か
ら
約

10
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
外
の
庭
に
出
た
。
し

ば
ら
く
経
っ
て
も
地
震
が
続
い
た
。
そ
の

間
、「
ず
い
ぶ
ん
大
っ
き
い
。な
げ
え
な
あ
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
ち
、
３
人
で
庭

に
と
ど
ま
っ
た
。
自
宅
の
庭
は
海
が
見
え

な
い
場
所
に
あ
り
、
Ａ
さ
ん
は
津
波
が
来

る
の
で
は
な
い
か
と
怖
く
な
っ
た
。
昭
和

８（
１
９
３
３
）年
の
津
波
が
家
の
手
前
ま

で
来
て
い
た
こ
と
か
ら
、
下
に
下
が
る
こ

と
に
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。
義
兄
は
沢

水
が
流
れ
る
側
溝
を
見
て
「
水
が
濁
っ
て

い
る
。
津
波
が
来
っ
か
ら
、
逃
げ
ろ
」
と

言
い
、
自
宅
か
ら
海
側
「
下
の
道
」（
②
）

に
出
て
、
防
潮
堤
近
く
の
空
き
地
に
止
め

て
い
た
車
で
自
宅
が
あ
る
大
浦
地
区
漉す

く

磯い
そ

に
戻
っ
た
。

　

義
兄
が
自
宅
の
敷
地
か
ら
去
っ
て
し
ば

ら
く
し
て
、
Ａ
さ
ん
も
姉
と
一
緒
に
道
路

（
私
道
）
を
下
が
り
、
約
40
メ
ー
ト
ル
移

動
し
て
海
側
の
「
下
の
道
」
に
出
た
。
Ａ

さ
ん
宅
前
の
私
道
を
下
り
る
途
中
の
約
20

メ
ー
ト
ル
左
側
に
は
女
性
Ｂ
さ
ん
（
当
時

80
歳
過
ぎ
）
宅
が
あ
り
、「
下
の
道
」
に

Ｂ
さ
ん
の
親
戚
が
２
、
３
人
集
ま
っ
て
い

た
。
認
知
症
の
Ｂ
さ
ん
を
避
難
さ
せ
る
た

め
に
来
た
と
い
う
が
、
玄
関
に
鍵
が
掛
か

っ
て
い
て
静
か
な
の
で
家
に
Ｂ
さ
ん
が
い

な
い
と
考
え
て
、
ま
た
「
下
の
道
」
に
下

り
て
き
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
Ｂ
さ
ん
の
親

戚
た
ち
は
、
こ
の
後
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
と
姉
は
「
下
の
道
」
に
お
そ
ら

く
「
20
分
前
後
」
い
た
後
に
、
ま
た
私
道

を
上
が
っ
て
自
宅
（
①
）
に
戻
っ
て
来
た
。

家
に
入
っ
た
瞬
間
、「
ゴ
ー
」
と
い
う
音

が
聞
こ
え
た
。
後
に
し

て
思
え
ば
津
波
が
押
し

寄
せ
る
音
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。「（
戻
っ

て
か
ら
）
家
に
は
10
分

も
い
な
か
っ
た
」
と
い

う
。
姉
に
「（
避
難
す

る
か
ら
）
何
か
着
る
物

を
１
枚
持
っ
て
」
と
言

っ
た
。
姉
は
２
階
に
上

が
っ
て
冬
の
コ
ー
ト
を

着
た
。
Ａ
さ
ん
は
そ
の

間
、
自
分
の
バ
ッ
グ
と

銀
色
の
非
常
用
持
出
袋

を
手
に
し
た
。
家
の
中

を
お
お
む
ね
見
た
が
、

地
震
の
影
響
は
神
棚
か

ら
物
が
一
つ
落
ち
た
く

ら
い
で
し
か
な
か
っ

た
。「
家
が
壊
れ
る
」

と
思
っ
て
心
配
で
外
に

出
た
が
、「
何
と
も
な
か
っ
た
」
の
だ
と

思
っ
た
。

　

家
か
ら
再
度
出
て
避
難
し
よ
う
と
し
た

時
に
、Ｂ
さ
ん
宅
か
ら
本
人
が
出
て
き
た
。

Ｂ
さ
ん
は
「
ど
っ
か
ら
来
た
ぁ
の
？
」「
何

が
あ
っ
た
ぁ
の
え
？
」
と
Ａ
さ
ん
に
尋
ね

た
。
少
し
会
話
し
、
避
難
す
る
よ
う
に
勧

め
た
が
、
話
が
折
り
合
わ
な
か
っ
た
。

　

後
日
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
Ｂ
さ

ん
は
避
難
せ
ず
に
津
波
で
亡
く
な
っ
た
。

Ｂ
さ
ん
の
家
の
周
り
に
は
「
１
メ
ー
ト
ル

以
上
の
高
さ
の
フ
ェ
ン
ス
」
が
あ
り
、
Ｂ

図2-53　水準測量による大浦の地形断面図
測量路線は図2-54 に示す．2015 年 10 月 2 日お
よび 3 日測量．高度は測量時の海面を基準とし，山
田港の潮位予測と調査時刻に基づいて T.P. に補正．
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図2-54　大浦の水準測量路線（魚眼レンズ使用）

図2-55　大浦のＡさんの移動経路①
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さ
ん
の
体
力
な
ど
を
考
慮
す
る
と
乗
り
越

え
難
く
、
津
波
に
気
づ
い
て
避
難
し
よ
う

と
し
て
も
玄
関
か
ら
少
し
低
い
私
道
で
は

既
に
浸
水
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
Ｂ
さ

ん
は
「
立
ち
退
き
避
難
」
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Ａ
さ
ん
と
の
話
の

後
に
、
家
の
中
に
再
び
入
っ
た
だ
ろ
う
Ｂ

さ
ん
は
、
家
の
中
で
高
い
所
に
逃
げ
る
し

か
な
く
、
津
波
で
家
が
浸
水
し
て
い
く
中

で
逃
げ
場
を
失
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　

Ｂ
さ
ん
と
の
話
の
後
に
、
Ａ
さ
ん
が
自

宅
か
ら
周
辺
の
段
差
を
越
え
て
避
難
し
た

模
式
図
を
図
２- 

56
に
示
す
。

　

自
宅
の
敷
地
よ
り
約
１
メ
ー
ト
ル
高
い

山
側
に
は
、
段
差
を
経
て
男
性
Ｃ
さ
ん
宅

が
あ
る
。
Ａ
さ
ん
と
姉
は
、
段
差
に
設
け

ら
れ
た
私
道
（
坂
）
を
上
が
っ
て
Ｃ
さ
ん

宅
の
敷
地
の
石
垣
の
下
ま
で
約
20
メ
ー
ト

ル
を
歩
い
た
。
石
垣
を
経
て
約
２
メ
ー
ト

ル
上
の
敷
地
に
は
女
性
Ｄ
さ
ん
宅
が
あ

り
、
そ
の
間
に
は
移
動
で
き
る
階
段
が
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
Ａ
さ
ん
は
も
し
津
波

が
来
た
場
合
に
は
上
に
逃
げ
る
た
め
に
こ

の
石
垣
を
上
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、２
、

３
年
前
に
Ｃ
さ
ん
に
頼
ん
で
木
の
は
し
ご

（
図
２- 

55
③
）
を
立
て
掛
け
て
も
ら
っ
て

い
た
。
Ａ
さ
ん
が
先
に
そ
の
は
し
ご
を
上

っ
て
上
の
敷
地
に
移
動
し
た
。
続
い
て
、

ゆ
っ
く
り
と
姉
が
上
っ
た
。
上
に
着
い
て

姉
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
、
そ
の
背
後
を

見
る
と
、
自
宅
の
庭
に
津
波
が
入
り
か
け

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
姉
を
引
き
上
げ
て
か
ら
Ｄ
さ

ん
宅
の
敷
地
を
通
っ
て
通
称
「
真
ん
中
の

道
」
に
上
が
り
、
約
20
メ
ー
ト
ル
歩
い
て

三
差
路
に
着
い
た
。
そ
し
て
階
段
を
上
が

り
、
畑
沿
い
の
土
の
道
を
抜
け
て
「
上
の

道
」
に
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
到
着

し
た
（
図
２- 

55
④
）。

　
「
上
の
道
」
に
は
避
難
し
た
大
浦
地
区

住
民
が
た
く
さ
ん
い
た
。
座
っ
て
１
～
２

分
し
て
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
、下
を
見
た
。

津
波
の
「
大
き
な
波
」
が
来
て
防
潮
堤
を

越
え
て
堤
内
に
流
れ
込
み
、
停
泊
し
て
い

た
大
き
な
イ
カ
釣
り
漁
船
が
⑤
（
図
２- 

57
）
か
ら
大
浦
漁
港
奥
の
防
潮
堤
を
越
え

て
田
ん
ぼ
の
方
（
⑥
）
に
流
さ
れ
て
い
っ

た
。「
あ
れ
、
船
が
、
船
が
…
…
」
と
い

う
声
が
周
囲
で
上
が
っ
て
い
た
。

　

近
く
に
い
た
知
り
合
い
が「
ち
ょ
っ
と
、

Ａ
さ
ん
の
家
、
流
さ
れ
で
行
っ
た
よ
」
と

言
っ
た
の
で
、
Ａ
さ
ん
は
「
何
で
？
」
と

言
っ
た
。「
家
が
流
さ
れ
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
今
ま
で
の
津
波
で
は
な
か
っ
た
の

で
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

男
性
Ｅ
さ
ん
宅
で
は
、
Ｅ
さ
ん
と
母
親

が
逃
げ
遅
れ
て
、
２
階
か
ら
屋
根
に
登
っ

て
い
た
。
津
波
の
引
き
波
が
収
ま
っ
た
こ

ろ
か
ら
、「
助
け
で
ー
」と
声
が
上
が
り
、消

防
団
員
を
中
心
に
救
助
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
自
宅
隣
の
女
性
Ｆ
さ
ん
の

家
（
⑦
）
の
上
ま
で
約
90
メ
ー
ト
ル
の
道

の
り
を
下
が
っ
て
行
っ
た
。
途
中
、
葉
が

落
ち
た
木
の
間
か
ら
見
る
と
、
あ
る
べ
き

場
所
に
自
宅
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、「
本

当
な
ん
だ
ぁ
」
と
残
念
に
思
っ
た
。
Ａ
さ

ん
は
翌
日
、
大
浦
簡
易
郵
便
局
近
く
の
防

潮
堤
内
側
（
図
２- 

57
⑧
）
ま
で
自
宅
が

流
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
再
び
約
90
メ
ー
ト
ル
歩
い
て

「
上
の
道
」（
④
）
に
移
動
し
て
、
津
波
に

よ
っ
て
船
や
家
々
が
流
さ
れ
た
光
景
を
見

た
後
、
姉
と
共
に
義
兄
の
Ｇ
さ
ん
（
震
災

の
１
年
後
に
死
去
）
宅
（
図
２- 

57
⑨
）

に
行
っ
た
。

　

３
月
11
日
は
姪
（
Ｇ
さ
ん
の
妻
で
Ａ
さ

ん
の
姉
の
子
）
の
四
十
九
日
法
要
の
数
日

後
で
あ
り
、
東
京
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い

た
Ｇ
さ
ん
の
息
子
の
Ｈ
さ
ん
が
戻
っ
て
き

て
い
た
。
Ｈ
さ
ん
に
は
長
女
と
次
女
が
お

り
、
２
人
は
平
成
23（
２
０
１
１
）年
の
正

月
以
降
、
大
浦
で
生
活
し
て
い
た
。
発
災

当
日
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
山
田
高
校
と
山
田

中
学
校
に
登
校
し
て
お
り
、
迎
え
に
行
っ

た
Ｈ
さ
ん
と
娘
２
人
は
津
波
の
た
め
に
大

浦
の
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
織
笠

地
区
の
親
戚
宅
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
他
に
も
被
災
し
た
親
戚
７
、８

人
が
、Ｇ
さ
ん
宅
に
は
身
を
寄
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
Ａ
さ
ん
は
６
月
末
に
仮
設
住

宅
に
移
る
ま
で
３
カ
月
間
、
Ｇ
さ
ん
宅
に

い
た
。
そ
し
て
、
他
の
親
戚
は
１
週
間
～

１
カ
月
後
ぐ
ら
い
に
帰
宅
し
た
。
上
水
道

は
２
日
程
度
使
え
た
が
、
３
日
目
か
ら
使

え
な
く
な
り
、
沢
水
な
ど
を
利
用
し
た
。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

58
）。

図2-58　大浦のAさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

Ａさんが「上の道」に避難するために通った畑沿いの道。
写真中央左に大浦湾の一部が見える

図2-56　大浦のＡさんが段差を越えた避難模式図

図2-57　大浦のＡさんの移動経路②

移動距離
大浦のＡさん
①自宅―約10m徒歩→庭―約40ｍ徒歩→②下の道―約40m徒歩
→①自宅内（1階20m＋2階20m）▲津波越流―約20m徒歩→③
木のはしご―約15m徒歩→D宅敷地―20m徒歩→真ん中の道―約
100m→④上の道―約90m徒歩→⑦F宅上―約90m徒歩→④上の道
―約550m徒歩→⑨G宅
　計約1015m（徒歩1015m）
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図 2-58 大浦のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
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Ｉ  
小
谷
鳥

（
１
）
土
地
の
変
遷
と
津
波
の
概
要

町
内
最
大
級
の
津
波
襲
う

　

小
谷
鳥
湾
は
、
大
浦
湾
か
ら
続
く
地
峡

部
が
船
越
半
島
を
横
断
し
て
南
南
東
に
開

い
た
部
分
に
位
置
す
る
が
、
山
田
湾
か
ら

さ
ら
に
入
り
込
ん
で
い
る
大
浦
湾
と
異
な

り
、
外
洋
に
直
接
面
し
て
い
る
（
135
㌻
、

図
１-

１
）。こ
の
湾
を
海
側
か
ら
見
る
と
、

勾
配
約
３
％
（
傾
斜
２
度
弱
）
の
浅
い
海

底
に
続
き
、
砂さ

礫れ
き

の
浜
（
幅
約
１
０
０
メ

ー
ト
ル
・
長
さ
約
３
５
０
メ
ー
ト
ル
）
が

あ
り
、
そ
の
奥
に
低
平
な
平
野
が
１
キ
ロ

足
ら
ず
続
い
て
、
狭
い
谷
底
と
な
り
、
大

浦
側
の
平
野
に
向
か
う
谷
と
の
分
水
界

（
海
抜
27
メ
ー
ト
ル
弱
）
に
至
る
。
こ
の

分
水
界
の
高
度
が
船
越
地
峡
の
場
合
よ
り

か
な
り
高
い
の
は
、
両
地
峡
の
形
成
過
程

の
細
部
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、

ま
た
津
波
の
越
流
の
難
易
に
も
影
響
し
て

い
る
。

　

こ
の
狭
い
平
野
部
に
は
農
地
が
広
が
っ

て
い
て
、
そ
の
東
縁
の
低
い
緩
斜
面
の
先

端
や
、
さ
ら
に
そ
れ
を
削
る
急
斜
面
の
脚

部
に
、
今
回
の
津
波
前
に
は
20
棟
ほ
ど
の

家
屋
が
あ
っ
た
。
そ
れ
と
は
別
に
多
く
の

家
屋
が
、
少
な
く
と
も
明
治
の
津
波
（
１

８
９
６
年
）
以
降
は
継
続
し
て
、
浜
の
東

側
の
海
抜
30
～
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
緩
斜

面
に
立
地
し
、
そ
の
南
を
限
る
海
食
崖

（
135
㌻
の
Ｂ
参
照
）
の
直
下
に
、
物
揚
場

や
防
波
堤
が
、
チ
リ
地
震
津
波
（
１
９
６

０
年
）
の
後
、整
備
さ
れ
た
（
図
２- 

59
）。

　

砂
礫
浜
の
地
下
に
は
、
最
深
部
（
深
さ

推
定
約
30
メ
ー
ト
ル
）
が
西
に
偏
っ
た
埋

没
谷
（
135
㌻
の
Ｂ
参
照
）
が
あ
っ
て
、
そ

の
下
部
数
メ
ー
ト
ル
～
十
数
メ
ー
ト
ル
に

は
、
海
面
が
現
在
よ
り
か
な
り
低
か
っ
た

１
万
数
千
年
以
上
前
に
、
北
か
ら
の
小
河

川
お
よ
び
両
側
の
斜
面
か
ら
供
給
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
礫
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
他
地
区
の
Ｉ
層
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
川
が
運
ん
だ
礫
だ

け
で
な
く
斜
面
か
ら
直
接
供
給
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
角
礫
が
多
い
点
が
異
な
っ
て
い

る
。

　

そ
の
上
位
に
は
、
海
面
が
上
昇
し
て
き

た
時
期
に
主
と
し
て
浜
の
背
後
の
湿
地
に

堆
積
し
た
と
み
ら
れ
る
、
泥
が
ち
で
砂
礫

も
ま
じ
え
る
軟
弱
な
層
が
あ
り
、
こ
れ
も

他
地
区
の
II
層
に
比
べ
て
斜
面
か
ら
の
物

質
を
多
く
含
む
。最
上
部
数
メ
ー
ト
ル
は
、

海
面
が
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
た
数
千

年
前
以
降
に
波
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
砂

礫
、
お
よ
び
最
近
の
盛
土
層
で
構
成
さ
れ

る
（
図
２- 

60
）。
砂
礫
浜
の
背
後
の
平
野

を
作
る
湿
地
性
堆
積
物
の
地
表
下
３
～
６

メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
、
約
６
千
年
前
に
十

和
田
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た
火
山
灰
が

挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。

　

山
田
湾
内
の
漁
港
と
異
な
り
、
小
谷
鳥

湾
は
今
回
の
津
波
で
も
直
撃
を
受
け
、
津

波
高
は
小
谷
鳥
漁
港
の
す
ぐ
背
後
の
海
食

崖
で
30
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
こ
れ
は
山

田
町
内
の
測
定
値
で
最
も
大
き
い
。
こ
の

津
波
に
よ
り
、
浜
の
東
の
崖
下
に
あ
っ
た

漁
港
施
設
は
破
壊
さ
れ
、浜
に
昭
和
45（
１

９
７
０
）年
に
設
置
さ
れ
た
高
さ
８
メ
ー

ト
ル
、
底
部
の
幅
５
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
３

６
０
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
も
倒
壊
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
内
側
に
平
行
し
て
い
た
幅

約
50
メ
ー
ト
ル
の
人
工
林
が
喪
失
し
、
さ

ら
に
遡そ

上じ
ょ
うし

た
津
波
は
、
平
野
部
に
広
が

っ
て
い
た
農
地
、
お
よ
び
そ
の
東
縁
の
斜

面
下
端
な
ど
に
あ
っ
た
家
屋
に
壊
滅
的
な

被
害
を
与
え
て
、
海
岸
か
ら
約
１
キ
ロ
、

海
抜
約
26
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
達
し

た
。

　

津
波
後
、
こ
の
浜
に
は
、
船
越
湾
岸
と

同
じ
高
さ
12
・
８
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
を

設
置
す
る
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。

（
２
）
避
難
行
動
の
実
態

　

小
谷
鳥
の
人
家
は
、
大
浦
か
ら
続
く
地

峡
に
お
い
て
谷
状
の
底
部
の
東
縁
の
低
い

緩
斜
面
の
先
端
や
、
そ
れ
を
削
る
急
斜
面

の
脚
部
に
立
地
す
る
も
の
と
、
そ
の
東
側

の
高
い
緩
斜
面
に
立
地
す
る
も
の
と
が
あ

り
、
後
者
は
津
波
の
直
接
の
被
害
を
免
れ

た
。
地
震
を
感
じ
た
時
に
前
者
に
い
て
、

す
ぐ
避
難
す
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
実
際

に
は
警
戒
し
つ
つ
自
宅
敷
地
に
と
ど
ま

り
、
津
波
に
流
さ
れ
か
け
た
例
を
記
す
。

事
例
車
に
乗
っ
た
ま
ま
流
さ
れ
る

　

小
谷
鳥
と
大
浦
で
は
、（
１
）で
前
述
し

た
通
り
、
一
つ
の
地
峡
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ

の
海
岸
か
ら
緩
や
か
に
標
高
が
増
す
「
河

成
・
海
成
平
野
」
が
連
続
し
て
、
ほ
ぼ
中

間
付
近
で
「
峠
」
の
よ
う
に
接
し
て
い
る
。

最
高
点
標
高
27
メ
ー
ト
ル
弱
の
こ
の
峠
付

近
は
「
ミ
ッ
ツ
ァ
ゲ
ェ
」（「
水
境
」「
水

裂
け
」
の
意
味
か
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

慶
長
の
大
津
波
で
は
、
小
谷
鳥
側
か
ら
押

し
寄
せ
た
津
波
が
こ
の「
ミ
ッ
ツ
ァ
ゲ
ェ
」

を
越
え
て
大
浦
側
に
流
れ
込
ん
だ
と
い

う
。
ま
た
、
小
谷
鳥
側
で
は
、
標
高
約

17
・
２
メ
ー
ト
ル
が
明
治
29（
１
８
９
６
）

年
の
津
波
の
到
達
し
た
最
高
点
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
さ
ん
（
発
災
当
時
53
歳
）
の
自
宅
は
、

小
谷
鳥
で
も
「
ミ
ッ
ツ
ァ
ゲ
ェ
」
に
近
い

上
部
で
、「
河
成
・
海
成
平
野
」
に
接
す

る
「
山
麓
緩
斜
面
」
の
脚
部
を
削
っ
た
造

成
地（
標
高
約
22
メ
ー
ト
ル
）に
あ
り（
図

２- 

61
）、
明
治
の
津
波
の
最
高
到
達
地
点

よ
り
位
置
が
高
い
。

　

Ａ
さ
ん
は
３
月
11
日
、
お
昼
過
ぎ
ま
で

山
田
地
区
の
中
心
市
街
（
以
下
、
こ
の
事

例
で
は
「
山
田
」
と
記
す
）
で
用
事
が
あ

り
、終
わ
っ
て
自
宅
に
帰
っ
て
き
た（
①
）。

大
浦
と
小
谷
鳥
を
結
ぶ
町
道
か
ら
車
を
自

宅
の
敷
地
に
上
げ
た
時
、
14
時
46
分
と
な

り
、
地
震
を
感
じ
始
め
た
。
前
々
日
の
３

月
９
日
に
も
地
震
が
あ
っ
た
の
で
、
消
防

団
員
で
も
あ
る
夫
と
９
日
の
地
震
の
後

に
、
今
後
の
地
震
や
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
津
波
へ
の
対
応
を
話
し
合
っ
て
い
た
。

「
ま
た
地
震
が
来
た
」
と
思
っ
た
が
、「
何

か
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
感
じ
た
。
海
の

方
向
か
ら
地
鳴
り
が
し
て
、
山
で
は
キ
ジ

が
強
く
鳴
き
、「
奇
声
」
だ
と
感
じ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
津
波
が
来
る
と
思
い
、
車
の

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
敷
地
内
に
止
め

（
②
）、
買
っ
て
き
た
物
を
家
の
中
に
運
ん

だ
。
そ
し
て
、
１
階
を
見
回
し
た
と
こ
ろ

何
も
倒
れ
て
お
ら
ず
、
２
階
で
も
棚
の
雑

誌
が
床
に
落
ち
た
ぐ
ら
い
で
、
地
震
で
の

被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認

し
た
。
さ
ら
に
車
を
道
路
に
移
動
さ
せ
、

大
浦
側
に
前
を
向
け
て
逃
げ
や
す
い
よ
う

に
停
車
さ
せ
た
（
③
）。

　

携
帯
電
話
で
時
間
を
見
た
が
、
何
時
だ

っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。
車
の
外
に
出
て

携
帯
電
話
で
勤
務
先
の
釜
石
に
い
た
息
子

に
連
絡
し
た
。「
揺
れ
が
大
き
い
け
ど
、

釜
石
は
ど
う
？
」。
息
子
は
「
大
丈
夫
」

図2-59　小谷鳥の地形（南側湾奥から大浦方面を見たもの．2015年10月4日撮影）

A：山地斜面，B：山麓緩斜面，C：海成・河成平野，D：砂礫浜，IX IY：地質断面（図
2-60）測線の両端．

図2-60　小谷鳥海岸を海側
から見た地質断面図
測 線 の 両 端（IX, IY）の 位 置 は 図
2-59 に記す．図の上部にある短い
縦線はボーリングの位置．岩手県
宮古農林振興センター提供の防潮
堤等建設資料に基づき筆者の判断
で作成．
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つ
か
っ
た
。
一
瞬
で
周
囲
の
水
が
な
く
な

り
、
引
き
波
の
強
さ
を
感
じ
た
。
車
は
ク

リ
の
木
に
引
っ
掛
か
っ
た
丸
太
に
前
輪
が

乗
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
止
ま
っ
た

（
⑧
）。
隣
に
は
、
津
波
で
壊
さ
れ
た
小
屋

の
ト
タ
ン
屋
根
が
あ
っ
た
。

　

大
き
く
傾
い
た
車
の
中
で
は
、
濡
れ
て

い
て
寒
さ
を
感
じ
た
。
車
か
ら
出
よ
う
と

し
た
が
、
運
転
席
側
の
ド
ア
は
開
け
て
も

地
上
数
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
あ
り
、「
無

理
だ
」
と
思
っ
た
。
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
助

手
席
の
窓
か
ら
顔
を
出
し
、
津
波
が
去
っ

た
後
の
小
谷
鳥
一
帯
を
見
て
、
ぞ
っ
と
し

た
。
も
と
も
と
家
々
の
あ
っ
た
辺
り
に
は

基
礎
以
外
に
何
に
も
残
っ
て
い
な
か
っ

た
。
空
は
ど
ん
よ
り
と
し
て
い
て
、
静
け

さ
に
包
ま
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
の
恐
怖
に

亡
き
母
を
呼
ん
で
助
け
を
求
め
た
。
ク
リ

の
木
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
丸
太
を
伝
い

な
が
ら
地
面
に
降
り
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
大
浦
漁
港
の
様
子
が

気
に
な
っ
て
見
に
行
っ
た
漁
師
の
男
性
Ｂ

さ
ん
が
歩
い
て
来
た
。
Ａ
さ
ん
が
夫
の
安

否
を
尋
ね
る
と
、
Ｂ
さ
ん
は
「
い
ん
が
ー

（
い
る
ぞ
）、
い
ん
が
ー
、
大
丈
夫
だ
が
ー
」

と
言
っ
て
、
小
谷
鳥
の
自
宅
の
方
に
歩
い

て
い
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
土
手
を
上
が
っ
て
、
東
北
方

向
の
高
い
地
点
に
向
か
っ
た
。
途
中
、「
お

じ
い
さ
ん
、
い
だ（
い
る
）ー
？
」
と
大
き

な
声
で
叫
ん
だ（
⑨
）。
義
父
は「
い
だ
ー
」

と
叫
ん
で
返
し
た
。
義
父
は
津
波
に
流
さ

れ
た
後
に
、
自
宅
の
東
北
側
に
あ
る
稲
を

干
す
「
稲
木
」
に
引
っ
掛
か
っ
た
ら
し
く
、

そ
の
下
で
津
波
が
運
ん
だ
「
土
砂
」
に
埋

も
れ
て
い
る
の
を
近
所
の
若
い
男
性
に
助

け
ら
れ
た
と
い
う
（
⑩
）。
義
父
は
東
南

方
向
に
移
動
し
て
土
手
の
上
に
移
動
し
、

ク
ル
ミ
の
木
の
間
に
来
て
、
Ａ
さ
ん
の
隣

に
座
っ
た
（
⑪
）。

　

聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
避
難

行
動
の
空
間
的
展
開
お
よ
び
話
者
の
特
性

か
ら
移
動
速
度
を
推
定
し
て
、
標
高
と
の

関
わ
り
で
避
難
行
動
の
時
刻
を
推
測
し
て

み
た
（
図
２- 

63
）。

と
答
え
、
両
親
の
身
を
案
じ
て
く
れ
た
。

Ａ
さ
ん
は
、山
田
に
行
く
前
に
船
越
の「
鯨

と
海
の
科
学
館
」
の
駐
車
場
で
夫
と
偶
然

出
会
い
、
そ
の
後
に
夫
が
豊
間
根
地
区
に

行
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
息
子

に
伝
え
た
。

　

余
震
で
ま
だ
揺
れ
て
い
た
。「
い
つ
ま

で
続
く
の
だ
ろ
う
」
と
不
安
に
な
っ
た
。

路
面
は
、
そ
の
下
に
何
か
生
き
物
で
も
い

る
か
の
よ
う
に
う
ね
っ
て
い
た
。
東
京
の

実
家
に
電
話
し
た
が
、
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。
娘
に
携
帯
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。「
津

波
が
来
る
。
揺
れ
が
大
き
い
」
と
打
っ
た

だ
け
だ
っ
た
の
で
、
娘
を
心
配
さ
せ
て
し

ま
い
、
後
悔
し
た
。

　

こ
の
段
階
で
、自
宅
に
い
る
は
ず
の「
お

じ
い
さ
ん
（
義
父
）」
が
い
な
い
こ
と
に

気
づ
い
た
。
ま
た
、
地
鳴
り
が
し
た
。「
怖

い
」「
ど
う
し
よ
う
」「
身
が
す
く
む
」
と

恐
怖
を
感
じ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
義
父
が

帰
っ
て
き
た
（
④
）。
海
岸
付
近
を
散
歩

し
た
後
に
、
友
人
の
家
で
お
茶
を
飲
ん
で

い
て
、
地
震
に
遭
っ
た
よ
う
だ
。
Ａ
さ
ん

は
家
の
外
で
「
お
じ
い
さ
ん
、逃
げ
よ
う
」

と
話
し
掛
け
た
。
義
父
は
「
ど
ご
さ
行
ぐ

よ
り
、家
に
い
だ
方
が
安
心
だ
」
と
言
い
、

逃
げ
よ
う
と
せ
ず
に
「
仏
様
（
仏
壇
）
を

見
る
」
と
家
の
中
に
入

っ
て
、
ま
た
す
ぐ
に
外

に
出
て
き
た
。

　

余
震
が
続
き
、
電
線

が
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
と
音

を
立
て
て
波
打
ち
、
地

鳴
り
が
し
た
。
Ａ
さ
ん

と
義
父
は
自
宅
の
敷
地

か
ら
小
谷
鳥
の
海
を
見

て
い
た
（
⑤
）。
小
谷

鳥
海
岸
の
右
岸
側
に
あ

る
「
鷹た

か

堂ど
う

」
と
呼
ば
れ

る
急
傾
斜
の
島
の
辺
り

で
崖
が
崩
れ
て「
土
煙
」

が
上
が
っ
た
。
す
ぐ
そ

ば
に
い
た
義
父
は
「
と

ん
で
も
ね
え
ご
ど
が
起

ぎ
る
」
と
言
い
、
間
も
な
く
「
そ
ら
来
た

っ
！
」
と
、
つ
え
で
海
側
を
指
し
た
。
海

の
方
向
の
空
を
見
上
げ
る
と
、「
何
が
何

だ
か
分
か
ら
な
い
も
の
」が
や
っ
て
き
た
。

「
土
煙
」
と
「
し
ぶ
き
」
が
混
ざ
っ
て
い

る
も
の
だ
ろ
う
と
後
か
ら
思
っ
た
が
、
海

岸
の
方
向
で
は
「
家
も
何
も
見
え
な
い
」

状
態
で
あ
っ
た
（
図
２- 

62
）。

　

体
が
す
ぐ
さ
ま
動
い
て
、
家
の
敷
地
の

前
の
道
路
に
下
り
て
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

た
ま
ま
の
車
に
乗
り
込
ん
だ
（
図
２- 

61

⑥
）。
そ
の
瞬
間
、
ド
ン
と
音
が
し
た
。

ア
ク
セ
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
踏
み
込
ん
だ
。

し
か
し
、
ガ
タ
ガ
タ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ギ
ュ

ー
ギ
ュ
ー
な
ど
、「
物
が
つ
ぶ
さ
れ
る
よ

う
な
音
」
が
複
雑
に
混
ざ
り
合
っ
て
周
り

か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。
恐
怖
で
ど
う
行
動

す
べ
き
か
分
か
ら
な
く
な
り
、「
夢
な
の

か
、
現
実
な
の
か
、
何
で
今
日
な
の
か
」

な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
に
思
い
巡
ら
せ
て
、
混

乱
状
態
に
陥
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
が
乗
っ
た
車
は
、
津
波
に
流
さ

れ
て
い
た
（
⑦
）。
車
が
家
の
後
ろ
側
に

来
た
時
、「
溺
れ
る
の
が
怖
い
」
と
強
く

感
じ
た
。腰
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
い
た
が
、

「
冷
た
さ
は
感
じ
な
か
っ
た
」。
助
手
席
の

窓
ガ
ラ
ス
に
「
角
材
か
丸
太
」
が
ぶ
つ
か

っ
て
い
て
割
れ
て
い
た
。

　

車
は
家
の
周
囲
を
回
っ
て
海
側
に
流
さ

れ
、
自
宅
敷
地
の
南
側
の
ク
リ
の
木
に
ぶ図2-63　小谷鳥のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻

図2-62　小谷鳥の Aさんが見た「小谷鳥に押し寄せた津波」
の動き

Ａさんが乗った車は津波に流され、写真右側のクリの木に引っ掛かった。
右奥が小谷鳥湾

図2-61　小谷鳥のＡさんの移動経路

移動距離
小谷鳥のＡさん
②敷地の中の自動車―約15m徒歩→自宅内（1階20m
＋2階30m）―約15m徒歩→②敷地の中の自動車―約
15m自動車→③道路沿いの車―約20m徒歩→敷地―約
20m徒歩→③道路沿いの車▲津波浮遊―約110m浮遊→
⑤クリの木の脇―約70m徒歩→⑦クルミの木のそば
　計約315ｍ
　（自動車15m＋徒歩190m＋浮遊110m）

 

図 2-61 小谷鳥のＡさんの避難行動時の標高の変化と推定時刻 
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Ｊ  「
立
ち
退
き
避
難
」
実
験

避
難
の
最
短
時
間
探
る

　

発
生
し
た
地
震
か
ら
津
波
を
予
見
し
た

人
々
、
あ
る
い
は
迫
り
来
る
津
波
や
火
災

の
動
き
を
見
た
人
々
は
、
Ａ
～
Ｉ
の（
2
）

に
記
し
た
よ
う
に
、
そ
の
時
い
た
場
所
や

建
物
の
特
性
に
よ
り
、
ま
た
個
人
や
家
族

な
ど
が
置
か
れ
た
多
種
多
様
な
状
況
に
よ

り
、
現
実
に
か
な
り
複
雑
な
行
動
を
取
っ

た
。
今
回
の
三
陸
沿
岸
で
の
避
難
の
よ
う

に
、
地
震
発
生
か
ら
の
津
波
到
達
時
間
が

最
短
で
数
十
分
程
度
と
想
定
さ
れ
る
場
合

に
は
、
一
般
に
最
適
な
避
難
行
動
と
し
て

「
立
ち
退
き
避
難
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
23（
２
０
１
１
）年
３
月
11
日
に
山

田
町
の
町
民
が
選
択
し
た
実
際
の
行
動
を

検
討
す
る
際
の
一
つ
の
対
照
基
準
と
し

て
、
速
や
か
に
最
短
の
時
間
で
避
難
す
る

こ
と
を
前
提
に
、
各
集
落
内
の
任
意
の
地

点
か
ら
近
接
す
る
「
高
台
」
ま
で
「
日
常

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
通
路
」
を
用
い
て

健
常
者
が
実
際
に
歩
行
あ
る
い
は
走
行
し

て
「
立
ち
退
き
避
難
」
を
再
現
す
る
、
一

種
の
実
験
を
試
み
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
こ

こ
に
報
告
す
る
。

（
１
）
実
験
の
進
め
方

逃
げ
に
く
い
場
か
ら
高
台
へ

　

地
区
ご
と
に
、
海
や
川
に
近
い
「
逃
げ

に
く
い
場
所
」
を
避
難
開
始
地
点
、
実
際

に
避
難
し
た
場
所
な
ど
を
避
難
完
了
地
点

と
し
て
歩
走
行
で
の
移
動
実
験
を
平
成
27

（
２
０
１
５
）年
12
月
30
日
12
～
17
時
お
よ

び
31
日
10
～
14
時
に
実
施
し
、
運
動
靴
、

運
動
着
、
手
袋
、
帽
子
な
ど
を
着
用
し
て
、

防
寒
に
努
め
つ
つ
、
動
き
や
す
い
装
備
で

臨
ん
だ
。

　

被
験
者
は
年
齢
48
歳
、
身
長
１
７
０
セ

ン
チ
、
体
重
66
キ
ロ
の
健
常
な
男
性
で
あ

る
。
サ
ッ
カ
ー
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど

の
競
技
歴
が
あ
り
、
40
代
以
降
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
中
心
と
し
た
持
久
力
系
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
比
較
的
中
高
強
度
で
週
５
日
以
上

１
日
約
１
～
１
・
５
時
間
実
施
し
て
い
る
。

自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー（
運
動
計
測
器
）

で
の
運
動
負
荷
検
査
で
心
拍
数
か
ら
推
定

し
た
最
大
酸
素
摂
取
量
が
60
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
／
分
程
度
で
あ
り
、
安

静
時
心
拍
数
は
毎
分
約
45
拍
で
あ
る
。

　

実
験
時
の
天
候
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
過
去
の
気
象
デ
ー
タ
」
に
よ
る

と
、
山
田
観
測
地
点
で
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
12
月
30
日
９
～
16
時
に
つ
い
て
は
、

天
候
お
お
む
ね
曇
り
、
降
水
量
０
ミ
リ
、

気
温
２
～
６
度
、
風
速
０
・
２
～
１
・
５

メ
ー
ト
ル
／
秒
で
あ
り
、
12
月
31
日
９
～

16
時
に
つ
い
て
は
、天
候
お
お
む
ね
曇
り
、

降
水
量
０
ミ
リ
、
気
温
１
～
６
・
６
度
、

風
速
０
～
１
・
２
メ
ー
ト
ル
／
秒
で
あ
っ

た
。
気
温
は
低
い
も
の
の
、
風
も
静
穏
か

ら
弱
い
状
態
で
あ
り
、「
立
ち
退
き
避
難
」

実
験
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
天
候
で
は

な
か
っ
た
。

　

使
用
し
た
心
拍
計
は
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
社
の

「
Ｓ
７
１
０
ｉ
」
で
、
時
計
機
能
を
備
え

た
ス
ポ
ー
ツ
心
拍
計
で
あ
り
、
避
難
者
の

心
拍
数
を
５
秒
間
隔
で
計
測
す
る
。
心
拍

デ
ー
タ
は
、
胸
部
に
固
定
し
た
コ
ー
デ
ィ

ッ
ト
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー
（
送
信
機
）
で

計
測
さ
れ
て
無
線
送
信
さ
れ
、
左
手
首
に

固
定
し
た
リ
ス
ト
レ
シ
ー
バ
ー
の
ロ
ガ
ー

（
記
録
装
置
）に
自
動
記
録
さ
れ
る
。ま
た
、

気
圧
計
を
内
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
を
活
用

し
て
標
高
が
お
お
む
ね
表
示
さ
れ
る
。

　

一
方
、実
験
路
の
縦
断
面
に
つ
い
て
は
、

災
害
復
興
計
画
基
図
（
迅
速
図
、
２
５
０

０
分
の
１
）
を
用
い
て
実
験
路
と
交
わ
る

等
高
線
や
標
高
点
な
ど
を
読
み
取
り
作
成

し
た
。
避
難
完
了
地
点
で
あ
る
（
緊
急
的

な
）「
避
難
場
所
」
あ
る
い
は
（
避
難
生

活
を
送
る
た
め
の
）「
避
難
所
」
な
ど
の

標
高
デ
ー
タ
は
、
こ
の
読
図
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、「
山
田
町
津
波
防
災
マ
ッ
プ
」（
平

成
25
年
４
月
発
行 

）
に
記
載
さ
れ
て
い

る
値
と
一
部
で
異
な
る
。

（
２
）
実
験
路

17
の
路
線
で
実
験

　
「
立
ち
退
き
避
難
」
の
実
験
路
は
、
図

２- 

64
に
示
す
17
路
線
で
あ
る
。

　

設
定
し
た
実
験
路
の
縦
断
面
は
、
図
２

- 

65
、
図
２- 

66
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
実

図2-66　実験路⑨～⑰の縦断面

図2-65  実験路①～⑧の縦断面

図2-64　「立ち退き避難」の実験路 ※図中のメートル（m）の数値は標高
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「
健
常
な
高
齢
者
」
が
避
難
す
る
際
に
は
、

「
浸
水
高
／
秒
」
０
・
０
９
０
で
、
時
間

的
に
効
率
よ
く
「
高
さ
」
を
得
ら
れ
る
避

難
路
で
あ
る
が
、
道
の
り
約
４
９
９
メ
ー

ト
ル
高
低
差
約
39
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
路

（
平
均
４
・
47
度
）
で
、
車
い
す
移
動
で

は
屋
外
基
準
１
／
20
（
２
・
86
度
）
お
よ

び
段
差
70
セ
ン
チ
以
下
を
上
が
る
場
合
の

屋
内
基
準
１
／
15
（
３
・
81
度
）
を
超
え

る
「
移
動
で
き
な
い
道
」
と
判
断
で
き
る
。

浸
水
域
の
上
限
ま
で
の
傾
斜
路
の
平
均
角

度
は
、
約
２
・
10
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

避
難
路
の
上
部
が
よ
り
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んで

、
下
部
の

山
麓
は
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
よ
う
に
、
平
均
傾
斜
が
基
準
よ

り
緩
く
て
も
、
移
動
途
中
の
区
間
に
特
に

「
屋
内
基
準
」
を
超
え
る
傾
斜
の
坂
道
が

存
在
す
れ
ば
、
そ
れ
は
移
動
に
お
い
て
重

大
な
障
害
と
な
っ
て
し
ま
う
。

「
シ
ー
サ
イ
ド
か
ろ
」
の
事
例

　

実
験
路
⑫
の
途
中
に
は
、
震
災
当
日
に

約
９
メ
ー
ト
ル
の
津
波
で
利
用
者
74
人
と

職
員
14
人
が
死
者
・
行
方
不
明
と
な
っ
た

介
護
老
人
保
健
施
設「
シ
ー
サ
イ
ド
か
ろ
」

が
あ
っ
た
。

　

同
施
設
は
標
高
６
メ
ー
ト
ル
前
後
の
段

差
が
あ
る
敷
地
に
立
地
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
２
階
建
て
（
一
部
３
階
建
て
）
で

あ
る
。
震
災
前
の
想
定
で
は
「
予
想
さ
れ

る
津
波
浸
水
域
の
上
限
」（
１
９
３
３
年

の
昭
和
三
陸
津
波
の
約
５
メ
ー
ト
ル
）
付

近
に
あ
り
、
標
高
７
メ
ー
ト
ル
の
２
階
ま

で
は
津
波
が
来
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
有

事
に
は
２
階
か
ら
避
難
広
場
に
抜
け
る
高

架
ス
ロ
ー
プ
を
経
由
し
て
、
施
設
西
側
の

標
高
７
・
５
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
避
難
す

る
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
し
て
い
た
と

い
う
。

　

新
聞
報
道
な
ど
に
よ
る
と
、
避
難
時
の

状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

験
路
①
～
⑰
は
、「
海
や
川
に
近
い
逃
げ

に
く
い
場
所
」
に
設
定
し
た
避
難
開
始
地

点
と
、
⑯
「
ミ
ッ
ツ
ァ
ゲ
ェ
」（
地
元
で

は
「
水
境
」
の
字
を
当
て
る
）
な
ど
を
除

い
て
「
山
田
町
津
波
防
災
マ
ッ
プ
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
「
緊
急
避
難
場
所
」（
同

マ
ッ
プ
制
作
当
時
の
呼
称
、
現
「
避
難
場

所
」）
あ
る
い
は
「
避
難
所
」
を
避
難
完

了
地
点
と
し
て
、
両
地
点
を
結
ぶ
経
路
と

し
た
。

　

図
２- 

65
の
①
～
⑧
は
全
て
山
田
湾
に

面
し
て
平
野
が
発
達
す
る
地
区（
浜
川
目
、

大
沢
、
柳
沢
、
北
浜
、
山
田
）
で
の
縦
断

面
で
あ
る
。
道
の
り
70
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で

山
地
斜
面
を
駆
け
上
が
る
②
「
切
通
し
」

を
除
い
て
、
平
野
を
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
移
動
し
て
山
地
斜
面
や
山
麓
緩
斜
面
の

脚
部
に
達
す
る
ま
で
平
坦
で
、
そ
こ
か
ら

急
激
に
急
傾
斜
に
な
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。

　

ま
た
、
図
２- 

66
で
は
、
実
線
が
山
田

湾
に
面
し
て
山
麓
緩
斜
面
が
発
達
す
る
地

区
で
の
縦
断
面
（
⑨
⑪
⑫
⑭
⑮
）、
破
線

が
船
越
湾
に
面
し
た
地
区
で
の
縦
断
面

（
⑩
⑬
⑯
⑰
）
で
あ
る
。
平
野
が
発
達
す

る
地
区
で
の
縦
断
面
（
図
２- 

65
）
に
比

べ
て
「
急
激
に
急
傾
斜
」
に
な
る
地
点
が

不
明
瞭
で
あ
り
、
全
体
的
に
も
傾
斜
が
急

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

避
難
開
始
地
点
を
、海
や
川
に
近
い「
逃

げ
に
く
い
場
所
」
に
設
定
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
実
験
路
⑤
「
山
田
北
小
学
校
」、

⑯「
ミ
ッ
ツ
ァ
ゲ
ェ
」、
⑰「
避
難
階
段
上
」

を
除
い
て
、
道
の
り
４
０
０
～
８
０
０
メ

ー
ト
ル
で
「
避
難
完
了
地
点
」
に
到
着
す

る
。
ま
た
、「
避
難
完
了
地
点
」の
標
高
は
、

15
～
50
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
図
２- 

67
）。

船
越
湾
沿
い
で
は
20
メ
ー
ト
ル
以
上
と
や

や
高
く
、
山
田
湾
沿
い
で
は
15
メ
ー
ト
ル

以
上
と
や
や
低
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
避
難

完
了
地
点
」
の
標
高
の
下
限
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
の
経
験
し
た
津
波
の
高
さ
の

違
い
と
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
実
験
結
果

10
分
以
内
で
避
難
可
能

　
「
立
ち
退
き
避
難
」
実
験
の
結
果
は
、

表
２-

１
の
通
り
で
あ
る
。
避
難
所
ま
で

の
到
達
所
要
時
間
は
、
小
谷
鳥
の
実
験
路

⑯「
ミ
ッ
ツ
ァ
ゲ
ェ
」
を
除
い
て
、
10
分

以
内
で
あ
り
、
半
数
以
上
が
６
分
以
内
で

あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
津
波
で
浸
水
域
と

な
っ
た
境
界
ま
で
の
「
脱
浸
水
域
所
要
時

間
」
は
、
実
験
路
⑯「
ミ
ッ
ツ
ァ
ゲ
ェ
」

10
分
35
秒
、
⑤「
山
田
北
小
学
校
」
７
分

15
秒
、
④「
魚な

賀が

波は

間ま

神
社
」
５
分
30
秒

を
除
い
て
、
全
て
５
分
以
内
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
避
難
行
動
で
の
移
動
時
に
高
さ

を
得
ら
れ
る
効
率
を
示
す「
浸
水
高
／
秒
」

は
、
平
均
傾
斜
が
急
な
実
験
路
⑰
「
避
難

階
段
上
」
が
０
・
２
０
０
メ
ー
ト
ル
／
秒

で
あ
り
、
他
の
経
路
の
場
合
は
全
て
０
・

１
０
０
メ
ー
ト
ル
／
秒
よ
り
小
さ
い
値
で

あ
る
。
傾
斜
が
急
で
あ
れ
ば
移
動
時
に
高

さ
を
効
率
的
に
得
ら
れ
る
が
、
傾
斜
が
緩

や
か
で
あ
れ
ば
移
動
時
に
高
さ
を
効
率
的

に
得
ら
れ
に
く
い
と
い
う
当
然
の
結
果
が

数
値
で
示
さ
れ
た
。

（
４
）
考
察

要
支
援
者
難
渋
の
避
難
路
も

　

平
成
23（
２
０
１
１
）年
３
月
11
日
に

は
、
14
時
46
分
の
地
震
発
生
か
ら
約
30
分

後
の
15
時
15
分
以
降
で
山
田
町
各
地
区
に

津
波
の
押
し
波
が
到
達
し
た
事
実
に
基
づ

く
と
、
発
災
時
に
海
沿
い
の
「
避
難
し
に

く
い
場
所
」
に
い
て
も
、
地
震
が
収
ま
っ

て
か
ら
、
例
え
ば
地
震
発
生
か
ら
約
10
分

後
に
出
発
し
て
適
切
な
避
難
場
所
等
に
向

か
え
ば
、「
歩
け
る
」
高
齢
者
な
ら
ば
時

間
的
・
体
力
的
に
余
裕
を
持
っ
て
「
津
波

浸
水
域
」
外
に
脱
出
で
き
る
「
避
難
環
境
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

一
方
、「
歩
け
る
」
高
齢
者
よ
り
体
力

が
相
対
的
に
弱
い
「
高
齢
者
や
障
害
者
等

の
避
難
行
動
要
支
援
者
」
の
避
難
を
考
え

る
場
合
、
傾
斜
と
の
関
わ
り
か
ら
移
動
が

困
難
な
避
難
路
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、実
験
路
⑫「
家
族
旅
行
村
」は
、

図2-67  「避難完了地点」の標高と道のり

シーサイドかろ敷地の東南から海洋センター（写真左上の建
物）に至る避難路。職員らが全力で利用者を搬送した

地区 避難場所等
標
高
(m)

距離
（m）

平均
傾斜
(度)

最大
傾斜
(度)

到達所
要時間
(分：秒)

浸水
高
　(m)

距離
（m）

平均
傾斜
(度)

脱浸水域
所要時間
(分：秒）

浸水高／秒
（秒）

地区

① 浜川目 仮設住宅奥 15 626 1.37 6.34 5:31 8 413 1.11 4:05 0.033 245 ① 浜川目

② 浜川目 切通し 25 447 3.20 8.13 4:45 9 227 2.27 2:10 0.069 130 ② 浜川目

③ 大沢 ふるさとセンター 16 429 2.14 10.78 4:07 8 309 1.48 3:05 0.043 185 ③ 大沢

④ 川向 魚賀波間神社 16 671 1.37 33.69 5:50 8 657 0.70 5:30 0.024 330 ④ 川向

⑤ 柳沢 山田北小学校 31 1005 1.77 21.80 9:14 8 915 0.50 7:15 0.018 435 ⑤ 柳沢

⑥ 北浜町 善慶寺 22 482 2.61 26.57 4:32 8 432 1.06 3:20 0.040 200 ⑥ 北浜町

⑦ 中央町 八幡宮 22 634 1.99 11.18 5:26 7 549 0.73 4:15 0.027 255 ⑦ 中央町

⑧ 境田町 山田中北側線 17 792 1.23 5.34 6:08 7 613 0.65 4:33 0.026 273 ⑧ 境田町

⑨ 織笠 織笠小学校 22 459 2.74 11.31 4:30 9 409 1.26 3:18 0.045 198 ⑨ 織笠

⑩ 船越 諏訪神社上 21 357 3.37 9.46 3:32 15 252 3.41 2:55 0.086 175 ⑩ 船越

⑪ 船越 仮設脇水場 30 533 3.22 6.01 5:01 9 341 1.51 2:43 0.055 163 ⑪ 船越

⑫ 船越 家族旅行村 39 499 4.47 9.46 5:01 9 245 2.10 1:40 0.090 3.366 100 ⑫ 船越

⑬ 田の浜 田の浜集会所 36 746 2.76 7.13 7:10 15 488 1.76 4:25 0.057 265 ⑬ 田の浜

⑭ 大浦 秀全堂上浄水場 50 497 5.74 12.09 5:35 9 191 2.70 1:50 0.082 110 ⑭ 大浦

⑮ 大浦 大浦小学校 27 718 2.15 9.93 6:55 8 375 1.22 2:48 0.048 168 ⑮ 大浦

⑯ 小谷鳥 ミッツァゲェ 27 1366 1.13 7.13 11:12 30 1293 1.33 10:35 0.047 635 ⑯ 小谷鳥

⑰ 小谷鳥 避難階段上 35 124 15.76 26.57 2:53 29 110 14.77 2:25 0.200 145 ⑰ 小谷鳥

…屋外移動基準（2.86度）より急傾斜 ※最大傾斜は、標高差1m以上での精度。
…屋内移動基準（3.81度）より急傾斜

表2-1　「立ち退き避難」実験の概要

地区 避難場所等
距離
（m）

山
田

船越湾

浜川目仮設住宅奥 ① 626 15 ① 浜川目 仮設住宅奥 15 626
浜川目切通し ② 447 25 ② 浜川目 切通し 25 447
大沢 ふるさとセンター③ 429 16 ③ 大沢 ふるさとセンター 16 429
川向 魚賀波間神社 ④ 671 16 ④ 川向 魚賀波間神社 16 671
柳沢 北小学校 ⑤ 1005 31 ⑤ 柳沢 北小学校 31 1005
北浜町善慶寺 ⑥ 482 22 ⑥ 北浜町 善慶寺 22 482
中央町八幡宮 ⑦ 634 22 ⑦ 中央町 八幡宮 22 634
境田町山田中北側線 ⑧ 792 17 ⑧ 境田町 山田中北側線 17 792
織笠 織笠小学校 ⑨ 459 22 ⑨ 織笠 織笠小学校 22 459
船越 仮設脇水場 ⑪ 533 30 ⑩ 船越 諏訪神社上 21 357
船越 家族旅行村 ⑫ 499 39 ⑪ 船越 仮設脇水場 30 533
大浦 秀全堂上浄水場⑭ 497 50 ⑫ 船越 家族旅行村 39 499
大浦 大浦小学校 ⑮ 718 27 ⑬ 田の浜 田の浜集会所 36 746
船越 諏訪神社上 ⑩ 357 21 ⑭ 大浦 秀全堂上浄水場 50 497
田の浜田の浜集会所 ⑬ 746 36 ⑮ 大浦 大浦小学校 27 718
小谷鳥ミッサギ ⑯ 1366 27 ⑯ 小谷鳥 ミッサギ 27 1366
小谷鳥避難階段上 ⑰ 124 35 ⑰ 小谷鳥 避難階段上 35 124
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第3章  伝える │ 津波の来襲と避難　［2 土地の特徴と避難行動］



　

施
設
の
敷
地
か
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で

の
坂
道
は
、
車
い
す
の
移
動
で
「
屋
外
移

動
」
に
適
さ
な
い
傾
斜
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
避
難
環
境
（
移
動
環
境
）
を
持
つ
坂

道
を
上
り
下
り
し
て
入
所
者
22
人
を
車
い

す
な
ど
で
搬
送
し
て
助
け
た
こ
と
は
、
大

変
評
価
で
き
、
緊
急
の
状
況
下
で
職
員
は

最
大
限
の
体
力
を
駆
使
し
て
奮
闘
し
た
と

み
な
せ
る
。

　

表
２-

１
に
表
さ
れ
て
い
る
「
最
大
傾

斜
（
度
）」
は
、
２
５
０
０
分
の
１
の
地

図
上
で
読
み
取
れ
る
標
高
デ
ー
タ
か
ら
得

ら
れ
た
「
標
高
差
１
メ
ー
ト
ル
以
上
」
で

の
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
こ
れ
ら
の
実
験

路
を
歩
け
ば
、
よ
り
急
傾
斜
な
部
分
、
段

差
や
階
段
が
あ
り
、「
移
動
の
障
害
」
は

よ
り
多
い
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
特

に
高
齢
者
施
設
の
周
辺
等
で
は
こ
の
よ
う

な
「
移
動
の
障
害
」
を
少
し
で
も
改
善
す

べ
き
だ
が
、
一
方
で
山
田
町
民
に
は
、
高

齢
に
な
っ
て
も
「
有
事
に
歩
い
て
避
難
で

き
る
体
力
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
い
に

望
ま
れ
る
。

（
５
）
お
わ
り
に

高
齢
者
施
設
の
立
地
再
考
を

　

こ
こ
で
は
、
山
田
町
の
各
地
区
に
お
け

る
高
台
へ
の
津
波
か
ら
の
「
立
ち
退
き
避

難
」
に
関
わ
っ
て
実
際
に
歩
行
あ
る
い
は

走
行
す
る
実
験
の
結
果
を
報
告
し
た
。
そ

の
結
果
、「
歩
け
る
」
高
齢
者
で
あ
れ
ば
、

地
震
発
生
か
ら
10
分
程
度
経
過
後
で
も
、

適
切
な
避
難
所
等
に
歩
い
て
移
動
し
始
め

れ
ば
助
か
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

従
っ
て
、
健
常
な
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
「
立
ち
退
き

避
難
が
で
き
る
体
力
の
維
持
・
増
進
」
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
体
力
的
な
衰
え

を
補
う
た
め
の
「
初
動
の
早
さ
」
に
つ
な

が
る
日
頃
か
ら
の
備
え
を
強
化
す
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

特
に
山
田
町
に
か
か
わ
ら
ず
、「
歩
け

る
」
体
力
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
体
力
を

有
す
る
人
の
中
で
の
「
津
波
の
犠
牲
者
」

は
、
よ
り
「
人
間
的
な
事
情
」
が
大
い
に

関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
で
の
避
難
事
例
か
ら
も
見
て
取
れ
る

が
、そ
れ
ら
の
検
証
と
の
関
連
も
含
め
て
、

「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」
の
総
合
考
察
で

再
度
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

一
方
、「
立
ち
退
き
避
難
」
に
関
わ
る

歩
行
・
走
行
で
の
実
験
結
果
か
ら
、
車
い

す
を
移
動
手
段
と
す
る
よ
う
な
避
難
行
動

要
支
援
者
の
避
難
に
焦
点
を
絞
る
と
、
調

査
し
た
「
山
田
町
の
避
難
路
」
で
は
、
最

大
傾
斜
（
角
度
）
が
屋
内
移
動
基
準
（
角

度
３
・
81
度
）
を
大
幅
に
超
え
る
区
間
が

全
て
の
避
難
路
に
あ
り
、
自
ら
の
力
で
避

難
で
き
る
よ
う
な
傾
斜
で
な
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
避
難
路
に
は
、
こ
こ
で
分
析
の

対
象
と
し
な
か
っ
た
「
車
輪
移
動
で
の
多

大
な
障
害
」
と
な
る
段
差
や
階
段
等
も
分

布
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
高
齢
者
施
設
な

ど
は
、
想
定
さ
れ
る
最
大
の
津
波
の
高
さ

よ
り
も
高
い
場
所
に
立
地
し
て
い
る
こ
と

が
被
災
を
免
れ
る
上
で
最
も
重
要
な
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
「
立
地
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
山

田
町
全
域
で
全
て
の
施
設
に
つ
い
て
見
直

す
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
「
歩
く
」
と
い
う
「
持
久
力

的
な
体
力
」
を
指
標
と
し
て
の
「
立
ち
退

き
避
難
」
に
関
わ
る
議
論
を
行
っ
た
。
津

波
の
動
態
と
の
関
わ
り
で
と
っ
さ
に
逃
げ

る
こ
と
が
で
き
る
「
瞬
発
力
的
な
体
力
」

と
関
わ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
総
合
考
察

で
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
〈
自
力
歩
行
が
可
能
な
通
所
者
47
人
を

送
迎
バ
ス
で
指
定
避
難
所
の
「
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
山
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
」（
標
高
14
・
８

メ
ー
ト
ル
）
に
避
難
さ
せ
、
か
つ
入
所
者

96
人
を
職
員
48
人
の
搬
送
リ
レ
ー
で
同
セ

ン
タ
ー
に
避
難
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
職
員

は
十
数
人
ず
つ
「
施
設
」「
敷
地
」「
坂
道
」

に
分
か
れ
、
段
差
に
は
合
板
を
渡
す
な
ど

し
て
入
所
者
を
搬
送
し
た
。
入
所
者
を
ベ

ッ
ド
か
ら
車
い
す
に
移
し
、
キ
ャ
ス
タ
ー

付
き
の
ベ
ッ
ド
は
そ
の
ま
ま
２
階
通
路
に

動
か
し
た
。非
常
用
の
自
動
扉
は
開
か
ず
、

隣
の
扉
に
は
約
10
セ
ン
チ
の
段
差
が
あ
っ

て
、
車
い
す
や
ベ
ッ
ド
の
搬
出
に
手
間
が

か
か
っ
た
。
休
み
の
職
員
も
駆
け
付
け
た

が
、
坂
が
急
過
ぎ
て
車
い
す
で
は
上
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
入
所
者
96
人
の
う

ち
搬
送
リ
レ
ー
で
救
え
た
の
は
22
人
で
あ

っ
た
。
結
果
、
入
所
者
74
人
と
、
職
員
48

人
中
の
14
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
〉

　

こ
こ
で
は
、
車
い
す
な
ど
で
の
搬
送
と

移
動
す
る
坂
道
の
傾
斜
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
検
証
と
考
察
を
行
う
。
避
難
し
た
経

路
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
で
の
標
高

と
移
動
距
離
は
、
お
よ
そ
次
の
通
り
と
な

る
。「
①
施
設
内
２
階
→
ス
ロ
ー
プ
～
②

敷
地
」
で
は
、
標
高
約
７
→
７
・
５
メ
ー

ト
ル
、
片
道
移
動
距
離
約
30
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
（
図
２- 

68
）。「
②
敷
地
→
③
坂
道

上
り
口
」
で
は
、
標
高
約
７
・
５
→
７
・

５
メ
ー
ト
ル
、
片
道
移
動
距
離
約
40
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。「
③
坂
道
上
り
口
→
④
海

洋
セ
ン
タ
ー
敷
地
」
標
高
約
７
・
５

→
14
・
８
メ
ー
ト
ル
、
片
道
移
動
距
離
約

１
１
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

１
人
当
た
り
片
道
で
計
１
８
０
メ
ー
ト

ル
の
搬
送
距
離
と
な
り
、「
坂
道
上
り
口

～
海
洋
セ
ン
タ
ー
敷
地
」
の
傾
斜
路
で
は

平
均
角
度
３
・
80
度
で
、
傾
斜
路
の
屋
外

基
準
１
／
20
（
約
２
・
86
度
）
よ
り
急
で
、

屋
内
基
準
１
／
15
（
約
３
・
81
度
）
と
ほ

ぼ
同
じ
傾
斜
で
あ
る
。

　

上
記
の
記
録
な
ど
を
考
慮
し
て
、
1
人

当
た
り
の
搬
送
に
か
か
る
時
間
を
推
定
し

て
み
る
と
、次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

入
所
者
を
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
に
移
し
通

路
に
出
す（
約
５
メ
ー
ト
ル
移
動
）「
３
分
」

（
職
員
の
他
の
部
屋
へ
の
移
動
時
間
等
も

含
む
）、
通
路
か
ら
敷
地
へ
の
移
動
（
約

40
メ
ー
ト
ル
）「
４
分
」（
職
員
の
戻
り
時

間
も
含
む
）、敷
地
か
ら
坂
道
上
り
口
「
２

分
」（
職
員
の
戻
り
時
間
も
含
む
）、
坂
道

上
り
口
か
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
敷
地「
７
分
」

（
運
動
部
に
所
属
し
た
若
い
男
性
な
ど
体

力
レ
ベ
ル
が
高
い
人
で
の
最
速
の
場
合
、

か
つ
職
員
の
戻
り
時
間
も
含
め
る
）
と
仮

に
想
定
す
る
と
、
１
人
当
た
り
計
16
分
か

か
る
こ
と
に
な
る
。

全
力
尽
く
し
た
職
員

　

職
員
全
員
が
屈
強
で
高
い
体
力
レ
ベ
ル

に
あ
れ
ば
、
入
所
者
１
人
当
た
り
約
16
分

の
最
短
所
要
時
間
で
、
か
つ
地
震
発
生
か

ら
津
波
襲
来
ま
で
の
30
分
程
度
の
全
て
の

時
間
を
有
効
に
活
用
で
き
て
い
れ
ば
、
職

員
1
人
当
た
り
入
所
者
２
人
（
入
所
者
96

人
／
職
員
48
人
）
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
計
算
上
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
通
常
の
介
護
施
設
な

ど
の
職
員
を
想
像
し
て
も
、
屈
強
な
人
ば

か
り
で
は
な
い
。
ま
た
、「
段
差
に
合
板

を
渡
す
」「
非
常
用
の
自
動
扉
は
開
か
ず
」

「
隣
の
扉
に
は
約
10
セ
ン
チ
の
段
差
」
な

ど
他
の
障
害
も
発
生
し
、
そ
の
解
消
に
手

間
取
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

坂
道
で
の
搬
送
を
担
当
し
た
職
員
に
つ

い
て
は
、
相
対
的
に
若
く
て
屈
強
な
人
の

割
合
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
う
で
な
い
職
員
も
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
場
合
、
体
力
的
に
屈
強
な
男
性

職
員
１
人
が
入
所
者
１
人
を
搬
送
で
き
た

と
し
て
も
、
体
力
的
に
1
人
で
搬
送
し
難

い
職
員
は
２
～
３
人
で
入
所
者
１
人
を
担

当
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
若

く
て
屈
強
な
人
で
あ
っ
て
も
、
肉
体
は
疲

労
す
る
の
で
、
特
に
津
波
到
達
直
前
ま
で

に
は
、
発
揮
で
き
る
体
力
が
落
ち
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図2-68　測線⑫およびシーサイドかろ避難経路

①シーサイドかろ
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津
波
の
浸
水
域
か
ら
避
難
し
た
人
々
、

さ
ら
に
は
、
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら

も
「
生
命
」
を
維
持
で
き
た
人
々
は
、
電

気
、
水
道
、
ガ
ス
、
さ
ら
に
は
食
料
の
供

給
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
生
活
基
盤
（
イ
ン
フ

ラ
）
が
失
わ
れ
た
中
で
、い
か
に
「
生
活
」

を
維
持
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
直
面

す
る
。

　

山
田
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に
備

え
て
、
防
災
計
画
を
作
成
し
、
避
難
所
や

緊
急
避
難
場
所
を
指
定
し
、
水
、
食
料
、

毛
布
な
ど
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
な
物
資
を
備
蓄
し
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
町
の

防
災
計
画
で
想
定
し
て
い
た
規
模
を
は
る

か
に
上
回
る
津
波
が
襲
来
し
、
一
時
的
に

高
台
に
避
難
し
た
人
々
や
津
波
に
巻
き
込

ま
れ
て
助
か
っ
た
人
々
を
全
て
受
け
入
れ

る
た
め
の
施
設
は
、
指
定
避
難
所
だ
け
で

は
不
足
し
て
い
た
。

　

結
果
と
し
て
、
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23

（
２
０
１
１
）年
３
月
11
日
の
寒
い
夜
に

は
、
住
民
は
当
面
の
生
命
と
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
つ
て
を
た
ど
っ

て
、寺
院
や
個
人
の
住
宅
に
も
避
難
し
た
。

町
の
記
録
と
し
て
、
そ
の
避
難
者
の
大
部

分
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
や
人
数
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
発
災
以
降
約

10
日
間
を
要
し
た
。
特
に
、
船
越
半
島
の

地
域
に
つ
い
て
は
、
地
峡
部
を
越
流
し
た

津
波
の
が
れ
き
や
山
林
火
災
に
阻
ま
れ
て

道
路
が
寸
断
し
、
か
つ
停
電
で
電
話
も
不

通
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
「
孤
立
」
し

た
状
態
と
な
り
、
個
々
の
避
難
者
の
安
否

確
認
が
遅
れ
た
。

県
と
町
の
記
録
を
基
に

　
「
３ 

山
田
町
の
避
難
生
活
」
で
は
、
最

初
に
、
主
な
避
難
所
で
避
難
者
名
簿
を
作

成
し
避
難
者
数
を
把
握
で
き
た
３
月
17
日

以
降
の
岩
手
県
と
山
田
町
の
記
録
を
基

に
、
避
難
者
数
の
推
移
や
そ
の
分
布
の
変

化
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
た
だ
し
、
一

部
の
民
家
へ
の
避
難
者
に
つ
い
て
は
、
避

難
者
数
の
調
査
が
継
続
的
に
は
行
わ
れ

ず
、
避
難
者
数
の
変
化
の
実
態
が
記
録
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
考
察
の
対

象
か
ら
除
い
て
い
る
。
用
い
た
資
料
は
平

成
23
年
11
月
15
日
現
在
の
山
田
町
作
成
の

「
避
難
者
集
計
表
」、
な
ら
び
に
岩
手
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
わ
て
防
災
情
報
ポ
ー

タ
ル
」（http://w

w
w
2.pref.iw

ate.jp

/~bousai/

）
で
あ
る
。

　

山
田
町
の
集
計
表
は
平
成
23
年
３
月
11

日
か
ら
９
月
1
日
ま
で
の
避
難
者
数
と

「
食
数
」
の
集
計
で
あ
り
、「
い
わ
て
防
災

情
報
ポ
ー
タ
ル
の
情
報
」
は
、「
ア
ー
カ

イ
ブ
ス
」
の
中
の
「
過
去
の
被
害
状
況
・

避
難
所
一
覧
」
の
中
の
平
成
23
年
３
月
か

ら
同
年
９
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
山
田
町
の
避
難
者
集
計
表
は
、
毎
日

の
避
難
者
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
避
難

者
数
の
調
査
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に

は
前
回
の
避
難
者
数
が
そ
の
ま
ま
掲
載
さ

れ
て
い
る
。「
い
わ
て
防
災
情
報
ポ
ー
タ

ル
」
の
集
計
表
は
、
３
月
中
は
避
難
者
総

数
（
在
宅
通
所
者
を
含
む
）
に
つ
い
て
ほ

ぼ
毎
日
、
４
月
以
降
は
ほ
ぼ
１
週
間
に
１

度
の
集
計
結
果
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
役
場
か
ら
各
避
難
所
に
派
遣
さ

れ
た
職
員
に
対
し
、
各
避
難
所
の
状
況
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
と
し
た
避
難
所

は
、
各
地
区
で
最
も
大
き
な
避
難
所
と
な

っ
た
小
学
校
・
中
学
校
、
そ
の
他
の
公
共

施
設
で
あ
り
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
も
以
下
の
検
討
に
加
え
た
。

Ａ 「
在
避
難
所
数
」
の
推
移

　

こ
こ
で
は
、
避
難
所
に
所
在
し
て
い
た

避
難
者
に
つ
い
て
そ
の
人
数
の
推
移
を
検

討
す
る
。
阪
田
弘
一
氏
は
平
成
12（
２
０

０
０
）年
の
論
文
「
震
災
時
に
お
け
る
避

難
者
数
推
移
お
よ
び
避
難
所
選
択
行
動
の

特
性
―
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
避
難
所

の
計
画
に
関
す
る
研
究
―
」（
日
本
建
築

学
会
計
画
系
論
文
集
）
で
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
後
の
避
難
者
数
の
推
移
に
つ
い

て
、
指
数
関
数
的
な
減
少
曲
線
を
示
す
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本

報
告
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
減
少
傾

向
が
確
認
で
き
る
か
ど
う
か
を
最
初
に
検

討
し
て
み
た
。

　
「
い
わ
て
防
災
情
報
ポ
ー
タ
ル
」
で
は
、

４
月
３
日
以
降
に
つ
い
て
、
在
避
難
所
の

避
難
者
数
と
在
宅
通
所
の
避
難
者
数
と
を

分
け
て
集
計
し
て
い
る
。
一
方
、
山
田
町

は
、
３
月
17
日
か
ら
は
、
在
避
難
所
数
と
、

在
宅
通
所
数
に
相
当
す
る
「
食
数
」
と
を

分
け
て
集
計
し
て
い
る
。
両
者
を
比
較
す

る
た
め
に
、
４
月
３
日
か
ら
の
デ
ー
タ
を

用
い
、
ほ
ぼ
１
週
間
ご
と
の
避
難
者
数
の

変
化
を
岩
手
県
と
山
田
町
と
で
比
較
し
て

み
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
い
わ
て
防
災
情
報
ポ

ー
タ
ル
」
の
避
難
者
数
は
、
山
田
町
が
11

月
に
作
成
し
た
避
難
者
集
計
表
の
数
字
と

は
一
致
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、「
草く

さ

木ぎ

地
区
民
家
」
や
「
豊
間
根
地
区
の
民
家
」

へ
の
避
難
者
数
は
「
い
わ
て
防
災
情
報
ポ

ー
タ
ル
」に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
平
安
荘
」
や
曹

洞
宗
龍
昌
寺
へ
の
避
難
者
数
も
３
月
27
日

ま
で
の
同
ポ
ー
タ
ル
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
な
ど
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
同
ポ
ー
タ

ル
は
当
初
、
町
指
定
の
避
難
所
の
み
の
避

難
者
数
を
発
表
し
て
い
た
が
、
平
安
荘
や

龍
昌
寺
は
後
に
「
自
主
避
難
所
」
か
ら
格

上
げ
さ
れ
た
た
め
、
公
的
な
統
計
に
数
字

が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
岩
手
県
全
体

の
状
況
と
山
田
町
の
状

況
を
比
較
す
る
た
め
に

は
、
同
一
の
情
報
源
を

用
い
る
べ
き
と
考
え
、

山
田
町
に
つ
い
て
も
、

県
と
の
比
較
に
お
い
て

は
「
い
わ
て
防
災
情
報

ポ
ー
タ
ル
」
の
デ
ー
タ

を
用
い
た
。

　

在
避
難
所
の
避
難
者

数
の
推
移
を
見
て
み
る

と
、
岩
手
県
に
つ
い
て

も
山
田
町
に
つ
い
て
も

８
月
以
降
は
急
速
に
減

少
し
て
い
く
。そ
こ
で
、

減
少
傾
向
に
つ
い
て

は
、
７
月
25
日
ま
で
の

変
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

避
難
者
減
少
ほ
か
よ
り
遅
く

　

図
３-

１
の
緑
の
線
は
岩
手
県
の
沿
岸

部
の
市
町
村
全
体
の
在
避
難
所
の
避
難
者

数
を
対
数
変
換
し
て
時
系
列
的
な
変
化
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ
の
線
は

山
田
町
の
在
避
難
所
の
避
難
者
数
の
対
数

の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
対
数
変
換
を
す
る
と
、
両
者
共
に
ほ

ぼ
直
線
に
近
似
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
指
数
関
数
的
な
減
少
を
示
し
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
近
似
直
線
の
傾

き
は
、
山
田
町
の
方
が
緩
や
か
で
あ
り
、

山
田
町
に
つ
い
て
は
、
避
難
者
数
の
減
少

速
度
が
ゆ
っ
く
り
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

図
３-

１
に
は
、
沿
岸
部
の
全
市
町
村
の

避
難
者
数
の
中
で
、
山
田
町
の
避
難
者
が

占
め
る
構
成
比
を
青
の
線
で
示
し
て
い
る

が
、
そ
の
構
成
比
が
６
月
以
降
に
急
速
に

増
加
し
て
お
り
、
山
田
町
の
避
難
者
数
の

減
少
が
緩
慢
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
っ
た
要
因
に

は
、
被
災
地
の
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
状
況
の

違
い
や
、避
難
所
の
立
地
条
件
な
ど
、種
々

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
最
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
の
は
、
避
難
者
が
避
難
所
か

ら
移
動
す
る
た
め
の
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
の
進
捗
状
況
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

図
３-

２
は
、
国
土
交
通
省
の
資
料
を

基
に
し
て
作
成
し
た
、
岩
手
県
沿
岸
部
の

主
要
な
被
災
地
の
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

の
進
捗
状
況
を
簡
潔
に
示
す
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
田
町

は
、
５
月
末
、
６
月
末
の
段
階
で
は
、
こ

山
田
町
の
避
難
生
活

―
―
人
の
動
き
か
ら
見
て

町全体の避難者は発災直後のピーク時で少なくとも 5600 人を超えた
（山田高校避難所で平成 23 年３月 19 日撮影）

図 3-1　岩手県と山田町の在避難所数の推移（片対数グラフ）
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響
は
な
く
、
そ
の
他
の
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

も
早
か
っ
た
。
ま
た
、
大
規
模
な
避
難
所

で
は
な
く
、
最
大
で
も
１
０
０
人
規
模
の

避
難
所
で
あ
り
、
生
活
が
し
や
す
か
っ
た

た
め
、
５
月
以
降
は
、
仮
設
住
宅
へ
の
入

居
を
予
定
し
て
い
た
人
々
が
残
留
し
、
仮

設
住
宅
が
完
成
す
る
ま
で
は
転
出
者
が
少

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
学
校
が
拠
点
避
難
所
に

　

こ
れ
ら
の
避
難
者
数
の
変
化
を
避
難
所

の
種
類
別
に
示
し
た
の
が
図
３-

６
で
あ

る
。
ま
た
、
図
３-

７
は
各
種
の
避
難
所

の
避
難
者
数
の
変
化
を
示
す
た
め
に
、
３

月
17
日
の
避
難
者
数
を
１
０
０
と
し
た
指

数
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
福

祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
安
荘
が
避
難
所

と
な
っ
た
の
が
３
月
26
日
か
ら
で
あ
っ
た

た
め
、
３
月
31
日
の
避
難
者
数
を
１
０
０

と
し
た
指
数
を
示
し
て
い
る
。
図
３-

６

を
見
て
み
る
と
、
学
校
・
保
育
所
・
幼
稚

園
、
公
民
館
・
集
会
所
、
そ
の
他
の
公
共

施
設
へ
の
避
難
者
数
が
初
期
の
段
階
で
９

割
を
上
回
っ
て
お
り
、
１
カ
月
後
で
も
８

割
を
上
回
っ
て
い
た
。
特
に
各
地
区
の
小

学
校
は
拠
点
的
な
避
難
所
と
し
て
多
く
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
各
教
育
機

関
の
教
員
・
職
員
・
保
育
士
・
栄
養
士
な

ど
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
こ
に
派

遣
さ
れ
た
役
場
職
員
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の

人
々
な
く
し
て
は
、
避
難
所
の
運
営
も
困

れ
ら
六
つ
の
市
町
の
中
で
は
仮
設
住
宅
の

建
設
が
最
も
遅
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
７

月
末
ま
で
に
は
、
そ
の
遅
れ
は
取
り
戻
さ

れ
た
と
い
え
る
が
、
５
月
、
６
月
に
は
、

多
く
の
被
災
者
が
避
難
所
に
と
ど
ま
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

急
減
と
停
滞
繰
り
返
す

　

こ
の
よ
う
な
避
難
者
数
の
変
化
を
さ
ら

に
詳
細
に
分
析
す
る
た
め
、
山
田
町
が
作

成
し
た
避
難
者
集
計
表
を
用
い
て
、
全
体

の
変
化
の
動
向
と
、
地
区
別
の
動
向
、
さ

ら
に
は
避
難
所
の
種
類
に
よ
る
動
向
を
分

析
し
て
み
た
。
図
３-

３
は
、
山
田
町
の

避
難
者
集
計
表
か
ら
、「
草
木
地
区
民
家
」

な
ら
び
に
「
豊
間
根
地
区
の
民
家
」
へ
の

避
難
者
を
除
い
て
、
避
難
者
の
対
数
を
取

り
、
３
月
17
日
か
ら
７
月
28
日
ま
で
の
変

化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
図
か
ら
、

避
難
者
数
は
、
急
減
期
と
停
滞
期
を
繰
り

返
し
な
が
ら
減
少
し
て
き
た
と
い
え
る
。

赤
線
は
避
難
者
数
の
推
移
の
近
似
直
線
を

示
し
て
い
る
。

　

最
初
の
急
減
期
は
４
月
21
日
ま
で
の
期

間
で
あ
り
、
こ
の
期
間
に
は
、
道
路
の
啓

開
に
よ
る
町
外
と
の
交
通
の
回
復
、
自
衛

隊
を
は
じ
め
と
す
る
支
援
の
増
加
、
電
力

の
回
復
、
水
道
の
回
復
、
固

定
電
話
の
回
復
が
行
わ
れ
、

自
宅
で
寝
起
き
が
可
能
と
な

っ
た
被
災
者
、
町
内
外
の
親

戚
、
友
人
の
住
宅
に
避
難
す

る
こ
と
に
な
っ
た
避
難
者
が

避
難
所
か
ら
退
出
し
て
い
っ

た
時
期
と
い
え
る
。
５
月
に

入
る
と
減
少
傾
向
が
緩
慢
に

な
る
が
、
５
月
末
か
ら
６
月

中
旬
ま
で
は
、
順
調
に
減
少

す
る
。
そ
の
後
、
再
び
減
少

傾
向
が
緩
慢
に
な
る
が
、
６

月
末
か
ら
は
順
調
に
減
少
す

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
前

述
の
よ
う
な
、
仮
設
住
宅
建
設
の
進
捗
状

況
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
の
図
３-

４
は
、
避
難
者
数
の
推
移

を
地
区
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
船
越
は
船
越
地
区
、
大
浦
地
区
、
田

の
浜
地
区
を
合
わ
せ
た
避
難
者
数
で
あ

る
。
ま
た
、
図
３-

５
は
避
難
者
数
の
変

化
を
示
す
た
め
、
３
月
17
日
の
避
難
者
数

を
１
０
０
と
し
た
指
数
を
示
し
て
い
る
。

図
３-

５
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
地
区
に

よ
っ
て
避
難
者
数
の
減
少
傾
向
が
相
当
に

異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山

田
町
全
体
の
変
化
と
ほ
ぼ
等
し
い
変
化
を

示
す
の
は
、
山
田
地
区
と
織
笠
地
区
で
あ

り
、
そ
の
他
の
地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
た
。

　

大
沢
地
区
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

の
減
少
は
緩
慢
で
あ
っ
た
が
、
７
月
に
は

急
速
に
減
少
し
、
８
月
11
日
に
は
避
難
者

が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

　

船
越
地
区
は
、
３
月
24
日
ま
で
は
増
加

し
、
そ
の
後
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。
船

越
地
区
の
中
で
、
西
部
の
第
８
地
割
ま
で

の
範
囲
の
避
難
者
は
、
自
宅
が
非
浸
水
区

域
に
あ
っ
た
人
が
多
く
、
イ
ン
フ
ラ
の
復

旧
と
共
に
自
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
第
９
地
割
か
ら
第
16
地
割
ま
で
の

東
部
の
場
合
に
は
、
被
災
範
囲
が
広
く
、

津
波
火
災
も
発
生
し
た
た
め
、
避
難
所
の

数
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
18
地
割
か

ら
第
23
地
割
ま
で
の
大
浦
・
小
谷
鳥
地
区

で
は
非
浸
水
区
域
の
知
人
・
親
戚
の
住
宅

に
移
動
す
る
人
が
多
か
っ
た
。

　

豊
間
根
地
区
は
３
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
急
速
に
減
少
し
た
が
、
５
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
は
、
変
化
が
緩
慢
で
あ
っ
た
。

豊
間
根
地
区
は
内
陸
に
位
置
し
、
非
浸
水

域
で
あ
っ
た
た
め
に
、
水
道
に
大
き
な
影

図3-2　三陸沿岸の仮設住宅建設の進捗状況
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図 3-3　避難者数の推移（3月17日～9月1日  片対数グラフ）
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図3-7　種類別の避難者数の変化
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わ
て
防
災
情
報
ポ
ー
タ
ル
」
の
「
在
宅
通

所
数
」
を
デ
ー
タ
に
使
用
す
る
の
は
問
題

が
多
い
た
め
、
山
田
町
の
集
計
表
の
結
果

だ
け
を
用
い
て
分
析
し
た
い
。

６
月
に
「
食
数
」
大
幅
減

　

図
３-

８
は
、「
食
数
」
の
変
化
を
地
区

別
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
３-

９
は
、

山
田
町
全
体
の
食
数
が
最
大
と
な
っ
た
３

月
31
日
を
１
０
０
と
し
た
指
数
で
、
各
地

区
の
食
数
の
変
化
を
表
し
た
も
の
で
あ

る
。
図
３-

９
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
食

数
の
推
移
は
地
区
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。全
体
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

６
月
中
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、特
に
山
田
地
区
、織
笠
地
区
、船
越

地
区
で
の
減
少
が
大
き
い
。
図
３- 

10
と

図
３- 

11
は
こ
の
よ
う
な
推
移
を
避
難
所

の
種
類
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
図
３- 

11
で
は
、
個
人
住
宅
・
そ
の

他
は
4
月
7
日
を
１
０
０
と
す
る
指
数
の

変
化
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
３

月
31
日
を
１
０
０
と
す
る
指
数
の
変
化
を

示
し
て
い
る
。

　

図
３- 

11
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
学
校
・

保
育
所
・
幼
稚
園
、
そ
の
他
の
公
共
施
設

な
ら
び
に
個
人
住
宅
・
そ
の
他
で
の
６
月

中
の
減
少
が
大
き
く
、

神
社
・
寺
院
、
公
民
館
・

集
会
所
で
の
食
数
は
４

月
７
日
以
降
に
大
き
な

変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

図
３- 

10
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
食
数
に
つ
い

て
は
、
４
月
以
降
は
そ

の
９
割
以
上
が
学
校
・

保
育
所
・
幼
稚
園
と
そ

の
他
の
公
共
施
設
か
ら

供
給
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
施
設
で
の
減
少

が
全
体
数
の
大
き
な
減

少
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
食
数
の

減
少
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
避
難
所
担
当
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
明
確
に
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

担
当
者
へ
の
個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

食
事
に
対
す
る
需
要
の
減
少
と
い
う
よ
り

は
、
供
給
側
の
判
断
が
優
先
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、「
在
宅
通

所
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
避
難
所
以
外
に

も
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
被
災
者
が
い

る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

そ
の
ニ
ー
ズ
を
継
続
的
に
調
査
す
る
必
要

が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

Ｃ 

山
田
南
小
避
難
者
の
社
会
的
特
性

　

山
田
町
で
は
、被
災
直
後
に
お
い
て
は
、

町
の
人
口
の
約
４
割
の
人
々
が
、
あ
る
人

は
家
を
失
い
、あ
る
人
は
火
災
に
追
わ
れ
、

あ
る
人
は
生
活
が
困
難
に
な
っ
て
、
生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
避
難
者
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
公
的
な
記
録
と
し
て
は
、
避

難
所
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
避
難
し
た

人
々
の
氏
名
や
住
所
、
性
別
、
年
齢
だ
け

が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
、
安
否
確
認
な
ど

に
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の

記
録
は
ほ
と
ん
ど
が
手
書
き
の
も
の
で
あ

り
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
た
め
、
そ
の

後
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
思

難
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
各
地
の
保
育
所
も
、
民
営
・

公
営
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
避
難
者
を

受
け
入
れ
た
。
さ
ら
に
、
神
社
・
寺
院
と

い
う
宗
教
施
設
に
も
多
く
の
人
々
が
集
ま

り
、
緊
急
的
な
避
難
所
と
な
っ
た
。

　

特
に
山
田
地
区
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
位
置

す
る
曹
洞
宗
龍
昌
寺
と
日
蓮
宗
善
慶
寺
は

合
わ
せ
て
少
な
く
と
も
１
０
０
人
以
上
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
た
。
田
の
浜
地
区
の

日
蓮
宗
瑞
然
寺
も
当
初
は
山
林
火
災
が
拡

大
す
る
危
険
が
あ
っ
た
た
め
避
難
者
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
鎮

圧
後
に
は
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

福
祉
施
設
は
、
当
初
は
避
難
者
を
受
け

入
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
県
立
山
田
病
院

か
ら
の
働
き
掛
け
な
ど
も
あ
っ
て
、
３
月

28
日
か
ら
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
平

安
荘
」、
４
月
８
日
か
ら
は
高
齢
者
介
護

事
業
所
「
恵
み
の
里　

眺な
が
め望

」
が
、
介
護

を
必
要
と
す
る
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
開

始
し
た
。
一
部
の
人
々
は
町
外
の
介
護
施

設
に
も
避
難
し
た
。
ま
た
、
個
人
住
宅
に

つ
い
て
は
、
織
笠
の
草
木
地
区
の
民
家
、

豊
間
根
地
区
の
民
家
な
ど
、
非
浸
水
域
の

多
く
の
民
家
が
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
よ

う
だ
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
定
期
的
な
調
査
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
。
今
後
の
災
害
時
に
お
い
て
は
、

個
人
住
宅
に
避
難
し
た
被
災
者
に
つ
い
て

も
、
そ
の
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
継
続
的
に

行
う
よ
う
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｂ  「
食
数
」
の
推
移

　

山
田
町
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
３
月
17

日
か
ら
、
各
避
難
所
で
被
災
者
に
支
給
さ

れ
て
い
る
食
事
の
数
を
「
食
数
」
と
し
て

集
計
し
て
い
る
。
一
方
、「
い
わ
て
防
災

情
報
ポ
ー
タ
ル
」
で
は
、被
災
者
の
中
で
、

親
戚
や
知
人
の
家
、
あ
る
い
は
自
ら
住
宅

を
手
当
て
し
て
避
難
し
な
が
ら
も
、
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
、

通
常
の
生
活
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
避
難

所
か
ら
食
事
の
提
供
を
受
け
て
い
る
人
の

数
を
「
在
宅
通
所
数
」
と
し
て
集
計
し
て

お
り
、
そ
の
数
は
、
前
述
の
よ
う
に
４
月

３
日
か
ら
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、「
在
宅
通
所
」
者
の
認
定
基

準
に
つ
い
て
、
市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
田
町
の
「
食

数
」
と
「
い
わ
て
防
災
情
報
ポ
ー
タ
ル
」

の
「
在
宅
通
所
数
」
と
は
一
致
せ
ず
、
山

田
町
の
「
食
数
」
の
方
が
多
い
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
特
に
、
７
月
19
日
と
７

月
25
日
の「
い
わ
て
防
災
情
報
ポ
ー
タ
ル
」

の
山
田
町
の
「
在
宅
通
所
数
」
は
そ
れ
ぞ

れ
、
８
７
９
人
と
８
５
５
人
と
い
う
よ
う

に
、
県
内
の
在
宅
通
所
数
の
約
半
分
を
占

め
る
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
理
由
は
、
７
月
25
日
の
表
の
注
釈

と
し
て
、「
町
民
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
・

豊
間
根
公
民
館
の
在
宅
通
所
数
は
、
物
資

供
給
を
受
け
る
登
録
者
を
含
む
」と
あ
り
、

実
数
で
は
な
く
、
登
録
数
を
県
に
報
告
し

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
両
日
の
山
田
町
の

集
計
表
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
数
は
７
月

19
日
が
１
４
０
、
７
月
25
日
が
１
１
０
と

な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
数
が
実
態
を
表

し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
い

図3-8　地区別の食数の推移（3月17日～ 9 月1日） 

図3-9　地区別の食数の推移（指数）
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図3-11　避難所の種類別の食数の推移（指数）
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た
状
況
を
示
し
て
い
る
。
最
も
移
動
が
激

し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
二
丁
目
で

あ
り
、
多
く
の
避
難
者
が
３
月
中
に
退
所

し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
丁
目

は
退
所
者
も
多
か
っ
た
が
、
４
月
初
旬
に

お
い
て
も
多
く
の
避
難
者
が
残
っ
て
い

る
。
ま
た
、
三
丁
目
と
四
丁
目
に
つ
い
て

は
、
避
難
者
は
一
丁
目
、
二
丁
目
に
比
較

す
る
と
少
な
か
っ
た
が
、
退
所
者
も
少
な

く
、
避
難
し
た
人
々
が
長
期
に
避
難
所
に

滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
地
域
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
一
丁
目
は
多
く
の
住
宅
が
津

波
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
二
丁
目
に
も

発
災
か
ら
数
日
間
は
延
焼
の
危
険
性
が
あ

っ
た
た
め
、
非
浸
水
区
域
の
人
々
も
避
難

し
た
が
、
そ
の
後
、
住
宅
へ
の
被
害
が
少

な
か
っ
た
人
が
退
所
し
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
三
丁
目
・
四
丁

目
地
区
で
は
、
住
宅
へ
の
浸
水
に
よ
る
被

害
が
大
き
く
、
津
波
火
災
の
範
囲
は
狭
か

っ
た
が
、
自
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

退
所
者
の
中
で
、
国
外
に
住
所
を
持
つ

人
が
多
い
の
は
、
水
産
加
工
場
の
技
術
研

修
生
が
一
時
的
に
南
小
に
避
難
し
、
そ
の

後
、
釜
石
市
に
移
動
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

次
に
下
の
図
３- 

14
ａ
と
14
ｂ
は
避
難

所
か
ら
５
月
17
日
ま
で
に
退
所
し
て
い
っ

た
避
難
者
が
ど
こ
に
移
動
し
た
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
移
動
先
が
判
明
し
た

避
難
者
の
移
動
先
の
構
成
に
つ
い
て
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
4
月
5
日
以
降
に
つ
い

て
は
、
退
所
者
の
記
録
が
不
十
分
と
考
え

ら
れ
る
が
、記
録
が
残
っ
て
い
る
範
囲
で
、

移
動
先
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

４
月
以
前
は
町
外
退
出
多
く

　

図
３- 

14
ａ
と
14
ｂ
の
グ
ラ
フ
が
示
す

よ
う
に
、
４
月
５
日
ま
で
は
、
岩
手
県
内

あ
る
い
は
県
外
と
い
う
よ
う
に
遠
く
へ
退

出
す
る
人
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
、

自
宅
や
町
内
に
退
出
す
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
理
由
を
退
所
者
の
住
所
や

住
宅
被
害
の
分
布
も
加
味
し
な
が
ら
検
討

す
る
と
、
住
宅
が
流
失
、
あ
る
い
は
再
生

で
き
な
い
状
態
ま
で
被
害
を
受
け
た
場
合

に
は
、
家
財
の
搬
出
も
困
難
で
あ
り
、
家

族
の
中
で
死
亡
者
や
行
方
不
明
者
が
い
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
当
面
の
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
、
町
外
や
県
外
に
移
動
す
る

こ
と
も
選
択
肢
と
な
っ
て
く
る
。

　

し
か
し
、（
大
規
模
）
半
壊
以
下
の
家

屋
被
害
認
定
で
住
宅
が
再
生
可
能
な
場

合
、
あ
る
い
は
、
家
族
や
親
せ
き
に
行
方

不
明
者
や
死
亡
者
が
い
る
場
合
に
は
、
多

く
の
人
々
が
、
自
宅
の
修
理
修
繕
や
行
方

不
明
者
の
捜
索
、
さ
ら
に
は
、
亡
く
な
っ

た
人
の
葬
儀
な
ど
の
た
め
に
、
初
期
の
段

階
で
は
避
難
所
に
残
留
し
、
後
に
自
宅
、

ま
た
は
仮
設
住
宅
へ
移
動
す
る
と
い
う
避

難
行
動
を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

左
の
二
つ
の
グ
ラ
フ
（
図
３- 

15
ａ
、

15
ｂ
）
は
、
避
難
者
の
名
簿
か
ら
家
族
構

成
を
推
定
し
、
４
月
５
日
時
点
で
世
帯
数

を
そ
れ
ま
で
の
退
所
世
帯
（
45
世
帯
）
と

そ
の
後
の
残
留
世
帯
（
１
７
６
世
帯
）
に

分
け
、
国
土
交
通
省
が
平
成
23（
２
０
１

１
）年
に
行
っ
た
建
物
被
災
状
況
に
基
づ

い
て
、
そ
の
住
所
の
建
物
の
被
災
状
況
を

わ
れ
る
。

　

本
調
査
の
資
料
は
、
山
田
南
小
学
校
避

難
所
の
ほ
ぼ
完
全
な
避
難
者
名
簿
が
、
避

難
所
の
運
営
責
任
者
で
あ
っ
た
川
端
信
作

氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
保
管
さ
れ
て
い

た
た
め
、個
人
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
、

集
計
さ
れ
た
形
で
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と

を
許
可
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
者
の
様
々

な
社
会
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

名
簿
は
３
月
31
日
現
在
で
作
成
さ
れ
、

そ
の
後
４
月
５
日
に
修
正
さ
れ
た
も
の

（
４
月
分
）
と
、
５
月
17
日
に
作
成
さ
れ

た
も
の
（
５
月
分
）
が
保
管
さ
れ
て
い
た

た
め
、
こ
の
二
つ
の
名
簿
を
分
析
し
た
。

そ
の
名
簿
に
は
、
山
田
南
小
学
校
へ
の
避

難
者
の
約
６
５
０
人
分
の
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、退
所
日
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
名
簿
の
避
難
者
数
を
山
田
町
の
避
難

者
集
計
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
３
月

17
日
に
作
成
さ
れ
た
名
簿
を
基
に
そ
の
後

の
退
所
者
の
記
録
を
残
し
た
名
簿
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
避
難
所
入
所
者
の
住

所
、
年
齢
構
造
、
推
定
さ
れ
る
家
族
構
成

に
つ
い
て
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
、

性
別
、
年
齢
な
ど
を
手
掛
か
り
と
し
て
、

国
土
交
通
省
作
成
の
建
物
被
災
状
況
の
図

と
も
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
、
山
田
南
小
だ
け
の
記
録
で

あ
る
が
、
他
の
大
規
模
な
避
難
所
に
つ
い

て
も
、
年
齢
構
造
、
家
族
構
造
、
退
所
の

傾
向
な
ど
は
、
類
似
す
る
点
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。

Ｄ 

避
難
者
の
住
所
と
避
難
後
の
移
動

　

図
３- 

12
は
、
４
月
５
日
時
点
の
名
簿

に
基
づ
く
、
避
難
者
の
住
所
の
分
布
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
図
３- 

13
は
、
３
月

12
日
か
ら
４
月
4
日
ま
で
の
間
の
退
所
者

の
住
所
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
避
難
者
の
住
所
の
分
布
を
見
る

と
、
川
向
町
、
境
田
町
、
長
崎
一
丁
目
か

ら
四
丁
目
な
ら
び
に
飯
岡
と
い
う
山
田
南

小
へ
１
・
２
キ
ロ
の
距
離
の
範
囲
内
か
ら

の
避
難
者
が
約
４
分
の
３
を
占
め
て
い

る
。
飯
岡
地
区
か
ら
の
避
難
者
の
大
部
分

は
非
浸
水
区
域
か
ら
の
避
難
者
で
あ
る
。

ま
た
、
距
離
的
に
は
南
小
か
ら
１
・
２
キ

ロ
以
内
で
あ
っ
て
も
、
八
幡
町
、
中
央
町
、

北
浜
町
か
ら
の
避
難
者
は
少
な
か
っ
た
。

山
田
地
区
で
は
、
南
部
は
山
田
南
小
が
、

北
部
・
中
心
部
は
山
田
北
小
や
、
火
災
に

追
わ
れ
た
人
々
が
二
次
避
難
し
た
豊
間
根

地
区
が
主
要
な
避
難
先
と
な
っ
た
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
二
丁
目
住
民
は
早
期
退
所

　

次
に
図
３- 

12
と
図
３- 

13
を
比
較
す

る
と
、
境
田
町
か
ら
の
避
難
者
は
退
所
者

が
少
な
く
、
住
宅
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ

た
た
め
、
退
所
で
き
な
い
状
況
を
表
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
長
崎
一
丁
目
か
ら

四
丁
目
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
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難
者
の
世
帯
構
成
の
分
析
を
試
み
た
。
こ

の
推
定
は
、
同
一
の
住
所
に
居
住
し
て
い

た
人
々
は
、
同
一
の
世
帯
を
構
成
し
て
い

る
、
と
い
う
仮
定
に
基
づ
い
て
い
る
が
、

同
一
の
住
所
に
い
く
つ
か
の
世
帯
が
居
住

し
て
い
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
苗

字
の
違
い
で
世
帯
単
位
を
想
定
し
た
。
こ

の
よ
う
な
推
定
作
業
で
９
割
以
上
の
避
難

者
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の
状
況
を
把
握
で

き
た
と
考
え
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
推

定
に
よ
る
結
果
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し

て
お
き
た
い
。
ま
た
、
同
一
世
帯
の
構
成

員
の
ど
な
た
か
が
他
の
場
所
で
生
活
し
て

い
た
場
合
は
、
そ
の
方
を
含
め
て
の
推
定

で
は
な
い
こ
と
も
申
し
添
え
て
お
き
た

い
。国
勢
調
査
の
世
帯
分
類
を
基
に
し
て
、

そ
れ
を
い
く
つ
か
に
集
約
し
て
、
以
下
の

９
種
類
の
世
帯
類
型
に
分
類
し
た
。

　

①
単
身
者　

②
夫
婦
２
人　

③
夫
婦
と

子
供　

④
男
親
あ
る
い
は
女
親
と
子
供　

⑤
３
世
代
あ
る
い
は
４
世
代
世
帯　

⑥
兄

弟
・
姉
妹　

⑦
夫
婦
と
親　

⑧
そ
の
他
の

世
帯　

⑨
不
明

　

こ
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
４
月
５
日
現

在
の
山
田
南
小
へ
の
避
難
者
の
中
で
、
山

田
町
に
住
所
を
持
つ
人
は
２
２
１
世
帯
で

あ
る
と
推
定
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
右
記
の

九
つ
の
類
型
に
分
け
た
。
ま
た
、
４
月
４

日
ま
で
に
退
所
し
た
世
帯
の
世
帯
類
型

と
、
平
成
22（
２
０
１
０
）年
の
国
勢
調
査

に
よ
る
山
田
町
の
世
帯
類
型
を
右
記
の
８

分
類
（
不
明
を
除
く
）
に
集
計
し
な
お
し
、

避
難
者
の
世
帯
類
型
と
の
比
較
を
試
み

た
。
そ
れ
ら
の
世
帯
類
型
の
比
率
を
図
３

- 

17
か
ら
図
３- 

19
ま
で
に
示
す
。

世
帯
構
成
考
え
た
運
営
を

　

図
３- 

17
と
図
３- 

19
を
比
較
す
る
と
、

避
難
者
の
世
帯
構
造
（
図
３- 

17
）
は
、

山
田
町
全
体
の
そ
れ
（
図
３- 

19
）
に
比

較
し
、
単
身
世
帯
、
男
親
あ
る
い
は
女
親

と
子
供
と
の
世
帯
の
比
率
が
高
く
、
夫
婦

２
人
や
夫
婦
と
子
供
か
ら
成
る
世
帯
の
比

率
が
低
か
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
４
月

４
日
ま
で
に
退
所
し
た
世
帯
（
図
３- 

18
）

に
つ
い
て
は
、
山
田
南
小
へ
の
避
難
世
帯

（
図
３- 
17
）
と
比
べ
て
、
単
身
世
帯
や
男

親
あ
る
い
は
女
親
と
子
供
と
の
世
帯
の
比

率
が
低
く
、
夫
婦
と
子
供
の
世
帯
な
ら
び

に
３
世
代
あ
る
い
は
４
世
代
世
帯
の
比
率

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
避
難
所
に

残
留
し
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、
単
身
世
帯

や
、
男
親
あ
る
い
は
女
親
と
子
供
と
の
世

帯
の
比
率
が
高
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る

避
難
所
運
営
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

世
帯
構
成
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
班
の
構

成
や
部
屋
割
り
な
ど
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
え
る
。

分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
退
所
世
帯
と
残
留
世
帯
と
の

比
較
に
お
い
て
、
退
所
世
帯
は
、
住
宅
が

流
失
し
た
世
帯
が
や
や
多
く
、
撤
去
が
や

や
少
な
い
。
し
か
し
、
全
体
に
占
め
る
比

率
は
両
者
ほ
ぼ
同
じ
で
、
退
所
世
帯
と
残

留
世
帯
で
大
き
な
違
い
は
な
い
。
一
方
、

大
規
模
半
壊
以
下
の
被
災
世
帯
に
つ
い
て

は
退
所
世
帯
で
比
率
が
高
く
、
非
浸
水
区

域
の
世
帯
に
つ
い
て
は
残
留
世
帯
で
比
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

山
田
南
小
の
場
合
に
は
、
飯
岡
地
区
の

大
部
分
は
非
浸
水
区
域
で
あ
る
が
、
そ
こ

か
ら
の
避
難
者
が
４
月
以
降
も
避
難
所
に

数
多
く
残
留
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
十
分
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
飯
岡
地
区
は
、
15
歳
未
満
の
人
口
が

約
２
割
を
占
め
、
山
田
町
の
中
で
は
長
崎

三
丁
目
に
次
い
で
高
い
値
を
示
し
て
い

る
。
自
宅
が
地
震
の
影
響
で
生
活
が
困
難

と
な
っ
て
も
、
子
供
の
保
育
や
通
学
が
あ

る
た
め
に
、
山
田
町
か
ら
移
動
す
る
こ
と

が
難
し
い
場
合
に
は
、
自
宅
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
避
難
所
で
生
活
せ

ざ
る
を
得
な
い
実
態
を
示
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
非
浸
水
区
域
か
ら
の
避
難

者
は
、
な
ん
ら
か
の
こ
の
よ
う
な
事
情
を

抱
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
生
活
困
難
が
あ
っ
た
の
か
、
今
後
の
調

査
が
必
要
で
あ
る
。

Ｅ  

避
難
者
の
年
齢
構
造

　

次
の
二
つ
の
グ
ラ
フ
（
図
３- 

16
ａ
と

16
ｂ
）
は
、
山
田
南
小
の
４
月
５
日
現
在

の
避
難
者
の
中
で
、
年
齢
が
記
録
さ
れ
て

い
る
人
々
の
年
齢
構
造
を
、
山
田

町
の
平
成
22（
２
０
１
０
）年
の
国

勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
年
齢
構
造

と
男
女
別
に
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
。多

か
っ
た
核
家
族
避
難

　

避
難
者
の
年
齢
構
造
は
全
体
的

に
は
山
田
町
の
総
人
口
の
そ
れ
に

類
似
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の

点
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。ま
ず
、

全
体
的
に
避
難
者
の
年
齢
構
造
比

が
、
変
化
が
大
き
い
と
い
え
る
。

特
に
10
代
か
ら
60
代
ま
で
の
年
齢

階
級
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
顕
著

で
あ
り
、
20
代
と
、
45
歳
か
ら
59

歳
ま
で
の
年
齢
階
級
の
比
率
が
小

さ
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
ま

た
、
子
育
て
世
代
と
も
い
え
る
、
30
代
の

年
齢
階
級
の
比
率
は
男
女
と
も
に
高
く
、

15
歳
未
満
の
年
少
人
口
の
比
率
が
高
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
核
家
族
で
の
避

難
が
多
い
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
60
～
64

歳
の
女
性
の
比
率
が
高
く
、
70
代
の
男
性

の
比
率
も
高
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
と
そ

の
介
護
世
代
の
比
率
が
高
い
と
も
い
え

る
。
し
か
し
、
80
歳
を
超
え
た
避
難
者
の

数
は
少
な
く
、
そ
の
よ
う
な
高
齢
者
が
避

難
す
る
た
め
に
は
別
途
、「
福
祉
避
難
所
」

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い

る
。Ｆ  

避
難
者
の
世
帯
構
成

　

避
難
者
の
苗
字
、
性
別
、
年
齢
、
住
所

な
ど
か
ら
、
世
帯
の
範
囲
を
推
定
し
、
避

図 3-16a  山田町と避難者の年齢構造（男）
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図3-16b  山田町と避難者の年齢構造（女）
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図16-b 山田町と避難者の年齢構造（女）

総人口(2010) 南小避難者

単身者, 85 

夫婦2人, 26 夫婦と子ど

も, 28 

男親または

女親と子ど

も, 36 

3世代また
は4世代, 30 

兄弟・姉

妹, 6 夫婦と親, 4 その他, 3 不明, 3 

図17 山田南小への避難世帯

コメントの追加 [佐藤17]: 同上 

コメントの追加 [佐藤18]: 東海印刷所様 

図のタイトルを下部に移動させてください。また、以下

のように訂正願います 

子ども→子供 

凡例の数字を全角に 

男親または
女親と子ども,4

兄弟・姉妹, 1
夫婦と親, 1

不明, 3

図12 避難者の住所（4月5日）

図13 退所者の住所（3月12日～4月4日退所者）

図14－a  3 月12日から4月5日までの退所者 図14－b  4月6日から5月17日までの退所者

図15-a  退所世帯 図15-b  残留世帯

図17 山田南小への避難世帯

図18 4月5日までの退所世帯

図19 山田町

大沢, 11
柳沢・関谷,15
北浜町, 4

中央町, 12
八幡町, 21

川向町, 51

境田町, 73

長崎一丁目, 68長崎二丁目,
49

長崎三丁目,
43

長崎四丁目,
29

飯岡, 69

織笠,
16

船越,
18

豊間根, 1
町外,11
国外, 3

不明, 4

長崎三丁目, 5

長崎四丁目, 7

飯岡, 16

町外, 2

国外, 27

不明, 2
大沢, 2

北浜町,
8

中央町, 1

八幡町, 2

川向町,11

境田町,5

長崎一丁目, 18

長崎二丁目, 33

単身者,13

夫婦2人, 4

夫婦と子ども, 9

3世代または
4世代, 8

単身者, 1,491

夫婦2人, 1,401

夫婦と子ども, 1,495

男親または
女親と子ども,
796

3世代または
4世代, 874

兄弟・姉妹, 50

夫婦と親, 309 その他, 198

単身者, 85

夫婦2人,
26

夫婦と子ども,
28

男親または
女親と子ども,
36

3世代または
4世代, 30

兄弟・姉妹, 6
夫婦と親, 4

その他, 3
不明, 3

自宅, 23

山田町内, 27

岩手
県内, 9

県外, 2

山田町内,33岩手県内, 50

県外,
13

流失,41

撤去,47

大規模
半壊以下, 22

非浸水区域,59

再生可,7

流失,12

撤去,10
大規模
半壊以下, 11

非浸水区域,12

自宅, 22

図3-17　�山田南小における世帯類型別避難
世帯数（世帯）

図3-19　�山田町全体の世帯類型別世帯数（世帯）

男親または
女親と子ども,4

兄弟・姉妹, 1
夫婦と親, 1

不明, 3

図12 避難者の住所（4月5日）

図13 退所者の住所（3月12日～4月4日退所者）

図14－a  3 月12日から4月5日までの退所者 図14－b  4月6日から5月17日までの退所者

図15-a  退所世帯 図15-b  残留世帯

図17 山田南小への避難世帯

図18 4月5日までの退所世帯

図19 山田町

大沢, 11
柳沢・関谷,15
北浜町, 4

中央町, 12
八幡町, 21

川向町, 51

境田町, 73

長崎一丁目, 68長崎二丁目,
49

長崎三丁目,
43

長崎四丁目,
29

飯岡, 69

織笠,
16

船越,
18

豊間根, 1
町外,11
国外, 3

不明, 4

長崎三丁目, 5

長崎四丁目, 7

飯岡, 16

町外, 2

国外, 27

不明, 2
大沢, 2

北浜町,
8

中央町, 1

八幡町, 2

川向町,11

境田町,5

長崎一丁目, 18

長崎二丁目, 33

単身者,13

夫婦2人, 4

夫婦と子ども, 9

3世代または
4世代, 8

単身者, 1,491

夫婦2人, 1,401

夫婦と子ども, 1,495

男親または
女親と子ども,
796

3世代または
4世代, 874

兄弟・姉妹, 50

夫婦と親, 309 その他, 198

単身者, 85

夫婦2人,
26

夫婦と子ども,
28

男親または
女親と子ども,
36

3世代または
4世代, 30

兄弟・姉妹, 6
夫婦と親, 4

その他, 3
不明, 3

自宅, 23

山田町内, 27

岩手
県内, 9

県外, 2

山田町内,33岩手県内, 50

県外,
13

流失,41

撤去,47

大規模
半壊以下, 22

非浸水区域,59

再生可,7

流失,12

撤去,10
大規模
半壊以下, 11

非浸水区域,12

自宅, 22

男親または
女親と子ども,4

兄弟・姉妹, 1
夫婦と親, 1

不明, 3

図12 避難者の住所（4月5日）

図13 退所者の住所（3月12日～4月4日退所者）

図14－a  3 月12日から4月5日までの退所者 図14－b  4月6日から5月17日までの退所者

図15-a  退所世帯 図15-b  残留世帯

図17 山田南小への避難世帯

図18 4月5日までの退所世帯

図19 山田町

大沢, 11
柳沢・関谷,15
北浜町, 4

中央町, 12
八幡町, 21

川向町, 51

境田町, 73

長崎一丁目, 68長崎二丁目,
49

長崎三丁目,
43

長崎四丁目,
29

飯岡, 69

織笠,
16

船越,
18

豊間根, 1
町外,11
国外, 3

不明, 4

長崎三丁目, 5

長崎四丁目, 7

飯岡, 16

町外, 2

国外, 27

不明, 2
大沢, 2

北浜町,
8

中央町, 1

八幡町, 2

川向町,11

境田町,5

長崎一丁目, 18

長崎二丁目, 33

単身者,13

夫婦2人, 4

夫婦と子ども, 9

3世代または
4世代, 8

単身者, 1,491

夫婦2人, 1,401

夫婦と子ども, 1,495

男親または
女親と子ども,
796

3世代または
4世代, 874

兄弟・姉妹, 50

夫婦と親, 309 その他, 198

単身者, 85

夫婦2人,
26

夫婦と子ども,
28

男親または
女親と子ども,
36

3世代または
4世代, 30

兄弟・姉妹, 6
夫婦と親, 4

その他, 3
不明, 3

自宅, 23

山田町内, 27

岩手
県内, 9

県外, 2

山田町内,33岩手県内, 50

県外,
13

流失,41

撤去,47

大規模
半壊以下, 22

非浸水区域,59

再生可,7

流失,12

撤去,10
大規模
半壊以下, 11

非浸水区域,12

自宅, 22
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第3章  伝える │ 津波の来襲と避難　［3 山田町の避難生活］



Ａ  

食
事
と
栄
養

（
１
）
は
じ
め
に

　

平
成
23（
２
０
１
１
）年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
で
は
想
像
を
絶
す
る
大
津
波

が
山
田
町
に
押
し
寄
せ
た
。
多
く
の
人
々

が
犠
牲
に
な
り
、
住
居
を
失
っ
た
人
々
は

避
難
所
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
浦
々
か
ら
発
達
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

集
落
で
は
、
外
部
と
通
じ
る
海
岸
沿
い
の

道
路
が
寸
断
さ
れ
、
津
波
直
後
に
孤
立
し

て
物
資
の
供
給
が
絶
た
れ
た
。そ
の
た
め
、

い
く
つ
か
の
避
難
所
で
は
、
集
落
内
の
資

源
の
み
を
活
用
し
て
独
自
に
炊
き
出
し
を

行
っ
た
。

　

大
浦
地
区
で
避
難
所
と
な
っ
た
大
浦
漁

村
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
区
の
女
性
組
織
が

中
心
と
な
り
、
主
に
同
セ
ン
タ
ー
と
大
浦

小
学
校
に
身
を
寄
せ
た
避
難
者
の
た
め

に
、
37
日
間
に
わ
た
っ
て
炊
き
出
し
を
行

っ
た
。
町
の
記
録
に
よ
る
と
、
避
難
所
で

は
ピ
ー
ク
時
に
２
０
０
人
以
上
の
食
事
が

必
要
と
さ
れ
、
関
係
者
の
記
憶
で
は
、
消

防
団
員
ら
の
分
も
合
わ
せ
、
３
０
０
人
程

度
の
食
事
を
用
意
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。
炊
き
出
し
の
協
力
者
は
１
回
に
つ

き
５
～
６
人
程
度
で
あ
り
、
そ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
等
に
つ
い
て
記
録
を
し
て
い
た
。

こ
の
記
録
と
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
か
ら

分
か
っ
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
報
告
す
る
。

（
2
）
大
浦
地
区
避
難
所
に
お
け
る
食
事

限
ら
れ
た
条
件
で
献
立
工
夫

　

１
回
の
食
事
で
の
１
人
当
た
り
の
食
事

記
録
を
表
４-

１
に
示
し
た
。
当
地
方
は

天
日
干
し
の
工
程
を
経
て
い
な
い
「
梅
漬

け
」
を
「
梅
干
し
」
と
言
い
習
わ
す
こ
と

が
多
く
、
表
中
の
「
梅
干
し
」
も
厳
密
に

は
梅
漬
け
を
指
す
。

　

11
日
夕
食
、
12
日
朝
食
か
ら
13
日
の
昼

食
ま
で
「
梅
干
し
の
お
に
ぎ
り
」
２
個
ず

つ
が
、
13
日
の
夜
に
は
自
衛
隊
か
ら
味
つ

け
ご
飯
の
缶
詰
が
配
給
さ
れ
て
い
る
。
14

日
に
は
山
林
火
災
の
消
火
活
動
を
行
う
消

防
団
員
ら
を
除
き
、
一
般
の
避
難
者
に
対

し
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
お
に
ぎ
り
２
個
が

「
大
き
め
の
お
に
ぎ
り
」（
約
１
５
０
グ
ラ

ム
）
１
個
と
な
っ
た
。
16
日
に
は
停
電
に

よ
っ
て
ス
ト
ッ
カ
ー
（
冷
凍
庫
）
内
で
自

然
解
凍
さ
れ
て
保
存
で
き
な
く
な
っ
た
カ

キ
が
提
供
さ
れ
、
こ
れ
を
使
用
し
た
料
理

や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
15
日
に
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ガ

ス
量
不
足
の
た
め
、
津
波
で
流
さ
れ
て
き

た
ボ
ン
ベ
を
集
め
、
交
換
設
置
し
な
が
ら

燃
料
を
維
持
し
た
と
い
う
。
16
日
ご
ろ
に

東
北
電
力
に
よ
り
電
力
車
が
避
難
所
に
配

備
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
電
力
が
特
に
朝
夕

の
明
か
り
の
確
保
に
利
用
さ
れ
た
。
食
材

管
理
で
は
、
地
域
住
民
か
ら
冷
凍
庫
や
冷

蔵
庫
の
提
供
が
あ
っ
た
。

　

３
月
11
日
の
津
波
襲
来
直
後
か
ら
船
越

半
島
の
低
地
部
（
地
峡
）
が
浸
水
し
、
さ

ら
に
大
浦
地
区
か
ら
低
地
部
ま
で
の
道
路

も
数
カ
所
浸
水
し
た
た
め
に
船
越
地
区
側

と
行
き
来
が
困
難
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
外
の
地
区
か
ら
の
食
料
供
給
が
途
絶
え

た
中
で
、
大
浦
地
区
で
は
被
災
し
な
か
っ

た
家
屋
に
住
む
人
々
か
ら
米
な
ど
の
食
料

３月16日の夕食、カキのピカタ
とおにぎりを再現してみた（大
浦漁村センターで平成 28 年
11 月 25 日撮影）。食器と箸も
センター備え付けの当時の物を
使用。避難所の食事ではキャベ
ツや白菜などの漬物を添えるこ
とが多かった

調理に当たる大浦婦人会の
野田和子さん

月
　
日

朝
　
食

昼
　
食

夕
　
食

3
月
11
日

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
2
個

3
月
12
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
2
個

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
2
個

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
2
個

3
月
13
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
2
個

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
2
個

ご
飯
の
缶
詰（
五
目
と
り
め
し
）
2
杯

3
月
14
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）1
個
、ニ
ラ
玉
ス
ー

プ（
片
栗
粉
で
と
ろ
み
）、
キ
ャ
ベ
ツ
の

漬
物

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個

3
月
15
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個

3
月
16
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、サ
ケ
切
身
、

カ
キ
汁

カ
レ
ー
ラ
イ
ス（
肉・ニ
ン
ジ
ン・タ
マ
ネ

ギ
）　

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、
カ
キ
の

ピ
カ
タ
3
個

3
月
17
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、み
そ
汁（
白

菜
）、
味
付
ゆ
で
卵
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
漬
物
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、
ニ
ラ
玉
、

バ
ナ
ナ
半
分

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、ニ
ラ
玉（
昼

の
残
り
）、
サ
ケ
の
ム
ニ
エ
ル

3
月
18
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、白
菜
汁（
白

菜・ニ
ン
ジ
ン
）、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ（
ジ
ャ

ガ
イ
モ・
ニ
ン
ジ
ン・
タ
マ
ネ
ギ
）

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、
サ
ン
マ
煮

付
け
2
切
れ
、
乳
酸
菌
飲
料「
ヤ
ク
ル

ト
」
1
本
、和
菓
子（
ま
ん
じ
ゅ
う
半
分
）
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
キ
ム
チ

3
月
19
日
ご
飯
、
ふ
の
り
汁
、
ホ
ウ
レ
ン
草
お
ひ

た
し
、
リ
ン
ゴ
8
分
の
1

お
か
ゆ
、
パ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
と
キ
ャ
ベ

ツ
の
汁
物
、ホ
ル
モ
ン
焼
き（
ホ
ル
モ
ン・

キ
ャ
ベ
ツ・チ
ン
ゲ
ン
菜
）、
和
菓
子

ご
飯
、み
そ
汁（
ワ
カ
メ・ホ
ウ
レ
ン
草
）、

コ
ロ
ッ
ケ
、
た
く
あ
ん

3
月
20
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
サ
ツ
マ
イ
モ・
シ
イ
タ

ケ・
ニ
ン
ジ
ン・
タ
マ
ネ
ギ
）、
フ
キ
煮

付
け

お
に
ぎ
り
1
個
、
そ
う
め
ん（
ネ
ギ・ふ・

卵
半
分
）、
コ
ロ
ッ
ケ
1
個
、
キ
ャ
ベ
ツ

梅
肉
和
え
、
果
物
8
分
の
1

ご
飯
、
み
そ
汁（
ホ
ウ
レ
ン
草・
ふ
）、
サ

ン
マ
の
煮
付
け
、
キ
ム
チ

3
月
21
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、み
そ
汁（
白

菜・ニ
ン
ジ
ン
）、
す
き
昆
布
の
煮
物（
す

き
昆
布・ニ
ン
ジ
ン・生
シ
イ
タ
ケ・か
ま

ぼ
こ
）、
キ
ャ
ベ
ツ
の
漬
物

ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ン
、「
ヤ
ク
ル
ト
」、
卵

焼
き
、
煮
キ
ャ
ベ
ツ
の
千
切
り

お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、
サ
ン
マ
の

佃
煮
、鹿
汁（
鹿
肉・ゴ
ボ
ウ・ニ
ン
ジ
ン・

ネ
ギ
・大
根
・ジ
ャ
ガ
イ
モ・生
シ
イ
タ

ケ
）、
サ
ン
マ
の
煮
付
け
、
梅
漬
け

3
月
22
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
ナ
メ
コ・大
根・ネ
ギ
）、

ホ
ウ
レ
ン
草
の
の
り
和
え
、
ゆ
で
卵
1

個

そ
う
め
ん（
ワ
カ
メ・ふ・ハ
ム・ホ
ウ
レ

ン
草
）、
す
き
昆
布
煮
付
け
、
漬
物

ご
飯
、
か
き
揚
げ（
ニ
ン
ジ
ン・タ
マ
ネ

ギ・サ
ツ
マ
イ
モ
）、
サ
ラ
ダ（
ビ
ー
フ
ン・

ハ
ム・ワ
カ
メ・キ
ャ
ベ
ツ・薄
焼
き
卵
）

3
月
23
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
２
個
、
ゆ
で
卵
、

長
芋
千
切
り
、ワ
カ
メ
の
み
そ
汁
、牛
乳

か
き
揚
げ
丼
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン

ご
飯
、
イ
カ
煮
付
け
、
カ
ボ
チ
ャ
の
煮

付
け
、
イ
チ
ジ
ク
の
甘
煮

3
月
24
日
お
に
ぎ
り（
梅
干
し
）
1
個
、ナ
メ
コ
汁
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
と
シ
イ
タ
ケ
炒
め
、
ゆ
で

卵
、
漁
村
セ
ン
タ
ー
避
難
者
に「
ヤ
ク

ル
ト
」

ご
飯
、
み
そ
汁
、
煮
物（
イ
カ・ジ
ャ
ガ

イ
モ・ニ
ン
ジ
ン
）、
キ
ャ
ベ
ツ
と
ソ
ー

セ
ー
ジ
炒
め
、
ミ
カ
ン
缶
詰

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
サ
ラ
ダ
、
レ
タ
ス・ワ

カ
メ
和
え
、
牛
乳
、「
ヤ
ク
ル
ト
」

3
月
25
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
大
根
・ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ニ
ン
ジ
ン
）
シ
イ
タ
ケ
煮
物
、
ゆ
で
卵

シ
チ
ュ
ー
、
カ
レ
ー

ご
飯
、
す
き
昆
布
、
長
芋
、
み
そ
汁

3
月
26
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
大
根
）、

厚
焼
き
卵（
ソ
ー
セ
ー
ジ・長
ネ
ギ
）、
す

き
昆
布
、
長
芋

菓
子
パ
ン
、
ゼ
リ
ー（
小
2
個
）、
す
い

と
ん（
タ
マ
ネ
ギ
・シ
イ
タ
ケ・キ
ャ
ベ

ツ・ニ
ン
ジ
ン・ネ
ギ
）

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ゼ
リ
ー（
小
1
個
）、

マ
ツ
タ
ケ
の
吸
い
物

3
月
27
日
ご
飯
、み
そ
汁
、牛
乳
、お
か
ら
い
り（
ニ

ン
ジ
ン・大
根・な
め
た
け
和
え
）

パ
ン
1
個
、
け
ん
ち
ん
汁（
ゴ
ボ
ウ・大

根・ニ
ン
ジ
ン・こ
ん
に
ゃ
く・ち
く
わ・

油
揚
げ
）、
リ
ン
ゴ
8
分
の
1

※
記
入
な
し

3
月
28
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
タ
マ
ネ
ギ・ジ
ャ
ガ
イ

モ・シ
イ
タ
ケ
）

パ
ン
2
個
、
三
平
汁（
サ
バ・
大
根
）、

タ
マ
ネ
ギ・シ
イ
タ
ケ
和
え

ご
飯
、
み
そ
汁
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
昆
布
の

ツ
ナ
和
え

3
月
29
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
大
根・ジ
ャ
ガ
イ
モ
）、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
卵
炒
め

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
春
雨
ス
ー
プ（
春
雨・

キ
ャ
ベ
ツ・長
ネ
ギ・
シ
イ
タ
ケ・ソ
ー

セ
ー
ジ・
レ
タ
ス
）

ご
飯
、
み
そ
汁
、
大
根
と
肉
煮
付
け
、

と
ろ
ろ
芋

3
月
30
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
ワ
カ
メ・
シ
イ
タ
ケ
）、

と
ろ
ろ
芋
の
変
わ
り
焼
き
、
ホ
ウ
レ
ン

草
の
お
ひ
た
し

ご
は
ん
、
み
そ
汁
、
春
雨
ツ
ナ
煮
、
み

そ
お
で
ん（
大
根
）

ご
は
ん
、
み
そ
汁
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、

白
菜
の
炒
め
物

3
月
31
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
ワ
カ
メ
）、
ホ
ウ
レ
ン

草
の
お
ひ
た
し
、
サ
ン
マ
缶
、
牛
乳
、

バ
ナ
ナ
、
ミ
カ
ン

そ
ば
、ご
ぼ
う
サ
ラ
ダ
、ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
漬
物

ご
飯
、
イ
カ
の
お
ろ
し
和
え
、

卵
ス
ー
プ（
ニ
ン
ジ
ン・ホ
ウ
レ
ン
草
）、

カ
ボ
チ
ャ
、
フ
ル
ー
ツ
缶

4
月
1
日
ご
飯
、
み
そ
汁
、
カ
ツ
オ
の
煮
付
け

調
理
パ
ン「
ラ
ン
チ
パ
ッ
ク
」、
シ
チ
ュ
ー

（
ジ
ャ
ガ
イ
モ・ニ
ン
ジ
ン・タ
マ
ネ
ギ・

肉
）

ご
飯
、
小こ
う
な
ご
女
子
汁
、
ふ
ろ
ふ
き
大
根
、

サ
ラ
ダ

4
月
2
日
ご
飯
、
み
そ
汁
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
油
揚
げ

の
煮
付
け

ご
飯
、豚
汁
、ホ
ウ
レ
ン
草
の
お
ひ
た
し
、

デ
コ
ポ
ン

ご
飯
、
み
そ
汁（
ワ
カ
メ・ネ
ギ
）、
イ
カ

の
焼
肉
の
た
れ
漬
け
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、

ゼ
リ
ー（
イ
チ
ゴ
ム
ー
ス
）、
レ
タ
ス
と

ト
マ
ト
の
ツ
ナ
和
え

4
月
3
日
ご
飯
、
み
そ
汁
、
目
玉
焼
き（
ト
マ
ト・

レ
タ
ス
）、
す
き
昆
布
煮

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、
ツ
ナ
缶
、
レ
タ
ス
、

ト
マ
ト

焼
き
う
ど
ん
、
サ
ラ
ダ
、
ホ
ッ
ケ
、
白

菜
お
ひ
た
し

4
月
4
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
サ
ツ
マ
イ
モ・白
菜
）、

し
ら
す
、
の
り
、
ゆ
で
卵

ご
飯
、
み
そ
汁（
豆
腐・ネ
ギ
）、
野
菜
と

肉
の
炒
め
物
、
イ
チ
ゴ
ム
ー
ス
ゼ
リ
ー

の
り
巻
き
、
み
そ
汁
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ

う

4
月
5
日
ご
飯
、
み
そ
汁
、
サ
バ
の
煮
付
け
、
キ
ャ

ベ
ツ

煮
込
み
う
ど
ん
、
リ
ン
ゴ

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ホ
ウ
レ
ン
草
と
キ
ノ

コ
和
え

4
月
6
日
ご
飯
、み
そ
汁
、ホ
ウ
レ
ン
草
の
炒
め
物
、

味
付
卵
、
小
女
子
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
漬
物

ご
飯
、
み
そ
汁
、
サ
バ
水
煮
缶
、
大
根

と
肉
の
煮
物
、
フ
ル
ー
ツ
缶

ご
飯
、
み
そ
汁
、
豚
の
角
煮
、
ホ
ウ
レ

ン
草
の
お
ひ
た
し
、
レ
タ
ス・ト
マ
ト・

ツ
ナ
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和
え

4
月
7
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
ワ
カ
メ
）、
納
豆
、
ホ

ウ
レ
ン
草
の
お
ひ
た
し

中
華
丼
、
ホ
ウ
レ
ン
草
と
大
根
和
え

ご
飯
、
み
そ
汁
、
焼
き
魚（
ホ
ッ
ケ
）、

春
雨
サ
ラ
ダ

4
月
8
日
ご
飯
、
み
そ
汁
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
ソ
テ
ー
、

ゆ
で
卵

あ
ん
か
け
焼
き
そ
ば
、
パ
ン
、
牛
乳
、

イ
カ
の
口く
ち
の
煮
付
け

ご
飯
、
み
そ
汁（
高
野
豆
腐・シ
イ
タ
ケ・

ニ
ン
ジ
ン・ゴ
ボ
ウ
）、
サ
バ
の
み
そ
煮
、

サ
ラ
ダ（
レ
タ
ス・ト
マ
ト・卵
）

4
月
9
日
※
記
入
な
し

ご
飯
、
み
そ
汁
、
サ
バ
の
み
そ
煮
、
り

ん
ご
甘
煮

※
記
入
な
し

4
月
10
日
ご
飯
、
み
そ
汁（
大
根
）、
ゆ
で
卵
、
ナ

ス
の
素
揚
げ

弁
当 

※
支
援
物
資

ご
飯
、
サ
ン
マ
の
つ
み
れ
汁
、
鶏
胸
肉

の
ね
ぎ
ソ
ー
ス

4
月
11
日
ご
飯
、
み
そ
汁
、
イ
カ
の
口
煮
、
大
根

酢
の
物
、
サ
ラ
ダ（
生
）

う
ど
ん
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

牛
丼
、
み
そ
汁
、
サ
ラ
ダ

4
月
12
日
ご
飯
、
み
そ
汁
、
野
菜
の
卵
か
け
、
キ
ュ

ウ
リ
の
漬
物

そ
ば
、
牛
丼
の
残
り

ご
飯
、
み
そ
汁
、
焼
き
魚（
塩
鮭
）、
白

菜
の
ピ
リ
辛

4
月
13
日
※
記
入
な
し

※
記
入
な
し

ご
飯
、
み
そ
汁
、
サ
バ
の
水
煮
と
白
菜

の
お
汁

4
月
14
日
※
記
入
な
し

※
記
入
な
し

※
記
入
な
し

4
月
15
日
ご
飯
、
す
い
と
ん
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
卵

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン

牛
丼

4
月
16
日
ご
飯
、豚
汁
、味
付
卵
、ナ
ス
の
素
揚
げ
、

豆
煮

サ
ン
ド
イ
ッ
チ（
卵・ソ
ー
セ
ー
ジ・タ
マ

ネ
ギ・ケ
チ
ャ
ッ
プ
）、
豚
汁

ご
飯
、
豚
汁
、
タ
ラ
の
塩
炊
き
、
キ
ュ

ウ
リ
の
酢
の
物

避
難
者
は
何
を
食
べ
て
い
た
か

―
―
当
時
の
献
立
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

表
４-

１　

大
浦
漁
村
セ
ン
タ
ー
避
難
所
で
の
食
事
記
録

4

基本的に原文をそのまま記載する。ただし、ルビを加え、商品名については「  」でくくった。読点および中点の付け方を部
分的に変更した。結果として「、」ごとに別の料理を示し、「・」では同じ料理の中に入っている食材等を示す。また、※の後
に、筆者の補足説明を「注」的に加えた。207 206
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（
４
）
考
察

日
頃
の
訓
練
が
実
を
結
ぶ

　

平
成
７（
１
９
９
５
）年
１
月
17
日
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
時
の
神
戸
市
や
芦
屋
市

の
避
難
所
に
お
け
る
報
告
に
よ
る
と
、
震

災
当
日
か
ら
パ
ン
、
牛
乳
、
果
物
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
地
域
も
あ
っ
た
。

震
災
２
日
目
も
し
く
は
３
日
目
に
食
材
が

配
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
早
期
に
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
量
が
確

保
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
浦
地

区
の
場
合
は
、
他
地
域
等
か
ら
の
安
定
的

な
食
材
の
配
給
が
ほ
ぼ
５
日
後
で
あ
っ
た

た
め
、
発
災
後
５
日
目
ま
で
は
た
ん
ぱ
く

質
や
脂
質
等
の
栄
養
素
の
確
保
が
十
分
に

で
き
な
か
っ
た
（
図
４-

３
、
４-

４
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
阪
神
・
淡
路
の
上
記

報
告
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
避
難
者
に

よ
る
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
５
日
目
ご
ろ
か
ら
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
大
浦
地
区
に
お
け
る
避
難
所
の

炊
き
出
し
は
当
日
か
ら
で
き
て
い
た
。
突

然
の
大
津
波
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
頃
か

ら
の
人
間
関
係
を
通
じ
た
漁
村
セ
ン
タ
ー

等
で
の
「
集
会
お
よ
び
食
事
会
」
が
事
実

上
の
「
訓
練
」
と
な
り
、「
炊
き
出
し
」

で
は
婦
人
会
を
中
心
に
災
害
時
の
体
制
づ

く
り
が
迅
速
に
行
わ
れ
た
。

Ｂ  

食
生
活
、
健
康
、
心
理
生
活

　

  

状
況
に
関
す
る
調
査
結
果

（
１
）�

質
問
紙
調
査
、
聞
き
取
り
調
査
に

つ
い
て

　

質
問
紙
調
査
は
町
内
６
カ
所
の
仮
設
住

宅
の
在
住
者
を
中
心
に
、
平
成
27（
２
０

１
５
）年
10
月
か
ら
12
月
に
実
施
し
た
。

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
質
問
紙
調
査
と
同

様
の
内
容
を
聞
き
取
り
、
回
答
を
質
問
紙

に
記
入
し
た
。
調
査
回
答
者
は
58
人
で
、

男
女
比
率
は
男
性
41
・
４
％
、
女
性
55
・

２
％
、
無
回
答
３
・
４
％
だ
っ
た
。

　

回
答
者
の
年
齢
構
成
、
職
業
に
つ
い
て

は
、
図
４-

５
、４-

６
に
示
し
た
。
職
業

に
つ
い
て
の
回
答
の
う
ち
、「
そ
の
他
」

の
中
に
は
「
パ
ー
ト
」
と
記
述
し
た
人
が

３
人
い
た
。
回
答
者
が
津
波
の
時
に
い
た

地
区
は
、
大
沢
、
柳
沢
、
北
浜
、
山
田
、

織
笠
、
田
の
浜
、
船
越
、
そ
の
他
で
あ
り

（
図
４-

７
）、「
そ
の
他
」
の
中
に
は
、
津

軽
石
（
宮
古
市
）、
宮
古
市
、
花
巻
市
、

を
提
供
し
て
も
ら
い
つ
つ
、
婦
人
会
の
メ

ン
バ
ー
が
限
ら
れ
た
食
料
と
そ
れ
ら
の
傷

み
具
合
と
の
兼
ね
合
い
で
知
恵
を
絞
っ
て

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
避
難
者
の
食
事
づ
く

り
に
携
わ
っ
た
。

（
３
）
栄
養
素
の
分
析

塩
分
摂
取
は
基
準
以
上
に

　

栄
養
素
は
、
３
月
12
日
か
ら
10
日
間
に

わ
た
っ
て
分
析
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取

量
に
つ
い
て
は
３
月
12
日
に
１
５
３
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
、
13
日
１
６
３
１
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
で
あ
っ
た
（
図
４-

１
）。
14
日
は
そ

れ
ま
で
お
に
ぎ
り
が
２
個
ず
つ
の
提
供
で

あ
っ
た
が
、
１
個
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
減
少
し
て
１
２
０
６
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
と
な
っ
た
。
16
日
に
は
サ
ケ

や
カ
キ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
１
７
６
７
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
増
加
し

た
。
18
日
は
様
々
な
食
材
を
使
用
し
た
食

事
に
よ
り
２
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
超

え
て
い
る
。

　

表
４-

２
に
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

（
２
０
１
５
年
版
）
男
女
30
～
49
歳
（
身

体
活
動
レ
ベ
ル
Ⅱ
＝
普
通
の
活
動
）
の
推

定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
、
推
定
平
均
必
要

量
、
目
標
量
等
を
示
し
た
。
推
定
エ
ネ
ル

ギ
ー
必
要
量
の
男
性
２
６
５
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
、
女
性
２
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と

比
較
し
て
、
男
性
は
ほ
と
ん
ど
の
日
で
食

事
摂
取
基
準
レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
女
性
は
18
日
に
は
満
た
し
て
い
る
。

　

炭
水
化
物
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
の
摂

取
量
に
つ
い
て
は
図
４-

２
～
４-

４
に
示

し
た
。
12
日
の
食
事
か
ら
ほ
ぼ
炭
水
化
物

は
満
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
15

日
ま
で
は
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
と
も
満
た

し
て
い
な
い
。
16
日
は
魚
介
類
、
肉
類
を

食
べ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
た
ん
ぱ
く
質
、

脂
質
量
が
増
加
し
て
い
る
。
18
日
ご
ろ
か

ら
魚
介
類
、
肉
類
、
野
菜
類
な
ど
様
々
な

食
材
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
の
摂
取
量
が

増
え
て
き
た
。
20
日
を
過
ぎ
る
と
震
災
前

の
食
事
と
同
様
な
摂
取
レ
ベ
ル
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

食
塩
相
当
量
と
比
較
す
る
と
（
表
４-

２
）、
お
に
ぎ
り
、
梅
干
し
等
に
よ
り
塩

分
の
摂
取
量
が
こ
の
基
準
値
以
上
に
な
っ

て
い
た
。

表4-2　食事摂取基準 2015（30〜49 歳、身体活動レベルⅡ）
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図4-3  たんぱく質摂取量
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図4-2  炭水化物摂取量
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図Ａ１ エネルギー摂取量 
 

 
図Ａ２ 炭水化物摂取量 
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（%エネルギー） 50～65% 50～65% 目標量

たんぱく質 60g／日 50g／日 推奨量

脂質
（%エネルギー） 20～30% 20～30% 目標量

カルシウム 650mg／日 650mg／日 推奨量

食塩 8.0g／日未満 7.0g／日未満 目標量

図4-5  アンケート回答者の年齢構成 2 
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図4-6  アンケート回答者の職業
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図 B１ アンケート回答者の年齢構成 
 

 

図 B２ アンケート回答者の職業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 B３ 津波の時にいた地域 
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図4-7  津波の時にいた地域
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図4-8  避難生活を送った避難所の地区

図4-1  エネルギー摂取量

1 
 

 

 

 
図Ａ１ エネルギー摂取量 
 

 
図Ａ２ 炭水化物摂取量 
 
 
 
 
 
 

0

500

1000

1500

2000

2500

（ｋｃａｌ）

0

100

200

300

400
（ｇ）

コメントの追加 [佐藤1]: 東海印刷所様 

他図同様、2500の上に単位「（kcal）」を挿入してくだ

さい 

4 
 

 
図 B４ 避難生活を送った避難所の地区 

 

 
図 B５ 震災前と現在の趣味 
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ら
ず
、「
あ
ま
り
し
て
い
な
い
」「
全
く
し

て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

運
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
多
く
が
散
歩
と

答
え
て
い
た
（
図
４- 

10 -

２
）。

（
４
）
震
災
後
の
食
事
に
つ
い
て

当
日
「
食
べ
て
い
な
い
」
35
％

①
食
事
状
況
と
内
容

　

図
４- 

11
に
３
月
11
日
夜
、
12
日
、
13

日
の
食
事
に
つ
い
て
示
し
た
。
こ
の
デ
ー

タ
は
食
べ
て
い
な
い
と
答
え
て
い
て
も
具

体
的
に
食
べ
た
物
を
回
答
し
て
い
る
場
合

は
、「
食
べ
た
」
と
し
て
集
計
し
た
。

　

３
月
11
日
の
夜
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
人
の
割
合
は
62
・
１
％
、
食
べ
て
い
な

い
人
は
34
・
５
％
、
覚
え
て
い
な
い
と
答

え
た
人
が
３
・
４
％
で
あ
っ
た
。
12
日
は

そ
れ
ぞ
れ
74
・
１
％
、
８
・
６
％
、
15
・

５
％
、
13
日
は
77
・
６
％
、
５
・
２
％
、

12
・
１
％
で
あ
っ
た
。
12
日
に
な
る
と
７

割
以
上
の
人
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と

答
え
て
い
る
。

　

津
波
の
時
に
い
た
地
区
別
の
食
事
状
況

（
図
４- 

12
）
は
、
山
田
、
織
笠
に
い
た
人

た
ち
は
食
べ
て
い
な
い
と
答
え
た
割
合
の

方
が
高
か
っ
た
。

　

食
事
内
容
は
、
３
月
11
日
の
夜
に
食
べ

た
物
（
図
４- 

13
）
は
お
に
ぎ
り
、
お
菓

子
が
多
く
、
3
月
12
、
13
日
で
も
お
に
ぎ

り
が
多
か
っ
た
。
13
日
に
は
ご
飯
、
み
そ

汁
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る

が
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た

（
図
４- 

14
、
４- 

15
）。

　

食
事
に
つ
い
て
の
感
想（
図
４- 

16
）は
、

「
お
い
し
か
っ
た
」「
量
が
少
な
か
っ
た
」

「
冷
た
か
っ
た
」
以
外
に
、
そ
の
他
の
中

に「
ご
飯
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
し
て
冷
た
か
っ
た
」

と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
せ
っ

か
く
の
温
か
そ
う
な
お
に
ぎ
り
な
の
に
、

次
の
日
の
た
め
に
取
っ
て
お
く
と
言
わ

れ
、
そ
の
場
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
」
と
答
え
た
人
が
い
た
。
災
害
時
に

お
け
る
食
事
の
提
供
で
は
食
べ
る
こ
と
が

最
優
先
で
は
あ
る
も
の
の
、
単
に
お
腹
を

満
た
す
だ
け
で
は
な
く
、
量
は
少
し
で
も

「
お
い
し
く
感
じ
る
」「
温
か
く
感
じ
る
」

東
京
都
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
避
難
生
活

を
送
っ
た
地
区
は
、
大
沢
、
山
田
、
織
笠
、

船
越
、
豊
間
根
、
そ
の
他
で
あ
る
（
図
４

-

８
）。

（
２
）�

回
答
者
の
震
災
前
と
現
在
の
趣
味

に
つ
い
て

　

趣
味
に
お
い
て
は
、
震
災
前
に
比
べ
て

現
在
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、
映
画
鑑
賞
、
旅

行
、
釣
り
等
の
趣
味
を
持
っ
て
い
る
と
答

え
た
人
が
減
少
し
た
（
図
４-

９
）。
現
在

の
趣
味
で
「
そ
の
他
」
と
回
答
し
た
中
に

は
、
30
代
以
下
の
人
で
は
ド
ラ
イ
ブ
、
ゲ

ー
ム
、
ア
ウ
ト
ド
ア
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
、
剣
道
、
50
代
の
女
性
は
園
芸
、

（
趣
味
的
に
）
パ
ー
ト
、
60
代
以
上
の
女

性
は
手
芸
、
家
庭
菜
園
、
60
代
以
上
の
男

性
で
は
囲
碁
、相
撲
な
ど
と
答
え
て
い
た
。

こ
の
中
に
、
１
人
で
は
あ
る
が
「
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
だ
け
」
と
の
回
答
も
あ
り
、

他
人
と
接
触
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
人
も
見
受
け
ら
れ

た
。

（
３
）�

日
頃
の
運
動
量
、
震
災
前
と
現
在

の
運
動
の
内
容
に
つ
い
て

　

日
頃
、
運
動
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
の

質
問
で
は
、「
毎
日
し
て
い
る
」「
時
々
し

て
い
る
」
と
、「
あ
ま
り
し
て
い
な
い
」「
全

く
し
て
い
な
い
」
の
大
き
く
二
つ
に
分
か

れ
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
４- 

10 -

１
）。

年
齢
分
布
で
見
る
と
40
代
以
下
に
は
「
毎

日
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
人
は
お 図4-9  震災前と現在の趣味
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図 B４ 避難生活を送った避難所の地区 

 

 
図 B５ 震災前と現在の趣味 
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図 B４ 避難生活を送った避難所の地区 
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図 B８  津波の時にいた地域と 11日の食事状況 
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図 B12 3月 11日の食事の感想 

 
 

 

 
図 B13 何日目以降に震災前と同じような食事になったか 
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  図 B６－2 運動の内容について 
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図4-14  3 月 12 日に食べた物
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図 B10 3月 12日に食べた物 
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３
月
11
日
の
水
分
補
給
に
お
い
て
は
、

全
体
の
集
計
で
は
、
水
分
を
補
給
が
で
き

て
い
な
い
人
の
方
が
補
給
で
き
た
人
よ
り

多
か
っ
た
（
図
４- 

19
）。
地
区
ご
と
の
集

計
で
は
、
大
沢
で
飲
む
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
（
図
４- 

20
）。
大
沢
地
区
、
山
田
地
区
の
詳
細
を

図
４- 

21 -

１
、
２
に
示
し
た
。

　

水
の
入
手
先
に
つ
い
て
図
４- 

22
に
示

し
た
。
井
戸
水
や
沢
の
水
を
利
用
し
た
割

合
が
高
か
っ
た
。自
由
回
答
の
中
に
は「
一

緒
に
逃
げ
て
き
た
子
供
が
リ
ュ
ッ
ク
に
入

れ
て
い
た
水
を
キ
ャ
ッ
プ
１
杯
分
ず
つ

５
、６
人
で
飲
ん
だ
」
と
の
記
述
も
あ
り
、

場
所
に
よ
っ
て
水
分
補
給
で
き
た
地
域
と

で
き
な
い
地
域
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
貯
水
タ
ン
ク
の
水

を
飲
も
う
と
思
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
虫

が
い
た
り
、
泥
が
混
じ
っ
て
い
た
り
し
て

い
た
た
め
、
し
ば
ら
く
沈
殿
さ
せ
て
飲
ん

だ
と
答
え
た
人
も
存
在
し
た
。

（
５
）�

仮
設
住
宅
在
住
者
等
の
現
在
の
食

生
活
に
つ
い
て

買
い
物
不
便
、
台
所
狭
く

①
１
日
の
食
事
に
つ
い
て

　

仮
設
住
宅
在
住
者
を
中
心
と
し
た
回
答

者
の
現
在
の
食
事
で
三
食
毎
日
食
べ
て
い

る
割
合
は
75
・
９
％
、
毎
日
食
べ
て
い
な

い
割
合
は
８
・
６
％
で
あ
っ
た
（
図
４- 

23
）。
毎
日
食
べ
て
い
な
い
と
答
え
た
人

は
20
～
30
代
が
多
く
、
特
に
朝
食
の
「
欠

食
」
が
多
い
。
欠
食
と
は
▽
食
事
を
し
な

い
▽
錠
剤
な
ど
に
よ
る
栄
養
素
の
補
給
や

栄
養
ド
リ
ン
ク
の
み
の
摂
取
▽
菓
子
、
果

物
、
乳
製
品
、
嗜
好
飲
料
な
ど
の
食
品
の

み
の
摂
取

―
の
い
ず
れ
か
を
指
す
。

　

平
成
27
年
度
国
民
健
康
栄
養
調
査
の
結

果
で
は
、
20
代
男
性
の
朝
食
欠
食
率
が
24

％
、
女
性
が
25
・
３
％
、
30
代
で
男
性

25
・
６
％
、
女
性
で
14
・
４
％
で
あ
る
。

本
調
査
の
回
答
者
に
は
20
代
、
30
代
が
数

人
し
か
い
な
い
が
、
若
い
世
代
の
欠
食
に

つ
い
て
は
全
国
的
な
傾
向
と
似
て
い
る
。

②
肉
、
魚
、
野
菜
、
果
物
の
嗜
好
性

　

肉
、
魚
の
嗜
好
性
に
つ
い
て
は
、
肉
で

は
「
大
好
き
」「
好
き
」
と
合
わ
せ
て

56
・
９
％
、
魚
で
は
82
・
８
％
で
あ
り
、

野
菜
で
は
68
・
９
％
、
果
物
で
は
77
・
６

％
で
あ
っ
た
（
図
４- 

24
）。
ま
た
、
１
週

間
の
う
ち
に
食
べ
て
い
る
日
数
に
つ
い
て

肉
と
魚
を
比
べ
て
み
る
と
、
肉
よ
り
も
魚

を
食
べ
て
い
る
割
合
が
高
く
、
さ
ら
に
野

菜
を
毎
日
食
べ
て
い
る
と
答
え
た
人
も
多

か
っ
た
（
図
４- 
25
）。
魚
を
好
む
と
と
も

に
野
菜
も
好
き
な
人
が
多
い
こ
と
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
も
良
い
傾
向

で
あ
る
。
山
田
町
は
海
に
近
く
、
魚
が
豊

富
で
あ
り
町
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
で
も
多
種
多
様
に
販
売
さ
れ
て
お

り
、
価
格
も
手
頃
で
あ
る
。
漁
業
従
事
者

が
多
い
町
で
あ
り
、
地
魚
を
入
手
し
や
す

い
環
境
に
あ
る
こ
と
も
魚
の
嗜
好
性
、
食

習
慣
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③�

震
災
前
と
現
在
に
お
け
る
食
べ
る
量
の

変
化
に
つ
い
て

　

震
災
前
と
現
在
の
食
べ
る
量
の
変
化
に

お
い
て
、変
わ
ら
な
い
と
答
え
た
割
合
は
、

肉
は
56
・
９
％
、
魚
は
69
％
、
野
菜
は

65
・
５
％
、
果
物
は
72
・
４
％
で
あ
っ
た
。

「
全
く
食
べ
な
く
な
っ
た
」「
食
べ
な
く
な

っ
た
」
と
答
え
た
割
合
は
肉
で
24
・
１
％
、

魚
で
12
％
、
野
菜
で
10
・
３
％
、
果
物
で

15
・
５
％
で
あ
っ
た
（
図
４- 

26
）。
食
べ

る
量
が
変
わ
っ
た
理
由
と
し
て
、「
料
理

す
る
の
が
面
倒
だ
」「
台
所
が
狭
い
」「
値

段
が
高
い
」「
買
い
物
が
不
便
」「
食
べ
る

の
が
面
倒
だ
」と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
魚
に
関
し
て
は
「
買
い
物
が
不

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
提
供
の
仕
方
を
考

慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
震
災
後
ど
れ
く
ら
い
で
震
災
前
と
同

様
な
食
事
に
な
っ
た
か
」と
い
う
質
問（
図

４- 

17
）
で
は
、「
１
カ
月
以
上
」
と
の
回

答
が
一
番
多
く
26
人
（
44
・
８
％
）、「
20

～
30
日
く
ら
い
」
が
12
人
（
20
・
７
％
）、

「
10
～
20
日
く
ら
い
」
が
12
人
（
20
・
７
％
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
で
は
、
半
数
近
く

が
「
１
カ
月
以
上
」
と
答
え
て
お
り
、
1

カ
月
の
間
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
に
つ

い
て
は
充
足
し
て
い
て
も
食
事
に
対
す
る

満
足
感
が
得
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

食
べ
て
い
な
い
と
答
え
た
人
の
中
に

は
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
下
で
あ

っ
て
も
食
べ
て
い
な
い
人
が
存
在
す
る
。

こ
れ
は
、
食
欲
が
な
く
て
食
べ
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

②
食
べ
物
の
入
手
に
つ
い
て

　

食
べ
た
物
の
入
手
方
法
は
、
多
く
が
炊

き
出
し
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
親
戚
・
知
人

と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。
親
戚
・
知
人

か
ら
入
手
と
答
え
た
人
は
、
親
戚
・
知
人

宅
に
避
難
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
図
４- 

18
）。

③
水
分
補
給
に
つ
い
て

図 4-17  �何日目以降に震災前と同じような
食事になったか
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図 B12 3月 11日の食事の感想 

 
 

 

 
図 B13 何日目以降に震災前と同じような食事になったか 
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図 B14 食べた物の入手について 

 
図 B15 水分補給について 
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図 B16 3月 11日の地域における水分補給の違いについて 
 
 
 

 
図 B17－1 3月 11日の大沢地域における水分補給の状況 
 

 
図 B17－2 3月 11日の山田地域における水分補給の状況 
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図 B16 3月 11日の地域における水分補給の違いについて 
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図 B17－2 3月 11日の山田地域における水分補給の状況 
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図 B14 食べた物の入手について 

 
図 B15 水分補給について 
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図 B14 食べた物の入手について 

 
図 B15 水分補給について 
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図 B18 水分の入手について 

 
 
 

 
 
図 B19 現在の食事は、三食食べているか。 
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図 B18 水分の入手について 

 
 
 

 
 
図 B19 現在の食事は、三食食べているか。 

 

0

2

4

6

8

10
（人）

0

20

40

60

80
（％）

213 212

第3章  伝える │ 津波の来襲と避難　［4 避難者は何を食べていたか］



便
」
と
回
答
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
。
近

所
の
人
々
、
知
り
合
い
等
か
ら
容
易
に
入

手
で
き
る
こ
と
か
ら
買
い
物
の
大
変
さ
を

感
じ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

④
食
生
活
で
大
切
な
こ
と

　

食
生
活
で
大
切
な
こ
と
は
何
か
と
い
う

質
問
で
は
、「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
」「
誰
か
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
」

と
の
回
答
が
高
く
、
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事

を
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
を
重
要
視
す
る
人

が
多
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
４- 

27
）。

　

食
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
で
は
、「
食

材
が
高
い
」「
台
所
が
狭
い
」

「
買
い
物
が
し
に
く
い
」
と

答
え
た
割
合
が
高
い
（
図
４

- 

28
）。
聞
き
取
り
調
査
で
も

「
仮
設
住
宅
の
台
所
の
調
理

台
は
非
常
に
狭
く
、
て
ん
ぷ

ら
な
ど
の
揚
げ
物
や
魚
を
さ

ば
く
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
の
で

複
雑
な
調
理
を
す
る
気
に
は

な
れ
な
い
」
と
の
回
答
が
得

ら
れ
た
。

（
６
）
備
蓄
に
つ
い
て

　

震
災
前
と
現
在
の
備
蓄
の

状
況
で
は
、
震
災
前
は
備
蓄

を
し
て
い
な
か
っ
た
割
合
が

67
・
２
％
、
し
て
い
た
割
合

が
27
・
６
％
、
現
在
も
し
て

い
な
い
と
答
え
た
割
合
は

56
・
９
％
、
し
て
い
る
と
答

え
た
割
合
が
41
・
４
％
だ
っ

た
（
図
４- 

29
）。
備
蓄
を
し

て
い
る
割
合
は
13
・
８
％
増

え
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
備
蓄
を
し
て
い

な
い
割
合
が
高
い
。
少
な
く
と
も
水
な
ど

は
備
蓄
を
し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
特
に

簡
易
ト
イ
レ
や
生
理
用
品
な
ど
は
地
域
拠

点
だ
け
で
な
く
家
庭
で
も
備
蓄
を
す
る
な

ど
対
策
の
強
化
が
望
ま
れ
る
。

（
７
）
震
災
前
後
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

　

震
災
後
と
現
在
の
体
調
に
つ
い
て
は
、

震
災
前
に
比
べ
て
現
在「
悪
い
」と
答
え
た

割
合
が
高
か
っ
た（
図
４- 

30
）。ま
た
、
睡

眠
も
同
様
に
震
災
前
と
比
べ
て
現
在
で
は

眠
れ
な
い
と
答
え
た
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
た(

図
４- 

31
）。
発
災
か
ら
４
年
半
経

過
し
た
時
点
で
も
、
震
災
が
体
調
と
睡
眠

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）�
震
災
前
と
現
在
に
お
け
る
心
理
状

態
の
変
化
に
つ
い
て

先
行
き
「
明
る
く
な
い
」

①�

震
災
前
と
現
在
に
お
い
て
普
段
な
ら
何

で
も
な
い
こ
と
を
お
っ
く
う
だ
と
感
じ

る
か
ど
う
か

　

仮
設
住
宅
在
住
者
等
の
回
答
に
お
い

て
、
震
災
前
に
比
べ
て
現
在
で
は
、「
た

い
て
い
お
っ
く
う
だ
と
感
じ
る
」「
い
つ

も
お
っ
く
う
だ
と
感
じ
る
」
が
増
加
し
て

お
り
、
普
段
な
ら
何
で
も
な
い
こ
と
を
お

っ
く
う
だ
と
感
じ
て
い
る
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
た
（
図
４- 

32
）。
生
き
る
意
欲
の

低
下
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
か
ら

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

②�

心
配
事
や
困
り
事
が
あ
る
と
き
心
配
し

て
く
れ
る
人
が
い
た
か
ど
う
か

　

震
災
前
は
「
は
い
」
と
答
え
た
割
合
が

84
・
５
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
現
在
で
は

77
・
６
％
に
減
少
し
て
い
た
（
図
４- 

33
）。

逆
に
自
分
が
相
談
を
受
け
た
程
度
に
つ
い

て
は
、
震
災
前
が
「
い
つ
で
も
相
談
に
乗

っ
て
い
た
」「
た
い
て
い
相
談
に
乗
っ
て

い
た
」
を
合
わ
せ
て
56
・
９
％
で
あ
り
、

現
在
は
53
・
５
％
で
あ
っ
た
（
図
４- 

34
）。

③�

お
寺
、
神
社
、
教
会
へ
の
参
拝・礼
拝
、
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い
な
い
傾
向
で
あ
っ
た
（
図
４- 

39
）。

（
９
）
ま
と
め

適
所
に
食
料
備
蓄
を

　

回
答
数
が
少
な
い
質
問
紙
調
査
で
あ
っ

た
も
の
の
、
山
田
町
の
仮
設
住
宅
等
に
居

住
す
る
被
災
者
に
つ
い
て
、
避
難
生
活
に

お
け
る
食
、
健
康
、
心
理
等
の
状
況
を
お

お
ま
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
り
多

く
の
回
答
が
得
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
傾
向
が

変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
質
問
紙
調
査

に
よ
っ
て
現
時
点
で
得
ら
れ
た
知
見
を
整

理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

津
波
直
後
の
食
事
や
水
分
補
給
に
お
い

て
は
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
地
域
と
で

き
な
か
っ
た
地
域
が
存
在
す
る
と
と
も

に
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
量
に
つ
い
て

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
十
分
な
食
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
は
、
１
個
の
お

に
ぎ
り
や
少
量
の
水
分
を
複
数
の
人
で
分

か
ち
合
っ
て
い
た
。

　

現
在
の
食
生
活
で
は
、
食
べ
る
食
品
の

種
類
や
量
に
つ
い
て
は
、
以
前
と
変
わ
ら

な
い
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
が
、
仮
設

住
宅
の
台
所
の
調
理
台
が
狭
い
こ
と
に
よ

っ
て
調
理
す
る
内
容
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
よ
う
。

　

山
田
町
の
仮
設
住
宅
在
住
者
が
魚
嗜
好

で
野
菜
も
好
ん
で
食
べ
て
い
る
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
良
い
食
習
慣
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
質
問
紙
調

査
で
は
塩
分
摂
取
量
が
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
が
、
避
難
所
で
の
食
事
の
栄
養
素
分

析
結
果
を
考
慮
す
る
と
、
過
剰
摂
取
の
恐

れ
が
あ
り
、
留
意
し
た
方
が
よ
い
。

　

食
品
な
ど
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て
、
備

蓄
を
し
て
い
な
い
割
合
が
高
い
。
発
災
か

ら
数
日
間
で
は
、
地
域
・
地
区
に
よ
り
食

べ
る
こ
と
が
で
き
た
食
事
内
容
や
水
分
補

給
状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
拠
点

だ
け
で
な
く
、
家
庭
に
も
適
切
な
食
料
品

等
を
備
蓄
し
、
特
に
市
街
地
で
沢
水
や
井

戸
水
の
利
用
が
で
き
な
い
地
区
で
は
、
十

分
な
飲
料
水
の
確
保
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

町
民
の
心
理
的
状
況
に
つ
い
て
は
、
震

災
が
現
在
で
も
体
調
や
睡
眠
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
復
興
の

遅
れ
が
長
期
化
す
る
と
心
理
的
な
負
担
が

よ
り
一
層
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
、
個
人

の
特
性
に
も
応
じ
た
着
実
な
対
応
を
継
続

的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

墓
参
り
に
行
っ
て
い
た
頻
度

　

震
災
前
と
現
在
（
過
去
1
年
以
内
に
ど

の
程
度
行
っ
た
か
）
で
は
、
震
災
前
、
現

在
と
も
１
年
に
２
～
３
回
と
答
え
た
割
合

が
高
く
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
傾
向
を
示
し
た

（
図
４- 

35
）。

④�

震
災
前
と
現
在
で
先
行
き
明
る
い
と
感

じ
る
程
度

　

震
災
前
は
「
い
つ
も
感
じ
て
い
た
」「
と

き
ど
き
感
じ
て
い
た
」
を
合
わ
せ
て
32
・

８
％
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
18
・
９
％
と
、

先
行
き
明
る
い
と
感
じ
て
い
る
割
合
が
減

少
し
て
い
た
（
図
４- 

36
）。
一
方
、
先
行

き
明
る
い
と
「
あ
ま
り
感
じ
な
い
」「
全

く
感
じ
な
い
」
と
答
え
た
割
合
は
増
加
し

て
お
り
、
震
災
前
と
現
在
で
は
差
が
見
ら

れ
た
。
年
齢
構
成
で
見
る
と
、
70
代
で
は

「
と
き
ど
き
感
じ
る
」
と
答
え
た
人
が
一

番
多
く
、
50
代
、
60
代
で
は
「
あ
ま
り
感

じ
な
い
」
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

⑤
他
人
か
ら
の
手
助
け
に
つ
い
て

　

周
り
の
人
の
手
助
け
な
し
で
外
出
で
き

る
か
ど
う
か
の
質
問
で
は
、
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
年
代
で
は
80
代
以
上

の
人
が
６
人
い
る
も
の
の
「
手
助
け
が
必

ず
必
要
」「
手
助
け
が
必
要
」な
人
の
割
合

は
１
・
７
％
（
１
人
）
と
少
な
か
っ
た
（
図

４- 

37
）。
６
人
の
う
ち
３
人
は
仮
設
住
宅

の
談
話
室
に
通
う
活
動
的
な
人
だ
っ
た
。

⑥
家
計
の
や
り
く
り
に
つ
い
て

　
「
順
調
」「
普
通
」
と
答
え
た
割
合
は

62
・
１
％
、「
困
っ
て
い
る
」「
大
変
困
っ

て
い
る
」
と
答
え
た
割
合
は
29
・
３
％
で

あ
り
、
困
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
割
合

が
３
割
近
い
結
果
で
あ
っ
た（
図
４- 

38
）。

⑦�

全
体
的
な
生
活
の
満
足
度
に
つ
い
て

　
「
あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い
」「
全
く
満

足
し
て
い
な
い
」
割
合
が
41
・
４
％
で
あ

り
、
現
在
は
あ
ま
り
満
足
感
を
得
ら
れ
て

図4-35
震災前、お寺、神社、教会への参拝・礼拝、
墓参りに行っていた頻度図4-39  全体的な生活の満足度
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図 B35 全体とした生活の満足度 
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図 B33 周りの人の手助けなしで外出できるか 
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図 B31 震災前、お寺、神社、教会への参拝・礼拝、墓参りに行っていた頻度 

 
 

 
図 B32 震災前と現在で先行き明るいと感じる程度 
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図 B33 周りの人の手助けなしで外出できるか 
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図4-32  �震災前と現在において普段なら何でもない
ことをおっくうだと感じたか
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図 B27 震災前と現在の睡眠について 

 
 

 

図 B28  震災前と現在において普段なら何でもないことをおっくうだと感じたか。 
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図4-33  震災前と現在で心配事や困り事があるとき、
　　　　 心配してくれる人がいたかどうか 
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図 B29 震災前と現在で心配事や困り事があるとき、心配してくれる人がいたかどうか 

 

 

 
図 B30 震災前、身近な親しい人の心配事や困り事について相談を受けた程度 
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図 B29 震災前と現在で心配事や困り事があるとき、心配してくれる人がいたかどうか 
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図 B31 震災前、お寺、神社、教会への参拝・礼拝、墓参りに行っていた頻度 

 
 

 
図 B32 震災前と現在で先行き明るいと感じる程度 

 
 

 

 

 

 

 

 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0
（％）

震災前 現在

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

い
つ
も
感
じ
て
い
た

と
き
ど
き
感
じ
て
い
た

ど
ち
ら
で
も
な
か
っ
た

あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た

ま
っ
た
く
な
か
っ
た

無
回
答

い
つ
も
感
じ
る

と
き
ど
き
感
じ
る

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
感
じ
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

震災前 現在

（％）

217 216

第3章  伝える │ 津波の来襲と避難　［4 避難者は何を食べていたか］



Ａ  

土
地
の
特
徴
と
津
波
災
害
の

　

  

規
模
お
よ
び
津
波
火
災

　

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
自
然
災
害
は
、
そ

の
土
地
の
特
徴
を
背
景
と
し
て
、
発
端
と

な
っ
た
自
然
現
象
の
規
模
、
多
様
な
情
報

の
全
部
あ
る
い
は
一
部
を
認
識
し
て
の
判

断
、
そ
し
て
そ
の
判
断
に
基
づ
く
対
応
行

動
な
ど
が
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
結
果
で

あ
る
。
土
地
の
特
徴
に
は
、
極
め
て
長
い

時
間
を
要
し
て
形
成
さ
れ
た
地
形･

地
質

そ
の
も
の
に
加
え
て
、
そ
の
一
部
を
人
が

改
変
し
て
利
用
し
た
経
緯
も
含
ま
れ
る
。

　

発
端
と
な
っ
た
自
然
現
象
と
は
、
今
回

の
場
合
、
言
う
ま
で
も
な
く
地
震
に
起
因

し
た
津
波
で
あ
る
。
情
報
に
は
、
防
災
無

線
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
の
公
的
情
報
か

ら
、
事
前
に
持
っ
て
い
た
知
識
、
人
づ
て

の
話
、
さ
ら
に
は
流
言
ま
で
、
多
様
な
も

の
が
あ
る
。対
応
行
動
は
、も
ち
ろ
ん
人
々

の
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
避
難

者
自
身
の
素
早
さ
や
持
久
力
な
ど
の
体
力

に
も
大
き
く
制
約
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」１
・

同
２
で
山
田
町
の
海
岸
付
近
を
中
心
に
広

く
概
観
し
て
、
ま
た
地
区
別
に
や
や
細
か

く
見
て
き
た
事
実
、
お
よ
び
同
３
・
同
４

で
見
た
避
難
生
活
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記

述
を
、
手
短
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

過
去
の
津
波
の
「
踏
襲
」「
増
幅
」

　

発
端
と
な
っ
た
地
震
は
、
今
の
と
こ
ろ

千
年
に
一
度
程
度
の
頻
度
で
起
こ
る
規
模

の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
講
じ
ら
れ
て
い
た

諸
対
策
の
前
提
を
大
き
く
上
回
る
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
直
後
の
地
震

規
模
算
定
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
当
初

伝
達
さ
れ
た
予
想
津
波
高
は
、
結
果
的
に

実
態
よ
り
か
な
り
低
か
っ
た
。
実
際
の
津

波
高
は
、
自
分
自
身
の
経
験
や
、
親
や
祖

父
母
な
ど
か
ら
直
接
教
え
ら
れ
た
チ
リ
地

震
津
波
（
１
９
６
０
年
）
や
昭
和
三
陸
大

津
波
（
１
９
３
３
年
）
お
よ
び
明
治
三
陸

大
津
波
（
１
８
９
６
年
）
よ
り
高
く
、
主

に
チ
リ
地
震
津
波
と
同
規
模
の
津
波
を
想

定
し
て
建
設
さ
れ
た
防
潮
堤
を
乗
り
越
え

て
居
住
域
に
津
波
が
侵
入
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

津
波
」
と
感
じ
た
人
が
多
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
山
田
町
内
各
地
区
で
現
実
に

引
き
起
こ
さ
れ
た
現
象
は
、
過
去
の
災
害

記
録
誌
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
最
近
百

数
十
年
間
の
地
震
・
津
波
災
害
の
発
生
様

式
を
大
き
く
覆
す
と
い
う
よ
り
も
、「
自

然
現
象
」
と
し
て
は
、
む
し
ろ
そ
れ
を
踏

襲
し
増
幅
し
た
も
の
と
い
え
、「
想
定
」

で
き
る
範
囲
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
田
町
の
各
海
岸
に
到
達
し
た
津
波
高

は
、
図
１-

１（
135
㌻
）・
図
１-

３（
137
㌻
）

に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
地
点
に

お
い
て
も
防
潮
堤
の
高
さ
を
上
回
っ
た
の

で
、
越
流
が
生
じ
た
。
海
岸
で
の
津
波
の

破
壊
力
は
、
湾
内
で
の
位
置
、
海
岸
お
よ

び
沿
岸
海
底
の
地
形
、
そ
し
て
防
波
堤
等

沿
岸
構
造
物
に
左
右
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
例
え
ば
、
山
田
漁
港
で
南
部
の
岸
壁

や
防
潮
堤
、
閘こ

う

門も
ん

な
ど
が
北
部
に
比
べ
て

大
き
く
破
壊
さ
れ
た
の
は
、
浅
海
底
の
谷

状
部
に
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
っ
て

押
し
寄
せ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
も
少
な

く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
154
㌻
、
図
２- 

23
）。
ま
た
、
地
盤
の
状
況
（
139
㌻
の
図

２- 

４
ほ
か
各
地
区
の
地
質
断
面
図
）
か

ら
見
て
、
津
波
来
襲
前
に
強
震
動
で
破
壊

さ
れ
、
あ
る
い
は
液
状
化
で
沈
下
し
て
い

た
海
岸
構
造
物
が
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
不

思
議
で
は
な
い
が
、
確
認
さ
れ
る
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

津
波
３
ｍ
で
木
造
建
築
流
失

　

津
波
の
高
さ
は
、
例
え
ば
154
㌻
の
図
２

- 

25
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
防
潮
堤
の
内

側
（
陸
側
）
で
外
側
よ
り
も
１
メ
ー
ト
ル

以
上
低
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
防
潮

堤
等
は
越
流
さ
れ
、
あ
る
い
は
倒
壊
し
て

も
津
波
を
抑
制
す
る
効
果
を
発
揮
し
た
場

合
が
多
い
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
陸

側
に
押
し
流
さ
れ
た
閘
門
が
民
間
建
築
物

に
衝
突
し
破
壊
し
た
例
も
あ
る
。
陸
上
に

達
し
た
津
波
は
、
津
波
の
流
速
や
建
築
物

の
強
度
に
も
よ
る
が
、
一
般
に
浸
水
深
２

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
木
造
建
築
物
を
大

き
く
破
壊
し
、
浸
水
深
３
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
と
流
失
さ
せ
た
。
ま
た
、こ
こ
で
は
、

浸
水
深
５
メ
ー
ト
ル
程
度
を
超
え
た
場
合

に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物
の

柱
な
ど
を
部
分
的
に
破
壊
し
た
。

　

山
田
地
区
の
場
合
、最
大
波
の
影
響
は
、

海
岸
線
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
程
度
内
陸
ま

で
及
び
、
そ
の
範
囲
で
は
木
造
建
築
物
を

中
心
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物

の
一
部
も
大
破
・
流
失
し
た
。
破
壊
さ
れ

な
か
っ
た
建
造
物
が
点
在
す
る
こ
の
範
囲

よ
り
内
陸
側
で
は
、
か
つ
て
家
屋
の
一
部

な
ど
で
あ
り
財
産
で
あ
っ
た
「
残
骸
」
が

堆
積
し
て
帯
状
に
縁
ど
り
（
図
５-

１
）、

こ
の
地
帯
よ
り
さ
ら
に
内
側
で
は
浸
水
深

が
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
た
。

　
「
帯
状
の
残
骸
」
よ
り
内
陸
側
の
こ
の

範
囲
で
は
、津
波
高
が
６
メ
ー
ト
ル
弱
で
、

浸
水
深
３
メ
ー
ト
ル
よ
り
浅
く
、
建
築
物

を
破
壊
す
る
ほ
ど
流
速
が
速
く
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
浸
水
以
外
の
建
築
物
へ
の

被
害
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
（
154
㌻
、
図
２- 

25
）。
ま
た
、

平
野
部
を
河
川
沿
い
に
津
波
が
遡そ

上じ
ょ
うし

た

限
界
は
、
織
笠
川
沿
い
で
約
２
キ
ロ
、
関

口
川
沿
い
で
約
１
キ
ロ
、
大
沢
川
沿
い
で

約
０
・
７
キ
ロ
、
市
街
地
で
か
な
り
の
区

間
が
暗あ

ん

渠き
ょ

化
さ
れ
た
西
川
に
沿
っ
た
低
地

で
は
約
０
・
８
キ
ロ
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
津
波
に
引
き
続
き
、
山
田
、
田

の
浜
、
織
笠
、
大
沢
の
４
地
区
で
合
わ
せ

て
７
地
点
か
ら
出
火
し
た
。
山
田
地
区
で

は
消
防
庁
の
調
べ
な
ど
に
よ
る
と
「
約
17

ヘ
ク
タ
ー
ル
」
の
範
囲
が
延
焼
し
た
。
田

の
浜
地
区
で
は
住
宅
地
か
ら
山
林
に
も
火

災
が
及
び
、
高
木
や
亜
高
木
や
下
草
な
ど

の
森
林
の
構
造
に
応
じ
て
「
全
焼
」
あ
る

い
は
「
部
分
焼
け
」
な
ど
が
生
じ
た
。
現

地
調
査
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

の
、
空
中
写
真
判
読
で
の
簡
易
計
測
に
基

づ
く
と
、
田
の
浜
で
は
お
お
よ
そ
１
６
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲
で
火
災
が
生
じ
た
と

推
定
で
き
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
発
災
か
ら
６
年
が

経
過
し
た
も
の
の
、
当
時
を
知
る
人
々
か

ら
の
聞
き
取
り
、
お
よ
び
彼
ら
を
交
え
て

の
現
地
調
査
な
ど
を
行
い
、
津
波
火
災
に

関
わ
る
正
確
な
記
録
を
残
す
必
要
が
あ

る
。
同
様
に
、
織
笠
お
よ
び
大
沢
で
発
生

し
た
火
災
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実
態
の
解

明
を
今
後
も
行
う
必
要
が
あ
る
。

Ｂ  

避
難
行
動

（
１
）
地
形
空
間
と
の
関
係

最
大
５
０
０
ｍ
移
動
で
避
難
可

　
「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」で
記
録
・
分
析
・

考
察
の
対
象
と
し
た
避
難
行
動
は
、
基
本

的
に
「
津
波
」
の
襲
来
お
よ
び
浸
水
か
ら

逃
げ
る
た
め
の
も
の
に
限
定
し
た
。
山
田

町
の
全
地
区
で
は
、
安
全
な
「
高
台
」
に

た
ど
り
着
く
ま
で
よ
り
長
い
時
間
が
か
か

る
「
海
岸
近
く
」
に
避
難
者
が
い
た
と
し

て
も
、
基
本
的
に
傾
斜
約
３
度
以
下
の
ほ

ぼ
平
坦
な
区
間
を
直
線
距
離
で
多
く
の
場

合
２
０
０
メ
ー
ト
ル
程
度
、
最
大
５
０
０

メ
ー
ト
ル
程
度
移
動
す
れ
ば
非
浸
水
域
に

到
達
し
、
津
波
か
ら
避
難
で
き
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

土
地
の
特
徴
と
津
波
災
害
の

規
模
、避
難
行
動・
避
難
生
活

―
―「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」総
合
考
察

明治三陸大津波の被害を伝える当時の雑誌『風俗画報』から。
山田町では東日本大震災と同様、火災が生じた

5

▼
０ｍ T.P.

6.6 ｍ T.P.
▼

▼
津波高 10 ｍ T.P.

▼
津波高 5.7 ｍ T.P.6 ｍ T.P.

▼
浸水深 3 ｍ

▼
7 ｍ T.P.

非浸水域浸水域
家屋残存

浸水深 6 ｍ

木造建築物流失鉄筋建築物破壊

防 

潮 

堤

０ｍ 1500 m

海域

残
骸

平  野

丘陵
地・
山地 図5-1

山田町山田地区の津波
浸水高の縦断面図

（模式図）
「残骸」は，一般に浸水域全
域に広がるが，特に集まって

「帯状」に広がる部分のみを
模式的に表した

219 218
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ち
退
き
避
難
」
に
関
わ
る
移
動
行
動
を
完

了
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実

の
避
難
で
は
、「
２ 

土
地
の
特
徴
と
避
難

行
動
」
に
記
し
た
各
地
区
で
の
聞
き
取
り

調
査
結
果
か
ら
よ
く
分
か
る
よ
う
に
、
実

に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
、い
く
つ
か
の「
目

的
地
点
」を
経
由
し
て
複
雑
な
迂う

回か
い

・
往

復
行
動
が
取
ら
れ
、
地
震
波
到
達
後
長
距

離
を
移
動
し
た
例
が
少
な
く
な
い
。
ま
た

家
に
と
ど
ま
り
速
や
か
な
移
動
を
行
わ
な

か
っ
た
人
の
多
く
は
、
家
の
中
で
金
庫
や

た
ん
す
な
ど
幾
つ
か
の
「
目
的
箇
所
」
を

巡
っ
て
と
ど
ま
り
、
避
難
開
始
ま
で
に
長

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

こ
の
「
目
的
地
点
・
箇
所
」
に
人
を
引

き
つ
け
た
も
の
と
し
て
、
①
肉
親
知
人
等

②
家
や
店
等
③
家
屋
の
中
で
の
経
済
的
あ

る
い
は
社
会
的
・
家
族
的
に
価
値
が
あ
る

「
小
物
」―
が
挙
げ
ら
れ
る（
図
５-

２
）。

空
間
的
に
表
現
さ
れ
る
ス
ケ
ー
ル
が
異
な

る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
「
目
的
地
点
・
箇

所
」
で
は
、
大
事
な
人
の
安
否
を
確
認
し

た
り
、
地
震
で
乱
れ
た
場
合
に
は
掃
除
を

す
る
な
ど
の
「
原
状
回
復
」
を
図
り
、
あ

る
い
は
盗
難
防
止
等
の
目
的
で
価
値
あ
る

物
を
持
ち
出
し
た
り
、
現
時
点
で
成
り
立

つ
生
活
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
人
や
物

が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
か
な
ど
の
確
認
が

さ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、

こ
の
①
～
③
に
つ
い
て
は
、
ア
「
津
波
が

来
る
」
あ
る
い
は
イ
「
来
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
判
断
の
下
で
行
わ
れ
た
。

津
波
見
よ
う
と
犠
牲
に

　

ま
た
、「
価
値
あ
る
物
」
に
準
じ
て
加

え
ら
れ
る
分
類
群
と
し
て
、
④
津
波
と
い

う
現
象
そ
の
も
の
を
挙
げ
た
い
（
図
５-

２
）。「
２ 

土
地
の
特
徴
と
避
難
行
動
」

の
Ａ
「
浜
川
目
」
で
の
避
難
行
動
で
「
津

波
が
来
る
と
思
っ
た
が
、『
ま
だ
来
ね
え

が
な
』
と
考
え
て
」、
堤
防
の
す
ぐ
内
側

に
い
て
「
海
を
見
続
け
て
い
る
」
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
山
田
町
に
限
ら
ず
に

「
津
波
が
ま
だ
来
な
い
」
と
考
え
て
、
あ

る
い
は
「
津
波
が
来
る
か
来
な
い
か
半
信

半
疑
で
あ
っ
た
」
が
「
津
波
を
見
る
た
め
」

に
海
岸
近
く
で
海
の
変
化
を
見
続
け
た
結

果
と
し
て
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
津
波
被
災
地
で
数
多
く
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

一
方
、
避
難
行
動
の
聞
き
取
り
に
は
採

録
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
津
波
の
来
襲
と

避
難
」
共
同
執
筆
者
の
阿
部
隆
に
よ
る
日

本
地
理
学
会
で
の
報
告
事
例
（
２
０
１
６

年
）
な
ど
で
も
あ
る
よ
う
に
、
ウ
「
こ
こ

ま
で
は
津
波
は
来
な
い
」と
考
え
て
⑤「
津

波
到
達
予
想
地
区
よ
り
も
標
高
が
や
や
高

い
場
所
に
あ
る
自
宅
な
ど
に
と
ど
ま
っ

て
」「
予
期
せ
ぬ
津
波
」
の
襲
来
に
遭
っ

て
命
を
落
と
し
た
事
例
も
多
数
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

図
５-

２
は
、避
難
行
動
に
関
わ
る
「
推

断
」「
判
断
」「
行
動
」「
目
的
地
点
・
箇
所
」

そ
し
て
「
体
力
」
と
の
関
係
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
。こ
こ
で
は
省
略
し
た
も
の
の
、

津
波
の
襲
来
に
関
わ
る
緊
急
的
な「
情
報
」

の
入
手
の
有
無
な
ど
が
、「
推
断
」
の
前

段
階
的
な
位
置
づ
け
と
な
る
。
そ
し
て
、

自
ら
が
居
る
場
所
に
「
津
波
が
来
る
か
、

来
な
い
か
」
を
「
推
断
」
す
る
段
階
が
あ

り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
避
難
行
動
を
行
う

か
ど
う
か
が
「
判
断
」
さ
れ
、
そ
し
て
そ

の
手
段
や
経
路
な
ど
が
選
択
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、選
択
さ
れ
た
「
行
動
」
に
お
い
て
、

到
達
目
標
で
も
あ
り
経
由
地
点
と
も
な
り

得
る
「
目
的
地
点
・
箇
所
」
ま
で
の
一
連

の
行
動
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。

瞬
発
力
要
求
さ
れ
る
場
面
も

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、「
持
久
力

的
体
力
」
が
発
現
さ
れ
る
比
率
は
「
目
的

　

大
き
な
平
野
で
あ
れ
ば
河
川
に
ほ
ぼ
直

交
す
る
方
向
に
、
よ
り
小
さ
な
平
野
な
ら

ば
海
岸
線
に
直
交
す
る
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ

移
動
す
れ
ば
よ
く
、
最
終
盤
で
坂
道
を
多

少
上
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
健
常
な
歩

け
る
高
齢
者
の
体
力
を
想
定
す
れ
ば
、
２

〜
３
分
程
度
で
浸
水
域
を
脱
出
で
き
、
長

く
て
も
10
分
は
か
か
ら
な
い
で
非
浸
水
域

に
到
達
で
き
る
。
こ
れ
は
、「
２ 

土
地
の

特
徴
と
避
難
行
動
」
の
Ｊ
に
記
し
た
「
立

ち
退
き
避
難
」
実
験
か
ら
検
証
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
介
護
さ

れ
る
こ
と
な
く
暮
ら
せ
る
人
の
体
力
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
地
震
発
生
か
ら
津
波
到
達

ま
で
に
か
か
っ
た
お
お
よ
そ
30
分
間
の
時

間
内
で
十
二
分
に
「
立
ち
退
き
避
難
」
が

可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
大
浦
の
よ
う
に
低
地
の
集
落

の
す
ぐ
背
後
に
斜
面
（
傾
斜
５
～
15
度
程

度
の
山
麓
緩
斜
面
）が
迫
っ
て
い
る
場
合
、

格
段
に
短
い
距
離
で
津
波
か
ら
避
難
で
き

る
が
、
そ
の
分
、
よ
り
急
な
坂
で
の
上
り

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
体
力
的
な

弱
者
で
あ
る
ほ
ど
避
難
が
困
難
に
な
る
。

そ
し
て
、「
介
護
度
」
が
高
い
高
齢
者
な

ど
速
や
か
な
移
動
が
困
難
な
人
の
場
合
に

は
、
１
人
で
の
「
立
ち
退
き
避
難
」
が
で

き
な
く
な
る
。
Ｊ
で
記
し
た
高
齢
者
施
設

「
シ
ー
サ
イ
ド
か
ろ
」
で
入
所
者
74
人
と
、

職
員
14
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
関
わ
る

避
難
路
の
分
析
結
果
か
ら
も
、
介
護
度
が

高
い
人
の
場
合
に
は
、
体
力
に
応
じ
て
一

定
の
傾
斜
以
上
で
は
車
い
す
や
シ
ル
バ
ー

カ
ー
な
ど
の
車
輪
で
の
移
動
が
難
し
か
っ

た
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
急

傾
斜
に
な
れ
ば
障
害
と
な
る
「
階
段
」
や

「
段
差
」
な
ど
が
出
現
し
、
極
め
て
困
難

な
避
難
環
境
と
な
る
。

「
山
麓
緩
斜
面
」
活
用
が
鍵

　

今
後
の
留
意
点
と
し
て
、「
介
護
度
」

が
高
い
人
々
が
入
所
す
る
高
齢
者
施
設
な

ど
は
、
普
段
の
生
活
で
入
所
者
が
行
動
可

能
な
平
坦
地
を
あ
る
一
定
面
積
で
確
保
で

き
る
場
所
で
、
か
つ
今
回
の
津
波
浸
水
域

よ
り
は
余
裕
を
持
っ
て
高
標
高
地
に
立
地

し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
こ
の
場
合
、
鍵
と
な
る
「
空
間
単
位

（

≒

地
形
単
位
）」
は
、
三
陸
沿
岸
中
部
以

南
で
は
「
山
麓
緩
斜
面
」
で
あ
る
。
地
球

温
暖
化
と
関
連
し
た
今
後
の
降
雨
形
態

（
強
度
や
頻
度
等
）
の
変
化
に
よ
る
土
砂

災
害
の
恐
れ
や
、
傾
斜
が
高
齢
者
の
活
動

の
障
害
に
な
る
こ
と
等
と
の
兼
ね
合
い
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
高
齢
者
施
設

の
立
地
も
含
め
た
「
津
波
に
強
い
集
落
の

あ
り
方
」
を
考
え
る
上
で
こ
の
地
形
の
活

用
は
今
後
極
め
て
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

山
麓
緩
斜
面
は
、
山
田
町
で
は
、
大
浦

集
落
の
か
な
り
の
部
分
と
そ
の
背
後
、
お

よ
び
船
越
集
落
の
国
道
沿
い
か
ら
そ
の
西

側
、
田
の
浜
集
落
の
新
宅
地
背
後
な
ど
に

分
布
し
、
傾
斜
５
～
15
度
程
度
で
あ
る

（「
２ 

土
地
の
特
徴
と
避
難
行
動
」の
図
２

- 

39
、
２- 

46
、
２- 

51
、
２- 
54
な
ど
）。

こ
の
地
形
は
、
花か

崗こ
う

岩が
ん

深
層
風
化
層
（
マ

サ
土
）
と
そ
れ
を
覆
う
未
固
結
の
粘
土
ま

じ
り
角か

く

礫れ
き

層
か
ら
な
り
、
傾
斜
か
ら
見
て

も
地
表
構
成
物
質
か
ら
見
て
も
比
較
的
容

易
に
階
段
状
の
平
坦
面
を
作
れ
る
の
で
、

海
成
段
丘
（
過
去
に
海
岸
付
近
の
海
底
で

当
時
の
海
面
に
合
わ
せ
て
平
坦
に
作
ら
れ

た
後
に
離
水
し
、
今
は
様
々
な
高
さ
に
あ

る
地
形
）
の
発
達
が
悪
い
三
陸
海
岸
中
部

以
南
で
は
、
海
岸
近
く
で
津
波
か
ら
比
較

的
安
全
な
集
落
用
地
と
し
て
、
大
型
建
設

機
械
普
及
以
前
か
ら
部
分
的
に
利
用
さ
れ

て
い
た
。
明
治
津
波
後
や
昭
和
津
波
後
に

お
け
る
船
越
と
田
の
浜
新
宅
地
お
よ
び
大

沢
新
開
地
な
ど
の
造
成
に
当
た
っ
て
も
、

マ
サ
土
の
存
在
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）�

避
難
行
動
の
プ
ロ
セ
ス
と
体
力
と

の
関
係

「
目
的
」
巡
り
避
難
遅
れ

　

山
田
町
の
全
地
区
の
「
津
波
か
ら
逃
げ

に
く
い
」
海
岸
付
近
で
あ
っ
て
も
、「
健

常
な
歩
け
る
高
齢
者
」
で
あ
れ
ば
だ
い
た

い
２
～
３
分
程
度
で
浸
水
域
を
脱
出
で

き
、
長
く
て
も
10
分
は
か
か
ら
ず
に
「
立

町指定の避難場所の一つで中心街にある「御蔵山」。石垣に囲まれた標高約
10mのこの高台には、3・11 大津波で多くの人が逃げ込み、助かった

図5-2　避難行動に関わる推断、判断、行動、目的地点・箇所、体力との関係

推断 判断 行動 目的地点・箇所

ア「来る」 避難所等への「立ち退き避難」 ⓪避難所等

①肉親知人等
価値ある物へのアプローチ ②家や店等

イ「半信半疑」 ③価値ある「小物」
④津波現象そのもの＊

ウ「来ない」 特に行動を起こさない（せない） ⑤自宅など（にとどまる）

＊④津波現象そのものは、「目的地点・箇所」に準じた分類で、避難行動時の「目的」とはならない。

瞬
発
力
的
体
力

持
久
力
的
体
力
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ま
た
、
災
害
対
応
で
は
、
人
命
救
助
で

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
「
72
時
間
の

壁
」、
個
人
で
の
非
常
食
備
蓄
の
目
安
と

し
て
「
３
日
分
」
や
「
７
日
分
」
が
提
示

さ
れ
て
お
り
、
応
急
期
の
中
で
も
発
災
か

ら
数
日
間
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
そ
こ
で
、
発
災
か
ら
1
週
間
程

度
の
期
間
に
注
目
し
、
避
難
生
活
に
お
け

る
地
域
・
地
区
の
孤
立
か
ら
の
回
復
過
程

に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

（
２
）�

地
区
ご
と
の
被
災
の
度
合
い
と「
豊

間
根
地
区
で
の
被
災
者
支
援
の
体

制
」

　

避
難
所
で
の
生
活
の
質
を
考
え
る
場

合
、
避
難
所
が
立
地
す
る
地
区
の
被
災
の

度
合
い
が
大
き
く
影
響
す
る
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
、「
被
災
の
度
合
い
」
の
指
標
の

一
つ
と
し
て
、家
屋
の
被
災
に
注
目
す
る
。

４
地
区
住
民
の
半
数
が
避
難

　

第
１
章
の
「
表
Ⅰ-

４ 

家
屋
被
害
の

状
況
」
を
再
掲
し
た
表
５-

１
を
見
る
と
、

山
田
町
に
お
い
て
被
災
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
地
区
が
内
陸
に
位
置
す
る
豊
間
根
で

あ
り
、
そ
の
被
害
は
地
震
動
に
よ
っ
て
家

屋
７
棟
が
一
部
損
壊
し
た
の
み
で
あ
っ

た
。
次
に
被
災
の
度
合
い
が
小
さ
か
っ
た

地
区
は
、
過
去
の
津
波
災
害
に
よ
る
被
災

を
契
機
に
「
集
落
の
高
所
移
転
」
が
果
た

さ
れ
て
い
た
船
越
で
あ
り
、
そ
し
て
地
形

と
し
て
「
山
麓
緩
斜
面
」
が
海
岸
近
く
ま

で
発
達
し
て
そ
の
斜
面
上
に
集
落
の
大
半

が
立
地
す
る
大
浦
と
続
く
。
さ
ら
に
、
織

笠
、
大
沢
、
山
田
、
田
の
浜
の
順
番
と
な

る
が
、
こ
れ
ら
４
地
区
で
は
「
全
壊
の
割

合
」が
45
％
、「
被
災
家
屋
の
合
計
の
割
合
」

が
50
％
を
そ
れ
ぞ
れ
超
え
て
お
り
、
津
波

に
よ
る
浸
水
や
火
災
に
よ
る
「
面
的
な
被

災
」
に
よ
っ
て
地
区
住
民
の
半
数
以
上
の

人
々
が
「
避
難
者
」
と
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
ほ
ぼ
被
災
し
な
か

っ
た
豊
間
根
な
ど
で
は
、
地
区
選
出
の
町

議
会
議
員
や
自
治
会
が
役
場
に
協
力
し

「
豊
間
根
以
外
の
被
災
地
区
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
」
体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
て
、「（
発

災
当
日
の
）
日
が
明
る
い
う
ち
（
午
後
５

時
前
）」
か
ら
婦
人
団
体
や
地
域
住
民
に

よ
る
「
お
に
ぎ
り
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、「
４ 

避
難
者
は
何
を
食
べ
て
い

た
か
」
で
詳
述
さ
れ
た
大
浦
で
の
婦
人
団

体
に
よ
る
「
炊
き
出
し
」
と
同
質
の
も
の

で
あ
り
、津
波
に
よ
る
浸
水
や
火
災
が「
面

的
」に
被
災
地
区
と
非
被
災
地
区（
※「
３ 

山
田
町
の
避
難
生
活
」
の
「
非
浸
水
区
域
」

を
含
む
）
を
分
け
る
こ
と
か
ら
、
非
被
災

地
区
で
損
な
わ
れ
な
か
っ
た
「
資
源
」
を

用
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

避
難
者
受
け
入
れ
た
豊
間
根

　

特
に
、
豊
間
根
で
は
、
電
気
や
水
道
に

つ
い
て
も
そ
の
電
線
路
や
水
道
管
そ
の
も

の
に
は
大
き
な
被
害
は
な
く
、
一
時
的
に

停
電
し
た
も
の
の
５
日
後
に
全
て
復
旧

し
、
水
道
は
断
水
し
な
か
っ
た
。
ガ
ス
に

つ
い
て
は
、
山
田
町
で
は
全
地
区
に
お
い

て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
供
給
体
制
で
あ

っ
た
た
め
に
、
点
検
は
翌
12
日
な
ど
に
行

わ
れ
た
も
の
の
、
非
被
災
地
区
の
家
屋
で

は
発
災
当
日
の
夕
方
か
ら
調
理
な
ど
で
ガ

ス
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
非
被
災
地
区
で
は
地

震
で
の
崩
壊
に
よ
る
一
部
不
通
と
停
電
に

よ
る
信
号
機
の
不
点
灯
が
あ
っ
た
も
の

の
、
山
側
の
道
路
を
中
心
に
通
行
で
き
、

車
両
に
よ
る
移
動
は
可
能
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
、
例
え
ば
「（
津
波
火
災
に
よ
る
）

火
が
近
づ
い
て
き
た
た
め
に
山
田
地
区
の

公
民
館
や
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
避
難
者
を
豊
間
根
中
学
校
へ
朝
方
ま
で

ピ
ス
ト
ン
輸
送
」
す
る
な
ど
し
て
、
豊
間

根
で
は
少
な
く
と
も
５
０
０
人
以
上
を
受

け
入
れ
（
199
㌻
、
図
３-

４
）、
被
災
地
区

の
応
急
対
応
や
復
旧
に
大
き
な
貢
献
を
果

た
し
て
き
た
。

（
３
）�

大
浦
地
区
に
見
る

　
　

 

「
災
害
へ
の
応
急
対
応
力
」

　
「
４ 

避
難
者
は
何
を
食
べ
て
い
た
か
」

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
大
浦
で
の
婦
人
団
体

に
よ
る
「
炊
き
出
し
」
は
、
被
災
家
屋
の

地
点
」
を
「
⓪
避
難
所
等
」
ま
で
と
し
た

場
合
で
の
運
動
形
態
で
は
ほ
ぼ
１
０
０
％

に
近
く
、「
①
肉
親
知
人
等
」「
②
家
や
店

等
」「
③
価
値
あ
る
『
小
物
』」
で
は
「
脱

浸
水
域
」
ま
で
ど
の
く
ら
い
の
距
離
に
位

置
し
て
い
る
か
に
も
よ
る
が
、
津
波
に
迫

ら
れ
れ
ば
迫
ら
れ
る
ほ
ど
、
終
盤
で
「
瞬

発
力
的
体
力
」
を
緊
急
的
に
要
求
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。
特
に
「
④
津
波
現
象
そ
の

も
の
」や「
⑤
自
宅
な
ど（
に
と
ど
ま
る
）」

で
は
、
津
波
が
押
し
寄
せ
た
時
点
で
そ
の

動
き
の
速
さ
を
上
回
っ
て
逃
げ
る
た
め
の

「
瞬
発
力
的
体
力
」
を
必
ず
要
求
さ
れ
る
。

そ
し
て
、要
求
さ
れ
た
「
瞬
発
力
的
体
力
」

以
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
た

者
が
助
か
り
、
で
き
な
か
っ
た
者
は
津
波

に
の
み
こ
ま
れ
て
し
ま
う
。

　

地
震
発
生
後
か
ら
津
波
到
達
直
前
ま
で

に
約
30
分
間
あ
り
、
自
宅
か
ら
「
立
ち
退

き
避
難
」
の
準
備
そ
し
て
そ
の
実
行
に
十

分
な
時
間
が
あ
っ
た
も
の
の
、最
初
の「
推

断
」
の
段
階
で
ウ
「
来
な
い
」
を
選
択
し

た
人
は
「
特
に
行
動
を
起
こ
さ
な
い
」
で

「
⑤
自
宅
な
ど
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な

り
、
犠
牲
者
と
な
っ
た
。
一
方
、
前
述
し

た「
介
護
度
が
高
い
人
」な
ど
は
、ア「（
津

波
が
）
来
る
」
と
思
っ
て
も
「
持
久
力
的

体
力
」
が
伴
わ
ず
に
避
難
に
関
わ
る
行
動

を
１
人
で
は
「
起
こ
せ
な
い
」
と
考
え
、

そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

津
波
来
る
と
考
え
避
難
を

　

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
避
難
行
動
の
プ

ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犠

牲
者
発
生
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
途
中
で

断
ち
切
る
対
策
を
講
じ
る
べ
き
段
階
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
地
域
防
災
計

画
の
改
訂
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
生
活
に

対
応
す
る
地
域
計
画
や
防
災
教
育
の
展
開

の
中
で
、
避
難
行
動
が
発
現
し
や
す
い
生

活
環
境
の
整
備
と
そ
の
場
に
お
け
る
個
々

人
の
意
思
・
判
断
を
培
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

例
え
ば
、
助
か
る
た
め
の
最
初
の
重
要

な
選
択
は
、
ウ
「（
津
波
が
）
来
な
い
」

と
思
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
数
十
分
の
津

波
到
達
時
間
が
想
定
さ
れ
る
三
陸
沿
岸
で

は
、
ア
「（
津
波
が
）
来
る
」
こ
と
を
前

提
と
し
た
「
立
ち
退
き
避
難
」
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
防
災
教
育

で
も
「
津
波
が
来
る
」
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、
自
ら
の

避
難
行
動
を
自
ら
選
択
で
き
る
「
考
え
る

力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、ウ「
来
な
い
」と
判
断
し
て
、「
特

に
行
動
を
起
こ
さ
な
い
」で「
⑤
自
宅
な

ど
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
選
択
し
た
場
合

で
も
、
193
㌻
の
表
２-

１
で
示
し
た
「
浸

水
高
／
秒
」の
値
が
高
く
、津
波
に
よ
っ
て

浸
水
す
る
高
さ
が
増
す
割
合
よ
り
も
効
率

よ
く
高
い
所
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
地
形

環
境
下
に
住
ん
で
い
れ
ば
、「
瞬
発
力
的

体
力
」
を
駆
使
し
て
結
果
と
し
て
助
か
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
地
形
環
境

を
持
つ
地
区
の
代
表
例
が
大
浦
で
あ
り
、

こ
れ
に
関
わ
る
記
述
は
前
の
「（
１
）
地

形
空
間
と
の
関
係
」に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ  

避
難
所
で
の
生
活

（
１
）�「
地
区
ご
と
の
生
活
の
質
の
違
い
」と

「
孤
立
か
ら
の
回
復
の
過
程
」に

　
　

  

注
目
す
る

　

避
難
所
で
の
生
活
を
考
察
す
る
場
合
、

「
３ 

山
田
町
の
避
難
生
活
」
に
記
し
た
よ

う
に
、
避
難
者
数
の
時
系
列
的
な
変
化
を

地
区
別
や
避
難
所
の
種
類
別
に
比
較
し
た

り
、
一
つ
の
避
難
所
に
注
目
し
て
避
難
者

の
住
所
と
退
所
後
の
移
動
先
と
の
比
較
や

年
齢
構
造
お
よ
び
世
帯
構
成
か
ら
の
分
析

を
行
っ
た
り
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
４ 

避
難
者
は
何
を
食
べ
て
い

た
か
」
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
個
人
の
生

活
の
質
に
関
わ
る「
衣
食
住
」の
中
で「
食
」

に
特
化
し
て
、
一
つ
の
避
難
所
に
お
け
る

食
事
記
録
の
栄
養
素
の
分
析
か
ら
、
一
般

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
栄
養
素
の
充
足
の

度
合
い
を
時
系
列
的
に
整
理
し
、
通
常
時

の
生
活
に
ど
れ
だ
け
近
い
状
態
に「
復
旧
」

し
た
か
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
そ
の
変
化

を
読
み
解
く
こ
と
も
大
い
に
有
効
で
あ
る
。

　

今
回
の
「
震
災
記
録
誌
」
制
作
の
た
め

の
「
避
難
所
」
調
査
の
期
間
は
１
年
弱
で

あ
り
、
か
つ
避
難
所
運
営
に
関
わ
る
情
報

が
発
災
直
後
か
ら
の
混
乱
し
た
応
急
期
に

お
い
て
記
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
記

録
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
大
半
が
散

逸
し
て
入
手
し
難
い
状
況
で
あ
っ
た
り
し

た
た
め
、
上
記
の
手
法
で
、
山
田
町
の
各

地
区
を
比
較
し
得
る
段
階
に
到
達
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
こ
で
は「
３

山
田
町
の
避
難
生
活
」
お
よ
び
「
４ 

避
難

者
は
何
を
食
べ
て
い
た
か
」
の
情
報
に
基

づ
き
、
か
つ
聞
き
取
り
調
査
の
中
か
ら
得

た
断
片
的
な
情
報
な
ど
を
加
味
し
な
が

ら
、
ま
ず
は
地
区
ご
と
の
避
難
所
で
の
生

活
の
質
の
違
い
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察

を
試
み
た
い
。

表 5-1　家屋被害の状況

※ 平成 24 年 6 月 1 日現在、家屋を数える単位は「棟」。 第１章の表Ⅰ-４の再掲

数 割合 数 割合
大沢 435 56.5% 32 37 26 530 68.8% 770
山田 1,300 50.6% 103 104 86 1,593 61.9% 2,571
織笠 477 45.6% 31 14 17 539 51.5% 1,045
船越 132 17.1% 19 21 32 204 26.4% 770
田の浜 324 63.0% 3 18 18 363 70.6% 514
大浦 94 26.5% 14 9 16 133 37.4% 355
小計 2,762 45.8% 202 203 195 3,362 55.8% 6,025
豊間根 0 0.0% 0 0 7 7 0.5% 1,174
合計 2,762 38.4% 202 203 202 3,369 46.7% 7,199

大規模
半壊 半壊 一部

損壊
被災家屋の合計 居宅

棟数地　区
全　壊

223 222
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と
と
対
照
的
で
あ
る
。

し
な
や
か
な
災
害
対
応
力

　

従
っ
て
、
上
記
三
つ
の
主
要
因
な
ど
か

ら
、
大
浦
で
の
婦
人
団
体
に
よ
る
「
炊
き

出
し
」
は
、
山
田
町
で
の
伝
統
的
な
生
活

に
根
ざ
し
た
災
害
応
急
対
応
力
の
強
さ
の

証
明
で
あ
り
、
①
津
波
災
害
で
被
災
し
に

く
く
飲
料
水
も
得
や
す
い
山
麓
緩
斜
面
に

立
地
し
、
②
地
縁
・
血
縁
に
よ
る
強
固
な

人
間
関
係
が
あ
り
、
③「
備
蓄
の
習
慣
」

が
継
承
さ
れ
る
漁
業
集
落
で
の
「
津
波
災

害
か
ら
回
復
し
得
る
し
な
や
か
さ
」
の
象

徴
と
も
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
食
料
の
大
半
を
商
店

等
で
購
入
す
る
世
帯
の
割
合
が
大
き
い
住

宅
地
が
多
い
都
市
的
な
地
区
の
避
難
所
で

は
、被
災
の
度
合
い
が
低
か
っ
た
も
の
の
、

発
災
当
日
の
夕
食
に
は
「
３
セ
ン
チ
四
方

の
よ
う
か
ん
だ
が
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
が
分

が
ん
ね
ぇ
物
を
食
べ
だ
だ
げ
だ
っ
た
」
と

の
証
言
も
あ
り
、
伝
統
的
に
備
わ
っ
て
い

た「
災
害
応
急
対
応
力
」が
都
市
化
で
弱
ま

っ
て
い
る
地
域
や
集
落
も
見
受
け
ら
れ
た
。

（
４
）�

避
難
生
活
に
お
け
る
地
域
孤
立
か

ら
の
回
復
過
程

各
地
で
孤
立
生
む

　

山
田
町
で
は
、
魚
介
類
等
を
除
い
て
日

常
生
活
で
の
食
料
や
物
資
は
、
国
道
45
号

を
は
じ
め
と
す
る
車
道
を
通
じ
て
各
地
区

に
供
給
さ
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
津
波

災
害
で
は
、
海
岸
近
く
の
低
標
高
域
を
通

る
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
か
つ
港
湾
の
破
壊

や
津
波
後
の
潮
位
変
動
の
継
続
で
船
舶
で

の
ア
ク
セ
ス
も
で
き
ず
、
浦
々
を
中
心
に

発
達
し
て
き
た
山
田
町
各
地
区
で
は
発
災

直
後
に
「
孤
立
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
浦
地
区
で
の
孤
立
解
消
に
関
わ
る
主

な
情
報
を
、
同
地
区
の
野
田
和
子
さ
ん
か

ら
の
聞
き
取
り
お
よ
び
山
田
町
「
避
難
所

担
当
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
２
０
１
５
年

９
月
実
施
）
の
結
果
な
ど
か
ら
整
理
す
る

と
、
次
の
出
来
事
が
分
か
る
。

　

３
月
12
日
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
点
検
▽
13

日
早
朝
の
潮
位
変
動
の
安
定
化
に
よ
り
午

前
４
時
半
過
ぎ
に
海
上
自
衛
隊
船
舶
が
港

に
接
岸
し
て
夕
食
等
の
食
糧
供
給
を
実
施

▽
同
時
刻
に
「
沖
出
し
」
し
て
い
た
地
元

船
舶
の
帰
港
▽
13
日
午
後
４
時
ご
ろ
大
浦

か
ら
船
越
低
地
を
越
え
て
国
道
45
号
に
接

続
す
る
町
道
開
通
に
よ
っ
て
緊
急
物
資

（
米
、
野
菜
、
菓
子
パ
ン
等
）
が
内
陸
か

ら
大
浦
地
区
に
配
給
▽
15
日
ご
ろ
に
重
篤

な
傷
病
者
を
自
衛
隊
の
車
両
で
山
田
南
小

学
校
特
設
病
院
へ
搬
送
▽
16
日
に
非
被
災

区
域
の
早
い
所
で
水
道
の
復
旧
▽
16
日
東

北
電
力
の
電
力
車
を
大
浦
漁
村
セ
ン
タ
ー

避
難
所
に
配
備
▽
18
日
昼
食
で
乳
酸
菌
飲

料
「
ヤ
ク
ル
ト
」
が
避
難
所
で
１
人
に
１

本
配
給
▽
27
日
に
電
力
が
復
旧
▽
４
月
15

日
に
遅
れ
て
い
た
区
域
で
水
道
が
復
旧
▽

固
定
電
話
が
４
月
27
日
ご
ろ
、
ま
た
水
洗

ト
イ
レ
（
下
水
道
）
が
５
月
1
日
に
大
浦

地
区
ほ
ぼ
全
域
で
復
旧

―
。

　

こ
れ
は
、「
４ 

避
難
者
は
何
を
食
べ
て

い
た
か
」
の
平
成
７（
１
９
９
５
）年
阪

神
・
淡
路
大
震
災
時
の
神
戸
市
や
芦
屋
市

の
避
難
所
で
の
記
述
「
発
災
当
日
か
ら
避

難
所
で
パ
ン
、
牛
乳
、
果
物
を
食
べ
、
震

災
２
日
目
も
し
く
は
３
日
目
に
食
材
が
配

給
さ
れ
た
。
５
日
目
ご
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
避
難
者
に
よ
る
炊
き
出
し
が
実
施

さ
れ
た
」
と
は
、
異
な
る
過
程
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
災
害
種
や
災
害
規
模
の
違

い
に
よ
る
被
災
形
態
、
地
勢
・
地
形
、
集

落
の
規
模
や
他
の
集
落
と
の
位
置
関
係
、

交
通
網
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
被
災
住
民
の

年
齢
構
成
な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て
、
両
者

に
違
い
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
発
災
後
か
ら
数
日
間
を
か
け
て
地
区

の
諸
機
能
が
徐
々
に
回
復
し
て
い
く
こ
と

は
当
然
な
が
ら
共
通
し
て
い
る
。

回
復
過
程
の
地
域
性
検
証
を

　

避
難
所
で
の
生
活
で
は
「
平
等
」
が
原

則
と
さ
れ
、 

事
実
上
な
か
ば
強
制
さ
れ
た

「
不
自
由
な
生
活
」
に
よ
っ
て
肉
体
的
・

精
神
的
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
。

そ
の
た
め
、
急
性
的
に
健
康
の
不
調
が
現

れ
、
本
人
の
自
覚
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
慢
性
的
な
疾
病
に
移
行
し
、
ひ
い
て
は

「
震
災
関
連
死
」
や
「
震
災
関
連
死
に
準

じ
た
死
」
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
多
数
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　

避
難
生
活
の
最
大
の
目
的
は
、
発
災
時

に
助
か
っ
た
命
を
つ
な
ぎ
、
災
害
前
の
日

常
的
な
状
態
に
戻
す
準
備
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。
避
難
者
個
人
は
、
発
災
当
初
か
ら

「
規
則
正
し
く
健
康
的
な
生
活
」
を
送
る

意
識
を
持
ち
続
け
、
そ
の
意
欲
を
維
持
す

る
知
識
と
し
て
、地
域
差
は
あ
る
も
の
の
、

災
害
が
起
き
て
も
居
住
地
の
機
能
は
数
日

間
で
必
ず
回
復
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
「
回
復
の

プ
ロ
セ
ス
」
の
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
鋭
意
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

合
計
の
割
合
37
・
４
％
と
被
災
の
度
合
い

が
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
地
区
で
展
開
さ

れ
た
活
動
で
あ
り
、
特
に
発
災
直
後
の
数

日
間
に
つ
い
て
は
地
区
内
の
被
災
し
な
か

っ
た
家
屋
に
住
む
人
か
ら
供
給
さ
れ
た

「
資
源
」
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
関
わ
る
要
因
を
以
下
に
整
理
す

る
。

　

第
一
に
地
形
的
な
要
因
で
は
、
地
区
の

家
屋
の
大
半
が
山
麓
緩
斜
面
に
立
地
し
て

お
り
、比
較
的
高
標
高
に
位
置
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
家
屋
の
半
数
以
上
が
津
波

に
よ
る
浸
水
被
害
を
免
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
山
麓
緩
斜
面
か
ら
刻
み
込
ま

れ
た
小
さ
な
谷
は
、渓
床
に
岩
塊
が
多
く
、

土
石
流
危
険
渓
流
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
背
後
の
山
地
か
ら
伏
流
水

を
含
む
水
流
を
緩
斜
面
上
の
集
落
に
供
給

し
て
お
り
、
日
頃
の
飲
料
水
や
用
水
と
し

て
、
か
つ
今
回
の
東
日
本
大
震
災
時
に
は

発
災
当
日
の
夕
方
か
ら
飲
料
水
と
し
て
活

用
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
時
の
給
水
源
と
し

て
も
機
能
し
た
。

助
け
合
っ
た
血
縁
集
団

　

第
二
に
、
大
浦
で
は
人
口
９
０
０
人
強

（
震
災
当
時
）
で
顔
見
知
り
が
多
く
地
区

内
で
の
人
間
関
係
も
強
固
で
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
東
北
地
方
の
中
で
も
特
に

三
陸
沿
岸
に
は
「
本
家
・
分
家
」
や
「
マ

ギ
（
マ
キ

≒

広
い
意
味
で
の
血
縁
集
団
）」

の
意
識
が
極
め
て
強
く
、
互
い
に
助
け
合

う
傾
向
が
強
い
。
大
浦
で
も
「
本
家
・
分

家
」
や
「
マ
ギ
」
の
血
縁
的
な
人
間
関
係

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
固
で
あ
り
、
山
麓

緩
斜
面
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
家
屋
が

広
く
点
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
高
標
高

に
立
地
す
る
被
災
し
な
か
っ
た
家
屋
の
住

人
の
多
く
は
、
食
材
提
供
を
「
当
然
の
こ

と
」と
し
て
自
発
的
に
行
っ
た
。
こ
れ
は
、

昭
和
40
年
代
以
降
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
地

の
割
合
が
多
い
地
区
な
ど
で
、
避
難
所
担

当
者
が
被
災
し
て
い
な
い
集
落
を
回
っ
て

支
援
物
資
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
こ

と
な
ど
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

こ
の
「
血
縁
」
に
起
因
す
る
人
間
関
係

の
強
さ
は
、
地
区
ご
と
に
差
が
あ
る
も
の

の
、
山
田
町
全
体
は
他
地
域
に
比
べ
て
高

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
199
㌻
の

図
３-

６
で
も
「
個
人
住
宅
」
へ
の
避
難

者
数
が
山
田
町
全
体
対
象
で
の
調
査
で
１

０
０
人
程
度
は
あ
り
、
か
つ
図
３-

７
で

８
月
前
半
ま
で
50
％
以
上
と
高
水
準
を
保

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
親
・
子
」
や
「
本

家
・
分
家
」
な
ど
の
「
個
人
住
宅
」
に
仮

設
住
宅
へ
の
入
居
ま
で
滞
在
し
続
け
た
避

難
者
の
比
率
が
山
田
町
全
体
で
も
高
か
っ

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

備
蓄
の
習
慣
根
付
く

　

第
三
に
、
大
浦
で
は
漁
業
が
生
業
の
中

心
で
あ
り
「
ス
ト
ッ
カ
ー
」（
冷
凍
庫
）

に
魚
介
類
を
保
存
し
て
お
く
習
慣
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
非
被
災
地
区
か
ら
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
食
材
の
提
供
が
行
わ
れ
た
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
大
浦
で
は

１
９
６
０
年
代
中
ご
ろ
ま
で
船
越
に
通
じ

る
十
分
に
整
備
さ
れ
た
陸
路
が
な
く
、
山

田
や
大
沢
へ
の
移
動
に
は
船
舶
を
主
に
用

い
て
お
り
、
悪
天
候
時
に
は
海
が
荒
れ
て

し
ば
し
ば
孤
立
し
た
。
こ
の
地
域
性
に
関

連
し
て
「
備
蓄
の
習
慣
」
が
培
わ
れ
た
と

も
い
え
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
大
浦
に
限
っ

た
も
の
で
は
な
く
、「
浦
」
ご
と
に
漁
業

集
落
が
形
成
さ
れ
た
三
陸
沿
岸
で
、
冷
凍

庫
（
冷
蔵
庫
）
の
普
及
以
前
か
ら
発
達
し

て
き
た
魚
の
干
物
な
ど
の
保
存
食
に
象
徴

さ
れ
る
一
般
的
な
習
慣
で
あ
っ
た
。

　
（
２
）で
既
述
し
た
通
り
、
山
田
町
全
域

に
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）
が
供

給
さ
れ
て
お
り
、災
害
で
孤
立
し
て
も「
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
―
配
管
―
コ
ン
ロ
」
の
家
の

中
で
の
ラ
イ
ン
が
損
傷
し
て
い
な
い
限

り
、
日
常
で
の
生
活
と
同
様
に
ガ
ス
コ
ン

ロ
を
活
用
で
き
た
。
こ
れ
は
、
東
京
な
ど

の
大
都
市
の
都
市
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ガ
ス
）

で
は
「
タ
ン
ク
―
配
管
―
家
」
が
地
区
レ

ベ
ル
で
広
域
に
及
び
、
特
に
配
管
が
地
下

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
修
や
点
検
に
時
間

が
か
か
っ
て
、
地
震
な
ど
の
災
害
直
後
に

は
使
え
な
い
時
間
が
一
般
に
長
く
な
る
こ

大浦地区で避難所となり、女性たちが炊き出しを行った大浦漁村センター
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県
指
定
の
住
宅
適
地
よ
り
低
い
所
へ
家

を
建
て
る
な

町
内
６
カ
所
に
建
立

　

こ
れ
と
同
一
か
、
ほ
ぼ
同
じ
文
面
で
同

サ
イ
ズ
の
碑
が
山
田
、
大
沢
、
織
笠
、
船

越
、
大
浦
の
各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
基
ず

つ
現
存
す
る
。裏
面
に
は
当
時
の
山
田
町
、

大
沢
▽
織
笠
▽
船
越
（
船
越
・
田
の
浜
・

大
浦
の
３
集
落
）

―
の
３
村
の
被
害
状

況
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
碑
が
朝
日
新
聞
社

か
ら
の
震
災
義
援
金
を
基
に
建
立
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

同
紙
の
昭
和
８
年
４
月
29
日
付
の
紙
面

に
よ
る
と
、
同
社
は
読
者
か
ら
寄
託
さ
れ

た
義
援
金
約
21
万
３
千
円
の
分
配
を
終

え
、
そ
の
残
金
約
４
万
８
千
円
を
北
海
道

と
青
森
、
岩
手
、
宮
城
の
道
県
67
町
村
で

震
災
の
教
訓
を
と
ど
め
る
記
念
碑
の
建
設

費
に
充
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
う
ち

岩
手
県
は
大
半
の
36
町
村
に
上
る
。
３
県

で
昭
和
三
陸
津
波
の
慰
霊
碑
や
記
念
碑
は

約
１
５
０
基
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
３

分
の
１
近
く
が
同
社
の
支
援
で
建
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
碑
文
が
山
田
町
と
類
似
し
た

石
碑
は
隣
接
す
る
宮
古
市
や
普
代
村
、
岩

泉
町
な
ど
沿
岸
の
各
市
町
村
に
も
残
る
。

　

東
京
朝
日
新
聞
社
（
現
・

朝
日
新
聞
東
京
本
社
）
は
同

年
３
月
30
日
付
の
新
聞
で
関

東
大
震
災
10
周
年
の
記
念
碑

に
刻
む
標
語
を
公
募
す
る
と

告
知
し
て
お
り
、
審
査
員
と

し
て
名
を
連
ね
る
、
同
震
災

を
予
測
し
た
地
震
学
者
の
今

村
明
恒
や
、
記
者
で
歌
人
と

し
て
も
著
名
な
土と

岐き

善ぜ
ん

磨ま
ろ

ら

が
昭
和
三
陸
津
波
の
記
念
碑

建
立
に
も
関
係
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。

　
『
山
田
町
津
波
誌
』（
１
９

８
２
年
、
町
教
育
委
員
会
刊
）

に
よ
る
と
、
同
社
は
津
波
の

当
日
午
後
に
飛
行
機
で
被
災
地
に
入
り
、

18
日
に
は
調
査
部
長
の
肩
書
を
持
つ
土
岐

ら
を
派
遣
、
県
に
震
災
記
念
碑
建
設
費
と

し
て
約
２
万
６
千
円
を
寄
託
し
た
。
山
田

へ
は
１
町
３
村
に
合
計
約
２
９
０
０
円
が

配
分
さ
れ
、
織
笠
村
で
は
約
３
４
０
円
が

費
や
さ
れ
た
。
教
員
の
初
任
給
が
50
円
だ

っ
た
時
代
の
こ
と
だ
。

「
一
物
モ
残
サ
ズ
流
失
」

　

タ
ミ
さ
ん
は
昭
和
５（
１
９
３
０
）年
生

ま
れ
で
、
３
歳
で
昭
和
三
陸
津
波
を
経
験

し
た
。
襲
来
は
地
震
か
ら
約
30
分
後
の
午

前
３
時
ご
ろ
。
記
憶
は
全
く
な
い
が
、
母

親
に
負
ぶ
わ
れ
て
暗
闇
の
中
を
逃
げ
た
と

後
で
聞
か
さ
れ
た
。
船
越
湾
を
挟
ん
で
対

岸
の
山
の
内
集
落
の
人
々
は
、
田
の
浜
の

山
中
に
揺
ら
め
く
避
難
者
の
提
灯
の
列
を

見
て
「
狐
の
嫁
入
り
の
よ
う
だ
」
と
口
々

に
話
し
た
と
い
う
。

　

当
時
の
船
越
尋
常
高
等
小
学
校
が
同
年

９
月
に
発
行
し
た
「
本
村
に
於
け
る
津
浪

来
襲
状
況
」
に
よ
る
と
、
田
の
浜
は
２
２

０
数
戸
が
「
全
滅
ノ
状
態
」
で
、
低
地
で

は
「
徹
底
的
ニ
一
物
モ
残
サ
ズ
流
失
」。

船
越
村
を
つ
く
る
３
集
落
の
う
ち
最
も
家

屋
の
被
害
が
甚
大
で
、
幼
児
を
含
む
３
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
と
伝
え
る
。
現
在
、「
新

宅
地
」と
通
称
さ
れ
る
高
台
の
住
宅
街
は
、

こ
の
津
波
の
後
に
本
格
的
に
造
成
さ
れ

た
。
が
、
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
は
こ

こ
に
も
迫
り
、
比
較
的
土
地
の
低
い
南
側

の
区
域
が
浸
水
し
た
。

教
訓
伝
え
る
「
津
波
碑
」

　

石
碑
は
船
越
半
島
で
田
の
浜
地
区
に
至

る
海
沿
い
の
町
道
を
行
き
、
津
波
で
壊
滅

し
た
早そ

う

川か
わ

の
集
落
跡
を
過
ぎ
た
辺
り
、
同

地
区
入
り
口
の
山
際
に
あ
る
。昭
和
８（
１

９
３
３
）年
３
月
３
日
、
東
北
地
方
の
太

平
洋
岸
な
ど
で
約
３
千
人
の
犠
牲
者
を
出

し
た
「
昭
和
三
陸
津
波
」
の
教
訓
を
残
そ

う
と
、
翌
９
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
。

こ
の
津
波
で
は
山
田
町
だ
け
で
18
人
が
亡

く
な
り
、
建
物
約
７
４
０
棟
が
流
失
し
た

り
、
全
半
壊
し
た
り
し
た
。

　

石
碑
は
高
さ
２
・
７
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・

28
メ
ー
ト
ル
で
見
上
げ
る
よ
う
な
大
き

さ
。
大
津
波
が
襲
来
し
た
こ
と
を
表
す

「
大
海か

い

嘯し
ょ
う

記
念
」
と
上
部
に
横
向
き
で
碑

銘
を
刻
み
、
そ
の
下
に
次
の
よ
う
に
縦
書

き
の
５
カ
条
で
津
波
か
ら
逃
れ
る
方
法
や

心
得
を
示
す
（
※
旧
字
・
異
体
字
は
新
字
に
改

め
て
記
載
）。

　
大
地
震
の
後
に
は
津
波
が
来
る

　
地
震
が
あ
っ
た
ら
高
い
所
へ
集
ま
れ

　�

津
波
に
追
わ
れ
た
ら
何ど

処こ

で
も
此こ

所こ

位
の
高
い
処
へ

　�

遠
く
へ
逃
げ
て
は
津
波
に
追
付
か
る
　

近
く
の
高
い
所
を
用
意
し
て
置
け

　「神様、仏様、どうか地震を止めて！」。激しい揺れの後、田の浜地
区に住んでいた佐々木タミさん（85）の脳裏をよぎったのは、少女のこ
ろ毎日目にした津波への戒めを刻む石碑だった。〈地震があったら高い
所へ〉。タミさんは低地に立つ自宅にいたが、すぐに近くの高台に逃げ、
命拾いした。津波の直撃を受けたと思われる石碑は後ろに傾いたまま
で、80年の歳月を超えて震災の恐ろしさをまざまざと伝えている。

「
地
震
が
あ
っ
た
ら
高
台
へ
」

石
に
刻
ま
れ
た
教
え

昭
和
津
波
、五
つ
の
戒
め

碑
文
思
い
出
し
逃
げ
切
る

田の浜地区にある傾いた昭和三陸津波の
記念碑。津波から逃れるための五つの戒
めを刻む

津波碑を見ながら育った佐々木タミさんは大地震の直後、
すばやく高台に避難した

昭和三陸津波の義援金を記念碑の建設資金に充てることを報じる朝日新聞
（昭和８年４月 29 日付）の紙面
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と
ん
挫
し
た
移
転
計
画

　

昭
和
三
陸
津
波
の
被
災
地
を
踏
破
し
た

民
俗
学
者
山
口
弥
一
郎
（
１
９
０
２
～
２

０
０
０
）
は
著
書
『
津
浪
と
村
』（
１
９

４
３
年
）
で
、
津
波
後
の
集
落
移
転
の
実

相
を
丹
念
な
ル
ポ
で
検
証
し
て
い
る
。
こ

の
中
で
、
船
越
集
落
が
、
旧
船
越
村
だ
け

で
１
３
０
０
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た

明
治
三
陸
津
波
（
１
８
９
６
年
）
の
教
訓

を
生
か
し
て
浜
辺
の
前
須
賀
か
ら
高
台
移

転
を
果
た
し
た
の
に
対
し
、
田
の
浜
で
は

現
在
の
新
宅
地
に
当
た
る
「
新
地
域
」
の

「
地
均な

ら

し
を
な
し
た
」
も
の
の
、
移
転
計

画
が
と
ん
挫
し
て
再
び
海
浜
に
人
口
が
定

着
し
た
経
緯
を
紹
介
。

　

両
集
落
の
「
移
動
成
否
」
は
昭
和
８
年

の
津
波
で
「
精
算
」
さ
れ
、
田
の
浜
の
流

失
家
屋
の
数
が
船
越
の
そ
れ
の
８
倍
近
く

に
及
ぶ
１
８
３
戸
だ
っ
た
と
報
告
し
た
。

津
波
か
ら
10
年
後
に
田
の
浜
を
再
訪
し
た

山
口
は
、
新
宅
地
を
指
す
山
腹
の
「
見
事

な
市
街
形
を
な
し
た
家
並
み
」
と
、
建
物

が
ま
ば
ら
な
浜
側
を
見
て
胸
を
な
で
お
ろ

す
。
し
か
し
、
じ
き
に
記
憶
は
薄
れ
て
低

地
に
も
民
家
が
立
ち
並
び
、
田
の
浜
は
東

日
本
大
震
災
で
同
じ
惨
害
を
繰
り
返
す
。

　

船
越
湾
漁
協
に
チ
リ
地
震
津
波
前
年
の

昭
和
34
年
か
ら
37
年
間
勤
務
し
た
坂
本
晋

一
さ
ん（
75
）は
、
農
家
と
の
兼
業
が
多
か

っ
た
昔
の
船
越
集
落
と
比
べ
て
田
の
浜
は

「
海
へ
の
依
存
度
」
が
高
く
、
高
台
移
転

に
消
極
的
だ
っ
た
と
み
る
。「
津
波
に
遭

っ
て
も
、
浜
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
気
持
ち

は
分
か
る
」。
イ
カ
漁
の
大
が
か
り
な
漁

具
の
運
搬
や
、
採
っ
て
き
た
海
藻
類
を
干

す
の
に
は
浜
辺
に
住
む
の
が
好
都
合
だ
っ

た
の
だ
。
明
治
津
波
の
直
後
に
被
災
地
を

踏
査
し
た
山
奈
宗
真
の
「
岩
手
県
沿
岸
大

海
嘯
取
調
書
」
に
よ
る
と
、
船
越
の
生
業

の
割
合
が
「
農
七
分
、
漁
三
分
」
な
の
に

対
し
て
、
田
の
浜
は
「
漁
九
分
、
農
一
分
」

で
あ
り
、
史
料
か
ら
も
「
海
頼
み
」
の
実

態
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

避
難
所
で
な
く
高
台
へ
走
る

　

あ
の
日
、
タ
ミ
さ
ん
は
地
区
の
公
民
館

で
町
指
定
の
避
難
所
だ
っ
た
「
船
越
漁
村

セ
ン
タ
ー
」
に
ほ
ど
近
い
自
宅
に
一
人
で

い
た
。
激
し
い
揺
れ
が
襲
っ
た
の
は
、
娘

の
夫
が
磯
で
獲
っ
て
き
た
タ
コ
を
ゆ
で
よ

う
と
台
所
で
足
を
一
本
ず
つ
塩
で
も
ん
で

い
た
時
だ
。
と
っ
さ
に
テ
レ
ビ
に
し
が
み

つ
い
て
叫
ん
だ
。「
神
様
、
仏
様
、
こ
の

地
震
を
止
め
て
く
た
ん
せ
ー
（
止
め
て
く

だ
さ
い
）」。
次
の
瞬
間
に
は
仏
壇
の
位
牌

を
わ
し
づ
か
み
に
し
て
手
提
げ
袋
に
入

れ
、
家
を
飛
び
出
し
て
い
た
。

　

ま
っ
す
ぐ
急
ぎ
足
で
向
か
っ
た
先
は
、

漁
村
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、
北
に
１
０
０

メ
ー
ト
ル
余
り
離
れ
た
高
台
に
立
つ
「
大

家
」（
屋
号
、
大
家
漁
業
生
産
組
合
）
の

庭
先
だ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
西
に
２

５
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
新
宅
地
の
民
家

「
山
っ
こ
」（
屋
号
）
に
移
動
。「
下
」
と

呼
ば
れ
る
低
地
の
住
宅
街
を
見
下
ろ
す

と
、
津
波
に
も
ま
れ
て
家
々
の
屋
根
が
ひ

し
め
き
合
い
、「
亀
の
甲
羅
の
よ
う
に
見

え
た
」。
そ
の
中
に
苦
労
し
て
建
て
た
わ

が
家
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
え
も
言
わ
れ

ぬ
感
慨
に
と
ら
わ
れ
た
と
い
う
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
の
漁
村
セ
ン
タ
ー

も
す
っ
か
り
津
波
に
の
み
込
ま
れ
た
。

碑
文
暗
唱
し
て
通
学

　

タ
ミ
さ
ん
を
素
早

く
避
難
行
動
に
駆
り

立
て
た
の
は
、
集
落

の
入
り
口
に
立
つ
昭

和
三
陸
津
波
の
記
念

碑
だ
っ
た
。
田
の
浜

で
生
ま
れ
育
っ
た
タ

ミ
さ
ん
は
戦
中
に
船

越
国
民
学
校
（
戦
前

は
船
越
尋
常
高
等
小

学
校
、
現
・
船
越
小

学
校
）
を
卒
業
。
毎

朝
、
津
波
碑
を
右
手

に
見
な
が
ら
通
学

し
、刻
ま
れ
た
五
つ
の
戒
め
を
暗
唱
し
た
。

「
毎
日
見
る
も
ん
だ
っ
つ
う
わ
け
で
な
く

て
も
、
見
ら
さ
れ
ん
だ
っ
け
も
ん
ね
」
と

い
い
、
意
識
し
な
く
て
も
自
然
に
目
に
入

っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
「
や
っ
ぱ
り
、
気
に
か
か
る
言
葉
だ
も

ん
ね
。
だ
か
ら
い
っ
つ
も
、（
地
震
が
来

た
ら
）
と
に
か
く
走
る
ん
だ
な
っ
て
気
持

ち
が
あ
っ
て
ね
。
走
る
の
好
き
だ
っ
た
か

ら
ね
。（
東
日
本
大
震
災
で
も
）
と
に
か

く
一
目
散
に
走
れ
た
の
」
と
振
り
返
る
。

　

さ
ら
に
、
過
去
の
大
津
波
を
伝
え
る
肉

親
の
教
え
が
身
に
付
い
て
い
た
。
明
治
三

陸
津
波
の
時
、
タ
ミ
さ
ん
の
実
父
菊
地
万

吉
さ
ん
は
一
時
行
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た

ら
し
い
。
タ
ミ
さ
ん
は
祖
母
ハ
ル
さ
ん
か

ら
、
幼
少
だ
っ
た
息
子
の
身
を
案
じ
た
話

を
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
た
。「
万ま

ん

公こ
う

（
万

吉
さ
ん
の
愛
称
）、
万
公
が
ど
こ
さ
行
っ

た
ぁ
べ
え
」。
ハ
ル
さ
ん
は
か
細
く
、
悲

し
げ
な
声こ

わ

音ね

で
、
泣
き
な
が
ら
息
子
を
探

し
歩
く
情
景
を
切
々
と
再
現
し
た
と
い

う
。「
子
供
心
に
胸
が
裂
け
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
っ
て
ね
。
親
が
そ
ん
な
目
に
遭

っ
た
ん
だ
べ
か
と
。
だ
か
ら
素
直
に
聞
い

た
っ
た
の
す
」
と
タ
ミ
さ
ん
。

碑
と
語
り
継
ぎ
が
風
化
防
ぐ

　

記
念
碑
に
刻
ま
れ
た
教
訓
と
、
家
庭
で

の
語
り
継
ぎ
。
こ
の
二
つ
が
タ
ミ
さ
ん
の

中
で
津
波
の
惨
劇
の
風
化
を
防
い
だ
と
い

え
る
。
タ
ミ
さ
ん
は
「
よ
い
と
思
う
こ
と

は
絶
対
に
忘
れ
な
い
で
、
書
く
か
、
し
ゃ

べ
る
か
す
る
。
頭
が
ぼ
け
て
な
い
う
ち
は

記
憶
に
残
し
て
お
き
た
い
っ
て
い
う
の

す
。
そ
れ
し
か
な
い
も
ん
」
と
伝
承
の
大

切
さ
を
強
調
す
る
。
平
成
の
大
津
波
を
経

た
今
、
６
人
の
孫
た
ち
に
そ
の
体
験
を
伝

え
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
の
「
津
波
被
害
・
津
波
石

碑
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
よ
る
と
、
田
の

浜
の
石
碑
は
昭
和
三
陸
津
波
の
浸
水
範
囲

の
ほ
ぼ
境
界
線
上
に
あ
る
。
残
る
町
内
５

基
の
石
碑
は
い
ず
れ
も
浸
水
範
囲
か
ら
外

れ
た
立
地
だ
が
、
町
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
で
郷
土
史
家
の
川
端
弘
行
さ
ん（
81
）

の
記
憶
で
は
、
少
な
く
と
も
織
笠
と
大
浦

の
碑
は
も
と
も
と
昭
和
の
津
波
が
及
ん
だ

場
所
に
あ
り
、
後
年
、
現
在
地
に
移
さ
れ

た
。「
こ
の
碑
の
あ
る
ぐ
ら
い
の
高
い
所

に
避
難
せ
よ
」と
の
記
述
と
矛
盾
す
る
が
、

川
端
さ
ん
は
「
昔
の
街
道
筋
や
辻
な
ど
人

目
に
付
き
や
す
い
所
に
建
て
た
の
で
は
な

船越湾

旧タブの木荘●

八幡宮

船越湾漁協●

船越漁港

津波碑

荒神社●
弁天島

タブの大島

荒神海水浴場

瑞然寺

● ● ●山っこ

●佐 木々さん宅
大家

●船越漁村センター

早川

田の浜
N

は津波の浸水範囲

※地図データは震災前のものです

佐々木タミさんの自宅のすぐ近くだった船越漁村センター
（中央の白い建物）は２階まで津波にのまれた
（平成 23 年３月 24 日午後４時 25 分撮影）

昭和三陸津波の直後、がれきに埋もれた田の浜の低地部で撮影さ
れた写真。約 220 戸の家屋が全壊し、幼児を含む 3 人が亡くなっ
たとされる

上の写真とほぼ同じアングルの現在の田の浜
（平成 28 年 10 月 19 日、船越漁村センター跡地付近で撮影）

田の浜の津波碑は集落入り口の大きなタブノキの下に立
つ。東日本大震災の津波の直撃を受け、大きく山側に倒
れた。タミさんはこの道を毎日通学した

229 228

第3章  伝える │ 石に刻まれた教え



が
点
で
あ
る
碑
を
結
び
付
け
て
背
景
を
探

れ
ば
、
奥
行
き
の
あ
る
文
化
が
生
き
生
き

と
姿
を
現
す
。
そ
の
た
め
に
松
本
教
授
は

今
後
、
地
域
住
民
に
「
物
語
」
の
聞
き
取

り
を
行
い
た
い
と
い
う
。

船
越
小
に「
平
成
の
津
波
碑
」

　

あ
の
大
津
波
か
ら
３
年
９
カ
月
後
の
平

成
26（
２
０
１
４
）年
12
月
、
タ
ミ
さ
ん
の

通
っ
た
船
越
小
学
校
に「
平
成
の
津
波
碑
」

と
も
い
う
べ
き
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
お
目
見

え
し
た
。「
未
来
の
子
ら
へ　

こ
の
桜
よ

り
上
へ
逃
げ
よ
」
と
刻
む
。
被
災
地
で
復

興
と
鎮
魂
の
願
い
を
込
め
、
桜
の
植
樹
活

動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
さ
く
ら
並
木
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
東
京
都
）
が
支
援
し
、

津
波
が
達
し
た
海
抜
18

メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
ン
に

同
年
４
月
に
植
え
た
エ

ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
そ

ば
に
建
て
た
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
２
階
建
て
の
同
小
は

津
波
で
２
階
の
床
上
ま

で
浸
水
、
26
年
、
山
を

切
り
崩
し
て
造
成
し
た

海
抜
24
メ
ー
ト
ル
の
現

在
地
に
再
建
さ
れ
た
。

津
波
の
日
、
学
校
に
い

た
児
童
約
１
６
０
人
は

海
の
異
変
に
気
付
い
た

校
務
員
の
機
転
で
裏
山

に
逃
げ
、
全
員
無
事
だ

っ
た
。

　

石
碑
は
高
さ
約
80
セ

ン
チ
、
約
18
セ
ン
チ
四
方
の
角
柱
で
、
ピ

ン
ク
色
が
か
っ
た
桜
御
影
石
製
。
再
建
さ

れ
た
校
舎
に
上
が
る
坂
道
の
左
側
の
の
り

面
に
あ
り
、
登
下
校
の
児
童
た
ち
が
毎
日

目
に
す
る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
で
写

真
家
の
桜
野
良
充
さ
ん（
37
）は
「
人
間
は

忘
れ
る
動
物
。
子
供
た
ち
に
、
な
ぜ
桜
が

こ
の
場
所
に
植
わ
っ
て
い
る
の
か
思
い
出

し
て
ほ
し
い
。
津
波
は
い
つ
か
ま
た
必
ず

来
る
の
で
、
い
つ
も
見
え
る
場
所
で
防
災

や
減
災
の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。
碑

文
は
桜
野
さ
ん
と
教
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、「
簡
潔
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
言
葉
」
を
選
ん
だ
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
原
点
」
は
、
明

治
と
昭
和
の
津
波
で
壊
滅
し
た
宮
古
市
重

茂
の
姉
吉
地
区
で
「
こ
こ
よ
り
下
に
家
を

建
て
る
な
」
と
教
訓
を
記
し
、
東
日
本
大

震
災
で
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
た
石

碑
だ
。「
時
を
超
え
て
日
本
人
が
愛
す
る
」

桜
の
並
木
を
津
波
到
達
ラ
イ
ン
に
造
り
、

避
難
の
目
印
に
し
よ
う
と
、
植
物
関
係
の

職
業
に
携
わ
る
人
た
ち
が
震
災
の
翌
年
に

組
織
を
立
ち
上
げ
た
。

知
ら
な
か
っ
た
海
の
怖
さ

　

震
災
当
時
、
同
小
１
年
生
で
、
自
宅
付

近
の
高
台
か
ら
町
を
襲
う
津
波
を
目
撃
し

た
６
年
生
の
佐
々
木
楓ふ

う

夏か

さ
ん（
12
）は

「
そ
れ
ま
で
、
た
だ
の
海
だ
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
い
ろ
ん
な
建
物
を
壊
せ
る
海
だ

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
び
っ
く
り
し
た
し

怖
か
っ
た
」
と
鮮
明
に
思
い
出
す
。
学
校

の
裏
山
に
逃
げ
た
同
じ
く
６
年
生
の
川
向

真
帆
さ
ん（
11
）と
佐
々
木
那と

も

由ゆ

基き

君（
12
）

も
「
年
下
の
子
た
ち
に
は
避
難
訓
練
を
し

っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。
地
震
が
起
き
た

ら
、
石
碑
に
あ
る
よ
う
に
、
と
に
か
く
高

い
所
に
逃
げ
な
さ
い
と
伝
え
た
い
」
と
口

を
そ
ろ
え
る
。

　

井
口
道
子
副
校
長（
57
）は
「
碑
を
建
て

た
方
々
の
思
い
を
共
有
し
て
、
こ
れ
か
ら

育
っ
て
い
く
子
供
た
ち
の
命
を
守
る
教
育

に
活
用
し
た
い
」
と
言
う
。
毎
朝
石
碑
を

目
に
す
る
児
童
ら
に
も
何
十
年
後
か
、
タ

ミ
さ
ん
の
よ
う
に「
石
に
刻
ま
れ
た
教
え
」

を
役
立
て
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

取
材
時
期
＝
平
成
27
年
10
月
（
佐
々
木
タ
ミ
さ
ん・

川
端
さ
ん
）、
同
11
月
（
松
本
さ
ん
・
桜
野
さ
ん
・

佐
々
木
楓
夏
さ
ん
・
川
向
さ
ん
・
佐
々
木
那
由
基

君
・
井
口
さ
ん
）、
28
年
７
月
（
坂
本
さ
ん
）

い
か
」
と
推
測
す
る
。

「
物
語
」
も
共
に
伝
え
て

　

田
の
浜
の
碑
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波

が
通
り
過
ぎ
た
後
、
倒
れ
て
背
後
の
斜
面

に
も
た
れ
か
か
る
よ
う
な
格
好
に
な
っ

た
。
震
災
後
、
初
め
て
津
波
碑
を
訪
れ
た

タ
ミ
さ
ん
は
そ
っ
と
手
を
合
わ
せ
、「
ご

苦
労
様
で
し
た
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。「
そ

れ
だ
け
で
し
た
。
何
も
し
ゃ
べ
る
こ
と
は

ね
え
ん
だ
も
ん
。（
震
災
は
）
で
き
て
（
起

き
て
）
し
ま
っ
た
こ
と
だ
か
ら
な
す
」

　

震
災
と
津
波
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
古

い
に
し
えの

石

碑
を
、後
世
に
ど
う
伝
承
す
べ
き
な
の
か
。

震
災
後
、
町
内
に
現
存
す
る
全
て
の
石
碑

の
状
況
を
調
査
し
た
岩
手
県
立
大
盛
岡
短

期
大
学
部
の
松
本
博
明
教
授
（
民
俗
学
）

は
「
碑
そ
の
も
の
の
保
存
だ
け
で
な
く
、

碑
に
ま
つ
わ
る
物
語
、
歴
史
的
な
背
景
や

ど
ん
な
人
が
建
設
に
関
わ
っ
た
の
か
な
ど

を
一
緒
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」

と
指
摘
す
る
。

　
「
地
域
で
存
在
感
を
示
し
て
き
た
一
つ

一
つ
の
碑
の
小
さ
な
物
語
と
共
に
、
町
全

体
の
大
き
な
物
語
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
積

み
上
げ
て
二
重
、
三
重
に
網
を
掛
け
る
よ

う
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
」。
そ
れ
ぞ
れ

12 基が現存
　明治と昭和の津波について記した石碑は山田町内に
12 基が現存し、明治を対象とするものが 3 基、昭和
が 9 基。立地は曹洞宗南陽寺（大沢）、同海蔵寺（船越）、
同龍昌寺（山田）、山田八幡宮（同）といった寺社境
内のほか、公共施設の敷地内や道路沿いとなっている。
　それぞれ被害の概容を記録し、明治の碑のうち 2 基
は漢文で津波襲来時の凄惨な状況を刻む。龍昌寺にあ
る明治の碑は津波から 2 年後の明治 31（1898）年の建
立で、大本山永平寺 64 世の森田悟由禅師が碑銘を揮

き

毫
ごう

、碑文を曹洞宗の聖典「修
しゅ

証
しょう

義
ぎ

」をまとめた仏教
学者大内青

せい

巒
らん

が撰述した。これによると、弱い地震の
後に波が引き、遠雷が轟くように海が鳴った後、津波

が押し寄せた。旧山田町で 800 人以上（別資料では
約千人）が犠牲になり、火災の焼死者も 50 人を超え
たという。
　昭和の碑のうち 6 基は朝日新聞社の義援金で建立
された「教訓碑」で、3 基は寺の境内にある慰霊塔。
龍昌寺の慰霊塔の銘は永平寺 68 世・秦慧昭禅師の書。
海蔵寺の慰霊塔は津波が襲った時刻と旧船越村の流
失戸数、犠牲者数を記すが、東日本大震災の津波で完
全に倒れた。
　また、東日本大震災津波の教訓を記したり、犠牲者
を悼んだりする石碑などのモニュメントは船越小のほ
か、大浦漁村センターや小谷鳥コミュニティセンター
跡地付近、旧山田町役場跡地の御蔵山（鎮魂と希望の
鐘）、龍昌寺（観音像）、海蔵寺（同）、南陽寺の境内
に建立されている。

－明治と昭和、平成の津波碑－

織
笠
小
学
校
付
近
で
隣
り
合
わ
せ
に
立
つ
、
昭
和
三
陸
津
波
と

明
治
三
陸
津
波
の
記
録
と
教
訓
を
と
ど
め
る
当
時
の
石
碑
。

左
が
昭
和
、
右
が
明
治

山田湾

45
大沢

山田

織笠

船越

小谷鳥

船越半島

大浦

南陽寺境内

大沢公園

海蔵寺境内

船越小学校

龍昌寺境内

御蔵山

山田八幡宮境内

織笠小学校付近

大浦漁村センター

小谷鳥コミセン跡地付近

船越旧道の辻

田の浜入り口

明治三陸津波
昭和三陸津波
東日本大震災津波

「ここより上へ逃げよ」。船越小が浸水した海抜 18 メートル地点に建てられた石碑と児童ら。
碑文は未来に向けたメッセージになっている

〈津波記念碑・慰霊塔などの所在地〉
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が
出
火
、
あ
る
い
は
出
火
の
拡
大
の
原
因

に
な
っ
た
疑
い
が
あ
る
。

　

地
震
で
揺
れ
る
と
ス
ト
ー
ブ
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
火
気
器
具
が
倒
れ
て
出
火
し
や
す

い
が
、
津
波
の
時
も
相
当
揺
れ
た
り
、
一

部
壊
れ
な
が
ら
波
に
持
っ
て
い
か
れ
た
り

す
る
。
火
気
器
具
の
転
倒
や
裸
火
も
あ
っ

た
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
が
原
因
に
な
っ
て

が
れ
き
が
燃
え
た
状
態
で
流
れ
る
と
い
う

仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
つ
目
の
パ
タ
ー
ン
が
「
都
市
近
郊
平

野
部
型
」。
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
が
れ
き
集

積
型
と
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
山
際
が
な

い
平
野
部
で
は
建
物
な
ど
が
延
焼
す
る
。

宮
城
県
名
取
市
な
ど
で
多
か
っ
た
も
の

で
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
よ
う
な
津
波
に
耐

え
得
る
建
物
に
燃
え
た
が
れ
き
な
ど
が
引

っ
か
か
っ
て
、
そ
の
中
で
燃
え
る
こ
と
が

多
い
。
名
取
の
閖ゆ

り

上あ
げ

地
区
は
恐
ら
く
そ
う

い
う
ふ
う
に
燃
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
都

市
部
は
生
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
い
の
で
、

相
当
数
の
出
火
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。

車
の
電
気
系
統
も
火
元
に

　

三
つ
目
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
な
ど
に
特

徴
的
な
「
危
険
物
流
出
型
」。
湾
口
で
重

油
な
ど
が
流
出
し
て
、
そ
れ
が
出
火
や
火

災
の
拡
大
を
助
長
し
た
ケ
ー
ス
。
気
仙
沼

は
特
に
湾
内
、
海
の
上
で
が
れ
き
が
燃
え

て
、
そ
れ
が
い
ろ
ん
な
所
に
火
を
つ
け
て

回
っ
て
至
る
所
が
燃
え
た
が
、
非
常
に
危

険
だ
。

　

気
仙
沼
で
は
飛
び
地
的
に
延
焼
範
囲
が

広
が
り
、
海
の
上
で
が
れ
き
が
燃
え
た
。

わ
れ
わ
れ
の
実
験
で
、
重
油
を
混
ぜ
た
水

の
上
で
木
材
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
が

燃
え
る
と
、
ろ
う
そ
く
の
芯
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
継
続
的
な
燃
焼
が
起
き
て

し
ま
う
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
海
の

上
で
が
れ
き
の
燃
焼
が
長
時
間
継
続
し

て
、
そ
れ
に
重
油
や
軽
油
な
ど
の
危
険
物

が
流
出
し
た
の
が
火
災
の
原
因
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

四
つ
目
が
自
動
車
や
建
物
の
電
力
計
、

電
気
系
統
か
ら
燃
え
た
「
電
気
系
統
単
発

出
火
型
」。
津
波
の
直
後
だ
け
で
な
く
て
、

２
日
目
と
か
３
日
目
以
降
の
出
火
に
多
い

パ
タ
ー
ン
だ
。
建
物
や
車
の
電
気
系
統
が

潮
を
か
ぶ
っ
て
そ
こ
か
ら
発
火
す
る
も
の

で
、仙
台
な
ど
で
も
か
な
り
起
き
て
い
る
。

車
か
ら
の
発
火
は
田
の
浜
で
も
起
き
た
疑

い
が
あ
る
。

散
ら
ば
っ
た
が
れ
き
か
ら
出
火

　

―
山
田
町
の
中
心
街
の
火
災
の
特
徴

は
。

　

―
一
般
的
に
津
波
火
災
の
起
こ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
は
。

　

そ
も
そ
も
「
津
波
火
災
」
と
い
う
用
語

は
東
日
本
大
震
災
の
前
に
は
な
く
、
震
災

の
調
査
を
し
た
時
に
わ
れ
わ
れ
が
便
宜
的

に
そ
う
呼
ん
で
い
た
の
が
、
そ
の
ま
ま
一

般
用
語
化
し
た
も
の
だ
。
日
本
火
災
学
会

の
委
員
会
な
ど
で
定
義
を
き
ち
ん
と
し
よ

う
と
議
論
を
し
て
、
津
波
が
原
因
で
発
生

し
た
火
災
を
津
波
火
災
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

用
語
は
な
か
っ
た
が
、
過
去
に
も
い
く

つ
か
起
き
て
い
る
。
例
え
ば
北
海
道
南
西

沖
地
震
で
奥
尻
島
の
青
苗
地
区
が
燃
え
た
。

残
念
な
こ
と
に
そ
の
直
後
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
あ
っ
た
せ
い
で
、
火
災
の
研
究

者
が
、
阪
神
・
淡
路
の
通
電
火
災
も
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
検
証
を
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
奥
尻
の
火
災
を
十
分
に
検

証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

東
日
本
大
震
災
は
奥
尻
と
違
っ
て
被
災
範

囲
が
広
く
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
の
津

波
火
災
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

山
田
は
「
斜
面
が
れ
き
集
積
型
」

　

津
波
火
災
の
発
生
パ
タ
ー
ン
は
、
東
日

本
大
震
災
に
限
っ
て
い
え
ば
、
ほ
ぼ
四
つ

に
分
類
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
山
田
町
の
陸
中
山
田
駅
周
辺

や
田
の
浜
地
区
で
起
き
た
「
斜
面
が
れ
き

集
積
型
」。
燃
え
た
が
れ
き
が
流
れ
て
、

山
際
に
漂
着
し
て
延
焼
す
る
。
大
槌
町
や

宮
城
県
石
巻
市
で
も
見
ら
れ
た
も
の
だ
。

な
ぜ
燃
え
た
が
れ
き
が
発
生
す
る
の
か
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
炎
を
噴
出
し
て
い
た
と
い

う
証
言
が
得
ら
れ
て
お
り
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ

廣 井  悠（ひろい・ゆう）氏

最
大・
最
悪
の「
津
波
火
災
」

が
れ
き
の
道
伝
う
火
、

危
険
物
に
触
れ
炎
上

廣
井
悠
准
教
授（
東
京
大
大
学
院
）に
聞
く

火
災
は
な
ぜ
拡
大
し
た
の
か

　昭和 53（1978）年、東京都文京区生まれ。東京大
学大学院工学系研究科都市工学専攻博士課程を中退
後、同大学院特任助教、名古屋大学減災連携研究セ
ンター准教授を経て、平成 28（2016）年から現職。
東京都中央区帰宅困難者支援施設運営協議会座長、
東京消防庁火災予防審議会委員なども務め、都市防
災の観点から火災や災害時の避難対策などに取り組
む。主な論文に「福島原子力発電所からの避難行動
に関する調査と分析」、「津波火災に関する東日本大
震災を対象とした質問紙調査の報告と出火件数予測
手法の提案」など。

山田町で発生した津波火災 ※表中の「船越」は田の浜地区に該当 専
門
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

あ
の
日
、
津
波
の
直
後
に
町
を
襲
っ
た
の
は
、
津
波
が
原
因
の
大
規

模
な
火
災
だ
っ
た
。
山
田
、
田
の
浜
、
大
沢
、
織
笠
の
各
地
区
で
七
つ

の
火
災
が
発
生
。
特
に
商
業
施
設
や
家
屋
が
集
ま
り
、交
通
の
要
衝
だ
っ

た
中
心
街
の
山
田
地
区
は
約
17
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
灰か
い

燼じ
ん
に
帰
し
、
船
越
湾

に
面
し
た
の
ど
か
な
漁
村
・
田
の
浜
地
区
は
昭
和
三
陸
津
波（
１
９
３
３

年
）で
浸
水
し
な
か
っ
た
高
台
か
ら
も
出
火
、
宅
地
だ
け
で
な
く
背
後
の

山
林
を
広
範
囲
に
焼
い
た
。
震
災
発
生
直
後
の
平
成
23（
２
０
１
１
）年

３
月
か
ら
こ
れ
ま
で
、
被
災
地
で
起
き
た
「
津
波
火
災
」
１
５
９
件
全

て
を
調
査
し
て
き
た
廣
井
悠・東
京
大
大
学
院
准
教
授
（
都
市
防
災
）
に
、

そ
の
中
で
も
山
田
地
区
の
火
災
が
最
大
・
最
悪
と
さ
れ
る
被
害
を
出
し

た
理
由
や
、
津
波
火
災
に
強
い
町
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

日本火災学会　2011年東日本大震災火災等報告書（完全版）から抜粋

「斜面がれき集積型津波火災」の発生メカニズム

④ 山林火災（津波非被災エリア）へ発展
　 （一部の避難所では再避難が必要）

① 津波襲来
　 （地震強度による倒壊、津波以前の火災の報告は僅少）

② 津波による家屋等の倒壊（山際に打ち寄せられる）

③ 山際での火災発生、延焼拡大（出火様態は多種多様）

家屋や車、プロパン、流出オイルの
炎上物が漂流

県 市町村 町丁目字 浸水内 火災種別 発生月 発生日 発生時 発生分 火源分類

岩手県 山田町 船越 ○ 建物 3 11 15 20 不明（津波）
がれき疑い

岩手県 山田町 船越 ○ 建物 3 11 15 25 不明（津波）
がれき疑い

岩手県 山田町 織笠 ○ 建物 3 11 15 25 不明（津波）
がれき疑い

岩手県 山田町 八幡町 ○ 建物 3 11 15 30 不明（津波）
がれき疑い

岩手県 山田町 長崎 ○ 建物 3 11 15 30 不明（津波）
がれき疑い

岩手県 山田町 大沢 ○ 建物 3 11 15 30 不明（津波）
がれき疑い

岩手県 山田町 船越 ○ その他 3 11 18 00 不明（津波）
車 両 疑 い

日本火災学会　2011年東日本大震災火災等報告書（完全版）から抜粋
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東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
津
波
火
災

の
中
で
は
一
番
延
焼
面
積
が
大
き
い
。
２

カ
所
か
ら
出
火
し
た
が
、
両
方
の
火
災
が

合
流
し
た
一
つ
の
延
焼
面
積
で
あ
る
と
す

る
と
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
最
も
広
い

市
街
地
火
災
の
延
焼
面
積
を
上
回
る
、
非

常
に
大
き
な
火
災
だ
。

　

大
槌
町
な
ど
は
津
波
の
勢
い
が
強
か
っ

た
の
で
、
燃
え
た
が
れ
き
が
山
際
に
ほ
と

ん
ど
集
積
し
て
、
そ
こ
で
燃
え
た
。
山
田

町
の
場
合
は
同
じ「
斜
面
が
れ
き
集
積
型
」

で
も
、
そ
こ
ま
で
津
波
の
勢
い
が
強
く
な

か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

が
れ
き
が
全
て
山
際
に
押
し
寄
せ
た
わ

け
で
は
な
く
て
、
引
い
た
り
押
し
た
り
し

た
の
だ
ろ
う
が
、
残
念
な
こ
と
に
市
街
地

全
体
に
「
が
れ
き
ク
ラ
ス
タ
ー
（
塊
、
集

合
体
）」
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た
。
こ

の
よ
う
に
可
燃
物
が
広
く
分
布
し
、
い
ず

れ
か
で
出
火
す
る
こ
と
で
、
埋
め
尽
く
し

た
が
れ
き
で
道
路
の
延
焼
防
止
機
能
が
通

用
せ
ず
、
非
常
に
大
き
い
延
焼
面
積
が
発

生
し
た
と
み
ら
れ
る
。
出
火
原
因
は
不
明

だ
が
、
小
さ
な
種
火
が
周
り
に
散
ら
ば
っ

た
危
険
物
に
触
れ
て
爆
発
し
な
が
ら
、
消

火
も
で
き
ず
に
延
焼
し
て
い
っ
た
よ
う

だ
。

　

大
槌
の
よ
う
な
強
い
津
波
が
来
て
山
際

が
燃
え
る
パ
タ
ー
ン
だ
け
で
は
な
く
、
中

程
度
の
津
波
で
も
が
れ
き
が
一
面
に
散
ら

ば
る
よ
う
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
津
波
火
災

は
当
然
発
生
し
得
る
わ
け
で
、
２
階
や
３

階
に
い
る
人
が
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
一
つ
の
教

訓
だ
。

評
価
で
き
る
互
助
の
精
神

　

―
消
防
署
自
体
も
被
災
し
て
、
ポ
ン

プ
車
を
高
台
に
移
動
さ
せ
、
後
に
山
側
を

通
っ
て
消
防
団
と
現
場
に
向
か
っ
た
。
消

防
署
と
消
防
団
の
消
火
活
動
を
ど
う
評
価

す
る
か
。

　

山
田
町
は
（
被
災
地
の
中
で
）
恐
ら
く

一
番
か
二
番
く
ら
い
、
き
ち
ん
と
消
火
を

し
た
所
と
み
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
消
防
活

動
を
し
て
い
な
か
っ
た
所
も
あ
る
。
例
え

ば
宮
城
と
か
福
島
の
津
波
火
災
対
応
で

は
、
そ
も
そ
も
車
を
退
避
さ
せ
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
所
も
あ
る
。

　

特
に
消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
が
れ
き
に

邪
魔
さ
れ
て
使
え
な
か
っ
た
と
い
う
状
況

な
が
ら
、
自
然
水
利
を
せ
き
止
め
て
、
そ

れ
を
使
っ
て
き
ち
ん
と
消
火
を
試
み
た
と

い
う
点
で
は
、
今
後
、
津
波
火
災
の
消
防

戦
術
に
非
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
能
動
的
）

な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
浸
水

地
域
外
の
消
防
団
の
方
が
山
間
部
を
迂
回

し
て
助
け
に
来
た
。
そ
う
い
う
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
助
け
合
い
の
精
神
が
あ
り
、
高
く

評
価
で
き
る
。
最
大
の
延
焼
面
積
だ
か
ら

と
い
っ
て
消
火
が
ま
ず
か
っ
た
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
こ
れ
は
地
域
特
性
・
被
災
特

性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。

　

―
田
の
浜
の
火
災
の
特
徴
は
。

　

田
の
浜
の
火
災
は
３
カ
所
か
ら
の
出
火

が
あ
っ
た
。（
低
地
の
）
浸
水
地
域
内
で

の
火
災
（
図
中
①
）
の
出
火
原
因
は
不
明

だ
が
、
が
れ
き
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。
目
撃
証
言
に
よ
る
と
、

燃
え
た
が
れ
き
が
建
物
に
当
た
っ
て
、
そ

れ
が
部
分
焼
し
た
と
い
う
よ
う
な
特
徴
が

あ
り
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
火
災
で
は
な
か

っ
た
。

　
（
高
台
の
通
称
「
新
宅
地
」
で
）
同
じ

よ
う
な
原
因
で
が
れ
き
に
よ
っ
て
火
災

（
同
②
）
が
起
き
て
い
る
が
、
結
果
的
に

山
林
火
災
に
発
展
し
て
、
大
き
な
被
害
が

出
た
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
山
田

町
の
中
心
部
で
は
な
く
て
、
大
槌
の
津
波

火
災
に
非
常
に
似
て
い
る
。

　

も
う
一
つ（
船
越
漁
村
セ
ン
タ
ー
付
近
）

の
火
災
（
同
③
）
は
出
火
時
刻
が
当
日
の

夕
方
。
出
火
原
因
も
車
両
に
よ
る
と
い
う

疑
い
が
あ
る
。
恐
ら
く
、
車
両
の
電
気
系

統
か
何
か
分
か
ら
な
い
が
、
少
し
時
間
が

経
っ
て
出
火
し
て
、
そ
れ
が
建
物
や
が
れ

き
に
延
焼
し
た
と
考
え
て
い
る
。

田
の
浜
住
民
、
懸
命
の
消
火

　

―
田
の
浜
は
消
防
団
や
住
民
が
消
火

に
当
た
り
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
や
っ
た
。

　

消
防
団
と
地
域
の
20
人
ぐ
ら
い
の
若
い

方
が
浸
水
地
域
の
火
災
を
消
そ
う
と
し
た

そ
う
だ
。

　

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
は
、
基
本
的
に
よ
っ
ぽ

ど
初
期
も
し
く
は
小
さ
な
火
災
で
な
い
と

消
す
の
は
難
し
い
。
た
だ
、
消
火
栓
も
ポ

ン
プ
車
も
、
ポ
ン
プ
を
操
作
で
き
る
人
員

が
な
い
限
り
は
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
と
か
、
そ

う
い
う
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
（
原
始
的
）
な
対

応
に
頼
る
し
か
な
い
と
い
う
の
は
事
実

で
、
皆
さ
ん
は
が
ん
ば
っ
て
延
焼
を
阻
止

し
た
。

　

―
一
般
住
民
も
参
加
し
た
こ
と
を
ど

う
評
価
す
る
か
。

　

そ
こ
は
非
常
に
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
、

一
般
の
住
民
の
方
が
津
波
火
災
を
消
そ
う

と
が
ん
ば
る
の
は
、
ほ
か
の
地
域
に
は
あ

ま
り
な
い
。
消
防
団
が
な
か
な
か
来
ら
れ

な
い
地
域
も
あ
る
の
で
、一
般
の
住
民
の

方
も
含
め
て
、今
後
、津
波
火
災
対
応
を
ど

う
や
る
か
。
ポ
ン
プ
車
で
は
な
く
、
例
え

ば
可
搬
ポ
ン
プ
と
防
火
水
槽
な
ど
で
、
ど

う
や
っ
て
消
火
活
動
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
一
つ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
だ
と

思
う
。

発生からほぼ 20 時間が経過した山田地区の火災（平成 23 年３月12 日
午前 11時６分撮影）。町全体に散らばったがれきに火が燃え広がった

③ 

 
震災前の山田町中心街と延焼範囲（赤枠） 

© 2011Google-画像, © 2011 GeoEye, 地図データ© 2011 ZENRIN 
日本火災学会 2011 年東日本大震災火災等報告書（完全版）から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災前の山田町中心街と延焼範囲（赤枠）

© 2011Google-画像, © 2011 GeoEye, 地図データ © 2011 ZENRIN
日本火災学会　2011年東日本大震災火等報告書（完全版）から抜粋

田の浜地区の推定延焼範囲

田の浜地区

通称「新宅地」

林野火災

出火点
延焼範囲
林野火災

浸水範囲

標  高（m）

通称「新宅地」

①

③
②

林野火災

日本火災学会　2011年東日本大震災火災等報告書（完全版）から抜粋

田の浜地区での住民の消火活動

Ａ・Ｂ・Ｃの線上でバケ
ツリレーや消火器、下草
に土を掛けるなどの消火
活動が行われた

A線

B線

C線

①

②

③

日本火災学会  2011年東日本大震災火災等報告書（完全版）から抜粋

（赤枠は延焼範囲）
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組
み
を
き
ち
ん
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

や
は
り
ハ
ー
ド
面
、
防
潮
堤
の
整
備
な

ど
は
非
常
に
重
要
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
ハ
ー
ド
が
で
き
な

い
事
象
は
ソ
フ
ト
で
対
応
し
よ
う
と
い
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
難
し
い

こ
と
が
あ
る
。
で
は
ど
う
し
よ
う
か
と
い

う
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
る
議
論
の
場
が

あ
る
べ
き
だ
。
津
波
火
災
が
起
き
る
地
域

で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
津
波
避
難
対
策

を
き
ち
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

―
山
田
町
で
も
海
抜
９
・
７
メ
ー
ト

ル
な
ど
の
防
潮
堤
を
建
設
中
だ
が
、
影
響

低
減
の
効
果
は
あ
る
と
。

　

土
木
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
は
設
計

思
想
が
明
ら
か
な
の
で
、
不
具
合
が
な
け

れ
ば
設
計
さ
れ
た
水
準
ま
で
は
守
る
こ
と

が
で
き
、
効
果
は
非
常
に
高
い
と
思
う
。

わ
れ
わ
れ
防
災
研
究
者
、
並
び
に
土
木
技

術
者
は
人
的
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
唯

一
の
目
的
で
、
検
討
を
進
め
、
い
ろ
い
ろ

な
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

は
行
政
の
消
防
あ
る
い
は
防
災
担
当
の
方

も
同
じ
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
町
づ
く
り
と
は
非
常
に
総
合
的

な
作
業
だ
か
ら
、
人
の
命
を
助
け
る
だ
け

で
な
く
て
、
住
ん
で
い
る
人
の
生
業
を
守

る
と
か
、
景
観
を
守
る
と
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
が
あ
る
。
そ
の
目
的
の
ど
れ
を
重

視
し
て
、
ど
れ
を
捨
象
す
る
か
と
い
う
の

は
、
や
は
り
わ
れ
わ
れ
研
究
者
に
は
判
断

の
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
は
地
域
住
民

の
方
々
の
選
択
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

対
策
は
地
域
の
理
想
に
合
わ
せ

　

わ
れ
わ
れ
は
選
択
を
す
る
た
め
の
お
手

伝
い
や
素
材
は
提
供
で
き
る
。
た
だ
決
め

る
の
は
、
行
政
も
含
め
た
地
域
の
方
々
。

関
東
大
震
災
の
後
の
防
災
や
都
市
計
画

は
、
命
を
守
る
こ
と
が
唯
一
の
目
的
だ
っ

た
が
、安
全
水
準
が
そ
れ
な
り
に
上
が
り
、

だ
ん
だ
ん
価
値
観
も
多
様
化
し
て
き
て
、

い
ろ
ん
な
地
域
の
理
想
像
が
出
て
き
た
。

そ
う
い
っ
た
理
想
像
に
合
わ
せ
た
対
策
を

皆
さ
ん
で
決
め
る
の
が
一
番
重
要
か
と
思

う
。

　

―
地
域
の
合
意
形
成
と
か
、
ど
ん
な

町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
住

民
の
意
見
の
調
整
が
必
要
だ
。

　

合
意
形
成
の
技
術
も
必
要
だ
し
、
多
く

の
人
が
合
意
形
成
を
す
る
に
当
た
っ
て
、

確
か
な
情
報
と
か
見
通
し
が
な
い
と
駄
目

だ
。

　

―
山
田
町
は
平
野
部
が
狭
く
て
、
高

台
が
比
較
的
す
ぐ
背
後
に
迫
っ
て
い
る
。

理
想
的
な
避
難
行
動
と
は
。

　

浸
水
深
が
浅
い
か
ら
と
い
っ
て
、
水
害

の
よ
う
に
建
物
の
３
階
、
４
階
と
高
い
所

に
逃
げ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
津
波
火
災
で

人
的
被
害
を
減
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
今

回
、
山
田
町
の
津
波
が
も
っ
と
強
け
れ
ば

状
況
は
変
わ
っ
て
い
て
、
恐
ら
く
大
槌
町

の
よ
う
に
山
際
が
延
焼
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
大
槌
だ
っ
て
弱
い
津
波
が
来
て
い
た

ら
、
延
焼
面
積
は
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
被
害
の
想
定
は
で

き
て
も
被
害
を
精せ

い

緻ち

に
予
測
す
る
こ
と
は

今
の
技
術
で
は
不
可
能
な
の
で
、
で
き
る

だ
け
津
波
か
ら
高
台
へ
逃
げ
る
こ
と
、
こ

れ
が
唯
一
に
し
て
大
前
提
の
対
策
だ
。

経
験
が
被
害
拡
大
し
た
例
も

　

―
山
田
町
の
場
合
、
あ
れ
だ
け
人
が

亡
く
な
っ
た
原
因
の
一
つ
に
、
チ
リ
地
震

の
津
波
の
被
害
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
の
記
憶
が
70

～
80
代
の
人
た
ち
に
あ
っ
て
、
逃
げ
ず
に

家
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

わ
れ
わ
れ
も
そ
の
辺
は
悩
む
と
こ
ろ

で
、
宮
城
や
岩
手
に
も
多
い
が
、
防
災
意

識
の
高
い
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
地

域
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
れ
は
チ
リ
地
震

津
波
の
時
で
も
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
、
こ

こ
に
逃
げ
る
と
い
う
判
断
を
し
て
犠
牲
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
防
災
に
つ
い
て
よ
く

知
っ
て
い
た
人
が
も
っ
と
大
き
い
津
波
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
。

　

わ
れ
わ
れ
が
持
っ
て
い
る
歴
史
は
千
年

と
か
２
千
年
ぐ
ら
い
で
、
こ
れ
か
ら
も
っ

と
大
き
い
、
想
定
も
し
な
か
っ
た
大
災
害

が
起
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
あ
っ
た
こ
と

を
き
ち
ん
と
知
る
の
は
歴
史
の
活
用
の
方

　

―
い
ざ
と
い
う
時
、
日
ご
ろ
か
ら
ど

の
よ
う
な
備
え
が
必
要
か
。

　

津
波
火
災
の
出
火
の
原
因
は
今
の
と
こ

ろ
の
推
察
で
は
燃
え
た
が
れ
き
や
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
車
。
ど
れ
も
生
活
に
必

要
な
も
の
だ
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
都
市
ガ

ス
に
変
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
地
震
時
の

火
災
リ
ス
ク
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は
も

ち
ろ
ん
な
く
、
根
元
を
断
つ
の
は
人
間
が

住
む
以
上
ど
う
し
て
も
難
し
い
。
大
前
提

は
津
波
火
災
、
津
波
浸
水
地
域
か
ら
の
確

実
な
避
難
。
で
き
る
限
り
、
津
波
浸
水
地

域
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

消
防
の
取
り
組
み
、
後
世
に

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
津
波
火
災
を

非
浸
水
地
域
に
延
焼
さ
せ
な
い
こ
と
。
そ

こ
の
部
分
で
今
回
の
山
田
町
の
消
防
署
や

消
防
団
、
一
般
の
住
民
の
取
り
組
み
を
き

ち
ん
と
成
果
と
し
て
普
遍
化
し
て
、
後
世

に
残
す
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
。

　

―
消
防
団
、
住
民
の
活
動
は
有
効
に

働
い
た
。

　

福
島
県
い
わ
き
市
の
例
だ

が
、
山
林
火
災
を
消
す
訓
練
を

い
っ
ぱ
い
し
た
ら
、
そ
れ
が
役

に
立
っ
た
と
い
う
証
言
が
得
ら

れ
て
い
る
。
山
林
を
含
ん
だ
地

域
を
消
す
と
い
う
意
味
で
は
同

じ
行
動
な
の
で
、
や
は
り
訓
練

が
そ
れ
な
り
に
効
果
的
に
機
能

し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
例
え

ば
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、

自
主
防
災
組
織
が
可
搬
ポ
ン
プ

を
使
っ
て
地
震
火
災
を
消
す
訓

練
を
し
て
い
る
が
、
津
波
火
災

の
訓
練
の
メ
ニ
ュ
ー
を
き
ち
ん

と
考
え
て
、
消
防
団
と
常
備
消

防
と
地
域
住
民
が
ど
う
連
携
で
き
る
か
。

例
え
ば
み
ん
な
で
合
同
訓
練
を
す
る
と
い

う
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

　

―
津
波
火
災
に
対
応
し
た
訓
練
と

は
。

　

ま
ず
は
訓
練
を
す
る
前
の
準
備
だ
が
、

水
と
機
械
と
人
が
い
な
い
と
消
火
は
で
き

な
い
の
で
、
水
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
重

要
。
山
田
町
の
中
心
部
の
よ
う
に
消
火
栓

が
あ
っ
て
も
浸
水
地
域
内
で
は
使
え
な
い

恐
れ
が
あ
る
し
、
今
回
、
自
然
水
利
は
使

え
た
が
、も
し
重
油
な
ど
が
流
出
す
る
と
、

自
然
水
利
も
場
合
に
よ
っ
て
は
危
険
物
に

な
り
、
使
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に

言
う
と
浸
水
し
な
い
地
域
、
み
ん
な
が
避

難
す
る
高
台
を
き
ち
ん
と
守
る
た
め
に
消

防
水
利
を
十
分
に
配
置
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

高
台
避
難
の
仕
組
み
づ
く
り
を

　

―
都
市
計
画
の
上
で
で
き
る
こ
と

は
。

　

津
波
火
災
と
い
う
現
象
が
起
き
る
以

上
、
そ
の
た
め
の
逃
げ
方
を
き
ち
ん
と
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
わ

が
国
で
の
津
波
避
難
ル
ー
ル
は
原
則
高
台

避
難
と
し
な
が
ら
も
、津
波
が
す
ぐ
来
て
、

要
配
慮
者
の
方
々
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
そ

れ
で
高
台
ま
で
の
距
離
が
あ
る
よ
う
な
場

所
は
津
波
避
難
ビ
ル
へ
の
避
難
が
解
決
策

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
東
日
本
大
震
災
で
は
、

山
田
町
だ
け
で
な
く
て
、名
取
と
か
仙
台
、

気
仙
沼
な
ど
、
あ
る
程
度
高
い
建
物
の
近

く
で
津
波
火
災
が
発
生
し
た
事
例
が
結
構

あ
る
。
そ
う
し
た
津
波
火
災
リ
ス
ク
の
高

い
所
で
は
、津
波
避
難
ビ
ル
で
は
な
く
て
、

よ
り
迅
速
に
高
台
に
避
難
す
る
た
め
の
仕

「新宅地」南側の浸水地域の火災は翌朝まで燃え続けた（平成 23 年３月 12
日午前 10 時 17 分撮影）。左に焼損した車両が見える

山田漁港を囲む海抜 9.7 メートルの新しい防潮堤。ハード面の整備と
ともに、避難対策を確固としたものにすることが重要だ

田の浜地区の低地部北側で起きた火災（平成 23 年３月 11 日午後３時 54
分撮影）。火の着いたがれきが漂着して燃えたとみられる
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え
て
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
た
せ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
研
究
者
は
対
策
を
立
て
る
上

で
被
害
想
定
の
計
算
を
し
た
り
、
そ
の
方

法
を
開
発
し
た
り
す
る
が
、
今
の
科
学
技

術
で
は
正
確
に
想
定
で
き
な
い
。
た
ぶ
ん

こ
う
だ
ろ
う
な
と
い
う
よ
う
な
今
ま
で
の

事
例
を
組
み
合
わ
せ
て
や
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
、
そ
れ
こ
そ
50
年
に
一
度
の
頻
度

で
大
災
害
が
起
き
る
と
す
る
と
、
50
年
前

の
社
会
状
況
の
中
で
の
関
数
と
か
パ
ラ
メ

ー
タ
（
母
数
）
に
ど
れ
だ
け
の
意
味
が
あ

る
の
か
と
い
う
話
に
な
る
。

　

被
害
想
定
は
行
政
が
災
害
対
応
を
考
え

る
た
め
の
素
材
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が

被
害
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で

は
な
い
。
被
害
イ
メ
ー
ジ
の
固
定
化
を
避

け
る
と
い
う
の
は
今
回
の
震
災
の
一
番
の

教
訓
だ
と
思
う
。

　

―
海
側
に
あ
る
指
定
避
難
場
所
に
陸

側
か
ら
逃
げ
て
命
を
落
と
し
た
人
も
い

る
。
想
定
自
体
が
危
う
い
の
に
そ
れ
を
固

定
化
し
て
し
ま
う
の
は
さ
ら
に
危
険
だ
。

　

き
ち
ん
と
逃
げ
た
人
が
被
災
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
だ
け

は
無
く
す
取
り
組
み
は
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
災
害
時
に
確
実
な
情
報

が
無
い
、
不
確
定
な
中
で
行
動
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
は
絶
対
に
生
じ
る
。（
情

報
が
）
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
逃
げ

る
と
い
う
訓
練
を
一
回
で
も
し
て
お
く
と

ず
い
ぶ
ん
違
う
と
思
う
。

教
訓
を
制
度
や
技
術
に

　

―
日
ご
ろ
の
避
難
訓
練
で
つ
い
緊
張

感
が
欠
け
る
き
ら
い
も
あ
る
。
啓
発
が
必

要
か
。

　

そ
れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
。
人
間
は
つ

ら
い
こ
と
を
忘
れ
る
か
ら
こ
そ
、
幸
せ
に

生
き
て
い
ら
れ
る
の
で
。
た
だ
大
事
な
の

は
、
こ
れ
ま
で
犠
牲
を
払
っ
た
教
訓
を
忘

れ
て
し
ま
う
の
は
絶
対
に
い
け
な
い
。
啓

発
も
大
事
だ
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、

ル
ー
ル
や
法
律
、
制
度
、
町
づ
く
り
、
技

術
な
ど
の
失
わ
れ
な
い
、
忘
却
さ
れ
な
い

も
の
に
成
果
や
教
訓
を
き
ち
ん
と
受
け
継

い
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

津
波
火
災
に
備
え
る
ル
ー
ル
を
き
ち
ん

と
消
防
団
や
消
防
署
の
方
々
が
作
っ
て
、

文
字
に
し
て
、
紙
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ
に

し
て
残
し
て
お
く
。
そ
う
す
る
と
、
も
し

百
年
後
に
津
波
火
災
が
来
て
も
、
そ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
生
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

―「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言

葉
の
と
ら
え
方
だ
が
、
す
ぐ
そ
ば
に
弱
者

が
い
た
ら
ほ
っ
た
ら
か
し
に
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
人
間
は
本
能
的
に
助
け
よ

う
と
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
人
間
の
本
能
的
な

行
動
が
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
事
例
も
多

い
。
首
都
圏
で
の
帰
宅
困
難
も
、
子
供
を

助
け
に
行
き
た
い
と
か
、
家
族
に
会
い
た

い
と
か
、
当
た
り
前
の
感
覚
で
み
ん
な
帰

っ
て
し
ま
い
、結
果
と
し
て
大
混
乱
し
た
。

そ
こ
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の

が
、
啓
発
と
か
計
画
と
か
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
情
報
技
術
だ
と
思
う
。

　

一
つ
言
え
る
の
は
、「
人
間
」
を
よ
く

知
る
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
は
ハ
ザ
ー
ド
（
危

険
因
子
）
や
物
理
現
象
ば
か
り
を
相
手
に

し
て
い
る
が
、
人
間
の
こ
と
を
よ
く
知
ら

な
い
と
防
災
に
は
生
か
せ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

�

聞
き
手
・
佐
藤
孝
雄

�

（
平
成
28
年
３
月
取
材
）

法
と
し
て
必
須
だ
が
、
今
ま
で
な
か
っ
た

か
ら
大
丈
夫
だ
と
か
、
安
心
材
料
に
し
て

し
ま
う
の
は
歴
史
の
間
違
っ
た
使
い
方

だ
。
災
害
の
特
殊
性
を
き
ち
ん
と
認
識
し

て
、
教
訓
や
歴
史
の
使
い
方
に
十
分
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
歴
史
を
ど
う
生
か
す

か
が
重
要
だ
。

が
れ
き
を
街
に
近
づ
け
な
い

　

―
津
波
火
災
を
起
こ
し
づ
ら
く
す
る

町
づ
く
り
と
は
。

　

一
つ
は
山
田
だ
と
、
旧
県
立
山
田
病
院

の
近
く
の
延
焼
範
囲
ぎ
り
ぎ
り
の
所
で
段

差
が
あ
っ
て
、
漂
流
が
れ
き
を
押
し
と
ど

め
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
先
に
は
木
造

建
物
が
あ
り
、
雨
ど
い
の
部
分
が
溶
け
て

い
た
よ
う
に
見
え
た
の
で
、
あ
る
程
度
熱

は
受
け
て
い
た
け
れ
ど
段
差
の
お
か
げ
で

燃
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
が
れ
き
を

既
成
市
街
地
に
接
近
さ
せ
な
い
た
め
に
、

段
差
を
こ
ま
め
に
設
け
る
と
か
、
緩
衝
帯

に
燃
え
に
く
い
木
を
植
え
る
と
か
、
強
じ

ん
な
フ
ェ
ン
ス
を
作
る
な
ど
の
対
策
が
考

え
ら
れ
る
。

　

お
年
寄
り
が
多
い
地
域
は
ど
う
し
て
も

津
波
避
難
ビ
ル
に
立
て
こ
も
る
こ
と
に
な

る
が
、
津
波
火
災
が
起
き
て
も
防
火
区
画

が
門
脇
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
）
の
西

側
部
分
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
設
計
さ
れ
て

い
れ
ば
、
建
物
の
一
部
は
燃
え
て
も
そ
の

ほ
か
の
場
所
に
は
延
焼
し
な
い
。

　

低
層
階
で
海
に
向
か
っ
た
先
に
開
口
部

が
あ
る
と
、
そ
こ
か
ら
火
の
付
い
た
が
れ

き
が
流
れ
込
ん
で
き
て
ビ
ル
の
中
で
燃
え

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
開
口
部
を
制
限
す

る
な
ど
、
都
市
計
画
と
し
て
も
建
物
対
策

と
し
て
も
や
れ
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

る
。
山
田
漁
港
の
近
く
に
す
ご
く
輻
射
熱

を
受
け
た
よ
う
な
建
物
が
あ
っ
た
が
、
そ

こ
も
開
口
部
や
窓
が
地
震
で
壊
れ
て
お
ら

ず
、
中
は
燃
え
て
い
な
か
っ
た
。

火
災
考
慮
し
た
避
難
計
画
を

　

―
住
民
レ
ベ
ル
で
で
き
る
こ
と
は
。

　

津
波
火
災
と
い
う
言
葉
や
現
象
を
知
ら

な
い
方
が
い
っ
ぱ
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
ま
ず
は
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

浸
水
深
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
安

心
を
し
な
い
こ
と
。
津
波
の
場
合
、
塩
水

な
の
で
、
火
災
が
起
き
る
可
能
性
が
か
な

り
高
い
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
押
さ
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

山
田
で
は
火
災
で
大
き
な
被
害
が
出
た

と
は
い
え
、
全
体
で
考
え
る
と
津
波
で
亡

く
な
っ
た
方
が
多
い
。
津
波
火
災
が
怖
い

か
ら
と
い
っ
て
無
理
し
て
遠
く
の
高
台
に

行
く
の
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て

は
間
違
っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
気
が
す

る
。ま
ず
は
津
波
か
ら
き
ち
ん
と
逃
げ
る
。

特
別
に
津
波
火
災
の
危
険
性
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
地
域
な
ど
は
、
津
波
火
災
の
こ

と
を
考
慮
し
た
避
難
計
画
を
考
え
る
べ
き

だ
。

　

―
具
体
的
に
は
。

　

津
波
火
災
の
危
険
性
が
高
い
場
所
で
は

津
波
避
難
ビ
ル
を
極
力
使
わ
な
い
。
ど
う

し
よ
う
も
な
い
場
合
は
、
津
波
避
難
ビ
ル

を
（
前
述
の
よ
う
に
）
津
波
火
災
対
応
に

す
る
。

　

―
津
波
火
災
か
ら
の
避
難
訓
練
の
あ

り
方
と
は
。

　

そ
れ
は
私
が
知
る
限
り
ど
こ
も
で
き
て

い
な
い
の
で
、
ま
ず
は
わ
れ
わ
れ
が
い
ろ

い
ろ
聞
き
取
り
を
し
た
、
山
田
町
を
含
め

た
助
か
り
方
を
き
ち
ん
と
デ
ー
タ
化
し

て
、
そ
の
結
果
を
生
か
し
た
避
難
計
画
を

作
る
こ
と
が
重
要
だ
。

訓
練
は
多
様
な
パ
タ
ー
ン
で

　

訓
練
の
あ
り
方
も
き
ち
ん
と
考
え
た
方

が
い
い
。
手
続
き
を
き
ち
ん
と
確
認
す
る

と
い
う
意
味
で
同
じ
訓
練
を
繰
り
返
す
の

は
大
切
だ
が
、
ど
う
い
う
災
害
が
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン

の
避
難
訓
練
を
す
る
。
要
す
る
に
イ
メ
ー

ジ
力
を
高
め
る
、
発
想
力
を
広
げ
る
よ
う

な
訓
練
が
重
要
だ
。
よ
く
言
わ
れ
る
避
難

ス
ピ
ー
ド
を
可
能
な
限
り
縮
め
る
よ
う
な

避
難
訓
練
も
大
切
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
に
対
応
で
き
る
避
難
訓
練
と
、
二
つ
の

訓
練
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

例
え
ば
津
波
火
災
、
巨
大
津
波
、
小
さ
な

津
波
な
ど
組
み
合
わ
せ
の
パ
タ
ー
ン
を
変

震災当時、漂流がれきを押しととどめたとされる旧県立山田病院付近
の石垣（現存せず）。背後の住宅への延焼を防いだ

様々な事態を想定して避難訓練を行うのが理想的だとされる。
写真は平成 27 年 11 月に行われた町主催の総合防災訓練で避
難する大沢地区の住民ら
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山
田
町
が
被
災
者
救
済
の
緊
急
雇
用
創

出
事
業
を
委
託
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
大だ

い

雪せ
つ

り
ば
ぁ
ね
っ
と
。」（
北
海
道
旭
川
市
、
破

産
手
続
き
中
）
が
事
業
費
約
７
億
９
千
万

円
を
私
的
流
用
す
る
な
ど
し
て
使
い
切
っ

た
と
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
問
題
」

は
、
復
興
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
町
に

暗
い
影
を
落
と
し
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、

山
田
町
を
応
援
す
る
全
国
の
人
々
の
心
を

深
く
傷
つ
け
た
。

　

町
は
平
成
25（
２
０
１
３
）年
５
月
、
同

法
人
元
代
表
理
事
の
岡
田
栄
悟
被
告
を
相

手
取
り
、
損
害
賠
償
を
求
め
る
民
事
訴
訟

を
盛
岡
地
裁
に
提
起
。
さ
ら
に
町
の
刑
事

告
訴
を
受
け
て
逮
捕
さ
れ
た
岡
田
被
告
は

業
務
上
横
領
な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
、
28
年

１
月
、
盛
岡
地
裁
で
懲
役
６
年
の
実
刑
判

決
を
下
さ
れ
た
（
最
高
裁
に
上
告
中
）。

　

こ
こ
で
は
、「
山
田
町
緊
急
雇
用
創
出

事
業
委
託
に
関
す
る
第
三
者
調
査
委
員

会
」（
宮
健
委
員
長
）
が
３
回
の
会
合
を

経
て
、
25
年
４
月
２
日
に
町
に
提
出
し
た

調
査
・
検
証
の
「
報
告
書
」
の
概
要
版
を

掲
載
す
る
。

　

報
告
書
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
震
災
の
混

乱
期
に
役
場
幹
部
に
近
づ
い
た
問
題
の
発

端
か
ら
委
託
事
業
打
ち
切
り
ま
で
の
経
緯

を
振
り
返
り
、
①
町
が
元
代
表
理
事
の
身

元
や
法
人
実
績
を
十
分
確
認
せ
ず
に
事
業

委
託
し
た
②
法
人
は
被
災
者
向
け
入
浴
施

設
の
工
事
費
な
ど
多
額
の
未
払
い
金
が
あ

り
、
23
年
度
末
で
実
質
上
の
破
た
ん
状
態

だ
っ
た
③
町
は
24
年
7
月
に
行
政
監
査
が

あ
る
ま
で
具
体
的
な
対
応
を
し
な
か
っ
た

―
な
ど
と
問
題
点
を
列
挙
。

　

最
大
の
責
任
は
放
漫
経
営
を
行
っ
た
法

人
側
に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
町
が
初

期
の
段
階
で
注
意
義
務
を
怠
っ
た
」「
事

業
費
は
全
て
国
費
で
、
県
・
市
町
村
に
持

ち
出
し
が
な
く
、
事
業
の
適
正
執
行
な
ど

の
指
導
監
督
に
厳
密
さ
が
欠
け
て
い
た
」

な
ど
と
行
政
側
の
対
応
の
甘
さ
を
指
摘
し

て
い
る
。

報
告
書
【
概
要
版
】

Ⅰ �

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
大
雪
り
ば
ぁ
ね
っ
と
。」

と
山
田
町

　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
１
本
の

電
話
（
平
成
23
年
３
月
26
日
）
に
始
ま
る

「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
と
山
田
町
の
関
係
（
３

月
27
日
～
）
に
つ
い
て
、
時
系
列
的
に
ま

と
め
て
み
る
と
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

23
年
３
月
26
日　
県
社
協
へ
の
電
話
（
担

当
者
は
「
山
田
町
」
に
つ
い
て
情
報
提

供
し
た
）。

27
日　
山
田
町
社
協
に
岡
田
氏
ら
3
人
。

町
役
場
に
案
内
し
町
長
、
副
町
長
に
紹

介
。

28
日　
山
田
町
災
害
対
策
本
部
会
議
に
岡

田
氏
を
参
加
さ
せ
る
。

４
月
１
日　
岡
田
氏
ら
に
ケ
ビ
ン
ハ
ウ
ス

を
無
償
で
使
用
許
可
。

９
日　
山
田
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ

ー
開
設
。
岡
田
氏
副
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
。

５
月
２
日　
県
社
協
専
務
、
県
地
域
福
祉

課
総
括
課
長
ら
山
田
町
へ
。
町
長
ら
に

「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
が
高
額
商
品
を
無
断

で
購
入
し
た
り
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
が
あ
り
撤
退
さ
せ
て

は
ど
う
か
」
と
忠
告
（
町
長
は
無
視
）。

　

同
日　

町
は
岡
田
氏
に
以
下
の
辞
令
交

付
を
し
て
い
る
。
▼
町
災
害
対
策
本
部

本
部
員
委
嘱
▼
町
沿
岸
域
捜
索
担
当
主

幹
▼
町
物
資
セ
ン
タ
ー
主
幹
。
本
人
か

ら
履
歴
書
の
提
出
が
な
い
（
求
め
た
が

「
後
で
…
」
と
の
こ
と
）。

５
月
20
日　
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
に
緊
急

雇
用
創
出
事
業
を
委
託
。
7
人
雇
用
、

事
業
費
１
５
０
０
万
円
（
物
資
セ
ン
タ

ー
の
業
務
）。
契
約
に
際
し
「
り
ば
ぁ

ね
っ
と
」
の
定
款
、
実
績
報
告
書
等
の

提
出
な
し
。
旭
川
市
へ
の
実
績
報
告
書

で
は
、
22
年
度
の
事
業
収
入
６
４
３
万

3
千
円
。
貸
借
対
照
表
が
で
た
ら
め
。

岡
田
氏
は
会
計
知
識
に
疎
い
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
こ
と
が
後
々
、
管
理
能
力

不
足
、放
漫
経
営
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

６
月
10
日　
変
更
契
約
…
33
人
、
９
１
６

１
万
２
千
円

８
月
22
日　
変
更
契
約
…
90
人
、
２
億
１

１
５
０
万
３
千
円

９
月
30
日　
岡
田
氏
を
山
田
町
復
興
支
援

参
与
に
。
受
託
側
の
代
表
者
を
町
の
幹

部
に
す
る
こ
と
に
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
、

24
年
２
月
1
日
に
復
興
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
。

12
月
20
日　
変
更
契
約
…
１
４
８
人
、
２

億
６
１
５
０
万
３
千
円

24
年
１
月
25
日　
変
更
契
約 

…
１
４
８

人
、
４
億
３
０
５
９
万
３
千
円
（
23
年

度
の
最
終
契
約
）

３
月
31
日　
多
額
（
２
億
円
超
？
）
の
未

払
金
を
残
し
た
ま
ま
年
度
を
終
え
る
。

（
以
下
は
後
述
）

　
【
問
題
点
】

①�

身
元
も
確
認
し
な
い
ま
ま
次
々
に
重
用

し
て
い
っ
た
（
履
歴
書
等
未
徴
収
）。

②�

災
害
復
興
会
議
へ
の
参
加
、
ケ
ビ
ン
ハ

ウ
ス
の
無
償
使
用
許
可
な
ど
も
疑
問
。

③�

５
月
２
日
の
県
社
協
専
務
ら
の
忠
告
が

無
視
さ
れ
た
。

④�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
実
績
な
ど
も
確

認
せ
ず
に
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
委
託

し
た
。

⑤�

１
４
８
人
雇
用
、
４
億
３
千
万
円
の
事

業
費
委
託
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
、

岡
田
氏
の「
現
場
力
」だ
け
で
な
く「
管

理
能
力
」「
総
合
力
」「
人
間
力
」
が
問

わ
れ
る
べ
き
。

Ⅱ �「
御
蔵
の
湯
」
と
㈱
オ
ー
ル
・
ブ
リ

ッ
ジ

　

７
月
頃
に
上
場
会
社
ア
イ
シ
ン
精
機

（
ト
ヨ
タ
系
上
場
企
業
）
か
ら
県
内
被
災

地
に
給
湯
施
設
の
無
償
供
与
の
提
案
が
あ

っ
た
。
他
の
市
町
村
が
辞
退
す
る
な
か
、

町
は
受
け
入
れ
を
決
定
し
た
。
こ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
役
場
に
書
類
が
残
っ
て
い
な

い
。

　

７
月
中
旬
に
自
衛
隊
が
撤
退
し
、
仮
設

浴
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
避
難
所
生
活
者
の

た
め
に
、「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
が
仮
設
浴

場
を
山
田
高
校
敷
地
内
に
設
置
し
た
。
岡

田
氏
は
、
ア
イ
シ
ン
精
機
の
話
に
取
り
組

む
よ
う
「
町
長
か
ら
特
命
」
が
あ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
の
ち
に
「
御
蔵
の

湯
」
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
「
建
設
・
土

木
業
で
な
い
こ
と
」「
50
万
円
以
上
の
財

産
取
得
は
で
き
な
い
こ
と
」「
新
規
雇
用

の
人
件
費
が
総
事
業
費
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と
」
な
ど
の
制
約
が
あ
る
。

　

岡
田
氏
は
県
（
宮
古
地
方
振
興
セ
ン
タ

ー
）
の
職
員
か
ら
、「
リ
ー
ス
料
」「
材
料

費
」「
組
立
費
」
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
で

き
る
と
言
わ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
確

認
は
で
き
な
い
。
岡
田
氏
は
、「
リ
ー
ス

な
ら
や
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
㈱
オ
ー

ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
設
立
し
た
と
言
っ
て
い

る
が
同
社
の
設
立
が
23
年
８
月
３
日
で
あ

る
こ
と
、
事
業
目
的
に
「
浴
場
施
設
の
リ

ー
ス
」が
な
い
こ
と
か
ら
、浴
場
施
設
リ
ー

ス
の
た
め
の
会
社
設
立
と
は
言
い
難
い
。

　

な
お
、24
年
４
月
13
日
に
オ
ー
ル
・
ブ
リ

ッ
ジ
の
所
在
地
を
、
石
川
県
に
移
転
し
て

い
る
が
、そ
の
意
図
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

し
っ
か
り
し
た
計
画
も
な
い
ま
ま
に
10

月
12
日
に
盛
岡
市
の
工
事
会
社
に
御
蔵
の

湯
の
工
事
を
発
注
し
て
い
る
（
発
注
者
は

「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」）。
工
事
費
は
１
億
３

９
０
０
万
円
余
。
23
年
度
内
に
４
２
７
６

万
６
千
円
余
を
、「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
か

ら
直
接
工
事
会
社
に
支
払
っ
て
い
る
。

　
「
リ
ー
ス
な
ら
や
れ
る
」
と
誰
が
言
っ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
岡
田
氏

が
県
職
員
の
個
人
名
ま
で
上
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
見
て
も
、
県
職
員
の
示
唆
が
あ
っ

た
と
疑
わ
れ
る
。
む
し
ろ
相
談
を
受
け
た

県
職
員
が
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
浴

場
の
設
置
・
運
営
は
無
理
だ
」
と
言
っ
て

く
れ
れ
ば
、
そ
の
後
の
混
乱
は
避
け
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
前
町
長
ら
町
の
幹
部
が
、「
県

の
確
認
を
得
て
い
る
」
と
い
う
岡
田
氏
の

言
を
単
純
に
信
じ
る
の
で
は
な
く
、
県
に

「
本
当
に
大
丈
夫
か
」
と
電
話
１
本
入
れ

て
い
れ
ば
防
げ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
町

の
担
当
課
長（
当
時
）は
、「
上（
町
長
・
副

町
長
）が
決
め
た
こ
と
だ
」と
言
い
、
前
町

長
・
副
町
長
ら
は
、逆
に
担
当
課
長
の
「
岡

田
氏
か
ら
県
の
確
認
を
と
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
」
と
の
言
を
信
じ
て
い
た
。

　

と
も
あ
れ
、
23
年
12
月
26
日
に
御
蔵
の

湯
の
落
成
式
を
開
催
。（
開
業
は
翌
日
）

　

来
賓
名
簿
に
は
宮
古
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
長
の
名
前
も
あ
る
（
代
理
出
席
）。
な

お
12
月
28
日
、
給
与
規
定
に
は
な
い
賞
与

５
６
９
万
５
千
円
（
89
人
）
を
支
払
っ
て

い
る
。
年
度
末
に
資
金
枯
渇
が
予
想
さ
れ

る
中
で
の
賞
与
支
払
い
は
信
じ
が
た
い
。

　

一
方
、「
オ
ー
ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
」
は
24

年
３
月
期
の
決
算
を
し
て
い
な
い
こ
と
も

判
明
し
て
い
る
。
決
算
書
も
作
ら
ず
、
法

人
税
の
納
税
申
告
も
し
て
い
な
い
。
事
業

税
（
県
税
）
の
「
均
等
割
」
は
納
付
し
た

も
よ
う
で
あ
る
。

　

会
社
を
石
川
県
に
移
転
し
た
オ
ー
ル
・

ブ
リ
ッ
ジ
の
所
轄
税
務
署
は
小
松
税
務
署

で
あ
る
。

　
【
問
題
点
】

①�

前
町
長
、
前
副
町
長
も
岡
田
氏
の
「
県

の
確
認
を
得
て
い
る
」
と
い
う
言
を
信

じ
た
。

②�

工
事
費
を
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
が
直
接

払
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
財
産
取
得
」

に
な
る
。

③�

工
事
費
の
４
２
０
０
万
円
余
が
後
で
県

か
ら
指
摘
さ
れ
た
が
、
結
局
う
や
む
や

に
な
っ
た
。

④�

Ｂ
＆
Ｇ
や
ケ
ビ
ン
ハ
ウ
ス
の
改
装
工
事

1
億
4
千
7
百
万
円
も
あ
る
。

⑤�

御
蔵
の
湯
の
所
有
者
が
「
オ
ー
ル
・
ブ

リ
ッ
ジ
」と
す
れ
ば
、「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」

が
施
設
を
贈
与
し
た
こ
と
に
な
る
。
駅

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
問
題
」
第
三
者
調
査
委
の
報
告
概
要

町
の
対
応
の「
甘
さ
」指
摘

佐藤信逸町長（右）に報告書を手渡す宮健委員長
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氏
の
妻
）、
他
の
３
人
は
旭
川
市
在
住
で

直
接
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
携
わ
っ
て
い

な
い
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
３
人
の
う
ち

１
人
は
岡
田
氏
の
母
、
他
の
２
人
（
母
と

娘
）
も
岡
田
氏
と
親
交
の
あ
る
人
物
の
模

様
。
こ
れ
ら
３
人
の
24
年
４
～
12
月
の
給

与
等
は
７
０
０
万
円
余
で
あ
る
。

　

山
田
町
に
お
け
る
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」

の
事
務
局
に
は
、
副
隊
長
の
橋
川
氏
が
無

給
で
常
駐
し
て
い
た
が
、
す
べ
て
の
指
示

は
岡
田
氏
か
ら
、口
頭
で
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
も
乱
脈
経
理
の
原
因
が
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
給
与
規
定
に
は
基
本
給
の
ほ

か
に
諸
手
当
（
10
数
項
目
）
あ
る
が
、
規

定
に
な
い
ま
ま
に
支
払
っ
て
い
た
も
の

（
23
年
12
月
の
賞
与
等
）
も
あ
り
、
不
適

切
な
支
出
も
あ
る
。
結
局
今
回
の
町
の
検

査
（
24
年
度
）
で
は
、
人
件
費
支
払
い
実

績
２
億
６
１
９
９
万
６
千
円
の
う
ち
、
２

３
３
７
万
４
千
円
が
「
不
適
切
」
と
さ
れ

た（
そ
の
後
、県
の
完
了
検
査
が
あ
っ
た
）。

　

人
件
費
以
外
で
は
、
御
蔵
の
湯
の
建
設

に
係
る
「
リ
ー
ス
費
」
の
多
く
が
不
適
切

な
支
出（「
リ
ー
ス
費
」全
体
で
４
億
円
弱
）

に
な
っ
た
。「
御
蔵
の
湯
」
が
命
取
り
に

な
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
北
海
道
な
ど
遠
隔
地
で
実
施

さ
れ
た
研
修
・
視
察
な
ど
に
係
る
「
旅
費

交
通
費
」
も
不
適
切
な
も
の
（
航
空
運
賃
、

宿
泊
費
、
タ
ク
シ
ー
代
、
高
速
料
、
燃
料

費
な
ど
）
も
多
く
、
リ
ー
ス
費
に
比
べ
れ

ば
金
額
は
小
さ
い
（
４
０
０
万
円
程
度
）

も
の
の
、
乱
脈
経
理
の
実
態
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

結
局
、
人
件
費
、
そ
の
他
経
費
合
わ
せ

て
、
町
が
不
適
切
と
し
た
の
は
４
億
４
千

万
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
県
の

完
了
検
査
に
よ
り
、
県
は
山
田
町
に
４
億

８
千
万
円
余
の
返
還
を
求
め
る
事
態
に
な

っ
た
。

　
【
問
題
点
】

①�

事
務
所
に
「
現
金
出
納
帳
」
の
備
え
付

け
が
な
い
な
ど
、
経
理
事
務
の
基
本
を

欠
く
。

②�

勤
務
実
態
の
な
い
者
へ
の
給
与
支
払
い

な
ど
人
件
費
の
使
い
方
に
も
問
題
が
あ

っ
た
。

③�

人
件
費
以
外
の
経
費
で
は
、「
リ
ー
ス

料
＋
材
料
費
」
と
い
う
御
蔵
の
湯
の
ス

キ
ー
ム
が
「
虚
構
の
産
物
」
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

④�

遠
隔
地
で
の
研
修
・
視
察
な
ど
に
委
託

者
側（
町
）の
目
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
。

⑤�「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
に
「
売
掛
金
」
等

の
債
権
を
有
す
る
中
小
企
業
は
多
数
に

上
り
、「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
の
残
し
た

爪
痕
は
深
い
。

Ⅵ 

論
点
整
理

 

入
手
し
た
資
料
の
検
証
と
聞
き
取
り
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
６
つ
の
論
点
（
15

項
目
）と「
論
点
整
理
の
ま
と
め
」（
５
項

目
）と
し
て
論
述
し
た
。
た
だ
し
、事
案
解

明
の
最
大
の
鍵
と
も
い
え
る
「
り
ば
ぁ
ね

っ
と
」
代
表
、
岡
田
栄
悟
氏
か
ら
の
聞
き

取
り
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
両
論

併
記
の
形
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（
1
）�

緊
急
雇
用
創
出
事
業
委
託
に
際
し

て
の
論
点

（
2
）�「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
の
経
理
状
況
の

点
検
時
期
に
関
す
る
論
点　

（
3
）�

町
監
査
委
員
に
よ
る
行
政
監
査
の

結
果
に
関
す
る
論
点　

（
4
）�

平
成
23
年
度
緊
急
雇
用
創
出
事
業

の
事
業
報
告
書
に
か
か
わ
る
論
点　

（
5
）�

24
年
度
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
委

託
に
つ
い
て
の
論
点　

（
6
）�

御
蔵
の
湯
の
建
設
に
つ
い
て
の
論
点　

＊�「
論
点
整
理
の
ま
と
め
」
と
し
て
５
項

目
に
つ
い
て
検
証
を
加
え
た
。

　

平
成
23
年
度
事
業
費
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
12
月
12
日
の
時
点
か
ら
前
金
割
合
の

規
制
を
無
視
し
て
１
０
０
％
支
払
っ
て
い

る
が
、
１
０
０
％
の
前
金
支
払
い
を
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
事
情
、
今
後
の
事
業

費
不
足
発
生
の
恐
れ
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
れ
ば
、
不
適
正
な
事
業
執
行
を
発

見
で
き
た
し
、
そ
れ
を
受
け
て
不
適
正
な

事
業
執
行
を
改
善
さ
せ
て
い
れ
ば
、
事
業

費
使
い
切
り
問
題
も
未
然
に
防
げ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

町
監
査
委
員
の
行
政
監
査
の
結
果
を
受

け
、
事
業
の
適
正
な
執
行
に
具
体
的
に
町

が
動
い
た
の
は
24
年
７
月
26
日
以
降
で
あ

り
、
対
応
が
遅
す
ぎ
た
こ
と
と
対
応
に
甘

さ
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

事
業
費
は
１
０
０
％
国
費
で
賄
わ
れ
、

県
も
市
町
村
も
持
ち
出
し
が
な
い
た
め
、

事
業
の
適
正
執
行
の
監
査
や
経
理
の
適
正

処
理
の
指
導
監
督
に
厳
密
さ
が
欠
け
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

　

24
年
度
に
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
が
受
託

し
た
事
業
は
、
金
額
ベ
ー
ス
で
町
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
全
体
の
64
・
６
％
を
占
め

て
い
る
。
も
の
ご
と
に
は
「
重
要
性
の
原

則
」
が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
金
額
の
大

き
い
も
の
に
よ
り
多
く
の
注
意
を
傾
け
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。 

　
【
問
題
点
】

①�

23
年
12
月
12
日
の
１
０
０
％
前
金
払
い

は
安
易
な
決
定
で
あ
っ
た
。

②�

24
年
７
月
26
日
以
降
ま
で
、
町
が
適
切

な
事
業
執
行
に
具
体
的
に
動
か
な
か
っ

た
。

③�

事
業
費
が
１
０
０
％
国
の
資
金
で
賄
わ

れ
て
い
た
た
め
、
町
に
気
の
緩
み
が
生

じ
た
。

④�

「
重
要
性
の
原
則
」
を
尊
ぶ
べ
き
で
あ

っ
た
。

裏
仮
設
商
店
街
の
所
有
者
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
。

⑥�

解
体
費
用
を
リ
ー
ス
料
に
含
め
る
と
い

う
が
、
綿
密
に
計
画
さ
れ
た
形
跡
は
な

い
。

Ⅲ 

23
年
度
末
に
破
た
ん
し
て
い
た

　
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
実
績
報
告
書
」
で
、
３
月
分
の
人
件
費

や
延
滞
し
て
い
た
保
険
料
な
ど
４
５
０
０

万
円
ほ
ど
の
支
払
い
予
定
日
が
、
年
度
を

越
え
た
４
～
５
月
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
通
常
の
パ
タ
ー
ン
（
給
料
は
翌
月
15
日

払
い
）
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
問
題
で
は

な
い
。
た
だ
し
、
官
庁
会
計
は
単
年
度
主

義
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
未
払
い
分
は
前

年
度
の
補
助
金
で
精
算
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
24
年
３
月
末
の
「
り
ば
ぁ

ね
っ
と
」
の
預
金
通
帳
残
高
は
１
０
０
万

円
ほ
ど
し
か
な
く
、人
件
費
そ
の
他
の「
未

払
金
」（
2
億
円
超
か
？
）
を
精
算
す
る

べ
き
資
金
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
23
年

度
末
に
こ
の
事
業
は
破
た
ん
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　

そ
の
大
き
な
理
由
は
、
御
蔵
の
湯
の
工

事
費
支
払
い
な
ど
が
影
響
し
た
と
見
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
24
年
４
月
13
日
に
県
の

完
了
検
査
が
終
了
し
、
同
日
、
山
田
町
は

新
年
度
の
補
助
金
の
う
ち
、
３
億
９
千
万

円
を
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
の
口
座
に
振
り

込
ん
で
い
る
。

　
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
は
こ
の
う
ち
、
１

億
８
５
４
万
８
千
円
を
「
オ
ー
ル
・
ブ
リ

ッ
ジ
」
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
、
こ
の

資
金
か
ら
４
２
０
０
万
円
が
「
り
ば
ぁ
ね

っ
と
」
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
、
人
件
費

そ
の
他
23
年
度
末
の
「
未
払
金
」
の
支
払

い
等
に
当
て
ら
れ
た
。

　
【
問
題
点
】

①�

３
月
分
の
人
件
費
の
支
払
い
資
金
が
残

っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
付
か
な
か
っ
た
。

②�
人
件
費
以
外
に
も
御
蔵
の
湯
の
工
事
費

未
払
い
な
ど
、多
額
の
未
払
金
が
あ
り
、

す
で
に
こ
の
時
点
で
本
事
業
は
破
た
ん

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

③�

４
月
13
日
に
24
年
度
補
助
金
の
う
ち
３

億
９
千
万
円
を
前
金
と
し
て
交
付
し
、

こ
の
資
金
の
多
く
が
「
未
払
金
」
の
支

払
い
に
向
け
ら
れ
た
。

④�

県
の
完
了
検
査
も
「
未
払
金
」
の
こ
と

を
見
逃
し
た
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
。

Ⅳ 

町
が
委
託
契
約
を
打
ち
切
る
ま
で

　

平
成
24
年
度
に
入
っ
て
か
ら
、
山
田
町

が
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
へ
の
委
託
契
約
を

打
ち
切
る
ま
で
の
経
過
と
問
題
点
を
述
べ

る
。

24
年
４
月
１
日　
事
業
費
７
億
９
千
万
円

で
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
と
委
託
契
約

４
月
13
日　
23
年
度
事
業
に
つ
い
て
の
県

の
完
了
検
査
終
了
。
第
１
回
資
金
交
付

３
億
９
千
万
円
。

７
月
13
日　
第
２
回
資
金
交
付
2
億
円

７
月
26
日　
山
田
町
監
査
委
員
か
ら
一
部

不
備
の
指
摘
あ
り
。
町
の
調
査
開
始
。

８
月
８
・
20
日　
町
に
よ
る
「
り
ば
ぁ
ね

っ
と
」
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
。

９
月
１
日　
役
場
職
員
２
人
を
山
田
町
防

災
支
援
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
さ
せ
る
。

９
月
４
日　
第
３
回
資
金
交
付
３
千
万
円
。

10
月
９
日　
第
４
回
資
金
交
付
１
億
７
千

万
円
余
（
最
終
）

10
月
18
日　
宮
古
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

調
査
始
ま
る
（
県
議
か
ら
の
質
問
等
）

11
月
28
日　
岡
田
氏
か
ら
「
お
金
を
使
い

切
っ
た
」
と
町
に
申
し
出
が
あ
っ
た
。

12
月
６
・
10
・
21
日　
町
議
会
全
員
協
議

会
で
事
業
費
使
い
切
り
問
題
協
議
。
全

議
員
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

補
正
提
案
は
見
送
ら
れ
た
。

12
月
22
～
28
日　
県
商
工
労
働
観
光
部
、

振
興
セ
ン
タ
ー
、
町
合
同
調
査

12
月
25
日　
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
が
１
３

７
人
を
解
雇
。

25
年
1
月
18
日　
町
が「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」

へ
の
委
託
事
業
を
打
ち
切
る
。

　

山
田
町
監
査
委
員
、
県
議
か
ら
の
質
問

事
項
は
、
不
適
切
な
経
費
の
使
い
方
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
り
、
町
は
岡

田
氏
、橋
川
氏
を
呼
ん
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

回
答
を
求
め
る
も
、
資
料
の
提
出
に
つ
い

て
は
約
束
が
果
た
さ
れ
な
い
な
ど
「
り
ば

ぁ
ね
っ
と
」側
の
態
度
は
不
誠
実
だ
っ
た
。

支
払
い
を
証
す
る
書
類
が
存
在
し
な
い
も

の
も
あ
り
、
調
査
は
は
か
ば
か
し
く
な
か

っ
た
。「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」側
の
弁
護
士
の

登
場
も
あ
り
、調
査
は
限
定
的
に
な
っ
た
。

　
【
問
題
点
】

①�

県
の
23
年
度
完
了
検
査
が
中
途
半
端
の

ま
ま
（
多
少
の
疑
問
の
中
）
完
了
し
た
。

②�

町
監
査
委
員
、県
か
ら
の
調
査
に
対
し
、

岡
田
氏
ら
の
対
応
は
誠
実
を
欠
く
も
の

で
あ
っ
た
。

③�

県
・
町
の
合
同
調
査
な
ど
も
実
施
し
た

が
、
書
類
の
提
出
な
ど
も
限
定
的
で
あ

り
、「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
に
誠
意
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

Ⅴ �

乱
脈
経
理
の
実
態
と
不
適
切
な
経

費
支
出

　
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
の
預
金
通
帳
の
コ

ピ
ー
を
見
る
と
、
カ
ー
ド
に
よ
る
現
金
引

き
出
し
な
ど
が
多
く
、
現
金
出
納
帳
が
な

い
こ
と
か
ら
、
持
ち
帰
っ
た
現
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
が
不
明
な
も
の
が

多
数
あ
っ
た（
科
目
別
の「
元
帳
」は
あ
る
）。

　
「
そ
の
他
人
件
費
」（「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」

側
）
対
象
者
５
人
の
う
ち
、
２
人
は
山
田

町
で
経
理
事
務
等
担
当
（
内
１
人
は
岡
田
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Ⅶ 
提
言

１　
問
題
の
本
質
を
よ
く
把
握
す
る
こ
と

　

岡
田
氏
ら
が
山
田
町
に
来
た
こ
ろ
（
23

年
３
月
下
旬
）
は
、
町
は
ま
だ
混
乱
の
さ

中
に
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

　

そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
あ
え
て
言

え
ば
、「
い
く
ら
混
乱
の
さ
中
で
あ
っ
て

も
、
地
方
自
治
体
と
し
て
守
る
べ
き
最
低

限
の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
」は
ず
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
最
大
の
責
任
は
、
乱
脈
経
理
な

ど
放
漫
経
営
を
行
っ
た
岡
田
氏
側
に
あ
る

が
、
町
が
初
期
の
段
階
で
注
意
義
務
を
怠

っ
た
こ
と
も
混
乱
を
招
い
た
要
因
で
あ
っ

た
。
結
果
的
に
、
４
億
８
千
万
円
の
返
還

を
県
か
ら
求
め
ら
れ
る
事
態
に
な
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
当
時
の
町
長
、
副
町
長

ら
の
責
任
は
重
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
、
岩
手
県
も
23
年
度
末
の
完
了
検

査
に
お
い
て
、
多
額
の
「
未
払
金
」
の
存

在
を
見
逃
し
て
お
り
、
単
年
度
会
計
を
基

本
と
す
る
県
と
し
て
も
注
意
義
務
を
欠
い

た
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

２　

�

山
田
町
の
信
頼
を
早
期
に
回
復
す
る

努
力
を
す
る
こ
と

　

今
回
の
混
乱
に
よ
っ
て
山
田
町
は
内
外

か
ら
の
信
頼
を
失
墜
し
、
多
く
の
町
民
は

心
を
痛
め
て
い
る
。

　

佐
藤
町
長
は
24
年
７
月
に
町
長
に
就
任

し
た
ば
か
り
で
、
就
任
早
々
に
重
い
課
題

を
突
き
付
け
ら
れ
た
が
、
町
の
信
頼
を
回

復
す
る
た
め
に
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
問

題
解
決
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
町
の
広
報
誌
を
使
う
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
真
実
を
町

民
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

３　

�

責
任
追
及
に
つ
い
て
は
弁
護
士
と
よ

く
相
談
す
る
こ
と

　

県
が
町
に
対
し
て
補
助
金
の
返
還
を
求

め
る
金
額
も
決
ま
っ
た
が
、
こ
の
金
額
を

「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
に
対
し
て
請
求
す
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
町
が
委
託
し
て
い
る
弁

護
士
と
よ
く
相
談
し
て
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
「
り
ば
ぁ
ね
っ
と
」
や
岡
田
氏
に
対
し

て
法
的
責
任
を
問
え
る
か
に
つ
い
て
、
第

三
者
委
員
会
と
し
て
結
論
を
出
す
立
場
に

は
な
い
。
こ
の
点
も
弁
護
士
と
相
談
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
前
町
長
・
前
副
町
長
ら
に
対
す

る
責
任
追
及
は
、「
政
治
的
・
道
義
的
責
任
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
町
民
の

納
得
す
る
よ
う
な
「
け
じ
め
」
の
付
け
方

に
つ
い
て
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

県
に
対
し
て
は
、
金
額
の
減
免
な
ど
多

少
の
交
渉
の
余
地
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
町
長
自
ら
県
に
赴
い
て
陳
情
す
る
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
駆
使
し
て
折
衝
す

る
こ
と
も
有
効
か
と
思
わ
れ
る
。

４　

�

幹
部
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る

こ
と

　

今
回
の
調
査
等
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

の
一
つ
は
、
役
場
内
に
お
け
る
「
情
報
の

共
有
」や「
横
の
連
携
」「
縦
の
信
頼
関
係
」

な
ど
に
も
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
情
報
の
共
有
」
の
た
め
に
は
、
単
に

会
議
を
開
け
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
お
互
い
に
視
野
を
広
く
持
っ
て
、
庁

内
全
体
の
動
き
に
関
心
を
持
つ
こ
と
な
ど

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員

の
資
質
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

　

た
と
え
ば
、「
単
年
度
会
計
」
と
い
う

意
識
を
強
く
持
っ
て
い
れ
ば
、
23
年
度
末

の
「
未
払
金
」
は
見
抜
け
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ま
さ
に
公
務
員
と
し
て
の
常
識

で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
後
の
展
開
は
変
わ
っ
て
い
た
と
も
言

え
る
。
結
果
的
に
、
岡
田
氏
に
振
り
回
さ

れ
て
い
た
構
図
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

こ
の
よ
う
な
失
態
を
招
か
な
い
た
め
に

も
、
外
部
の
専
門
家
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に

努
め
る
と
同
時
に
、
必
要
に
応
じ
て
組
織

の
再
編
な
ど
も
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５　

�

補
助
金
の
使
い
方
に
も
厳
し
い
目
を

持
つ
こ
と

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
財
源
は
１
０
０

％
国
の
負
担
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、「
雇

用
を
生
み
出
せ
ば
、
金
は
い
く
ら
で
も
来

る
」
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
に
つ
な
が
っ

た
面
も
否
め
な
い
。
こ
れ
は
補
助
金
行
政

全
般
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
事
業
に
目
配
り
を

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
た
と
え
ば

町
の
委
託
事
業
の
う
ち
１
億
円
を
超
え
る

も
の
と
か
、
上
位
５
件
と
か
独
自
の
基
準

を
作
っ
て
、
そ
れ
ら
に
は
厳
し
く
監
視
の

目
を
注
ぐ
な
ど
の
施
策
を
と
る
こ
と
も
考

え
て
ほ
し
い
。

　

県
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
お

き
た
い
。「
特
に
監
視
す
る
べ
き
委
託
事

業
」
に
つ
い
て
、
県
は
県
な
り
に
金
額
の

上
位
10
件
と
か
、
金
額
で
５
億
円
を
超
え

る
も
の
を
特
別
に
監
視
す
る
と
か
、
な
に

か
方
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
補
助
金
の
不

正
受
給
等
に
関
す
る
話
題
が
多
い
。「
資

金
は
国
民
の
税
金
だ
」
と
い
う
意
識
を
県

も
市
町
村
も
強
く
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
上
で
、
効
果
的
な
使
い
方
に
監
視
の

目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

以
上
５
点
を
提
言
と
し
て
申
し
上
げ

た
。
今
回
の
こ
と
を
教
訓
に
し
て
、
山
田

町
が
佐
藤
信
逸
町
長
を
先
頭
に
前
に
進
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
一
日
も
早
く
、
こ
の

問
題
が
解
決
す
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な

い
。

�

以
上
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